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要 旨 
 
本研究は、中国湖南省隆回県における、花瑶族の服飾に表出する生活文化に関す
る調査・解析に基づき、当該地域の人びとが目指すべき生活のあり方を導出するこ
とを目的としたものである。	
第一章においては、現地における実物資料の調査ならびに聞き取り調査によって
花瑶地域の現状を把握した。それによると当該地域においては生活の様式が変化
し、伝統服飾の消失にともない社会秩序や価値観なども変わりつつある。これらの
調査結果などから問題意識の明確化を行った。	
第二章においては、服飾の制作を取り上げた。花瑶族の人びとは、木綿、苧麻など
の自然素材を活用して服飾を制作し、古くなると他の用途に転用するなどして徹底的
に使い尽くし、使用に耐えられなくなると自然に還元した。その営みのなかで、自然
と寄り添い自然の産物を循環的に活用する方途を見出してきたこを示した。	
第三章においては、日常服を取り上げ、女性たちはその制作を通して、世代や家族
を超えて村人と交流しながら技術を向上させるとともに、刺繍紋様に内包された意味
を共有し、その使用を通して女性の能力や美しさを表現した。こうして、服飾は、集
落のみならず、地域社会におけるコミュニケーションの媒体ともなってきた。また、
日常服の制作と使用、洗濯・乾燥・保管などの行為には、時間・空間意識と連動した
生活リズムが反映されていることなどを明らかにした。	
第四章においては、婚礼衣装を取り上げ、男女両家の協力により制作した女性の婚
礼衣装は、社会的立場の転換のみならず、他人への幸福を願うとともに、死後、婚姻
関係、家族関係を維持・継続する役割を果たしてきたことを示した。	
第五章においては、葬礼衣装を取り上げ、その制作と使用は、親や年長者に敬い大
切にする孝悌の心、世代・長幼の序列を表すとともに家族や宗族連帯を強化する役割
を果たしてきたことを示した。	
第六章においては、当該地域の人びとを対象としたアンケート調査を実施し、上述
した服飾に関する生活文化に対する認識・意識を把握した。当該地域の人びとは同文
化に強い関心を有しており、かつ、その継承を望んでいることが明らかとなった。さ
らに、これまで形成されてきた服飾文化を当該地域の人びとの間で共有し、自然環境・
人間関係・家族関係が持続する社会づくりを展開していくための指針を導出した。	
	
	
 	
 
Summary 
 
This study aims to derive the way of life in the area that people should aim based on the living culture 
presented in Huayao’s clothing in Longhui prefecture, Hunan Province, China.  
In the first chapter, we have grasped the current situation in Huayao area by investigating the actual 
material on site and interviewing. According to it, the way of life changes in the area, social order and values 
are changing as the traditional costumes disappear. We clarified problem consciousness based on the results 
of these surveys.   
In the second chapter, we take up the production of clothing, the people of the Huayao family created 
clothes utilizing natural materials such as cotton and hemp, and when it gets older, it is thoroughly dissipated 
by diverting it to other uses. When it became unable to withstand the use, it will be returned to nature. In 
the course of its work, I discovered that those are ways to cyclically utilize the products of nature and be 
close to nature. 
In the third chapter, we take daily clothes and women through their production, exchanging with villagers 
across the generations and families while improving the technology, sharing the meaning encrypted in the 
embroidery pattern. Through these ways, women’s ability and beauty are expressed. In this way, clothing 
has become a medium for communication not only in family but also in communities. In addition, the 
creation and use of everyday clothes, and activities such as washing, drying, storage, etc., revealed that the 
life rhythms linked with time and spatial consciousness are reflected. 
In chapter 4, for the women's wedding costumes, which take up both families of the groom and bride 
combining strengths to produce the costume, not only transform the social position but also strengthening 
and maintaining the familial and marital relationship along with expressing wishes for the afterlife and 
happiness to others.  
In the fifth chapter, the funeral costumes, where their production and use have been playing a role in 
expressing the hearts of filial piety, valuing and respecting their parents and elders, and manifesting the 
hierarchy in generations and elders while strengthening the families and religious solidarity . 
In Chapter 6, a questionnaire survey was conducted for the people in the area, and the awareness and 
consciousness on the living culture concerning the aforementioned clothing was grasped. As a result, it 
became clear that people in the area have a strong interest and desire to succeed the same culture. 
Furthermore, in the future we will draw guidelines for the people where they share the living culture that 
has been formed through the cultivation, processing and utilization of materials, and the creation and use of 
clothing among people in the area. Through this living culture will develop a society in which the natural 
environment, human relationships and family relationships are sustained. 
I  
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第一章：序章 
	
【要旨】本研究は、近代化・都市化が進んでいる現代社会において、急速に消失しつ
つある伝統的服飾文化を、現地調査を通して当該地域の高齢者から引き出し、より多
くの人びとと共有しながら、服飾文化の価値を再認識し、今後、彼らが目指すべき生
活づくりに活用する方策を導出することを目的としたものである。本章では、同民族
の伝統的服飾についての研究背景、調査の経過、内発的地域振興に向けたデザインの
視座、研究目的、先行研究、研究方法について述べる。	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
１．研究背景 
数千年の悠久な歴史を有している中国においては、古くから数多くの民族が共存し
ている。長い歴史のなかで、各民族の間に交易や通婚および戦いなどの交流により、
互いに影響を与え民族文化を融合させてきた。数百万平方千米の領域を有している中
国においては、北から南まで、東から西まで、異なる地理や気候風土に応じて、個性
的・多様的な生活文化が育まれている。このように、さまざまな民族は、長い歴史の
なかで融合しながらも、地域固有の生活文化をつくりあげてきた。	
しかしながら、グローバル化・都市化が進む現代中国における生活様式の急速な変
容に伴い、民族・地域アイデンティティは消失しつつある。大量生産・大量消費・大
量廃棄等の進行は、環境汚染や地球温暖化などのさまざまな問題を引き起こし、資源
の面でも環境の面でも、地球規模での限界を感じさせる状況に直面している。物質面
の豊かさを追求する現代社会は、今やものを制作する楽しみ、使う喜び、慈しむ心な
どをないがしろにする傾向を強めている。このような状況において、自然と共生し、
制作から消費、廃棄に至るまで、資源循環を基本とした生活、そしてもの制作・使用
を通しての人間関係や社会秩序の構築などの重要性が見直され活発に論議されてい
る。	
今日、急速に増幅するグローバライゼーションのなかで、今後、それぞれの地域が
伝承してきた生活文化を維持・継承・発展させていくためには、どのような方向が考
えられるのであろうか。本研究は、こうした問題意識の下で考究する論文である。	
 
２．花瑶族の服飾文化に注目した経緯 
	 本研究で取り上げる｢フアヤオ(花瑶)｣族は、中国の少数民族、瑶族の一部族である。
かつて、異族との戦いにより中国の北から南へ頻繁に移動していたため、異族から「南
蛮」とも呼ばれた。明代の1576年以降[注１]、現在の湖南省邵陽市隆回県の北西部に
定住するようになった。現在人口約7,000人[注２]の花瑶族は、｢挑花｣と称される鮮
やかなクロスステッチの刺繍が施されている女性の服飾が特徴であり、その服飾から
瑶族に「花」の語が冠せられて、｢花瑶族｣という名称が付された。	
	 筆者は、湖南省邵陽市で生まれ育ったが、長い間同市の花瑶族のことを気がつかず
にいた。1980 年代以前、花瑶族はほぼ自給自足の生活を送り、地域外との交流が少な
かった。はじめて花瑶族のことを耳にしたのは、2007 年すなわち大学 2年の時に受け
た「民俗学研究」という授業であった。担当する講師の李姣玲先生は、隆回県の出身
であり、昔話や口承文芸などを専門としており、授業のなかで、花瑶族について以下
のように語った。	
3 
	 	 		花瑶族の女性は、日頃、数百 mの頭飾帯を頭に巻いている(図 1-1)。使用者が
若いほど頭飾帯は長く、美しさを強調する。長い頭飾帯を頭に巻き付けると笠状
になり、それは、遠くからみると、まるで山間に見事に咲いている野花のようで
ある。それに加え、腰に長い帯をつけている。その腰帯の着用は一人ではできず、
母親あるいは友人たちに手伝ってもらう必要がある。まず、長い腰帯の中央付近
を着用する者の腰に当て、腰帯の上層の３分の１程がみえるように時計回りに巻
き付けていく(図 1-2)。巻き付け終わったら、その端を腰帯に挟んでおく。彼女
らの服飾は、色彩が鮮やかであり、まるで雉のような美しいものである。このよ
うな服飾制作は、１着の筒状スカートに半年以上がかかる。彼女らは、幼い頃か
ら彼岸に至るまで、一生にわたって服飾制作を行っている。	
	 この話を通じて当時、花瑶族の美しさを頭に浮かべながら、彼女らの服飾に強い感
心を持つようになった。日頃、我々はなにげなくあたりまえに服飾を着用しているが、
花瑶族はそれと異なり、生活の主体として心を込めて服飾を制作・使用をしているの
であろう。また、周囲の自然環境を人生の舞台として生き生きとした生活を演出して
いると感じ、さらに、我々人間はなぜ服飾を制作・着用するのかという素朴な疑問を
抱き始めた。その疑問を抱きながら、2011 年、湖南師範大学美術学院、設計芸術学の
修士課程に進学した。その際、故郷における花瑶族の服飾文化についての研究をテー
マにしようと決意した。翌年から、花瑶族の服飾に関することを調査してきた。	
	
３．調査の経過 
	 2012 年から 2018 年にかけて、現地調査（実物資料の調査、聞き取り調査、アンケ
ート調査）と文献調査を行なった。	
 
図 1-2 腰帯の巻きつけ 2017 年 12 月筆者撮 
 
図 1-1 頭飾帯 2017 年 12 月筆者撮影 
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3.1.現地調査 
3.1.1.実物資料の調査と聞き取り調査 
2012 年から 2017 年にかけて、毎年１〜
２ヶ月程度で、計７回、図 1-3 が示してい
る村 19を訪問し、花瑶族の人びとと一緒に
生活しながら実物資料の調査と聞き取り調
査を行なった。具体的な日時、調査先、調
査対象、調査内容は以下の通りである。ま
た、実物資料の写真と聞き取りの記録の一
部は、資料編に添付する。	
	
(１)現地調査一回目 
	 2012 年７月から９月にかけ、隆回県文化
局と虎形山瑶族郷文化站から花瑶族歴史や
その挑花服飾の基本情報および各集落の連
絡先を入手し、花瑶地域（虎形山瑶族郷、
小沙江鎮、麻塘山郷、大水田郷）の 23箇所
（局・站・村）を訪ね、651 点の実物資料を
撮影した。それと同時にそれぞれの服飾制
作者 68人に対して、刺繍や服飾の作り方お
よび服飾に施された紋様の意味について聞き取り調査を行った。その結果を表 1-1 に
示す。	
表 1-1 現地調査一回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
7/31	 隆回県文化局	
彭葉栄	
廖玲	
段麗瑛	
(1)花瑶族の歴史や彼らが持つ
名字などの情報について	
(2)現地訪問方法	
(3)隆回県文化局所蔵の挑花服
飾 14点撮影	
8/1	
虎形山瑶族郷文化站	 胡信松	
花瑶地域の構成と各村落の連
絡先	
虎形山瑶族郷大托村	 奉堂妹	 挑花服飾 33点撮影	
虎形山瑶族郷虎形山村	 劉又妹	 挑花服飾 24点撮影	
8/2	 虎形山瑶族郷崇木凼村	 劉偏妹および嫁	 挑花服飾３点撮影	
 
図 1-3 訪問地マップ 筆者作成 
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8/3	 虎形山瑶族郷水洞坪村	
歩流妹	 挑花服飾４点撮影	
沈雷妹	 挑花服飾 19点撮影	
沈烈妹	 挑花服飾 14点撮影	
沈満花	 挑花服飾９点撮影	
沈盤花	 挑花服飾３点撮影	
8/4	
虎形山瑶族郷茅坳村	
回起姑	 挑花服飾４点撮影	
沈日花	 挑花服飾 12点撮影	
楊排妹	 挑花服飾４点撮影	
楊玉花	 挑花服飾３点撮影	
虎形山瑶族郷万貫沖村	
沈六妹	 挑花服飾４点撮影	
沈陪妹	 挑花服飾８点撮影	
沈台妹	 挑花服飾８点撮影	
沈田妹	 挑花服飾２点撮影	
楊蒙花	 挑花服飾 20点撮影	
8/5	
虎形山瑶族郷青山坳村	
歩料花	 挑花服飾９点撮影	
奉龍妹	 挑花服飾４点撮影	
奉雲妹	 挑花服飾６点撮影	
虎形山瑶族郷銅銭坪村	
奉化妹	 挑花服飾 18点撮影	
奉油花/祖母	
挑花服飾 31点撮影	
歩芳蘭/孫娘	
8/6	
虎形山瑶族郷岩児塘村	
歩碧英（母親）	 挑花服飾２点撮影	
奉改妹（娘）	 挑花服飾 12点撮影	
奉旦妹	 挑花服飾８点撮影	
奉寒英	 挑花服飾７点撮影	
奉後花	 挑花服飾 12点撮影	
奉数妹	 挑花服飾 10点撮影	
奉桃妹	 挑花服飾２点撮影	
沈杏花および祖母	 挑花服飾６点撮影	
虎形山瑶族郷四角田村	
奉姑妹（母親）	 挑花服飾７点撮影	
劉丑妹（娘）	 挑花服飾 26点撮影	
劉統妹	 挑花服飾 13点撮影	
楊茶妹	 挑花服飾１点撮影	
楊好妹	 挑花服飾２点撮影	
奉書花	 挑花服飾 20点撮影	
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劉統妹の祖母	 挑花服飾９点撮影	
虎形山瑶族郷白水洞村	 奉响妹	 挑花服飾 21点撮影	
8/9	 虎形山瑶族郷崇木凼村	
奉擺妹	 挑花服飾 10点撮影	
奉了妹	 挑花服飾９点撮影	
奉松花	 挑花服飾３点撮影	
沈黄花	 挑花服飾３点撮影	
8/10	 虎形山瑶族郷虎形山村	
奉歇妹	 挑花服飾 12点撮影	
奉造妹	 挑花服飾 12点撮影	
楊畢妹	 挑花服飾 12点撮影	
8/11	
小沙江鎮江辺村	
回蘭花	 挑花服飾４点撮影	
回三姑	 挑花服飾５点撮影	
小沙江鎮金竹山村	
劉愛妹	 挑花服飾 10点撮影	
劉的妹	 挑花服飾４点撮影	
8/12	
麻塘山郷老樹下村	
歩来妹	 挑花服飾 10点撮影	
沈仙妹	 挑花服飾４点撮影	
麻塘山郷油渓坪村	 奉田妹	 挑花服飾４点撮影	
大水田郷白馬山村	
奉車姑	 挑花服飾 13点撮影	
奉吉花	 挑花服飾 13点撮影	
奉馬妹	 挑花服飾 10点撮影	
沈仙妹	 挑花服飾６点撮影	
8/16	 小沙江鎮旺渓村	
奉比妹	 挑花服飾 10点撮影	
奉黄花	 挑花服飾 26点撮影	
奉若華	 挑花服飾４点撮影	
回麗秀	 挑花服飾７点撮影	
9/11	 虎形山瑶族郷大托村	 沈鳳凰	 挑花服飾 22点撮影	
9/15	 隆回県桃洪鎮	 奉雪妹	 挑花服飾 24点撮影	
合計	 23 箇所	 68 人	 写真 651 点	
 
 
(２)現地調査二回目 
	 2013 年８月から９月にかけて、奉堂妹氏に対し頭飾りの編み方を、歩道求氏に対し
年中行事の様子をを聞き取り調査した。また、頭飾りの編み方を含み奉曉曦氏、奉渓
妹氏の日常服を 531 枚撮影した。それを表 1-2 に示す。	
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表 1-2 現地調査二回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
8/12	 大托村	 奉堂妹	 頭飾りの編み方 10枚を撮影した	
8/15	
虎形山村	 歩道求	 年中行事の様子	
8/16	
9/2	 銅銭坪村	
奉曉曦	
奉渓妹	
日常服撮影：夏服は 417 枚、冬服は 104
枚の写真を撮影した	
計	 ３箇所	 ４人	 写真 531 枚	
	
(３)現地調査三回目 
	 2014 年５月に、花瑶地域において奉堂妹氏などの日常服 135 点撮影をした。それを
表 1-3 に示す。	
表 1-3 現地調査三回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
5/16	 大托村	 奉堂妹など	 夏服 63枚、冬服 72枚撮影	
計	 １箇所	 ５人	 写真 135 枚	
	
(４)現地調査四回目 
	 2014 年９月に、花瑶地域において奉曉曦氏、奉渓妹氏、奉鳥花氏、沈莎花氏の婚
礼衣装を 417 点撮影し、また、奉雪妹氏に対して、花瑶族の暮らしぶりについて、
聞き取り調査を行った。それを表 1-4 に示す。	
表 1-4 現地調査四回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
9/1	
小沙江鎮	
旺溪村	
奉曉曦、奉渓妹、	
奉鳥花、沈莎花	
女性の婚礼衣装は 417 枚の写真を撮影
した。	
9/13	 隆回県桃洪鎮	 奉雪妹	
花瑶族の暮らしぶりと服飾（資料編・聞
き取り調査 NO.01、pp.232〜233）	
計	 ２箇所	 ５人	 写真 417 枚	
	
(５)現地調査五回目 
	 2015 年８月から９月にかけ、花瑶地域において、楊梅香氏、歩道求氏、沈未妹、奉
堂妹氏、奉雪妹氏に対して、かつての日常生活、年中行事、人生儀礼と服飾、また、
現代の生活と服飾の変遷について聞き取り調査を行った。その結果を表 1-5 に示す。	
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表 1-5 現地調査五回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
8/24	 虎形山村	 楊梅香	
花瑶族の近代の暮らしと服飾（資料編・聞き取り調査
NO.02、pp.234〜237）	
8/26	 虎形山村	 歩道求	
花瑶族の生誕儀礼と服飾（資料編・聞き取り調査 NO.03、
pp.238〜241）	
8/26	 虎形山村	 沈未妹	
花瑶族の婚礼と服飾（資料編・聞き取り調査 NO.04、
pp.242〜251）	
9/1	 虎形山村	 歩道求	
花瑶族の葬儀と服飾（資料編・聞き取り調査 NO.05、
pp.252〜259）	
9/21	 大托村	 奉堂妹	
花瑶族の今日の生活と服飾（資料編・聞き取り調査
NO.06、p.260）	
9/21	 大托村	 奉堂妹	
服飾の素材と紋様（資料編・聞き取り調査 NO.07、pp.261
〜262）	
9/26	 桃洪鎮	 奉雪妹	
花瑶族の年中行事と服飾（資料編・聞き取り調査 NO.08、
pp.263〜266）	
計	 ４箇所	 ５人	 	
	
(６)現地調査六回目 
	 2016 年８月から９月にかけ、虎形山瑶族郷青山坳村槐花山集落において村人とと
もに環境整備を行った。それをきっかけに、廃棄した化学繊維の服飾は、自然環境に
大きな負荷を与えていることを認識するようになった。また、花瑶族の高齢者楊梅香
氏に対し、木綿・苧麻などの自然素材の栽培・採集・加工技術を聞き取り調査し記録
した。これらの技術は花瑶地域において消失しつつあり、それを復活するために、花
瑶族の服飾制作者奉素花氏、奉橋香氏とともに貴州省従江県谷坪郷山崗村燕窝寨とい
う苗族の集落において木綿や苧麻の加工技術について調査を行った。その結果を表 1-
6 に示す。	
表 1-6 現地調査六回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
8/25	 青山坳村	
奉族未等
32人	
虎形山瑶族郷青山坳村槐花山集落の村民とともに環
境整備を行った。それをきっかけに、村民たち、特に
子供たちは、使用後の化学繊維・化学染料でつくった
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服飾が山や川に捨てられ環境問題を引き起こしてい
ることを認識するようになった。	
8/26	 虎形山村	 楊梅香	
現在、当該地域において、伝統的服飾の素材とした木
綿や麻の栽培・加工が行われず、その技術を消失しつ
つある。上記の環境整備を通して、服飾に自然素材を
使ってみようという意識が高まり、地元の若者とと
もに、高齢者に対して木綿や麻の栽培・加工技術を聞
き取り調査し、記録した。（資料編・聞き取り調査
NO.09、pp.267〜268）	
8/27〜30	
貴州省	
従江県	
滚奴糯氏	
上記の木綿や麻の栽培・加工技術を調査・記録するた
めに、花瑶地域振興のボランティアである陸顕中氏
の案内で、花瑶族の服飾制作者（女性）２人とともに、
貴州省従江県苗族村における燕窝寨において、糸紡
ぎ、機織り、染色（藍染）などについて調査を行った。	
9/9	 虎形山村	 沈未妹	
新婦服の使い方、誰に着用させてもらうか、着用する
際にどのような話をするのか。	
喪服について、どのようなタイミングで喪服を制作
するのか、どのような気持ちで制作していたのかな
どを調査した。	
9/13	 四角田村	 楊茶妹	
挑花服飾色彩について調査を行った。（資料編・聞き
取り調査 NO.10、p.269）	
9/15	 虎形山村	 歩道求	
挑花刺繍の起源伝説について調査を行った。（資料
編・聞き取り調査 NO.11、p.269）	
9/15	 桃洪鎮	 奉雪妹	
杯嘎喲紋様の起源について調査を行った。（資料編・
聞き取り調査 NO.12、p.270）	
9/30	 周朋村	 楊方遠	 法器、平服の洗濯、乾燥、保管	
計	 ４箇所	 39 人	 写真 30枚	
	
(７)現地調査七回目 
	 2017 年８月から 10月にかけ、花瑶族女性沈禾妹氏の葬儀に参加し、葬礼衣装を 132
点撮影し、その制作と使用について沈禾妹氏の遺族奉族清氏、歩賢妹氏、奉娟花氏に
対し聞き取り調査をした。また、前年の現地調査において記録した植物染色に関する
知識を活用し、隆回県虎形山瑶族郷槐花山集落、溆浦県葛竹坪鎮沈家湾集落、隆回県
虎形山瑶族郷草原村において草木染体験ワークショップを行なった。さらに、藍染の
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染料を抽出する技術を記録するため、貴州省従江県谷坪郷山崗村燕窝寨において、実
地調査を行った。具体的な日程・調査・体験内容は、表 1-7 に示す。	
	
表 1-7 現地調査七回目の状況 
日時 調査先 調査対象 調査内容 
８/22〜24	
虎形山瑶
族郷白水
洞村	
沈禾妹氏の遺
族奉族清氏、
歩賢妹氏、奉
娟花氏	
葬式の実態を記録し、また、葬礼衣装を 132 点撮
影し、遺族たちに対して葬礼衣装の素材、つくり
かた、紋様の意味、使用方法などを聞き取り調査
した。	
８/25〜30	
隆回県虎
形山瑶族
郷槐花山
集落	
参加者：槐花
山集落の村民
およびその他	
花瑶地域内外の人びととともに、草木染体験を行
なった。クチナシで黄色を、五倍子で黒色を、稲
藁の灰汁で灰色を、藍の染料で藍色を染めた（※
藍染の染料は中国で買ったものであるが、それ以
外は当該地域で植物からつくった染料である。以
下同様）体験の様子と反応を把握するため、写真
やアンケートをとった。	
９/１〜14	
溆浦県葛
竹坪鎮沈
家湾集落	
参加者：同集
落の村民およ
びその他	
花瑶地域内外の人びととともに、草木染体験を行
なった。クチナシで黄色を、柿で黒色を、洋種山
牛蒡で紫色を、懸鉤子で赤色を、藍の染料で藍色
を染めた。体験の様子と反応を把握するため、写
真やアンケートをとった。	
９/15〜25	
隆回県虎
形山瑶族
郷草原村	
参加者：同村
の居住者およ
びその他	
花瑶地域内外の人びととともに、草木染体験を行
なった。クチナシで黄色を、洋種山牛蒡で紫色を、
悬钩子で赤色を、藍の染料で藍色を染めた。染め
た 27 枚の布合計幅 1.5m、長さ 60m、広州のお客
にインテリアとして採用された。体験の様子と反
応を把握するため、写真やアンケートをとった。	
９/26〜
10/3	
貴州省従
江県谷坪
郷山崗村
燕窝寨	
滚奴糯氏、	
滚忍你	
貴州省の苗族村へ藍染について学びに行った。主
に染液のつくり方、ムラの解決方法などを勉強し
た。染液をつくる工程を記録しながら、撮影を行
なった。それと同時に、滚奴糯氏など、女性に対
し藍染が表す生活文化を聞き取り調査した。	
計 ５箇所	 	 写真 30枚	
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3.1.2.アンケート調査 
これまで再認識・再発見した花瑶族の服飾に表出された生活文化に対する認識を把
握し、今後、当該地域の人びとが目指すべき生活のあり方を導出するために、アンケ
ート調査を実施した（資料編・中国湖南省隆回県における花瑶族の服飾文化に対する
認知調査、pp.272〜279）。	
	
3.2.文献調査 
	 花瑶族の移動歴史、隆回県の歴史変遷、花瑶族の刺繍歴史、伝説と服飾、花瑶族の
分布概略、花瑶地域の自然環境などについて、文献調査を行なった。具体的に以下の
通りである。	
(１)花瑶族の移動歴史を概観するために、『奉氏族譜』により、花瑶族の奉氏一族の
移動ルーツを把握した（資料編・文献調査 NO.01、pp.281〜282）。	
(２)『隆回県志』の記載により、当県の歴史を調べ、多様な民族が雑居し、当該地域
の特徴のある生活文化が構築されてきた要因を確認した（資料編・文献調査 NO.02、
pp.283〜284）。	
(３)瑶族刺繍の歴史を把握するため、『風俗通儀』『隋書』『湖南瑶族百年』を調べ
た（資料編・文献調査 NO.03、pp.285〜286）。	
(４)『新編諸子集成續編・風俗通儀校注』により、瑶族に関する伝説を調べた（資料
編・文献調査 NO.04、pp.287〜288）。	
(５)『隆回県志』の記載により、当県の花瑶族の居住地を確認した（資料編・文献調
査 NO.05、p.289〜291）。	
(６)『隆回県志』の記載により、花瑶族の自然環境や農作物などを調査した（資料編・
文献調査 NO.06、p.292）。	
	
４．花瑶族の服飾と生活の変容 
上記の現地調査から花瑶族の過去の伝統的服飾と生活を把握するとともに現在の
服飾と生活の変容がわかるようになった。	
花瑶族は、中国湖南省隆回県の北西部に居住している。当該地域は、主に虎形山瑶
族郷、小沙江鎮、大水田郷、麻塘山郷によって構成される(図 1-4)。雪峰山脉が東北
から西南へ貫いており、最高海拔が 1780m、平均海拔 1350m である。高い山が数多く
連なっており、それらの山に、野生動物や植物が数多く自生している。花瑶族の人び
とは、古くからこのような自然環境のなかで狩猟や稲作・畑作などの農耕を行ってい
る。長い歴史のなかで、自然との関わりから周囲に存在している動物の習性や植物の
特徴などを絶え間無く観察し、自然についての知識を習得・共有・伝承してきた。衣
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服や服装に関わる装飾は主に女
性の仕事であるが、彼女らの刺繍
や服飾制作技術の習得の上でも、
これらの経験や知識が大きく関
係している。また、さまざまな動
植物は、服飾の素材や刺繍文様の
題材などに大きな影響を及ぼし
たものと考えられる。さらに、服
飾制作と使用を通して、生産や生
業などの日常生活、年中行事や人
生儀礼などの非日常生活のなか
で、人間関係・家族の絆・社会秩
序を基礎とする価値観・死生観・
世界観が生まれてきた。	
しかしながら、1978年の改革開
放以降、中国において工業化・都
市化が急速に進み、花瑶地域も生
活の様式が急激に変容し、伝統服
飾の姿が消失しつつある。50代の女性を境目として、その以下の人々は、都市部への
仕事や学校教育などの原因で、徐々に挑花をしなくなり、伝統的服飾を着用する頻度
が低くなっている。伝統服飾の消失により、その制作・使用を通して形成されてきた
人間関係が希薄化し、社会秩序が変容するとともに、価値観・世界観・死生観なども
変わっている。また、かつて伝統服飾に用いられた木綿・苧麻・植物染料などの自然
素材の栽培・採集・加工技術を失うとともに、化学繊維・化学染料の使用により、自
然環境に大きな負荷を与えている。	
このように、花瑶族の挑花服飾は地域の精神的な紐帯としての役割のみならず、地
域の自然環境の保持といった持続可能な生活の場の継承といった観点からも、伝統的
服飾を含めた花瑶族の未来に向けた内発的地域振興について考えてゆく必要がある
だろう。	
	
５．内発的地域振興に基づいたデザインの視座  
	 デザインとは、人間生活の「あるべき姿」を探求・考察・提案する実践的な学問領
域である。人間生活の「あるべき姿」は、法則にしたがって生活を営むことである。
現代社会においては、法則を大別すると自然法則と社会法則に分けられる。これらの
 
図 1-4 中国・湖南省・隆回県・花瑶地域 筆者作成 
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法則は、人間より先に存在しており、宇宙の真理であると考えられる。人類は長い歴
史のなかで、自然と関わりつつ、社会を形成し、さまざまな法則を発見・共有・伝達
してきた。これらの法則は、生きていくために欠かせないものである。	
	 本研究において、デザインの視点から花瑶族の人びとは、挑花服飾の制作・使用を
通して、自然・人・社会との関わりのなかで、どのような法則を発見・共有・伝達し
てきたのか。また、現代社会において、どのような原因・理由でこれまで共有してき
た法則をないがしろにしているのか、それらの法則が無視されることにより、どのよ
うな社会問題が起こされているのか。これらの社会問題に対して、これからどのよう
な方向が考えられるのであろうか。換言すれば、花瑶族の人びとはどのように歩んて
きたか、現在どのように生活をしているのか、今後、どのような方向に進んでいくこ
とが花瑶族、ひいては中国社会にとってよいのかを検討したい。	
	
６．研究目的 
	 本研究では、近代化・都市化が進んでいる現代社会において、急速に消失しつつあ
る伝統的な服飾文化を、現地調査を通して当該地域の高齢者から引き出し、より多く
の人々と共有しながら、服飾文化の価値を再認識し、今後、彼らが目指すべき生活づ
くりに活用する方策を導出することを目的とした。	
	
７．先行研究 
7.1.花瑶族の服飾に関する先行研究 
	 花瑶族の服飾においては、特に｢挑花｣と呼ばれるクロスステッチの刺繍がその美し
さや精巧なデザインより注目され、2006 年に国家級非物質文化遺産(日本の無形文化
財に相当する)に登録された。それを契機として、民俗学、文化人類学、芸術設計学、
美術学などの分野からそれぞれの研究が発表されている。著作と論文があり、2018 年
３月までの著作は３件、論文は 62 件が見出された。これらの先行研究は、主に(１)
服飾に内包される民俗文化、(２)服飾の芸術的特異性、(３)服飾文化の伝承・保護・
活用の提案などに重点が置かれており。具体的に以下の通りである。	
(１)服飾に内包される民俗文化 
	 参考文献リスト３番～６番の研究は、服飾に内包される民俗文化を紹介しているも
のである。たとえば、王文明・他[注４]は、服飾に施された紋様にバランスよい生態
への追求、動植物をトウテムとしての信仰、子孫繁栄の願い、民族の歴史などが反映
されていると指摘した。禹明華・他[注５]は、服飾の紋様が、花瑶族の歴史、年中行
事、人生儀礼などの民俗文化、世代の繋がりなどを表していると論じている。老後[注
６]は、民俗写真を利用しながら、随筆のかたちで服飾のイメージと花瑶族の伝統的
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な暮らし方を紹介している。これらの研究は、服飾が自然・信仰・歴史・生活などと
関係があることを明らかにした。	
(２)服飾の芸術的特異性 
	 参考文献リスト７番～35 番の研究は、服飾およびそこに施された挑花技術や紋様
を紹介し、また、花瑶族の挑花服飾にみられる審美意識、芸術的な特色に焦点が当て
られ、分析・考察されたものである。たとえば、回楚佳[注 10]は、挑花の工程、挑花
紋様の分類、服飾の歴史的、美学的、工芸的、実用的な価値を分析している。汪碧波
[注 20]は、芸術の視点から、挑花服飾の構成、色彩、審美的特徴に注目して、トウテ
ム・生殖に関する信仰などの特色を有していることを指摘した。李巍[注 28]は、服飾
の芸術的特徴、審美意識を論じている。これらの研究通して、花瑶族の服飾に対して
｢素朴さ｣や｢原始性｣などの芸術的特異性から価値を見出している。	
(３)服飾文化の伝承・保護・活用 
	 参考文献リスト 36 番～67 番の研究は、服飾文化の伝承・保護・活用について論じ
たものである。たとえば、呂曉珊[注 36]は、伝統的な技法・形式・審美意識などを挑
花刺繍の保護標準として提案した。文牧江[注 47]は、｢生活環境に応じた伝承｣｢服飾
文化の土壌としての民俗習慣の保護｣｢行政手段と経済手段の利用による牽引｣という
伝承と保護の方法を提案している。王麗[注 53]、伍雪[注 56]、唐桂香、孟燕[注 57]、
徐芸恒[注 59]、羅雲[注 63]は、花瑶族の伝統的服飾に施された紋様に基づき現代の
人びとに受け入れられるような色や形、組み合わせ方を新たにデザインし、インテリ
ア、お土産のパッケージ、工芸品、ロゴおよびアニメに応用し、また、それらのデザ
インを観光開発に活用する。これらの研究は、伝統的服飾を守ろうとする意識を明ら
かにし、また、服飾の色形からアイディアを見出し、現代デザインに応用する提案と
観光開発に活用することを提言している。	
		その結果、花瑶族の伝統的な暮らし方、用いる挑花紋様の意味、それを作り上げる
技能、また、現代への生かし方など多くの研究が進んだ。	
しかしながら、上記の先行研究は、多くの場合、研究者の視点からの解釈がなされ、
服飾の実物資料の調査とそれに基づく聞き取り調査から、花瑶族自身の伝統文化に対
する意識や取り組みといった観点からの研究は限定的である。花瑶地域の人びとが服
飾の制作・使用を通して、どのような生活実態に則して形態を築き上げ、生活規範を
保持してきたのか、どのような人間関係・社会関係を形成し、世界観・価値観を構築
してきたのかを、十分に認識しているとは言い難い。また、服飾文化の伝承・保護・
活用について、さまざまな提案をしているが、多くのものは、提案を実践していくた
めの具体的なプロセスやスケージュルには言及していない。当該地域の生活者の伝統
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文化の価値は、当該地域の生活者の理解があってこそ、維持・推進していくことがで
きる。	
	
7.2.日本における内発的地域振興に関する先行研究 
(１)内発的発展論の概念 
｢内発的発展｣(endogenous	development)という言葉は、1970 年代の中頃に、スウェ
ーデンのダグ・ハマーショルド財団が、国連経済特別総会(1975 年)の際につくった報
告『なにをなすべきか』で｢もう一つの発展｣という概念を提起したときに、その属性
の一つとして｢内発的｣という言葉を｢自力更生｣と並んで用いたのが最初のようであ
る[注 68]。ダグ・ハマーショルド財団が 1977 年に出版した『もう一つの発展−いくつ
かのアプローチと戦略』では、｢ゆがんだ発展｣(maldevelopment)を生み出すような経
済成長優先型の発展に代わる｢もう一つの発展｣の内容として次の	5点を挙げている。		
①基本的必要に関連していること(Need-oriented)。これは、発展目標が、物財の増大
にあるのではなく、物質的・精神的な人間の基本的必要を充足することに向けられ
ることを指している。(略)		
②内発的である(Endogenous)。これは、自ら主権を行使、自らの価値観と未来展望を
定めるような内部から起こってくる発展のあり方を指している。(略)			
③自立的であること(Self-reliant)。内発性の基盤は自立性である。すなわち、それ
ぞれの社会の発展は、その自然的・文化的環境の下で、まず当該社会構成員のもつ
活力を生かし、その経済社会のもつ諸資源を利用する形で行われるべきである。
(略)	
④エコロジー的に健全であること(Ecologically	sound)。(略)			
⑤経済社会構造の変化が必要であること(Based	on	structural	transformation)	[注
69]。(略)			
時をほぼ同じくして日本においても｢内発的発展｣の問題提起が社会学者の鶴見和
子によってなされた。鶴見氏は、タルコット・パーソンズ[注 70]をはじめとする 1960
年代のアメリカ社会学の近代化論が唱え、柳田国男や南方熊楠と一緒に日本民俗学の
比較検討を通して、内発的発展論の基礎的な考え方を形成した。なお、鶴見和子氏に
よる内発的発展の定義は、今や周知となっているように、以下の通りである。		
	 		内発的発展とは、目標において人類共通であり、目標達成への経路と、その目標
を実現するであろう社会のモデルについては、多様性に富む社会変化の過程である。
共通目標とは、地球上のすべての人々および集団が、衣・食・住・医療の基本的必
要を充足し、それぞれの個人の人間としての可能性を十分に発現できる条件を創り
出すことである。それは、現存の国内および国際間の格差を生み出す構造を、人々
が協力して変革することを意味する[注 71]。		
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	 上記の理念から、地域振興の目標は、経済を発展させるばかりではなく、地域の人
びとが主体となって、生活に参与しながら、自らの個性や感性を能動的に発揮し、物
質的・精神的な人間の基本的必要を充足するとともに、多様性に富む健全な社会を形
成していくことにある。この啓発に基づき、花瑶族の人びとが固有の自然生態系に適
合し、自発的に自らの個性や感性を込めて服飾を制作し、その使用を通して自己表現
しつつ、人や家族の関係を形成・維持するとともに、伝統文化の継承・発展、ひいて
は、内発的地域振興に繋がることが肝要である。以下、日本における実例から学ぶ。	
(２)内発的地域振興の事例 
事例１	 三島町の生活づくり	
	 福島県大沼郡三島町は、奥会津地方に位置する過疎山村、豪雪指定地域である。1965
年ごろから、就労を都市に求める若壮年者が増大し、举家離村者が相次ぎ、三島町は
過疎社会への突入を強めていった。こういった状況の下で、1981 年から｢生活工芸運
動｣は始められた。それは、山村三島町に存在する地域資源を最大限に活かした｢もの
づくり｣活動である。その資源とは、身近な自然素材を用いて生活用具・農具を制作す
る人材や町内の山野に存在するヒロロ、マタタビ、ヤマブドウ、モワダ、アカン、カ
ラムシなど工作の材料になる自然資源、および日常的・非日常的に維持されていた相
互扶助的な人間関係である。	
	 当該地域の人びとは、自己や周囲の人が使用するため、あるいは、販売に供するた
め、身近な素材を使い、自らの手仕事として、木工品、編物、服装、装飾品などの生
活財・生活用具を制作する。このような意味における｢ものづくり｣は、｢つくり手｣に
とって、ものを創作・制作・完成する喜びや楽しみ、周囲の人びとに使ってもらえる
つくり甲斐、周囲の人びとから反応を得てより上質なものを創作しようとする意欲な
どをもたらすことができる。	
このように、｢自然との出会い｣｢人との出会い｣｢精神的存在としての触れ合い｣を満
たし、また、｢自己表現｣｢自己存在の証の実現｣を獲得し感得するとき、人は、総体的
として｢生き甲斐｣を享受する。換言すれば、｢生きている｣という受動的な生を超えて、
未来に向けて｢よりよく生きていく｣ことこそが、内発的地域振興に繋がるといえる
[注 72]。	
事例２	 木更津地域づくり	
千葉県木更津市は、南房総・東京湾岸に位置する暖かなまちである。面積 138.95km2、
長さ東西 21.98km、南北 14.54km、標高、最高 200.0m(真里谷)、最低 0.1m(畔戸)。同
地域において、長い歴史のなかで固有の生活文化を積み重ねてきたが、そこに住まう
人びとには当たり前すぎてその価値を見逃してしまいがちである。大規模に一年の重
要な節目に運営されるお祭りや民俗芸能もさることながら、暮らしと一体となった祭
礼そしてお囃子などの習俗を｢資源｣としてあらためて意識してとらえることはいま
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だ少ないように思われる。それは、木更津においても例外ではない。たしかに観光に
よる経済効果の追求を目指す場合に、文化を｢資源｣とする見方が強調される。一方で、
そこに生活する人にとっては、文化資源は、たがいのつながりを深め、強い誇りを共
有する点でしばしば生活の支えとなる、重要な意味を持っている。	
上記の考えに基づいて、近年、木更津市においては、暮らしのなかの文化資源の｢可
視化｣と｢共有化｣を通して地域活性化する活動を行っている。たとえば、	
現地調査を通して、木更津市における祭り囃子の実相を明らかにし、地域住民は、
神輿の渡御、出し、屋台の引き回しや獅子舞、いわば｢つけ祭り｣に参加することによ
って絆を深め、それが地域の結束力となって、祭り文化という資源を継承しているこ
とを再確認・再認識する。	
また、伝統文化が急速に消失しつつある現代社会において、木更津市で生活をする
人びとが習得・共有・伝達する暮らし方の視覚化を通して共有化される可能性は高ま
る。千葉大学デザインコースでは、その手法の一つとしてMAP制作に取り組んでいる。
デザインを学ぶ学生が地域に入り、さまざまな生活文化を学び、また、学び得た文化
資源を MAP に記し、それらを広く共有することで、当該地域に生活する人びとはもと
より、他地域から訪れる人びとに活用されつつ、その資源的な価値を高める可能性が
あることを示した[注 73]。	
花瑶地域もまさに同様な社会状況におかれている。若者は都市部へ流出し伝統的服
飾文化の継承が困難になっている。また、花瑶族にとって日頃触れ合う服飾文化は、
見慣れてしまい、そこに内包される文化価値が蔑ろにされている。ゆえに、上記の事
例を参照しつつ、黒子としてのデザイナーは伝統的服飾の特質を生活現場で学ぶこと
が重要である。その過程で得られた諸要素の共有化を通して、ものづくりの喜びや楽
しみをはじめ、服飾の制作・使用により形成されてきた人と自然、人と人、人と社会
との関係を再確認・再認識する。さらには、自発的に健康と持続可能な社会をつくる
方策を地域の人びとと検討・実践する。	
 
7.3.健康と持続可能な社会の方向性 
		近年、健康と持続可能な社会をつくる意識が高まっている。現代社会において、工
業化が急速に進み、大量生産・大量消費・大量廃棄等の進展は、環境汚染や地球温暖
化などのさまざまな問題を引き起こし、資源の面でも環境の面でも、地球的規模での
限界を感じさせる状況に直面している。こういった背景の下で、1998 年、世界最大の
資源消費国であるアメリカでの研究から導き出されたライフスタイルのモデルが元
になっているロハスの概念は生まれた。ロハスとは、Lifestyle	of	health	
and	sustainability という英語の略であり、｢健康と持続可能な社会に配慮したライ
フスタイル｣ということである。ロハスなライフスタイルとは、｢安ければいい｣｢効率
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がよければいい｣という従来型の選択基準とは異なり、｢それは自分や他人のカラダに
悪い影響を与えないものか？｣｢それは地球環境にとってマイナスにならないもの
か？｣をまず考え、それによって消費や行動を選択していくものである[注 74]。	
中国において、改革開放(1978 年)以降、工業化が急速に進み、花瑶地域もその影響
は避けられず、伝統服飾の素材が大きく変わった。また、自然に還元できない化学繊
維・化学染料が使われるようになり、大量のゴミが廃棄され、さらに、当該地域の習
俗による死後それまで制作・使用した服飾の処理を含め、環境に大きな負荷を与えて
いる。自然環境の保持や長い歴史のなかで積み重ねられてきた技術の伝承としての役
割からも、伝統的服飾を含めた生活文化を活用し、健康と持続可能な社会づくりを考
えてゆく必要があるだろう。	
また、中国のある地域において、経済を重要な発展指標として追求した地域振興が
ある。ある地域の住民を都市部へ移し、そこにおいて土地や建物を貸し与え観光地と
して開発を進める。地域の伝統や習慣と関係なくありきたりの土産の販売や民宿など
によって経済を発展させるようとするものである。こういった地域振興は、短期間に
経済的な効果はあるかもしれないが、地域文化の振興や発展が可能であるのかについ
ては懐疑的である。	
本研究は、デザイン科学の視点から花瑶族の服飾に表出する生活文化を再確認・再
認識し、得られた知見を内発的地域振興に活用するものである。デザインとは、もの
の色や形を決定する行為にとどまらず、人間生活をより豊かなものにするための総合
的な科学・技術と実践である。それゆえ、デザインを志す者には、民族や地域に本来
備わってきた生活文化の｢これまで｣と｢いま｣を精査し、その知見に立脚し、今日に適
合した創造的提言を行うことが不可欠である。そのために、生活現場で体験を通して
学び、ともに考え、地域振興のあるべき姿を構想する。具体的には、花瑶地域に出向
き、各種類の服飾を撮影・記録するとともに、それらの服飾の制作・使用者に対して、
服飾素材の栽培・加工、服飾の制作・使用方法、また、それに関連する生産や生業な
どの日常生活、年中行事や人生儀礼などの非日常生活について聞き取り調査を行う。
次に、服飾の制作と使用を通して形成されてきた人と自然、人と人、人と社会との付
き合いを手がかりに、服飾文化の特質を考察する。さらに、当該地域の人びとが主体
となって、再発見・再認識した服飾文化を自らの生活に活用していくことが、服飾の
伝承・保護、および地域振興、すなわち、内発的発展につながるのではないかと考え
られる。	
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８．研究方法 
	 本研究において実施した実物資料の調査、聞き取り調査、文献調査、アンケート調
査は以下の通りである。	
(１)実物資料の調査	 2012 年７～９月、2013 年８～９月、2014 年５月と９月、2015
年８～９月、2016 年８～９月、2017 年８～10月の計７回、花瑶族女性の平服 167
点、女性の婚礼衣装 179 点、葬礼衣装 132 点の撮影を行い記録した。	
(２)聞き取り調査	 上記の(１)と同時に、服飾素材とした木綿・苧麻の栽培・加工技術、
服飾の制作・使用、服飾に施された紋様の意味などについて、挑花伝承人をはじめ、
服飾制作・使用者・生活者に対して聞き取り調査を行った。	
(３)文献調査	 上記の(１)～(２)と同時に、『奉氏族譜』『隆回県志』『風俗通儀』
『隋書』『湖南瑶族百年』により、花瑶族の移動歴史、隆回県の歴史変遷、花瑶
族の刺繍歴史、伝説と服飾、花瑶族の分布概略、花瑶地域の自然環境などについ
て調査を行なった。	
(４)服飾文化の考察	 上記(１)～(３)に基づき、服飾制作・使用によって形成されてき
た自然・人・社会とのかかわりを手がかりに服飾の文化特質およびその社会的役割
を考察・抽出する。	
(５)内発的地域振興に基づいたデザイン提案	 上記(１)～(４)に基づき、再認識・再発
見した服飾の生活文化に対してアンケートを通して当該地域の人びとの認識を把
握し、彼らが目指すべき生活のあり方を導出する。	
	
注・参考文献 
１）奉沢課：奉氏族人(瑶族)移動歴史、奉氏族譜、pp.6～8、2009	
２）2000 年(第５回)国勢調査により隆回県における花瑶族の人口は 6,347 人であっ
た。	
３）謝菲：花瑶挑花服飾的認知図式及其文化時態、湖北民族学院学報(哲学社会科学
版)、第 31巻、第６期、pp.39～43、94、2013	
４）王文明、樊蘭、肖維：花瑶挑花的文化内涵探析、原生態民族文化学刊、第４巻、
第２期、pp.110～114、2012	
５）禹明華、劉智群：論花瑶“挑花”的文化価値、湖湘論壇、第 22巻、第６期、pp.78
～79、102、2009	
６）老後(原名：劉啓後)：神秘的花瑶-探尋一支藏在大山深處的原生態部落、湖南美術
出版社、2007	
７）陳莉：隆回花瑶挑花構成形式的心理探析、芸術科技、第 30 巻、第７期、p.148、
2017	
20  
８）劉怡果：花瑶挑花与黄梅挑花的比較研究、創作与評論、第 20 期、pp.115～117、
2016	
９）王麗、肖小英：花瑶挑花紋様中動物形象蘊含的生殖崇拝、湖南包装、第 31巻、第
４期、pp.45～46、67、2016	
10）回楚佳：花瑶挑花、隆回県非物質文化遺産保護センター編、2015	
11）柳井、舒鸚姿：儒家和諧美学思想視野下的隆回花瑶服飾挑花芸術審美研究、美与
時代(上)、第９期、pp.100～102、2015	
12）鄭夢蘭：隆回花瑶挑花、中国包装工業、第６期、p.40、2015	
13）文牧江：花瑶挑花芸術的意象探析、美術研究、第２期、pp.124～126、2015	
14）王淑貞：花瑶挑花的多維構思方式及其価値探析、民族論壇、第 10期、pp.34～38、
2014	
15）成雪敏、劉琼：挑的是図紋	繍的是願景——花瑶挑花図紋構成形式心理探析、服装歴
史文化技芸与発展——中国博物館協会第六届会員代表大会暨服装博物館専業委員
会学術会議論文集、中国廈門、pp.155～160、2014	
16）何彬：花瑶女孩成湖南“非遺”伝承人、紡織服装周刊、第 24期、p.59、2014	
17）趙明喜：瑶族服飾:乱花漸欲迷人眼、新湘評論、第９期、pp.58～60、2014	
18）羅荃：湖南隆回花瑶挑花図形芸術的審美特徴研究、湖南師範大学修士論文、2014	
19）文牧江、劉怡果：基于図騰崇拝的花瑶服飾芸術研究、湖南科技大学学報(社会科学
版)、第 16巻、第５期、pp.167～170、2013	
20）汪碧波：花瑶女性服飾芸術研究、江蘇美術出版社、2012	
21）李函豔、梁淼、劉純一、陳立：花瑶挑花紋様的題材、大衆文芸、第 13期、pp.195
～196、2012	
22）劉純一、梁淼、李菡豔、陳立：花瑶挑花紋様的造型規律探析、芸海、第７期、pp.170
～172、2012	
23）文牧江：湖南隆回虎形山花瑶挑花的空間構成形式、湖南科技大学学報(社会科学
版)、第 14巻、第６期、pp.139～141、2011	
24）汪碧波：原生態花瑶挑花、上海芸術家、第３期、pp.82～83、2011	
25）孫曉玉、王美豔：論花瑶挑花的芸術特色、包装学報、第３巻、第４期、pp.79～82、
2011	
26）劉朝暉：黄梅挑花与花瑶挑花的芸術特色、装飾、第４期、pp.71～72、2011	
27）廖玲：浅談花瑶挑花、中国民間文化芸術之郷建設与発展初探、北京社図文化発展
有限公司専題資料匯編、pp.381～382、2010	
28）李巍：花瑶挑花芸術特色分析、美術、第２期、pp.104～105、2008	
29）羅雲：隆回花瑶挑花美学価値研究、湖南師範大学修士論文、2008	
21  
30）文牧江：花瑶挑花芸術小探、芸海、第１期、pp.78～79、2007	
31）汪碧波：花瑶挑花的図案美、邵陽学院学報(社会科学版)、第３期、pp.130～132、
2007	
32）戴小蘭：花瑶挑花、芸海、第６期、pp.58～59、2005	
33）馬鉄鷹：隆回花瑶挑花裙:一朵綻放在山野間的芸術奇葩、民族論壇、第 10期、pp.18
～19、2004	
34）劉怡果、文牧江：花瑶挑花芸術風格的流変、当代教育理論与実践、第８巻、第８
期、pp.173～175、2016	
35）王娟、陳杨：花瑶挑花的芸術特質、文芸評論、第６期、pp.125～128、2016	
36）呂曉珊：試論伝統民間刺繍挑花手工芸類非物質文化遺産的保護標準——以湖南隆回
花瑶挑花為例、文化遺産、第３期、pp.140～148、2017	
37）謝菲：場域—資本視域下非物質文化遺産代表性伝承人遴選実践反思——以宝慶竹刻
和花瑶挑花為例、三峡論壇(三峡文学·理論版)、第６期、pp.96～102、2016	
38）謝娟娟：花瑶挑花的学前教育価値分析、美与時代(上)、第９期、pp.39～41、2016	
39）金双：湖南花瑶挑花伝統文化的伝承与研究、芸術科技、第 29巻、第９期、p.89、
2016	
40）唐桂香、孟燕：論花瑶挑花芸術的伝承和発展、大衆文芸、第９期、pp.35～36、2015	
41）白皛：从文化創意産業視角看花瑶挑花芸術的伝承与発展、銅仁学院学報、第 17巻
第３期、pp.134～137、2015	
42）李長友、陳勇：湖南花瑶挑花文化保護的法律思考、齊齊哈爾大学学報(哲学社会科
学版)、第６期、pp.1～4、2015	
43）謝菲：謝菲:非物質文化遺産伝承人名録保護制度反射性影响研究——基于花瑶挑花
伝承人 FTM 生活史的調査、2015 中国芸術人類学国際学術研討会論文集(上)、中国
芸術人類学学会、中国江蘇無錫江南大学、pp.272～281、2015	
44）謝菲：非物質文化遺産項目代表性伝承人名録保護制度反射性影响研究——基于花瑶
挑花伝承人 FTM 生活史的調査、民族芸術、第６期、pp.72～77、2015	
45）謝菲：花瑶挑花服飾結構及其技芸変遷和伝承、絲綢、第 51 巻、第 12 期、pp.72
～78、2014	
46）李文軒：論花瑶挑花文化的保護、湖南科技学院学報、第 35巻、第４期、pp.159～
160、177、2014	
47）文牧江：花瑶服飾芸術的伝承与保護探析、創作与評論、第 20 期、pp.122～126、
2013	
48）王文明、姚漫：花瑶挑花文化伝承中的問題与保護設想、懐化学院学報、第 31巻、
第１期、pp.1～4、2012	
22  
49）王俊杰：論花瑶挑花的文化空間、重慶科技学院学報(社会科学版)、第８期、pp.134～
136、2010	
50）汪碧波：隆回花瑶挑花人文環境的保護意識、邵陽学院学報(社会科学版)、第３期、
pp.127～129、2008	
51）吴余青、李曉曉：非遺“花瑶挑花”図案的文化特質及伝承創新、貴州民族研究、
第 38巻、第８期、pp.180～183、2017	
52）伍雪：湖南溆浦山背花瑶挑花芸術及其在現代設計中的応用研究、雲南師範大学修
士論文、2017	
53）王麗：花瑶挑花在軟装飾品設計中的応用研究、中南林業科技大学修士論文、2017	
54）謝菲：空間生産視域下花瑶挑花文化情境的変遷与重構、装飾、第６期、pp.113～
115、2017	
55）劉宗明、羅萍：湖南隆回花瑶挑花文化基因的提取及設計応用、設計、第 19 期、
pp.95～97、2017	
56）伍雪：浅談花瑶挑花芸術図案在旅游産品設計中的応用、大衆文芸、第 23期、p.72、
2016	
57）唐桂香、孟燕：産業化背景下湖南花瑶挑花的応用価値、品牌(下半月)、第２期、
pp.19～20、2015	
58）孟燕：湖南花瑶挑花在芸術設計教学中的運用、新西部(理論版)、第８期、pp.47～
48、2015	
59）徐芸恒：湘西南花瑶挑花元素在家紡設計中的創新応用研究、湖南師範大学修士論
文、2015	
60）阮将軍：隆回花瑶挑花図案的創新与応用研究、湖南師範大学修士論文、2014	
61）唐妤婧：花瑶挑花在現代装飾設計中的応用研究、重慶大学修士論文、2013	
62）許凡、陽献東、王高媛、趙晶：湖南花瑶挑花的現代応用価値、紡織科技進展、第
３期、pp.61～63、2013	
63）羅雲：論花瑶挑花与現代平面設計的関係、装飾、第３期、pp.139～141、2009	
64）李巍：論花瑶挑花的合理開発、美与時代(上)、第５期、pp.27～29、2014	
65）賀正楚、張蜜：非物質文化遺産産業化研究——以隆回県為例、広義虚擬経済研究、
第３巻第２期、pp.56～62、2012	
66）陳立、梁淼、李函豔、劉純一：論花瑶挑花的伝承与発展、美与時代(上)、第７期、
pp.43～45、2012	
67）彭嘉：論花瑶挑花的旅游開発、商品与質量、第 S9期、p.37、2011	
68）鶴見和子、川田侃：内発的発展論、東京大学出版会、p.3、1989	
69）前掲 68、pp.13～15	
23  
70）パーソンズの近代化論:先発国を｢内発発展型｣とし、後発国はそのモデルを借り
た｢外発発展型｣とするものだった。鶴見はこのような｢発展論｣を批判し、後発国
にも独自の｢内発的発展｣があると考えた。前掲	68、p.47		
71）前掲 68、p.49	
72）李宜欣、宮崎清、植田憲：｢ものづくり｣を通した高齢者の生き甲斐づくり:	福島
県三島町の事例分析を通して、デザイン学研究、第 50 巻、第 2 号、pp.27～36、
2003	
73）平成 29 年度木更津市史編さん事業公開講座・千葉大学公開市民講座『暮らしか
ら見つける木更津の文化資源』―木更津市史編さん事業八劔八幡神社祭礼調査・
千葉大学工学研究院デザインコースの内発的観光創造の成果から―、
http://www.chiba-u.ac.jp/others/topics/event/291216.html	
74）ALLABOUT 暮らし、https://allabout.co.jp/gm/gc/60471/	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
24  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
25  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第二章：服飾制作に表出される生活文化 
 
【要旨】本章では、中国湖南省隆回県における花瑶族の服飾制作を取り上げ、そこに
内包された生活文化の特質を考察することを目的とする。現地における聞き取り調査
に基づき、花瑶族の一日・一年・一生の生活循環のなかでの伝統的な服飾制作に表出す
る生活文化を考察した。調査・考察の結果、以下の知見を得た。	
花瑶族の一日を貫い た服飾制作は、母親や祖母など異世代の家族成員だけで
はなく、村人との交流を促進し、親しい人間関係を構築する役割を担ってきた。花瑶
族は、自然からの素材を利用するため、栽培・加工技術など一年を単位として行って
きた。服飾の制作は主に女性の仕事であるが、刺繍や服飾制作技術の習得により大人
として認められ、服飾制作の専門技術の程度は結婚まで影響した。服飾制作は、家族
や村落共同体における交流を促進するといった社会的な役割を担ってきた。服飾制作
は子どもの誕生から、親や祖父母の他界の折まで、人生のそれぞれの節目に伴って行
われるといった人の一生の節目においても重要な役割を果たしてきた。	
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１．はじめに 
1.1.研究目的 
	 花瑶族の女性の衣服に｢挑花｣と称される鮮やかなクロスステッチの刺繍が施され
いるため、その衣装は挑花服飾と呼ばれる。刺繍をする際に針が布の背面に通さず、
水を汲むような動作で進めることから、花瑶族の言葉で｢ヨンベイ(拥杯)｣｢ガファ(嘎
花)｣といい、漢字表記は｢挑花｣である。花瑶族の人びとは、生活・生業とともに一日・
一年・一生の循環のなかで、服飾制作を絶え間なく営んできた。かつて服飾制作を通し
て、人・自然・社会と密接に関わっていた。	
	 本章は、一日一年一生のなかで服飾制作によって、形成されてきた人・自然・社会
とのかかわりに内包した生活文化を再発見・再認識することを目的とした。また、得ら
れた知見に基づいて、今後、当該地域の人びとが目指すべき生活のあり方の導出と実践
を目指している。	
 
1.2.先行研究 
	 花瑶族の服飾においては、特に｢挑花｣と呼ばれる伝統の刺繍がその美しさや精巧なデ
ザインより注目され、2006 年に国家級非物質文化遺産(日本の無形文化財)に登録され
た。それを契機として、民俗学、設計芸術学、美術学の分野から一連の研究が発表され
ている。主なものを発表順に挙げると、以下のようである。	
	 著書：老後(原名劉啓後)の『神秘的花瑶-探尋一支藏在大山深處的原生態部落(神秘
的な花瑶―山奥における原始的な部族を探訪)』(2007)[注１]、汪碧波の『花瑶女性服
飾芸術研究(花瑶族女性の服飾芸術に関する研究)』(2012)[注２]、回楚佳の『花瑶挑花
(花瑶族の挑花刺繍)』(2015)[注３]。記事・論文：馬鉄鷹の｢隆回花瑶挑花裙:一朵綻放
在山野間的芸術奇葩(隆回県の花瑶挑花スカート:山間に見事に咲く芸術瓊葩)｣
(2004)[注４]、羅雲の｢隆回花瑶民間芸術研究(隆回県における花瑶族の民間芸術の研
究)｣(2007)[注５]、李巍の｢花瑶挑花芸術特色分析(花瑶挑花の芸術特色の分析)｣
(2008)[注６]、王俊傑の｢論花瑶挑花的文化空間(花瑶挑花の文化空間)｣(2010)[注７]、
孫暁玉、王美艶の｢論花瑶挑花的芸術特色(花瑶挑花の芸術特色)｣(2011)[注８]、孟燕の
｢湖南小沙江挑花筒裙装飾特色研究(湖南省小沙江鎮における挑花筒状スカートの装飾
特色の研究)｣(2014)[注９]など。	
	 これまでの研究の傾向を概観すると、挑花服飾およびそれに施された挑花技術や紋様
を紹介し、また、花瑶族の挑花服飾にみられる審美意識、芸術的な特色に焦点が当てら
れ、分析・考察されてきたとまとめることができる。	
	 たとえば、老後(2007)は民俗写真を利用しながら、随筆のかたちで挑花服飾および花
瑶族の伝統的な暮らしを紹介している。汪碧波(2012)は、芸術の視点から、挑花服飾の
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構成、色彩、審美的特徴に注目して、トーテム・生殖崇拝などの特色を有していること
を指摘した。回楚佳(2015)は、挑花の工程、挑花紋様の分類、服飾の歴史的、美学的、
工芸的、実用的な価値を分析した。その他の雑誌論文では、花瑶族の挑花服飾の芸術的
特徴、審美意識、文化空間などについて論説した研究が大半である。	
	 以上の先行研究においては、花瑶族の服飾に対して｢素朴さ｣や｢原始性｣において、民
俗学、設計芸術学、美術学からの分析を行い、挑花服飾に内在する生活文化について、
ある程度著者らの解釈を加えている。この地域が服飾制作を通して、どのような生活形
態を築き上げ、どのような生活規範を保持してきたかを理解するには、自然の活用の方
法、自然と自己との関連、どのように自然と向かいあっていたのかについて、暮らしの
中の喜びや苦労、喜怒哀楽の心情を含めた観点からの調査・検討が必要であると考える。	
 
1.3.研究方法 
	 本章において実施した調査・考察方法は以下の通りである。	
(１)聞き取り調査	 花瑶族の服飾素材とした木綿・苧麻の栽培・加工技術を把握する
ため、2012 年７～９月、2013 年８～９月、2014 年５月と９月、2015 年８～９月、
2016 年８～９月、2017 年８～10 月の計７回、中国湖南省隆回県の北西部に位置
する虎形山瑶族郷において楊梅香氏、歩賢妹氏、2016 年９月と 2017 年９月の計
２回、貴州省従江県における燕窩寨苗族村において滚奴糯氏に対し、聞き取り調
査を行った。また、｢挑花｣と称されるクロスステッチの刺繍や服飾制作技術を把
握するため、挑花伝承人である奉堂妹氏と奉雪妹氏、服飾制作者である劉細蓮氏
と沈未妹氏、さらに、服飾制作と関わった生活・生業を把握するため、花瑶族の
祈祷師後裔である奉族清氏、猟師後裔である歩道求氏に対し聞き取り調査を行っ
た。	
(２)服飾制作文化の考察	 上記(１)に基づき、花瑶族の一日・一年・一生のサイクルのな
かで、人・自然・社会との関わりを手掛かりに、服飾制作に表出する生活文化を考
察・抽出した。	
 
２．花瑶地域の自然・生活・生業と服飾制作 
	 花瑶地域は、中国湖南省隆回県の北西部に位置し、主に虎形山瑶族郷、小沙江鎮、麻
塘山郷、大水田郷によって構成される。当該地域は雪峰山脉が東北から西南へ貫いてお
り、最高海拔が1780m、平均海拔1350mである。北部には、邵陽坪、塩岩山、雷公届、月亮
界、老鷹坡、香炉山、犁頭界、中央部には、山青界、東南部には、龐家山、塩羅界、屏
風界、南部には、白馬山などの山がある。また、同地域には野生動物や植物が数多く
自生している。	
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	 花瑶族の人びとは、このような自然環境のなかで狩猟・稲作・畑作を行っていた。
現在でも、一部の人びとが、主に秋から冬という農閑期に山において、猪・鳥・兎・
竹鼠などを捕っている。山においては、動物だけではなく、服飾の染料材料や薬草な
ども採集した。日々の生活のなかで、衣食の他、動物・植物等、生活と関わる自然に
ついての知識を習得・共有・伝承してきた。彼女らの刺繍技術習得の上でも、これら
の経験や知識が大きく関係し、また、さまざまな動植物は、服飾の素材や刺繍文様の
題材などに大きな影響を及ぼしたものと考えられる。こうした生活・生業とのかかわ
りに注目して一日・一年・一生のサイクルのなかで服飾の制作について考えてゆく。 
 
３．花瑶族の一日と服飾制作−世代や家族を超えて村人との交流 
	 服飾づくり、洗濯、食事づくり、家畜飼育などは女性の役割であり、稲作、穀物運搬、
伐木などの力仕事は男性の役割である。	
	 花瑶族の女性は、通常朝６時頃に雄鶏が鳴いたら起床して、頭飾りをつけて日常服
を着用し一日が始まる。食事づくりや家畜飼育および洗濯などの家事を終えて、朝食
後、甘薯や馬鈴薯および玉蜀黍などを挑花道具(針・糸・布)とともに｢四方手巾｣(日
本の風呂敷に相当する)に入れて腰につけ、もしくは朝食の残りを器にいれて稲作や
畑作などの農作業に赴く[注 10]。	
	 昼間、女性と男性は一緒に
野外で働き、休憩する時、女
性は腰帯につけている四方
手巾で包んだ挑花道具を取
り出し、挑花服飾を制作する
のに対し、男性は煙草を吸い
ながら世間話をする(図 2-
1)。出産したばかりの女性は、
子どもを抱き授乳しながら
も服飾制作を行う。挑花服飾
に施された紋様は、日々の生活や外での仕事のなかで触れ合う鳥や動物、樹木や花な
どの植物が多い。紋様の色･形については、自分の感性と個性を込めてつくる。各人学
び合うとともに、自らも改善を加えていった。それを行いながら、周りの男性と山歌
を歌い交わしたりもする[注 11]。その山歌には、次のような歌がある。	
	
女性：嘎花要嘎打子花、恋妹要恋十七八、十七八歳的黄花女、一身四体都緊咋。	
 
図2-1 昼間の服飾制作 劉啓後撮影 
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(刺繍はやはり｢ダズファ(打子花)｣紋様が美しい、恋愛はやはり十七八歳頃の少女が
良い。十七八歳頃の少女はとても魅力的である。)	
	
男性：呷酒要呷竹叶青、恋妹要恋好良心、好酒越呷越上癮、好妹越恋越上心。	
(お酒はやはり竹叶青というお酒が美味しい、恋愛はやはり良い心の女子がよい。良い
お酒を飲めば飲むほど好きになり、良い心をもつ女子と恋愛すればするほど好きにな
る。)	
	
	 18時頃、日が沈むと家に帰る。
その後、灶屋(日本の台所に相
当する)で夕食をつくり始める。
19 時頃に家族揃って夕食をす
る。夕食後、20時頃に家畜に餌
を与える。これらの家事が終わ
ってから服飾制作に移る。	
	 当該地域は、海抜が高いた
め、冬は寒く夏は涼しい。夏
の場合でも、夜間、21時頃か
ら寒くなり、祖母や母親と娘は、火塘(日本の囲炉裏に相当する)を囲んで服飾を制作
する(図 2-2)。花瑶地域に、電気が普及したのは 1990 年代で、それ以前は、壁にかけ
た土でつくった丸形の照明装置を使用していた。この照明装置の燃料は松や竹で、女
性たちはこれを灯りとして、挑花服飾を制作した。女性たちは当時、朝から家に帰る
までの仕事で非常に疲れて、居眠りをしつつも、深夜まで、挑花服飾を制作し、24時
頃、雄鶏が鳴いたら就寝するのが日課であった[注 12]。	
 
４．花瑶族の一年と服飾制作−自然から自然への生活 
	 『奉氏五房三修宗譜』[注 13]によると、花瑶族は、明時代の万暦４(1576)年から中
国湖南省溆浦県龍潭から隆回県の北西部に位置する本国聖に移住してきた。その時は、
主として狩猟生活を送っており、獲物と綿布・綿糸などを地域外の異族と交換した。
清時代の末期に当該地域において、｢改土帰流｣政策が行われ、漢族が徐々に移住して
きた[注 14]。一部の花瑶族は、漢族が持ち込んだ木綿・苧麻などの栽培・加工技術を
学んだ。しかしながら、1980年代以降、化学繊維を用いるようになり、その技術が失わ
れた。木綿・苧麻などの栽培・加工技術を復活するために、高齢者に聞き取り調査を行
 
図2-2 夜間の服飾制作 2015年虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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い、また、貴州省従江県谷坪郷山崗村燕窩寨という苗族の集落にて実地調査を行なった。
以下、それらに基づき一年の生活を通じた服飾制作を説明する。	
 
4.1.春・夏季：服飾素材の栽培・管理 
4.1.1.木綿の栽培・管理 
	 木綿の栽培はある程度の日照と温度が必要である。花瑶地域は、海抜が高いため、
比較的低い村しか木綿が育てられず、５月中旬頃に木綿の種を蒔く。７月には気温が
高くなり、急速に枝を伸ばし、秋には実がなる[注 15]。	
 
4.1.2.苧麻の栽培・管理 
	 苧麻は、繁殖力が旺盛な多年生の植物である。1960 年代以前、履物や繍花靴をつく
るための麻糸の素材として栽培が行われた。現在はそれを栽培する人がほとんどいな
い。栽培には、少し湿った畑が適地である。清明節前後(４月上旬)に幅 30cm 程度の
畝をつくり、20cm 程度の畝間、30～50cm 程度の株間で野生の苧麻の根を植える。移
植して２年目から実用的な繊維が採取できるようになる[注 16]。	
	
4.2.秋季：服飾素材の収穫と加工 
4.2.1.木綿の収穫と加工 
	 ９月後半に、実がはじけて１～２日したら摘み取る。摘み取り作業は 11 月末まで
続き、収穫した綿花は充分に乾かして保管する[注 17]。	
	 よく乾いた実綿を｢綿繰り機｣に通して綿と種を分ける。種からは油を絞ることがで
き、残った滓は牛の餌にする。翌年使う種は袋に詰め、時々干して播種まで保存する。
繰綿を｢綿打ち弓｣にかけ、絃を小槌で弾き打って振動させ、綿の繊維を極細にさばき
柔らかくする。充分に打ち上げた綿を高粱の茎、あるいは箸に巻き付けて綿筒をつく
り、これを糸車で撚りを掛けて糸とする。得られた綿糸を｢綛作り具｣で綛にして、
撚りが戻らないようにゆでて、いったん乾燥する。綿糸を丈夫にするため、山芋を
溶かした水に浸してから、竹竿にかけて乾燥する。乾燥した糸を｢枠巻台｣で｢糸枠｣に
繰って巻きつける。地面に、糸枠、また、経糸の長さに応じて整経台を置き、その端
の棒に経糸を結びつけ交差しないように次々棒に掛けて行く。整えた経糸を織幅に応
じて、一本一本を筬に通す。経糸を櫛で整えながら緒巻きに固く巻き取ってから、綜
絖を作り、織機にかける。踏み木を足で動かしながら綜絖を上下させ、糸と糸の間に
杼を使い緯糸を一本一本入れ、布の形にしていく[注 18]。	
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4.2.2.苧麻の収穫と加工 
	 苧麻の収穫は、根元の葉が２～３枚ほど茶色く枯れた頃を目安に根元から刈り入れ
をする。刈り取った苧麻の葉を全部落とし、茎の中央で半分に折り、表皮を採り出す。
葉は牛の餌にし、茎は熱源として使う。表皮の外側に竹あるいは貝殻でつくった道具
を当て、良質な繊維だけを採り出す(図 2-3)。採り出した繊維は水に１～２日間程浸
した後、陰干する。麻糸をつくるのは｢績麻｣と称され、保存してある麻の繊維を爪先
で細く裂いてゆく。細く裂いた繊維を撚り合わせる(図 2-4)。麻糸は、婚礼用の繍
花靴の底づくりや表面と底面をつなぎに使われる[注 19]。	
	 かつて、夜、母親は灶屋で子どもの世話をしながら麻糸をつくったという。その際
に、母親が童歌を歌った[注 20]。その童歌の一つは、次のようである。	
	
夜忙家務日忙外、娘積麻来爺添柴。火光焼得高高旺、照娘積麻来做鞋。三歳娃娃乖又乖、
搬来板凳坐排排。十八哥哥我个賢、家庭美満幸福来。	
(昼間に農作業をするのに対して夜間に家事をする。夜は母親が積麻作業をし父親が豚
の餌をつくるために薪を加える。その光で布靴をつくるための積麻作業を進め、子ども
は椅子を運び、ともに座り幸せな時間を過ごす。)	
	
	 このように、昼間の仕事で非常に疲れても、夜は家族全員が灶屋に揃い、績麻作業
や家事をしながら、生活をおくっていた。それは、母親が子どもや父親を笑わせ童歌
を歌い、相互に触れ合う大切な時間であった。	
 
図2-3 麻の繊維を採り出し（左） 2017年虎形山瑶族郷で筆者撮影 
図2-4 繊維を撚り合わせ（右） 2017年虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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4.2.3.染色 
	 1950 年代以前、秋季において花瑶族が暮らしている自然環境に存在する植物から
染料を採集・抽出し草木染を行った。挑花服飾において、よく用いられた色は、黄・
藍・黒・赤・紫などであった[注 21]。	
	 黄色の染料は、クチナシ(漢字表記:梔子)の実であり、花瑶族の言葉で｢ビロン(比
濃)｣と称される(図 2-5)。毎年 10 月頃クチナシの実を採集し竹でつくった簸箕に広
げ、日光乾燥させる。干したクチナシの皮を剥ぎ、中身だけを染料とする。	
	 藍色の染料は、滇白珠の実であり、花瑤族の言葉で｢ダンザバオ(当咋宝)｣と称され
る(図2-6)。10月頃、山で採取した｢ダンザバオ(当咋宝)｣の実を干し粉にして用いる。	
	 黒色の染料は、五倍子であり、花瑤族の言葉で｢ザパ(咋扒)｣と称される(図 2-7)。秋
季、彼岸頃に採取した五倍子は染料として用いる。	
	 赤色の染料は懸鉤子の実であり、当該地域では｢ウパオ(烏萢)｣と称される(図 2-8)。
ウパオは、家屋の周囲や渓流の側に数多く自生している。10月頃、熟したウパオを採
集する。｢ある花瑶族の女性は、山で働く際に、ウパオの汁で衣服が染り洗っても落ちな
かった｣。したがってその後、ウパオを赤い染料として用いた。	
	 紫色の染料は、洋種山牛蒡(漢字表記:垂序商陸)の実であり、当該地域で野高麗参と称さ
れる(図 2-9)。夏季に扁平な果実を付けた後に初秋に黒く熟す。熟した果実は柔らか
く、潰すと紫色の果汁が得られ、それを染料として用いる。	
	 染色工程については、事前に洗浄した糸や布を用意し、豆乳を入れた鍋で加熱処理す
る。この前処理の後、各染料で染色する。	
 
 
図 2-5 梔子     図 2-6 滇白珠	 			図 2-7 五倍子    図 2-8 懸鉤子   図 2-9垂序商陸 
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4.3.冬季：履物制作 
	 花瑶族は古くから稲作・畑作を営んできた。冬季になると、農閑期に入り収穫後の
稲藁を活用し履物を制作する。また、婚約や結婚式が冬季に行われることが習わしで
あった。その際に、古着を再生し結婚のために用いられる繍花靴を制作した。以下、
それについて説明する。	
 
4.3.1.履物制作 
	 冬季になると、３～５人一組で１日３回程度、山間へ薪を刈りに行く。山を登った
り大石を超えたりするのに、滑らない履物が適している。履物は花瑶族の言葉で｢ハ
イグウ(還故	)｣と称される。父親、または祖父は秋季に収穫した良質の稲藁、もしく
は｢ソウベン(鎖崩)｣と称される野生の草を選び、縁側で日を浴びながら履物を制作す
る。作り方は、「長い藁縄をもち、その一端を腰に結び、もう一端を足指に固定する。
使用時、足に柔らかさを与えるために、使用に耐えられなくなった服を細く切り外し、
稲藁や野草とともに編んでいく。」履物は装飾がなく、素朴かつ実用的である。使用
時には、ずれないように、指先および踵が固定されるようになっている。使用後は、
他の草とともに燃やされ、灰は田畑の肥料として使われる[注 22]。	
 
4.3.2.繍花靴制作 
	 繍花靴は花瑶族の言葉で｢ハイベイ(還杯)｣と称される。1960 年代以前、繍花靴は晴れ
の日のみに用いられるものであり、日常生活には履物を履いていた。その作り方は同地
域に居住している漢族から学んだものといわれている。以下その作り方について説明す
る。	
	 使用済みの服、布巾、手ぬぐい、シーツなどを利用し米で作った糊を塗布し１枚ず
つ重ねながら扉に貼り付け、乾燥してから繍花靴の材料にする。この材料は｢漿壳子｣
という。彼らは、測定器を持たず、したがって目視で靴用型紙の形と大きさを決める。
｢漿壳子｣の上に型紙(表と底)を置き、周囲に少し余裕を残しながら、型紙の縁に沿っ
て切り取り、靴の表と底の芯をつくる。表部分の芯は｢漿壳子｣を２枚、底部分の芯は
｢漿壳子｣を８枚、それぞれに糊を塗り、貼り合わせる。靴底がよく接着するようにこ
すったり、重しを置いたりして乾かし、さらに、苧麻の繊維からつくった糸で縫い合
わせる。靴の表布の上に靴型を置いて、周囲に少し余裕を残しながら切る。芯の表と
裏に糊をつけ表布を貼り合わせ、しつけ糸で留める。麻糸で靴の表部分と靴底を縫い
合わせ、靴底の四周を綺麗に切り取って仕上げる。繍花靴は、結婚式のみならず、葬
式にも用いられる。葬式の際に、死者が自身の結婚式に用いた繍花靴を着用させ、棺桶
に入れ、最終的に大地に還元する[注 23]。	
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５．花瑶族の一生と服飾制作−誕生から他界までの使命 
	 1950 年代以前、花瑶地域において、女性たちは、学校教育よりも挑花刺繍を必要な
徳目として習得しなければならなかった。以下は主にその慣習についての聞き取り調
査である。	
 
5.1.子どもの誕生と服飾制作 
	 花瑶族は子どもが生まれると、｢打三朝｣という出産祝いを行うが、その一環として、
子どもの両親の母親は、家の古着を再利用してつくった子ども用の衣服を祝いとして
贈った。たとえば、｢虎頭帽｣と称される帽子や｢口水兜｣と称されるよだれかけ、およ
び巴帯と称されるおんぶ紐やおしめなどである。特に注目されるのは虎頭帽である。これ
は、子どもが虎と同じように健康でたくましく成長するように、願いを込めて制作し
たものである。この習慣は現在も続いているが、2000 年代頃からは、購入した新しい
ものを贈るようになったという。その結果、販売されている衣服は、漢族のためのも
のが多いので、祝いの服も漢族風のものに変わってきている[注 24]。	
 
5.2.婚礼までおよび婚礼衣装の制作 
	 かつて、女性たちは、10歳頃から母親や祖母および村のなかの服飾制作技術が優れ
る女性について｢挑花｣と呼ばれる刺繍技術から学び始めた。挑花を初めて習う時には
普通、｢ベガヨ(杯嘎喲)｣、｢ダズファ(打子花)｣などの典型的な伝統紋様から習う。	
	 ベガヨ紋様(図 2-10)は、大石の上に生える丸い形をした苔をモチーフとした紋様
である。花瑶族の言葉で、｢ベ｣は紋様を、｢ガ｣は丸い形を、｢ヨ｣は大きな石を意味す
る。挑花伝承人である奉雪妹氏によれば、ベガヨ紋様の起源は、昔、虎形山瑶族郷水
洞坪村に居住する花瑶族の挑花技術に優れた女の子が、山での労働の休憩に際して、
花露岩という大きな石に座って筒状スカートを縫い繕っていたことにあるという。そ
の際、岩に生えている丸い形をした苔植物(図 2-11)の姿が心に響いて挑花紋様にし
 
図2-10ベガヨ紋様   図2-11苔植物      図2-12ダズファ紋様         図2-13金銀花 
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たというものである。その苔は多ければ多いほど豊作の前兆となるといわれ、以来、
重要な吉祥紋様になった。	
	 ダズファ紋様(図 2-12)は、二羽の雀と開花した金銀花(図 2-13)が左右対称に配置
されている。雀は男性の象徴とされる。金銀花は、スイカズラのことであり、女性を
象徴し、かつて花瑶地域の山間部に自生しており、花瑶族にとって馴染み深い花であ
った。鳥と花を組み合わせてデザインされているが、これは、夫婦生涯ともにという
願いを表している。	
	 女性は、日々母親や祖母から、これらの伝統紋様を通して｢数紗｣を学んだ。紗は、
生地の縦糸と横糸である。数紗は、生地の縦糸と横糸を数えることによって、紋様の
寸法を測る技術である。刺繍
の技術が向上すると、１～２
年で日頃見たことや思った
ことなどを自由に創作する
ことができるようになる[注
25]。	
	 挑花刺繍とは別に、挑花技
術をある程度、習得した後に、
衣服の制作を学ぶ。挑花と同
様に母親や祖母から教わり、
通常１～２年程度で衣服が
作れる。13歳頃には、挑花も
衣服の制作もできるように
なり、それによって大人として認められるようになる。日常的に着用する服飾は、頭
飾帯、頭飾環、頭飾笠、格子縞頭巾と称される頭飾りや、丸襟白衣、丸襟青衣と称さ
れる上半身に着る上衣や、腰帯、四方手巾と称される腰飾りや、筒状スカート、脚絆、
履物と称される下半身に着用する下衣によって構成されている。それらは、さらに、
夏服と冬服に分けられる。夏から秋にかけては、年齢に応じて、頭飾帯、頭飾環、頭飾
笠(図2-14-1)、格子縞頭巾から頭飾りを選び、丸襟白衣(図2-14-2)、腰帯(図 2-14-3)、
筒状スカート(図 2-14-4)を身につけ、靴を履かなかった。冬から春にかけては、前述し
た夏秋のものに丸襟青衣(図 2-15-1)、脚絆、履物を加えた。四方手巾は挑花道具を入れ
る風呂敷であり、季節に関わらず、常に腰帯に挟み携行している[注 26]。	
	 13 歳頃から自分で制作した得意な服飾を着用し年中行事に参加する。花瑶族にと
って二つの重要な年中行事が旧暦５月から７月の間に、行われるが、その際、衣服を
新調する。一つは旧暦５月 15日から 17日にかけて、虎形山瑶族郷水洞坪村で行われ
 
図2-14夏服              図2-15冬服   
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る｢タオネンバイ(討念拝)｣、もう一つは｢タオリャアグイ(討僚皈)｣で、７月２日から
４日にかけては、虎形山瑶族郷茅坳村において、７月８日から 10 日にかけては、虎
形山瑶族郷崇木凼村において行われる。タオネンバイは月の中旬で親戚を訪問すると
いう意味であり、タオリャアグイは凶悪な菩薩から逃げるという意味である。この両
年中行事は、伝説によれば、宋・明・清の時代に異族との戦いを行なった苦難の歴史
を記念する儀礼である[注 27]。清時代以降も、この伝承は受け継がれ、特に中華人民
共和国の建国以降、政治的に安定すると、花瑶族の人びとは、これらの年中行事におい
て、親族を訪問したり、交易したりして、地域のコミュニケーションの重要な機会にな
っていた。	
	 特に若者にとっては、年中行事は、男女の重要な出会いの機会でもあった。それゆ
え、女性たちは、行事に参加するにあたり、よい出会いを求めて、常日頃から刺繍の
技術に磨きをかけた。花瑶族の女性にとって、優れた刺繍ができることが男性から高
く評価される重要な条件であったからである。行事当日は、日頃丹精を込めて制作し
た、特に綺麗な刺繍が施された日常服を着用した。行事において婚約する男性と出会
うと、｢バブヘン(巴布很)｣と称される媒酌人を介して婚約した。婚約する際に、男性
側からバブヘンを通して女性側へ結納品として３～４着程度の日常服が贈られた。	
	 婚約すると、本人のみな
らず、母親や婚約者側の家
族の女性たちが力を合わせ
て、女性のための婚礼衣装
を制作した。婚礼衣装は、
新婦頭巾(図 2-16-1)１枚、
耳環(図 2-16-2)１対、馬甲
(図 2-16-3)１着、丸襟長着
(図 2-16-4)１組３着、腰帯
(図 2-16-5)１本、腰下げ
(図 2-16-6)１組６枚、丸襟
白衣(図 2-16-7)１着、筒状
スカート(図 2-16-8)１着、
脚絆(図 2-16-9)１対、靴下
(図 2-16-10)と繍花靴(図
2-16-11)それぞれ１足、首
から胸まで垂らした鏡(図2-17-12)と銀鈴(図2-17-13)がそれぞれ一つずつ、さらに、
腕輪(図 2-17-14)２本の計 26点により構成される。新婦頭巾は、婚約者の母親が、耳
 
図2-16婚礼衣装背面      図2-17婚礼衣装正面   
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環・馬甲・丸襟長着・腰帯・腰下げ・脚絆・靴下・繍花靴・腕輪は、婚約者側の女性
が協力して準備・制作する。婚約者側が制作したものは、婚約もしくは結婚の際に花
嫁に贈る。丸襟白衣と筒状スカートは、花嫁が自身で制作するが、鏡と銀鈴は本人の
母親に用意してもらう[注 28]。	
	 花瑶族の女性の結婚年齢は、当時は 15 歳頃である。婚礼の際には、新婦は家から
出発し行列して、新郎側の家に向かう。この時、新婦側の同郷の女性は、全員が新婦
の行列に入り付き添うが、その際、付き添う女性は、自身がかつて結婚式で用いた婚
礼衣装を着用する。ただし、既婚女性の全員が自分の婚礼衣装を着用するわけではな
い。夫を亡くしていたり、夫婦円満ではない女性は、婚礼衣装を着用しない。当時は、
婚礼は農閑期の冬季に行われ、未婚の女性は日常服を着用した。男性には婚礼の際の
特別な衣服がない。	
 
5.3.死、葬儀と服飾制作 
	 かつて、人が高齢になり衰弱し、あるいは重度な症状に至ると、親族は、長生きを
願いながら、孝服、孝衣、皓布などの葬儀衣装および棺桶などを制作し、孝行を表現
した。これらの行為を｢沖喜｣といい、悪運をもたらす邪鬼を避けるという意味である
[注 29]。	
	 葬儀において、死者との関係によって人びとは異なる葬儀衣装を着用する。死者の
両親や祖父母などは葬儀に参加せず、家において普段着を着用する。死者の兄弟・姉
妹は、男女いずれも、喪章として頭、腕、腰のいずれかに、青布皓と称される黒い綿
布を巻く(図2-18-1)。死者の子や孫は、男性の場合、白布皓(図2-19-1)と称される白
い綿布を頭部に巻いて麻糸で固定し、踵まで垂らし、孝衣と称される白い長着を着用
する(図 2-19-2)。女性の場合、白布皓を頭から被り踵まで垂らすとともに、その下に
孝衣と称される白い長着および白と黒を基調とした孝服を着用する(図 2-19-3)。白と
 
図2-18兄弟姉妹(青布皓)      図2-19子や孫(白布皓・孝衣・孝服) 図2-20子や孫(紅布皓) 
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黒は、悲しみを表すものである。特に、｢披麻戴孝｣といわれている麻糸の使用は、死
者に対する孝行を意味する。さらに、子や孫は男女とも、稲の藁縄を帯とする。藁縄
を帯とするのも、麻糸と同じように死者に対する孝行を意味するといわれている。な
お、死者の子や孫に婚約者がいる場合、その子や孫が男性・女性いずれの場合も、婚
約者は、紅布皓(図 2-20-1)と称される布を頭から被り、また、孝衣(図 2-20-2)と称さ
れる白い長着を着用し葬儀に参列する。赤い綿布を縫い付けるのは、死の穢れが婚約
者を汚さないようにとの行為であるといわれている。 
 
６．考察 
	 以上、一日・一年および一生においての服飾制作を通して、人・自然・社会との関わりか
ら、そこに表出した生活文化について考察する。	
(１)生活交流・人間関係づくりを促進する役割を果す服飾制作	
	 人間が生きていく上で極めて重要なものは衣服である。かつて、花瑶族は、昼間、
村人とともに山間で働いた間に僅かな休憩時間も大切にし、女性同士互いに教えなが
ら服飾制作を行なっていた。村人との交流のなかで挑花技術を向上させ、親しい人間
関係を構築していった。また、夜間、仕事で非常に疲れ、居眠りをしつつも、母親や
祖母と火塘を囲んで深夜まで、挑花服飾を制作した。家族の女性は同じ時間･空間の
なかで、服飾制作を通して互いの温もりと連帯感を共有し、母親や祖母の慈愛と一方、
生活の辛酸をも味わった。このように、服飾制作を通して親子は運命共同体の感覚を
持ち、世代を超える交流や村人とのコミュニケーションを促進する役割を果たしてい
た。	
(２)資源循環型の生活を構築する役割を果たす服飾制作	
	 花瑶族は一年中服飾素材の栽培・加工・染色および服飾制作といった一連の作業を
営んでいた。たとえば、春になると、木綿の種を蒔き苧麻を移植する。秋になると木
綿や苧麻を収穫し、身近な植物から染料を見出し糸や布を染色する。冬になると、使
用に耐えられなくなった服飾を取り外し繍花靴の素材にする。また、収穫後の稲藁を
活用し履物をつくる。これらの自然素材でつくられた服飾は使用寿命が到来すると、
再び大地に還元されていった。この過程のなかで、自然に働きをかけ、自然から恵ま
れた天然素材を存分に利活用し、自然に還してゆき、まさに、自然とともに生きてき
た。	
	 これらのことから、花瑶族の人びとは、一年の生活のなかで、周囲の自然と寄り添
い、自然の恵みを受けて、それを活用する知恵が、服飾文化に反映されていると理解
できる。その営みのなかで、人びとは、自然の産物の循環を見出してきたといえよう。	
(３)社会的使命を帯びた服飾制作	
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	 花瑶族の女性の一生は服飾制作が貫かれていた。女性が妊娠すると、母親と姑は無
事で誕生・成長するように、さまざまな祝福を込めながら、虎頭帽をはじめとした子
どもの誕生着を制作した。	
	 また、10歳になると挑花刺繍や服飾制作技術を学び始めた。２年程でその技術を身
につけ、大人として認められる。その技術は高ければ高いほど尊ばれ、結婚の条件に
なり、運命と繋がるものであった。婚約する際に、男性側は、女性に結納品として衣
服を与えなければ結婚できない。このように服飾制作は、家庭をつくり、子孫を残す
ために重要な社会的使命を帯びてきた。	
	 さらに、親や年長者の最期に、娘や嫁は養育恩に報いるために葬礼衣装を制作する。
葬礼衣装の制作は親や年長者を敬い大切にする孝悌の行為とされる。家族内とはいえ、
年長者に対する孝悌は、外部の人びとに対する思いやりの気持ちを育む源泉となった
であろう。このように、服飾制作は、家族内の長幼の序のみならず、家族外の人びと
への思いやりにつながり、よい社会秩序を構築するための骨格であったと考えられる。	
	 こうして、誕生、成人、婚約、結婚、葬式などの人生の全面にわたって、さまざま
な服飾制作が行われた。花瑶族は、服飾制作とともに生まれ、服飾制作技術を身につ
けて成人となり、服飾を介して婚約・結婚し、やがては、服飾制作とともに彼岸に送
られた。服飾制作は、花瑶族の一生のなかで、欠かせないものであり、重要な社会使
命を帯っていたものである。	
 
７．おわりに 
	 花瑶族の服飾制作について、一日・一年および一生の循環のなかでの服飾制作に内包さ
れた生活文化を考察してきた。得られた知見を総括すると以下の通りである。	
(１)一日の循環のなかで、昼間、山間で働き、仕事の合間を活用し、村人と交流しな
がら、挑花刺繍技術を向上させる。また、夜間、母親や祖母と火塘を囲み深夜ま
で服飾制作を行った。このように、服飾制作は、家族内の世代間の交流を促すこ
とのみならず、家族を超えた村人とのコミュニケーションを促進し、親しい人間
関係を築き上げてきた。	
(２)一年の循環のなかで、服飾素材の栽培・管理・収穫・加工、また、服飾制作・再
生などの作業が貫かれている。この過程のなかで、自然から与えられた天然素材
を存分に活用し、古くなったものを他の目的として転用・再生し、最後は再び自
然に還元する。このように、服飾制作を通して自然と共生しながら、持続可能な
生活を形成してきた。	
(３)一生の循環のなかで、祝福を込めた誕生着の制作に伴って生まれ、刺繍技術を習い
大人として認められ、刺繍技術を磨き結婚し、最期に長生きを願われるとともにこ
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の世を離れる。このように、服飾制作は、誕生から死まで、個人の社会的身分や家
族の結びつきに対する役割を果たすだけではなく、社会の形成、また、秩序を構築
するために重要な役割を担ってきた。	
 
注・参考文献 
１）老後(原名劉啓後)：神秘的花瑶-探尋一支藏在大山深處的原生態部落(神秘的な花
瑶―山奥における原始的な部族を探訪)、湖南美術出版社、2007	
２）汪碧波：花瑶女性服飾芸術研究(花瑶族女性の服飾芸術に関する研究)、江蘇美術
出版社、2012	
３）回楚佳：花瑶挑花(花瑶族の挑花刺繍)、隆回県非物質文化遺産保護センター編、
2015	
４）馬鉄鷹：隆回花瑶挑花裙:一朵綻放在山野間的芸術奇葩（隆回県の花瑶挑花スカー
ト:山間に見事に咲く芸術瓊葩）、民族論壇、pp.18〜19、2004	
５）羅雲：隆回花瑶民間芸術研究（隆回県における花瑶族の民間芸術の研究）、長沙
民政職業技術学院学報、pp.106〜108、2007	
６）李巍：花瑶挑花芸術特色分析（花瑶挑花の芸術特色の分析）、美術、pp.104〜105、
2008	
７）王俊傑：論花瑶挑花的文化空間（花瑶挑花の文化空間）、重慶科技学院学報(社会
科学版)、pp.134〜136、2010	
８）孫暁玉、王美艶：論花瑶挑花的芸術特色（花瑶挑花の芸術特色）、包装学報、pp.79
〜82、2011	
９）孟燕：湖南小沙江挑花筒裙装飾特色研究（湖南省小沙江鎮における挑花筒状スカ
ートの装飾特色の研究）、装飾、pp.92〜93、2014	
10）2017 年 12 月２日、劉細連氏（花瑶族の女性、1956 年生まれ。溆浦県葛竹坪鎮山
背村出身、現在、隆回県虎形山瑶族郷茅坳村に居住）への聞き取り調査による。	
11）2017 年８月 23日、虎形山瑶族郷白水洞村で、奉族清氏(花瑶族の男性、1950年生
まれ)への聞き取り調査による。	
12）前掲 10	
13）奉沢課：奉氏族人(瑶族)移動歴史、奉氏族譜、pp.６〜８、2009	
14）米莉、黄勇軍、他：花瑶民族的歴史、文化与社会、中国社会科学出版社、pp.48-
49、2014	
15）阮将軍、植田憲：花瑶族の挑花服飾文化にみられる資源循環型生活の知恵―中国
湖南省隆回県における花瑶族の内発的地域振興に関する調査・研究、日本デザイ
ン学会(JSSD)第 63 回春季研究発表大会概要集、pp.518〜519、2016	
41  
16）2017 年 12 月４日、虎形山瑶族郷白水洞村で、歩賢妹氏(花瑶族の女性、1953年生
まれ)への聞き取り調査による。	
17）2016 年８月 26日、虎形山村で、楊梅香氏(花瑶族の女性、1924 年９月生まれ)へ
の聞き取り調査による。	
18）2016 年９月、滚奴糯氏（苗族、女性、1991 年生れ、貴州省従江県燕窩寨出身）へ
の聞き取り調査による。	
19）前掲 16	
20）前掲 11	
21）前掲 17	
22）2015 年 9年１日、虎形山村で、歩道求氏(花瑶族の男性、1971年生まれ)への聞き
取り調査による。	
23～24）2015 年９月 22日、大托村で、奉堂妹氏(花瑶族の女性、1960 年生まれ)への
聞き取り調査による。	
25）2015 年９月 26日、隆回県桃洪鎮で、奉雪妹氏(花瑶族の女性、1959 年生まれ)へ
の聞き取り調査による。	
26）阮将軍、植田憲：中国湖南省隆回県における花瑶族女性の平服の文化的特質：
内発的地域活性化に向けた花瑶族の服飾文化の再認識(1)	
27）阮将軍、植田憲：花瑶族の年中行事にみられる挑花服飾─中国湖南省隆回県にお
ける花瑶族の内発的地域振興資源、アジアデザイン文化学会第 10 回南京大会、
南京林業大学、要旨集、pp.1049～1060、2016 年	
28）阮将軍、植田憲：中国湖南省隆回県における花瑶族女性の婚礼衣装の文化的特
質：内発的地域活性化に向けた花瑶族の服飾文化の再認識(2)	
29）2016 年９月９日、虎形山瑶族郷虎形山村で、沈未妹氏(花瑶族の女性、1940年生
まれ)への聞き取り調査による。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
42  
	
	
	
	
	
	
	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
43  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第三章：日常服に表出される生活文化 
	
【要旨】本章は、中国湖南省隆回県における花瑶族の女性の日常服を取り上げ、そこ
に内包された生活文化の特質を考察することを目的としたものである。現地調査によ
り収集した167点の実物資料およびそれらの制作・使用に関する諸相についての聞き
取り調査に基づき考察を行った。調査・考察の結果、以下の知見を得た。	
(１)花瑶族の人びとは、身の回りに存在する動植物の習性や特徴を観察し、さまざ
まな願いを込めて、小魚・ベガヨ・穇子などを紋様化し日常服に施した。(２ )日常
服の制作と使用から、周りの動植物と共生し、最終的には、大地へと還元する
資源循環型の生活をつくりあげてきた。(３ )日常服の制作と使用を通して、家族・集
落だけではなく、地域社会において、日常服づくりの楽しみや、使う喜びを共有し、
活発な交流が行われていた。(４ )日常服の制作と使用のみならず、洗濯・乾燥・保
管などの行為には、時間と空間意識および社会秩序が反映されている。	
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１．はじめに 
1.1.研究目的 
服飾の役割は、体を包み寒さや暑さを凌ぐことのみではない。服飾は、それぞれの
地域の気候風土や生活様式、また民族の信仰や世界観などが反映され構築されたもの
である。それは、花瑶族にあっても例外ではない。その服飾には、人びとが暮らす自
然環境との密接な関わりや、服飾の制作・使用を通して構築されてきた人や社会との
繋がりが如実に確認される。	
	 本章は、中国湖南省隆回県における花瑶族の女性の日常服を取り上げ、そこに表出
された生活文化の特質を考察することを目的としたものである。なお、当該地域にお
いて、女性の日常服は、基本的には日常生活に着用されるものであるが、年中行事、
婚礼、葬式といった非日常生活にも用いられる。	
 
1.2.先行研究 
	 2006 年に花瑶族の挑花技術が非物質文化遺産に登録されて以来、花瑶族は中国の
なかでも注目されるようになった。こうした状況の下で、近年になって、花瑶族の服
飾について、芸術学、デザイン学、美術学の観点から一連の研究が行われている。た
とえば、汪碧波氏の『花瑶女性服饰艺术研究（花瑶族女性の服飾芸術に関する研究）』
（2012）［注１］、回楚佳氏の『花瑶挑花（花瑶族の挑花服飾）』（2015）［注２］
などの著書がある。また、陳莉氏の「隆回花瑶挑花构成形式的心理探析（隆回県にお
ける花瑶挑花の構成形式に関する心理的な分析）」（2017）［注３］、羅荃氏の「湖
南隆回花瑶挑花图形艺术的审美特征研究（湖南省隆回県における花瑶族の挑花紋様の
芸術的審美特徴に関する研究）」（2014）［注４］、謝菲氏の「从意象到实践:“花”
瑶女性挑花服饰及其身体话语（意匠から実践へ：花瑶族女性の服飾およびそのボディ
ランゲージ）」（2014）［注５］、柳井氏、舒鸚姿氏の「儒家和谐美学思想视野下的
隆回花瑶服饰挑花艺术审美研究（儒家調和美学思想に基づいた花瑶族の服飾に関する
審美研究）」（2015）［注６］などの学術論文がある。	
	 具体的には、汪碧波氏（2012）は、花瑶族女性の服飾の構成とそこに施された紋様
の審美的特徴を述べている。回楚佳氏（2015）は、挑花の工程、挑花紋様の分類、服
飾の歴史的、美学的、工芸的、実用的などの価値を著している。陳莉氏（2017）は、
花瑶族の挑花紋様の構成から「生命と自然に対する畏敬」「素朴な風俗習慣」「民族
繁栄への追求」といった意味を抽出している。羅荃氏（2014）は、花瑶族の服飾に施
された紋様の色形とその組み合わせの特徴を抽出し、現代の服飾デザインに応用して
いる。謝菲氏（2014）は、服飾の制作と使用により形成された民族の連帯を論じてい
る。柳井氏、舒鸚姿氏（2015）は、花瑶族の挑花紋様は、人と自然、人と人、人と社
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会、心と体が調和する儒家美学思想の影響から、円満、完璧、完全などの審美意識が
生まれたと述べている。	
	 このように、上記の先行研究においては、花瑶族の服飾の構成、あるいは服飾に施
された紋様の色形に重点が置かれている。しかしながら、その一方で、花瑶族の人び
とが当該地域で平服を制作するにあたって、どのように自然に働きかけ、どのような
観点で自然と自己との関連を捉え、どのような姿勢で自然と向かい合っていたのか、
また、誰のために、どのような気持ちで平服を制作していたのか、さらには、平服の
使用によりどのような人間関係・社会関係を築いてきたのかなどの観点は、これまで
注目されてこなかった。本研究においては、日常・非日常生活における花瑶族女性の
平服に表出した生活文化の特質を把握し、当該地域の内発的発展を図るための資源と
して再認識することを目指した。	
 
1.3.研究方法 
	 本章において実施した実物資料の調査、聞き取り調査および考察の具体的な方法は
以下の通りである。	
(１)実物資料の調査	 花瑶族の日常服の形状や色彩を把握するために、2012年７～９
月、2015年８～９月、2016年８～９月の計３回、中国湖南省隆回県の虎形山瑶族
郷において、1900～2016年に制作された167点の日常服に対して写真撮影を行い
記録した。	
(２)聞き取り調査	 上記の(１)の調査と同時に、優れた挑花技術を有する花瑶族の伝
承人である奉雪妹氏、奉堂妹氏および服飾制作者である劉細連氏、歩賢妹氏、
楊梅香氏に対し、日常服の素材、つくり方、紋様とその意味について聞き取
り調査を行い、日常服の制作を通した人と自然との関係を把握した。また、劉細
連氏、歩賢妹氏、楊梅香氏、および花瑶族の教師である歩道求氏に対し、日常生
活や年中行事および婚礼などの人生儀礼において、かつて日常服がどのように使
われていたのかについて聞き取り調査を行い、日常服の使用を通して形成されて
きた人間関係や社会秩序を把握した。本章において聞き取り調査の対象とした
最年長者楊梅香氏は1920年代の生まれであり、見聞の範囲は1900～2015年まで
のおよそ100年程である。	
(３)生活文化の考察	 上記(１)～(２)に基づき、日常服の制作・使用と関連した所作
を手がかりに、長い歴史のなかで形成されてきた人と自然との関係、人と人との
結びつきを明らかにするとともに、そこに表出された生活文化を考察した。	
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２．日常服の形態・意匠 
	 花瑶族には、服飾を用途に応じて分類する概念が存在しない。そこで、筆者は、女
性の服飾を日常服と式服に、さらに、前者を｢夏服｣(図3-1)と｢冬服｣(図3-2)に、後者
を｢新婦服｣と｢喪服｣に分類した。なお、本章において取り上げるのは、女性の日常服
のみとし、式服については別章としたい。また、男性の日常服は、すでに消失してい
る。	
	 筆者が現地調査によって収集した日常服を構成する要素は167点に及んだ。それら
を分類・整理したものが表3-1である。日常服は、頭飾帯、頭飾環、頭飾笠、格子縞頭
巾と称される頭飾りや、丸襟白衣、丸襟青衣と称される上半身に着る上衣や、腰帯、
四方手巾と称される腰飾りや、筒状スカート、脚絆、履物と称される下半身に着用す
る下衣によって構成されている。それらは、さらに、夏秋用と冬春用に分けられる。
夏から秋にかけては、年齢に応じて、頭飾帯、頭飾環、頭飾笠、格子縞頭巾から頭飾り
を選び、丸襟白衣、腰帯、筒状スカートを身につけ、靴を履かない。冬から春にかけて
表 3-1 花瑶族の平服 
類型 使用時 素材 技法 個数 総数 
頭	
飾	
り	
頭飾帯	
通年	
綿	 編み	 12	
77	頭飾環	 綿	 十字繍	 28	
頭飾笠	 綿/竹	 編み	 33	
格子縞頭巾	 綿	 無	 4	
上	
衣	
丸襟白衣	 通年	 綿	 十字繍	 18	
25	
丸襟青衣	 冬春	 綿	 無	 7	
腰	
飾	
り	
腰帯	
通年	
綿	 無	 20	
26	
四方手巾	 綿	 十字繍	 6	
下衣	
筒状スカート	 通年	 綿	 一/十字繍	 16	
39	脚絆	 冬春	 綿	 一字繍	 20	
履物	 冬春	 藁	 編み	 3	
合計	 167	
 
 
図3-1夏服 2014年５月虎形山瑶族郷で筆者撮影   図3-2冬服 2014年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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は、前述した夏秋のものに丸襟青衣、脚絆、履物を加えた。四方手巾は挑花道具を入れ
る風呂敷であり、季節に関わらず、常に腰帯に挟み携行している。	
 
2.1.頭飾り  
	 頭飾りは、花瑶族の子どもから年配の女性までが頭に巻いたり被ったりするもので
あり、167点中77点であった。その内、頭飾帯が12点、頭飾環が28点、頭飾笠が33点、
格子縞頭巾が４点であった。1980年代以前は、80代以下の女性が木綿を素材とした｢頭
飾帯｣を用いたが、その後、中国の工業化により、頭飾帯は、主に化学繊維を素材とし
た｢頭飾環｣、｢頭飾笠｣に変わりつつある。また、いずれの時代も80歳を超えた女性は
｢格子縞頭巾｣を用いる。	
 
2.1.1.頭飾帯 
	 頭飾帯(図3-3)は、花瑶族の言葉で｢テリエディアン(特烈点)｣と称され、1980年代
の改革開放以前に、10代～80代の女性が頭に巻いていたものである。頭飾帯を制作す
る道具が｢竹板｣(図3-4)である。人びとは、自生する竹を採集しさまざまな生活用具
を制作してきたが、上記の竹板は、その際に残された端材を活用し制作されたもので
ある。形状は、頭飾帯の編み方に対応しており、上に９つ下に８つの穴が空いている。
頭飾帯は、竹板に17本の縦糸を通し、その一端を結んで足の親指に挟み、もう一端は
腰に回して結び、横糸を用いて左右交代に通しながら編んだもので(図3-5)、幅１cm、
長さは数mから長いものでは数百mにまで及ぶ細長い紐である。竹板は、通常、針、糸、
布と一緒に腰帯に付けた四方手巾に納められている。	
 
図3-3頭飾帯 図3-4頭飾帯の編み方            図3-5頭飾帯の編み方 
2015年９月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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	 実物調査により撮影した12本の頭飾帯の特徴を表3-2にまとめた。１番の子どもの
頭飾帯は数mしかないが、成長に伴い、より高い挑花技術を身につけ大人として認め
られるようになる頃には、その頭飾帯の長さは300m程度になる。また、高齢になると、
年を取るに連れて短くなり、100m以下になる。このように、使用者が若いほど頭飾帯は
長く、美しさを強調する傾向がある。長い頭飾帯を頭に巻き付けると笠状になるが、そ
れは直径50cm、厚さ40cm程にもなった。	
	 なお、頭飾帯は、日々の生活のなかで、女性同士が協力して身につけるものであっ
た。その際、互いに心ゆくまで話をして、心を開いていったという。このようにして、
女性たちは、ものづくりの楽しみや、使う喜びを享受し共有していたのである[注７]。
また、頭飾帯は、使用に耐えなくなると、薪刈りの際に薪を縛ったり、年中行事に参
加する際に買い物を持ち歩き易くするための紐などに転用される。	
	 一方、頭飾帯は長くて、作業時に落下し易いため、1978年の改革開放以降、挑花の伝
承人である奉雪妹氏によって改変され頭飾環・頭飾笠となっており、今日では、これら
が、概ね現在60代以下の女性に用いられている。	
 
2.1.2.頭飾環 
 頭飾環は、花瑶族の言葉で｢シャドン(笑東)｣と称され、５～12歳ぐらいの女の子が
頭に被るものである。格子縞が付された綿布を頭に巻いてつくられたドーナッツ状の
表 3-2 頭飾帯の特徴 
番号 名前 性別 婚姻 年齢 長さ 住所 
１	 劉彩晴 女 未婚 ４歳 4m 茅坳村	
２	 沈楼花 女 既婚 24 歳 300m 茅坳村	
３	 奉神英	 女	 既婚	 29 歳	 320m	 茅坳村	
４	 歩上花 女 既婚 34 歳 300m 茅坳村	
５	 歩賢妹 女 既婚 65 歳 74m 白水洞村	
６	 沈扣妹 女 既婚 68 歳 56m 铜銭坪村	
７	 歩看妹 女 既婚 75 歳 51m 茅坳村	
８	 沈為妹	 女	 既婚	 78 歳	 70m	 虎形山村	
９	 沈槐妹	 女	 既婚	 80 歳	 25m	 茅坳村	
10	 楊傘妹	 女	 既婚	 80 歳	 50m	 虎形山村	
11	 劉学妹	 女	 既婚	 83 歳	 37m	 虎形山村	
12	 劉又妹	 女	 既婚	 85 歳	 52m	 虎形山村	
 
表 3-3 頭飾環に施された紋様と登場回数 
挑花紋様	 杯嘎喲	 四葉草	 蟹	 蔓	 鳥	 その他	
登場回数	 ３	 10	 １	 ２	 １	 11	
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部分の外側はオレンジ色の綿布でつくられており、さらにそこに華やかな挑花紋様が
施されている。ドーナッツ状の部分は直径が25cm程で格子縞が付された綿布でつくら
れている。また、頭飾環の後ろには、粽状の飾りが４つ付されており、それぞれに30cm
の長さの色とりどりの毛糸が約30本垂らされている(図3-6)。これらの粽状の飾りは、
新婦頭巾の両端に取り付けたものに啓発されたものといわれている。	 	 	 	 	
	 実物調査により収集した28点の頭飾環に施された紋様とその登場回数を表3-3にま
とめた。この表に示したように、頭飾環でよくみかける紋様は、ベガヨ(杯嘎喲)、四
葉草、蟹、蔓、鳥、その他である。それぞれの登場回数は、３回、10回、１回、２回、
１回、11回である。頭飾環に施される紋様のなかでもっとも多いものは四葉草である
ことが分かる。これは、近年、量産品の布にしばしば施されるもので、その影響と推
測される。かつては、ベガヨと蟹紋様が、花瑶族にとって親しみの深いものであった
という。ここでは、それらについて説明する。	
 
図3-6頭飾環 2015年９月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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 ベガヨ(図3-7)	 大石の上に生える丸い形をした苔をモチーフとした紋様である。
｢ベ｣は紋様を、｢ガ｣は丸い形を、｢ヨ｣は大きな石を意味する。口伝によれば、その起
源は、昔、今日の虎形山瑶族郷水洞坪村に居住する高い挑花の技術をもった花瑶族の
女の子が、山での労働の休憩に際して、花露岩という大きな石に座り筒状スカートを
縫い繕っていた時、岩に生えている丸いかたちをした苔が心に響いて挑花紋様にした
というものである。その苔は、当該地域では、多ければ多いほど豊作の前兆といわれ、
以来、重要な吉祥紋様になった[注８]。	
	 蟹(図3-8)	 蟹は中国で｢横行君子｣とも呼ばれ、横方向にしか歩行しないことから、
悪鬼に抗ってわが道を行くという意味があり、子どもが健康に成長する願いが込められ
ている[注９]。	
 
2.1.3.頭飾笠 
	 頭飾笠(図3-9-1)は、花瑶族の言葉で｢パリエディアン(派烈点)｣と称され、1980年
代の改革開放以降、10代～60代頃の女性が、頭飾帯の代わりに頭に被るようになった
 
図 3-9頭飾笠およびそこに施された紋様 2015 年９月と 2017 年 12 月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
図3-7頭飾環に施されたベガヨ紋様          図3-8頭飾環に施された蟹紋様 
2015年９月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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ものである。頭飾笠は、竹でつくった直径45cm程の笠の骨組みに頭飾帯を螺旋状に編
み上げてつくられる。後ろに４つあるいは６つの粽状の飾りを取り付け(図3-9-2)、
さらにそれぞれに約55cmの長さの色とりどりの糸が50本程付されている。なお、これ
らの飾りも、頭飾環と同様、新婦頭巾に付されたものから発想されたものといわれて
いる。頭飾帯よりも使い易くなったため、これが用いられるようになった。頭飾笠の外側
に、四葉草(図3-9-3)とベガヨ(図3-9-4)紋様がよくみられる。ベガヨの意味は上述した通りで
ある。	
	 四葉草	 小葉を４枚もつ白詰草(クローバー)で、花瑶族の言葉で｢ゾイガイロン	
(最盖龍)｣と称される。口にすると酸味を感じることから｢老鴨子酸｣｢烏鴉酸｣などと
も呼ばれる。薬草としても用いられ、咳止めや蛇の毒の解毒および熱中症・炎症を防
ぐなどの効果があるという[注10]。このように、四葉草は花瑶族にとって重要な植物
であり、それゆえに、挑花紋様として頭飾笠に施すようになったと考えられる。	
	 頭飾帯の代わりに頭飾笠を用いることにより、その着用の手間は省かれるようにな
った。しかし、簡便さゆえ、頭飾笠が日常生活のみならず非日常生活においても使わ
れるようになり、頭飾帯や結婚する際にのみ用いた新婦頭巾は徐々に使われなくなっ
ている。それに伴って、親や友人に巻いてもらう機会が失われ、人びとの交流機会は
減少することとなった。さらに、近年では、結婚式にのみ用いられてきた新婦頭巾の
紋様が日常服に転用されてしまい、その紋様の本来の意味も失われつつある。今日で
は、頭飾笠は、花瑶族の女性が男性と共働きをして、男性と共に家を背負って立つと
いう意味があるとされ、丸い形は太陽を象徴したものと考えられている[注11]。	
 
2.1.4.格子縞頭巾 
	 格子縞頭巾は、花瑶族の言葉で｢シャマイナイ(相麦乃)｣と称され、80代以上の女性
が頭に巻く幅50cm、長さ500cm程の黒と白と灰色の格子縞の綿布である(図3-10)。格
子縞頭巾には、挑花紋様は施されていない。花瑶族の女性は、80代以上になると徐々
 
図 3-10 格子縞頭巾 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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に素朴な頭飾りを好むようになる。したがって、年配の女性には挑花が施されていな
い格子縞の綿布の頭巾を巻く人が多い。格子縞頭巾は、年中行事に参加する際に、買
い物袋として使われる場合もある。古くなったものは、雑巾や靴底の材料に転用され
る。	
 
2.2.上衣 
 上半身につける上衣は、｢丸襟白衣｣と｢丸襟青衣｣に分けられる。前者が18点、後者
が７点であった。1980年代以前は、両者とも木綿を素材としてつくられていた。	
 
 
図 3-11 丸襟白衣とその全体図 2016年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
表 3-4 丸襟白衣の袖口に施された紋様と環数 
番号 名前 年齢 環数 紋様 住所 
１	 劉彩晴	 4歳	 １	 雛鳥	 茅坳村	
２	 奉藏文	 16 歳	 ３	 ベガヨ	 蔓	 蝶	 水洞坪村	
３	 沈楼花	 24 歳	 ３	 格子花	 雛鳥	 梅花	 茅坳村	
４	 奉神英	 29 歳	 ２	 紙銭花	 万字	 茅坳村	
５	 歩上花	 34 歳	 ２	 幾何	 幾何	 茅坳村	
６	 歩流妹	 42 歳	 １	 八弁花	 水洞坪村	
７	 沈列妹	 51 歳	 １	 蟹	 水洞坪村	
８	 沈列妹	 51 歳	 １	 小魚	 水洞坪村	
９	 沈列妹	 51 歳	 １	 柿蒂	 水洞坪村	
10	 奉堂妹	 58 歳	 １	 小魚	 大托村	
11	 奉堂妹	 58 歳	 １	 穇子・鼠	 大托村	
12	 奉堂妹	 58 歳	 １	 山羊	 大托村	
13	 奉堂妹	 58 歳	 １	 ガチョウ	 大托村	
14	 沈台妹	 63 歳	 １	 八弁花	 茅坳村	
15	 歩賢妹	 65 歳	 １	 雛鳥	 白水洞村	
16	 歩看妹	 75 歳	 １	 四葉草	 茅坳村	
17	 劉又妹	 85 歳	 １	 比皈（桃）	 虎形山村	
18	 楊梅香	 94 歳	 １	 八弁花	 虎形山村	
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2.2.1.丸襟白衣 
 丸襟白衣は、花瑶族の言葉で｢アオフアイ(奥淮衣)｣と称され、通年にわたり上半身
に着用する白い上衣である(図3-11-1)。その全体図(図3-11-2)からわかるように、丸
襟白衣は、襟が丸く白い布ボタンが付され、袖口に縁飾りの挑花紋様が施されている。	
	 現地において撮影した18点の丸襟白衣の袖口に施された刺繍紋様を表3-4にまとめ
た。子どもが着用する(表3-4の番号１)の場合は、刺繍紋様は１環しか施されていな
いが、10代から30代になると２～３環の紋様が施され、それ以上では再び１環に戻る。
丸襟白衣の袖口によく用いられる挑花紋様は、｢雛鳥｣｢八弁花｣｢蟹｣｢小魚｣｢柿蔕｣｢穇
子｣｢山羊｣｢四葉草｣などの日頃触れ合う動植物である。雛鳥、穇子、小魚、山羊それぞ
れ説明する。	
	 雛鳥(図3-12-1)	 花瑶族の言葉で｢ジャオ(叫)｣と称され、雉の若鳥がモチーフとな
っているという。特に雉のオスは翼と尾羽を除き全体的に美しい緑色をしており、頭
部の羽毛は青緑色である。背に濃い茶色の斑があり、翼と尾羽は茶褐色である。花瑶
族の女性は、雉の華やかな色に感動し、その色彩を真似て服飾に施すようになったと
いう。また、当該地域において、美しい女性はしばしば雉に喩えられる[注12]。	
	 穇子(図3-12-2)	 穇子の和名はシコクビエとして知られるイネ科オヒシバ属の栽
培植物であり、実を食用にする。通常、海抜800m以上で栽培され、穀雨(二十四節気の
一つ、太陽暦の４月19～21日頃に当たる)の頃に種を蒔き、８～９月頃に収穫する。穇
子は耐寒性と耐乾性が強く、痩せた土地でも生育するので、生命力が強いといわれて
いる。実が粗質であるため雑穀とされるが、栄養は米より豊富と認識されている。粉に
挽いて団子として
食べされることが
多いが、粥にする
こともある。この
ように、花瑶族の
生活において穇子
は重要な食料のひ
とつとされてきた。
それゆえに、穇子
を挑花紋様として
丸襟白衣の袖口に
施すようになった
と考えられる。	
 
図 3-12 丸襟白衣の袖口に施された紋様  
2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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 小魚紋様(図3-13-1)	 赤い綿糸で小魚が二匹ずつ線対象の位置に刺繍され、さらに
その紋様が交互に配置されている。残りの空間は、赤色や緑色の綿糸で草や葉などの
紋様の刺繍で埋められている。これは、主に、共居している漢族の文化から影響を受け
たものと考えられており、漢族の言葉では｢魚｣と｢余｣が同じ発音であることから、｢余
裕がある｣ことが象徴されている。	
	 山羊紋様(図3-13-2)	 後ろ向きの山羊が二頭ずつ左右対称に、水平に配置されてい
る。山羊の背中には銭貨を図案化した紋様が施されている。山羊は、花瑶族の言葉で
｢ヨン(永)｣と称され、家の貴重な財産の一つと認識されてきた。また、豚、魚、鶏と
ともに供物として神に捧げるものでもある[注13]。ただし、一般の家庭においては、
経済的に不自由しない生活が続くようにという願いを込めて施されたと考えられる。	
 
2.2.2.丸襟青衣 
 丸襟青衣は花瑶族の言葉で｢アオドオ(傲多)｣と称され、冬から春にかけて丸襟白衣の上
に着用する青い長着である(図3-14-1)。赤い丸襟と赤い布ボタンが付されており、下部に
は３つのスリットがある(図3-14-2)。女性たちは、この青い長着を着用する際、裾の一
方を腰帯に挟み、もう一方を自然に垂らす。丸襟青衣には挑花紋様は施されておらず、それは
 
図 3-14 丸襟青衣およびその全体図 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
図 3-13 丸襟白衣の袖口に施された紋様 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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筒状スカートの紋様を目立たせ、かつ女性の優美さを示すためであるといわれている[注14]。
丸襟青衣は、使用に耐えなくなると子どものおしめなどに転用される。	
 
2.3.腰飾り 
	 腰飾りには、筒状スカートを締める｢腰帯｣と挑花用の針、糸、布を包む四方手巾が
ある。収集した点数は、167点中26点であった。その内、前者が20点、後者が６点であ
った。	
 
2.3.1.腰帯 
 腰帯は花瑶族の言葉で｢テデウン(特党)｣と称される。腰帯には古いものと新しいも
のがある。古いもの(図3-15-1)は、服装の端切れでつくった６m程の帯である(図3-15-
2)。服装の裁ち屑を２つ折りにして筒状の節をつくり、それぞれの節を繋げて腰帯に
する。それゆえに、腰帯の色彩はさまざまで、通常30以上の節がある。この腰帯の着
用は一人ではできず、母親あるいは友人たちに手伝ってもらう必要がある。まず、長
い帯の中央付近を着用する者の腰に当て、腰帯の上層の３分の１程がみえるように時
計回りに巻き付けていく。巻き付け終わったら、その端を腰帯に挟んでおく。この腰
帯は、赤子の抱っこ紐として用いられる場合もある。母親は、赤子を抱いて山間で働
く辛さと、時には母親から離れて置かれる赤子の姿を思いながらこの腰帯を利用した
ものだという[注15]。また、子を育て上げた後は、若い頃を思い出し、娘の運命と自
分の運命を重ね合わせつつ、腰帯を娘と生まれてくる孫のためにつくり上げたという。
このように、腰帯には、母親から娘への思いやりが込められており、母と娘が連帯感
を共有する媒体ともなってきたことがうかがえる。また、この腰帯からは、たとえ服
飾の裁ち屑であったとしても、それらを捨てずに最大限利活用しようとしてきたこと
がうかがえる。	
	 一方、1990年代以降は、合理化され、腰帯は短くなる傾向にあり(図3-15-3)、今日
では、幅15cm、長さ90cm程度のものを使うようになった(図3-15-4)。	
 
 
図 3-15 腰帯 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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2.3.2.四方手巾 
 花瑶族の言葉で｢スホンシュウ(四方笑)｣と称される四方手巾は、日本の風呂敷に似
た一辺約50cmの四角形の綿布である。花瑶族の女性たちは、常に挑花用の針、糸、布
を四方手巾に包み腰帯に挟んでいる(図3-16-1)。農繁期には、女性は男性とともに野
外で働くが、休憩する際、男性は煙草を吸いながら世間話をするのに対し、女性は挑花の
道具を腰の四方手巾から取り出し挑花の作業を行った。農閑期には、女性同士で、村の入り口
や大きな樹の下、大きな石の上などで、互いに挑花技術を磨きながら話をしたという。このよ
うに、四方手巾は、挑花の道具を常に身に付けるために重要なものであった。	
	 四方手巾に施された挑花紋様とその登場回数を表3-5にまとめた。四方手巾にしば
しば施される紋様は、｢麻葉｣｢四葉草｣｢八弁花｣｢寿字｣｢鳳凰｣｢虎足跡｣｢万字｣｢小魚｣な
どであり、それぞれの使用数は、８回、44回、５回、８回、27回、27回、26回、64回、
12回であった。以下、代表的な紋様について説明する。	
	 麻葉(図3-16-2)	 当該地域には、野生の苧麻が多い。痩せた山地にもかかわらずそ
の成長は速い。その成長の速さとまっすぐ伸びることから、子どもが麻のように丈夫
ですくすくと育つようにとの願いを込めて[注16]、しばしば四方手巾に使われる。	
	 寿字紋様(図3-16-3)	 文字通り｢寿｣を紋様としたものである。元来、花瑶族には文
字はなかったが、古くから漢族の人びとと共住したり交易する機会があり、少なから
ず漢字文化の影響を受けている。寿は｢老いるまでの長い年月｣を意味し、極めて喜ば
しい文字である[注17]。このような吉祥文字の意味が花瑶族にも伝わり、四方手巾に
施されるようになった。	
	 鳳凰紋様(図3-16-4)	 鳳凰は、鶏のような冠をもち、尾が長く、羽毛は五色に彩ら
れ、鶏と孔雀を組み合わせたような姿で表現される。その華やかな姿は美しい女性の
喩えとして四方手巾に施されている[注18]。	
表 3-5 四方手巾に施された紋様と登場回数 
挑花紋様	 麻葉	 四葉草	 八花弁	 寿字	 鳳凰	 虎足跡	 万字	 小魚	 その他	
登場回数	 ８	 44	 ５	 ８	 27	 27	 26	 64	 12	
 
 
図 3-16 四方手巾 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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2.4.下衣 
	 下半身につける下衣は、収集した167点中39点であった。下衣は、｢筒状スカート｣
｢脚絆｣｢履物｣に分けられ、それぞれの点数は、16点、20点、３点であった。以下、そ
れぞれについて説明する。	
 
2.4.1.筒状スカート 
	 筒状スカートは、花瑶族の言葉で｢デン(当)｣と称され、下半身に巻き付けて使用す
るものである。鮮やかな部分が前面、素朴な部分が背面である(図3-17)。日常服の筒
状スカートは、長方形の綿布８枚(上下各１枚、前面４枚、背面２枚)(図3-18-①②③
④⑤⑥⑦⑧)によって構成され、形も紋様も左右対称である。	
	 上部	 筒状スカートの上部(図3-18-①)には、大人の場合、幅15cm、長さ180cm程の
黒あるいは白い布が付されている。この部分は、着用する際、腰帯によって覆われる。
それゆえに、しばしば、使い古された布団などが転用されてきた。	
	 下部	 筒状スカートの下部(図3-18－②)は、大人の場合、幅５cm、長さ100cm程の赤
い綿布で包み縫いがなされている。なお、どのような筒状スカートの下部にも、必ず
赤色が使われる。	
表 3-6 筒状スカートに施された紋様 
番号 名前 年齢 前面下部 の紋様 
背面中央部の紋様 
一層 二層 三層 
１	 劉彩晴	 ４歳	 ②③	 打子花	 ×	 ×	
２	 劉賽妹	 13 歳	 ②③	 打子花	 麻葉	 ×	
３	 楊蒙花	 17 歳	 ②③	 豹	 虎	 虎	
４	 劉為妹	 25 歳	 ②③	 虎	 猪	 ×	
５	 奉化妹	 27 歳	 ①③	 鯉	 翼先	 虎足跡	
６	 楊連花	 33 歳	 ②③	 豹	 豹	 ×	
７	 奉後花	 33 歳	 ①②③	 穇子	 四葉草	 蝶	
８	 楊排妹	 43 歳	 ②③	 翼先	 南瓜	 ×	
９	 奉旦妹	 48 歳	 ①③	 打子花	 白鳥	 白鳥	
10	 奉堂妹	 56 歳	 ①②③	 小鳥	 蕨葉	 南瓜	
11	 奉堂妹	 56 歳	 ①②③	 鯉	 鯉	 ×	
12	 歩好妹	 63 歳	 ①③	 台魚	 台魚	 ×	
13	 劉再花	 76 歳	 ②③	 蛇	 龍	 ×	
14	 奉油花	 83 歳	 ①②③	 小鳥	 小魚	 ×	
15	 劉又妹	 85 歳	 ①③	 獅子	 南瓜	 ×	
16	 劉丑妹	 86 歳	 ①③	 桃	 八弁花	 ×	
※①「蛋嘎孔」、②「国嘎孔」、③「嘎闊」である。×は紋様無。 
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	 前面	 日常服の筒状スカートの前面は、４枚(図3-18－③④⑤⑥)の綿布によって構
成される。それらの内、前面上部の濃い藍色の綿布２枚(図3-18－③④)には紋様が施
されていないが、下部のオレンジ色の綿布２枚(図3-18－⑤⑥)には色とりどりの綿糸
によって挑花紋様が施される。なお、新婦服の筒状スカートの前面は、左右濃い藍色
の綿布１枚ずつであり、これは、切れ目がなく婚姻関係が永遠に続くという縁起の良
い意味を表しているためである。このように、日常服と新婦服とでは、明確に区別が
なされていた。	
	 背面	 筒状スカートの背面の中央部分は、通常、２枚(図3-18－⑦⑧)の藍色の綿布
で構成され白い綿糸で挑花紋様が施されている。この部分は、刺繍紋様が最も多く施
されており、制作にも最も時間がかかる部分である。女性たちは、この２枚の布を常
に四方手巾に包んで携行しており、ちょっとした時間を利用して刺繍作業を進める。	
	 筒状スカートに施された紋様を表3-6にまとめた。同表に示したように、前面の下
部によくみられる紋様は、｢ダンガコン(蛋嘎孔)｣(図3-19-1)、｢ゴガコン(国嘎孔)｣(図
3-19-2)、｢ガコ(嘎闊)｣(図3-19-3)である。ダンガコンとゴガコンは窓の大きな格子
と小さい格子を意味し、ガコは柱を表しているという[注19]。このように、彼らの住
まいを紋様化し家内安全の願いを込めたと推測される。	
	 また、同表に示されているように、背面の中央に施される紋様の組合せは、着用者
の年齢によって異なる。１～２番の子どものスカートの背面の構図は通常１～２層し
かないが、３～10番の若い女性たちのものは２～３層であり、また11番以降、年を取
るに連れ２層になる。このように、使用者が若いほど、紋様が多く華やかさを強調す
 
図 3-19 筒状スカートに施された紋様 2015年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
図 3-17 筒状スカートの全体図 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影（左） 
図 3-18 大人用筒状スカートの構成と寸法 筆者作成（右） 
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る傾向がある。筒状スカートの背面の中央部分によくみられる紋様は、｢麻葉｣｢豹｣
｢虎｣｢猪｣｢翼先｣｢南瓜｣｢白鳥｣｢蕨葉｣｢鯉｣｢蛇｣などの動植物である。	
	 豹紋様(図3-19-4)	 豹は1970年代前後まで、当該地域に生息していた動物である。
通常は集落に近づかず、人間を襲うことはなかったという。しかし、子どもを家に残
して野良仕事に行く際には、豹に襲われないようにと、安全な二階で遊ばせたという
[注20]。図3-19-4が示しているように、豹の腹に小さな豹が重ねて描かれているが、
これは妊娠した豹の姿といわれている。子どもが無事に成長するようにとの願いが込
められているといえよう。	
	 白鳥紋様(図3-19-5)	 白鳥は花瑶族の言葉で｢ガゴウ(嘎哦)｣と称され、越冬のため
に晩秋から初冬に渡来し、春には飛去する渡り鳥である。花瑶族は、隆回県の北西部
に定住する以前、頻繁に移動を余儀なくされていたため、困窮と流浪の歴史を有して
いる。それゆえ白鳥の習性と自分たちの歴史を重ね合わせ、猟師も狙わないという程
に白鳥に特別な感情をもっているという[注21]。	
	 翼先(図3-19-6)	 白鳥の翼先である。白鳥は遠方へ渡ることから、大志を抱くもの
とされる。人びとは、これを意図して、筒状スカートの紋様とした。力強い翼は、夢
の実現の象徴であるという[注22]。	
	 南瓜(図3-19-7)	 当該地域でも食用とされる重要な植物のひとつであり、同じ紋様
が四方へ広がるように複製されている。積み重なることは、豊作の願いとその喜びへ
の願いが込められたものといわれている[注23]。	
	 花瑶族の女性は、日々山間で男性を手伝い野良仕事をする。休憩する際には、石の
上に座り、仲間と話し合いながら刺繍をする。また、日々の使用のなかで破れたり綻
んだりした筒状スカートは、周りの刺繍紋様に合わせて、縫い目がみえないように修
繕する。再利用する場合は、子ども用のスカート靴底の材料など下半身に用いられる
ものに限られる。	
 
2.4.2.脚絆 
	 脚絆は花瑶族の言葉で｢ホン(紅)｣と称される。当該地域は海抜が高く、冬ともなると厳
しい寒さにみまわれる。そのため、女性たちは、冬季には、足首からふくらはぎまで脚絆を
巻きつける。巻き終わりの端は脚絆に挟んで固定する(図3-20-1)。脚絆は、幅20cm、長さ
300cm程の綿布であり、綿布の下部から３cm程度まで、さまざまな色彩の綿糸によって紋様が
施されている(図3-20-2)。1980年代以降は、綿糸ではなく工場生産による毛糸が用いられる
ようになった。それらの紋様は多様であるが、たいていが周囲の野花であるといわれてい
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る[注24]。時が来たら咲き、なすべきことをして黙って去って行く野花から、季節の巡り
に適合しながら自然とまさに共生しようとした人びとの願いがうかがえる。	
 
2.4.3.履物 
	 履物は、花瑶族の言葉で｢グツアオ(故草)｣と称される。身近な生活にある稲藁を活
用してつくった履物は、収集した167点中３点であった。いずれも装飾はなく素朴かつ実
用的な形態である(図3-21-1)。使用時には、ずれないように、指先と踵が固定されるように
なっている(図3-21-2)。使用に耐えなくなると、熱源として他の草とともに燃やされ、得ら
れた灰は田畑の肥料として使われる。このことからも、花瑶族の人びとは自然の産物を循
環的に活用していたことがうかがえる。	
 
図 3-21 履物 2017 年 12 月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
図 3-20 脚絆 2017 年 12 月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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３．日常服の使用状況 
	 上述したように、花瑶族の日常服は、日常生活にのみならず、年中行事、婚礼、ま
た葬儀においても使用されてきた。次に、それぞれの使用状況を概観していきたい。	
 
3.1.日常生活における日常服 
	 2017年12月に、花瑶族の劉細連氏ならびに歩賢妹氏に対して、日常服について聞き取り調査
を行った。また、2012年から2017年にかけて毎年２ヶ月程、花瑶地域に滞在し現地調査を行っ
た。日常服の利用は、概ね以下の通りである。	
	 女性は、朝６時頃に起床する。最初に行うことは、日常服を着用し頭飾りをつける
ことである。こうして一日が始まるのである。食事の準備や家畜の世話などをする際
には、袖を汚さないように｢套袖｣をつける。その形状は日本の袖カバーとほぼ同様で
ある。現代のものは、落ちないように両端に輪ゴムがつけられている。９時頃になる
と、衣類の洗濯をする。洗濯は山から引いてきた水場、もしくは村の共有する井戸に
出向き、｢茶枯｣と称される油を搾ったツバキの実の粕を洗剤として、男性服と女性服
を分けて洗う。洗濯方法は季節によって異なり、夏から秋にかけては水を入れた盥に
茶枯を削り入れ、冬は水が冷たいため茶枯を煮出した湯で洗う。洗濯した衣類は家の
近くの木の杭にかけた竹竿に干す。干す場合も男性と女性の衣服を分け、かつ、男性
の衣類は女性のものよりも高い位置になるようにする。洗濯が終わる10時頃になると、
労働服に着替え、用意しておいた甘薯や馬鈴薯、玉蜀黍などを四方手巾に入れて腰に
つけたり、もしくは、朝食の残りを器に入れて農作業に行く。通常、正午頃、仕事場
の近くで昼食をする。手で直接食べる場合が多いが、茅の茎を採取し箸として使う場
合もある。箸は使い終わったら折ってそこに置いとく。夕方、帰宅すると労働服から
日常服に着替え、頭飾笠を外し、洗濯物を取り込む。なお、洗濯した服飾を保管する
場所は二つある。それらは、｢ゴウチイ(苟器)｣と｢ダンチイ(当器)｣である。苟器は上
下二段になった比較的大きな物入れであり、当器とは比較的小さな物入れである。前
者はたいてい子どもの寝室に置かれ、上段には、子どもたちが触らないように、普段
着用しない喪服などを、下部に日常服用する日常服を保管する。当器は自身の寝室に
置かれ、新婦服などの大切な服飾を保管する。その後、夕食の準備を始め、19時頃に
夕食をする。夕食後、20時頃家畜に餌を与える。21時頃から23時頃まで、母親と娘は、
冬は火塘を囲んで、竹片や松枝などを燃やした光の下で刺繍をする。23時頃、入浴し下着[注
25]を着替える。下着は毎日交換し、上着は２～３日におきに替える。下着は体を洗った水で
洗い、室内の目立たないところで干す。上着は、男女のものを分けて、汚れを取り易くために、
各自の体を洗った水に一晩浸す。なお、残った水は肥料として畑に撒く。ひどく汚れた服は川
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で、棒で叩きながら洗濯する場合もある。24時頃、雄鶏が鳴いたら就寝する。寝る際は寝巻き
には着替えず、上着を脱いでそれを枕として使う。	
 
3.2.非日常生活における日常服 
3.2.1.年中行事における日常服 
	 旧暦５月から７月の間に、花瑶族にとって二つの重要な年中行事が行われる。一つ
は旧暦５月15日から17日にかけて虎形山瑶族郷水洞坪村で行われる｢タオネンバイ
(討念拝)｣である。もう一つは、｢タオリャアグイ(討僚皈)｣で、７月２日から４日に
かけては虎形山瑶族郷茅坳村において、７月８日から10日にかけては虎形山瑶族郷崇
木凼村において行われる。タオネンバイは、月の中程に親戚を訪問するという意味で
あり、タオリャアグイは、凶悪な菩薩から逃げるという意味である。本来は、異族との戦い
による苦難の歴史を記念する集会であった。清時代以降も伝承は受け継がれ、中華人民共和国
の建国以降、政治的に安定すると、花瑶族の人びとにとって、これらの年中行事は、親族を訪
問したり、交易をするなど、地域のコミュニケーションの重要な機会となった。	
花瑶族の挑花制作者である楊梅香氏に対し、かつて年中行事において、挑花技術･挑花服飾
を通して人びとはどのように関わっていたかについて聞き取り調査を行った。また、2012年か
ら2017年にかけて、花瑶族の年中行事に参加した。	
	 楊梅香氏の若い頃は、美しい挑花服飾を着用した女性、すなわち、優れた挑花技術
を有する女性が尊ばれた。そのために、若い女性たちは、日頃から挑花の技術を磨き、
年中行事の際には、最もできの良い日常服を着用して、日頃培った挑花技術を披露し
た。男性は女性の気を引くために山歌を上手に歌うことが重要であり、気に入った女
性をみつけると、山歌を通して自分の気持ちを伝えた。女性が求愛を受け入れる場合
は、女性も歌い返して自らの感情を表した。たとえば、以下のようである。	
	
男	 ｢妹妹生得乖又乖、好比仙女下凡街。身上挑花美如画、心灵手巧好人才。十八妹、
后生甘、郎想和妹講攏来。	
(あなたは、美しくて、空から降りてきた仙女のようです。身につけた挑花服飾は絵画
のように美しく、頭もよく、手先も器用です。私と付き合っていただけませんか。)｣	
	
	 女性も相手のことが気に入ったら、情熱的な山歌を歌い返す。	
	
女	 ｢郎如日頭天上来、妹是葵花対郎開。葵花不晒不結籽、郎不愛妹不懐胎。十八哥、
后生甘、我妹日夜等郎来。	
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(あなたは太陽です。そして、私はひまわりです。ひまわりは、日の光を浴びなければ、
実が成りません。私はあなたに愛されなければ、子を産むことができません。毎日、あ
なたをお待ちしています。)｣	
	
	 このように、男性は、服飾の美しさに心を惹かれ、女性と情熱的な山歌を交わす。
こうして、相思相愛であることを確認すると、男性は女性を山に誘った。他の人に邪
魔されないように、道に標として草を結び、二人だけの時間を過ごした。夕方、男性
は家に戻ると、同じ村に住む｢バブヘン(巴布很)｣と称される仲人に頼んで、求婚の意
志を女性の家族に伝えた。このように、当該地域の人びとにとって、年中行事は重要
な交流の機会であり、服飾は重要な役割を果たしたのである。	
 
3.2.2.結婚における日常服 
	 2015年８月に花瑶族の歩道求氏に対して、婚礼について聞き取り調査を行った。未
婚の女性が結婚式に参加する場合に着用するのは日常服であった。その様子を中心に
説明する。	
	 新婦・新郎と同じ村に住む人は、結婚式に全員が参加するのが習わしである。
その際、未婚の女性は、人目を惹くために、自ら制作したもののなかでも最も
自信のある日常服を着用し、かつ長い頭飾帯を巻き式に出席する。そして、そ
こで行われる歌垣に参加する。歌垣の状況は以下の通りである。	
	 女性たちが４～５人で１組となり、篝火の周りに座っている男性の腿に尻餅をつく。
これは花瑶族の言葉で｢ダタオ(打滔)｣という。男性は、美しい挑花服飾を着用してい
る女性に心を惹かれ、前述したように、即興の情熱的な山歌を通してその気持ちを表
す。	
	 翌朝、宴会が終わると、花嫁と同じ村に住む人びとは、全員が付き添いとして花嫁
を見送る。血縁関係が近いこともあり、共同体意識が強いため、花嫁と離れがたい気
持ちが強いという。その際、未婚の女性は、季節に関わらず冬服を着用し、既婚の女
性は、自身の婚礼で用いた新婦服を着用して付き添いとして花嫁を花婿側へ見送る。	
 
3.2.3.葬儀における日常服 
	 2015年８月に花瑶族の歩道求氏に対して葬儀における服飾の取り扱いについて、聞
き取り調査を行った。また、2015年８月と2017年８月に白水洞村で葬儀に参加した。	
	 当該地域では、人が亡くなると、死者が生前に制作・使用した日常服や布団、寝台
に敷いた稲藁などを他界で使えるようにとの願いを込めて燃やす習慣がある。生前に
使用した服装の一部は家の近くで燃やされ、その他は、納棺の際に遺体を固定するた
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めに棺に入れられ埋葬される。この信仰は現在まで続いているが、1980年代以降は、
物質的に豊かになり、生前の服飾を全て燃やし、棺桶には新しい服装を入れるように
なっている。これらの服飾は、死者が現世で善行をすれば霊魂とともに先祖がいるあ
の世に届けられると考えられている。	
 
４．考察 
	 以上、花瑶族女性の日常服の制作と使用の諸相を述べてきた。本章においては、そ
の制作と使用に関連した所作を手がかりに、日常服に表出した生活文化を考察したい。	
(１)生存の要望を表す日常服	
	 花瑶族は、中国の少数民族のなかでも極めて規模が小さく、歴史的にも異族との戦
いが多く、いわば追い払われた民族でもあった。子どもの誕生は次の世代を残す重要
な営みであり、夫婦やその家族だけではなく、集落、地域社会、ひいては民族にとっ
て大きな関心事のひとつであった。子どもを授かるため、神とされる古木や大石への
祈願が盛んに行われた。子どもが誕生し人生を過ごしていくなかで出会う病気や事故
などのさまざまな災難を取り除き、無事で豊かな暮らしを願って、身の回りの種々の
動植物を紋様化し服飾に施した。たとえば、悪鬼に抗ってわが道を行くことを連想し健
康に成長する願いを込めて子どもの頭飾環に蟹の紋様を施した。また、麻のように丈夫ですく
すくと育つように願って麻葉紋様を、健康で長生きをするように、寿の漢字を吉祥紋様として、
常に身につけている四方手巾に施した。	
	 また、豊作を願いながらベガヨを紋様化し頭飾りや筒状スカートに施した。穇子・
南瓜などの彼らの生活にとって重要なものに恵まれるように、丸襟白衣の袖口や筒状
スカートにそれらの紋様を施した。財産の象徴である山羊や小魚も丸襟白衣の袖口の
刺繍紋様のモチーフになった。このように、厳しい生活のなかで、花瑶族は無事で豊
かな暮らしを願い、身の周りに存在する動植物の習性や特徴などを観察し、紋様化し
て服飾に施したのである。これらのことから、日常服には、花瑶族の人びとの生存要
望が表出していることがうかがえる。	
(２)自然との共生を反映する日常服	
	 花瑶族の人びとは、周りの生活環境にいる豹と一定の距離を保ちつつ平和に暮らし
ていた。幾多の苦難を乗り越え、頻繁に移動してきた花瑶族の人びとは、白鳥と自ら
の運命とを一体化し、それを刺繍紋様として日常服に施した。このように、花瑶族の
人びとは、生きていくために大自然を征服するのではなく、大自然とともに共生する
姿勢をもっている。服飾文化には、人びとのそうした姿勢が反映されていると理解で
きる。	
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	 また、花瑶族の人びとは、身近な環境に存在する竹を利用し、籠や簸箕などの農具
をつくり、その端材を活用して、頭飾帯を編む道具である竹板を、服装の端切れを活
用し腰帯を、稲作の副産物である藁を活用し履物をつくった。日常服が破損した場合
は、周りの刺繍紋様に合わせて、縫い目が目立たないように巧みに刺繍することを通
して修繕をしてきた。修繕できなくなった場合も、子ども着につくり直したり、ある
いは、他の用途に転用・再生を行ってきた。たとえば、古くなった頭飾帯は、薪刈り
の際に薪を縛るために、また、年中行事の際に買い物をもち歩きやすくするために転
用した。古くなった格子縞頭巾を雑巾に転用し、もしくは、それを取り外し米でつく
った糊を塗布し１枚ずつ重ねながら扉に貼り付け、乾燥してから布靴の材料にする。
日常服は、1980年代以前には、全てが自然素材でつくられており、使用寿命が到来す
ると再び大地に還元されていった。これらのことから、花瑶族の人びとは、日常生活
のなかで、周囲の自然と寄り添い、自然の恵みを受けて、それらを活用する知恵が、
服飾文化に反映されていると理解できる。その営みのなかで、人びとは、自然の産物
を循環使用する方途を見出してきたといえよう。	
	 さらに、日常服の制作・使用者が亡くなると、死者があの世で使えるように、生前に
制作・使用した日常服の一部を燃やし、他は遺体とともに埋葬した。現世で善行をすれ
ば、それらの日常服は、死者の霊魂とともに先祖がいる場所に届けられると考えられた。
これは、自然から得られたものを自然に還すという循環に位置付けていくことでもあり、
さらには、服飾に善悪の価値観が内包され、このような価値観が人びとの行動規範とな
り社会秩序を形成・維持してきたと考えられる。	
(３)家族・集落および地域コミュニケーションを促進する日常服	
	 日常服の制作は、時間と手間がかかる作業である。女性たちは、夏は木の下や石の上で、冬
は火塘を囲んだり火桶と称されるコタツに入り、母親や姉妹もしくは友人と世間話をしなが
ら、同じ時間と空間を共有し、頭飾帯、筒状スカートなどの服飾を制作してきた。また、
女性たちが着用する頭飾帯や腰帯は極めて長くつくられており、身に着けるに当たっ
て仲間と協力し交流することを通じて心を開いていった。このようにして、服飾づくり
の楽しみや、使う喜びとともに人間関係をつくり上げていったのである。	
	 家族内、集落内だけではなく、花瑶地域社会においても、日常服の制作と使用は、
コミュニケーションの手段となった。日頃は、他の集落と接する機会が多いとはいえ
ないが、毎年、５月に１回と７月に２回行われる年中行事や誕生式、婚礼などの人生
儀礼に、多くの人びとは集まった。このような年中行事や人生儀礼は、特に若者にと
っては、重要な出会いの機会でもあった。花瑶族の女性たちは、年中行事、人生儀礼
への参加に際して、普段から磨きをかけた挑花技術を駆使し、当日のために新しく制
作した最も自信のある日常服を着用した。また、日常服の制作に当たっては、日頃、
66  
身近な環境に存在する雉の華やかな色彩などを取り入れ、自分の美しさを表現するた
めに服飾に活用した。また、雉だけでなく、想像上の鳳凰も紋様として、四方手巾に
施し自らの美しさを表すこともある。特に若者は、300m以上にもなる頭飾帯を頭に巻
き、丸襟白衣の袖口に２～３環の紋様を、筒状スカートの背面に２～３層の密度の高
い紋様を施すことが多かった。冬は夏服に丸襟青衣を加えるが、その下の筒状スカー
トの紋様が目立つように、また女性の美しさを表現するために、丸襟青衣の裾の一方
を腰帯に挟んだ。このように、花瑶族の若い女性は、服飾の制作と使用を通して、自
分の美しさを表現するとともに、男性に自分の能力を訴求した。また、この服飾に魅
せられた男性は山歌を通して自分の気持ちを伝えた。女性が求愛を受け入れる場合は、
女性も歌い返して自らの感情を表し、相思相愛であることを確認し合った。このよう
に、制作者の美しさと能力を表す日常服を着用し年中行事や人生儀礼に参加すること
は、女性にとっては日頃培った挑花技術を披露することでもあり、男性の参加を促進
することにもつながった。日常服の使用は日常生活だけではなく、年中行事や、婚礼
などの人生儀礼において、女性が普段磨いた挑花技術を披露し合い、男性が積極的に
情報を交換・共有することで、当該地域での交流が活発に行われてきた。このように、
女性の日常服は、自らの美しさや才能を表現し、出会いの舞台を飾り、ひいては、人
生の節目や身分転換の道具となるなど、運命を左右する重要なものと認識されてきた。	
(４)時間と空間意識および社会秩序を表す日常服	
	 日常生活において花瑶族の人びとは、起床時に日常服を着用し、就寝時日常服を脱
ぎ枕として使う。日常服の使用を通して1日が始まり1日が終わることを認識する。ま
た、季節の移り変わりのなかで、夏から秋にかけては夏服を身につけ、冬から春にか
けては夏服に丸襟青衣、脚絆、履物を加えて冬服として着用する。着替えた日常服を、
夏は、衣服を盥に入れ、削り茶油枯を、また冬は茶油枯を煮出した水で洗う。このよ
うに、日常服の着脱や・着替え、および洗濯を通して、時間の流れを意識する。また、
野良仕事に出かける際に古着に着替え、帰宅時に元の服に着替え、頭飾笠を壁に掛け
る。年中行事や人生儀礼に参加する際に、新しい日常服、もしくは丁寧に洗濯した日
常服に着替えるなどの動作を通じて、外と内を意識する。それと同時に、下着は屋内
で、上着は屋外で洗濯・乾燥する。これらの行為は、内と外の概念を明確に区別して
いることを表している。さらに、普段着用しない喪服などを苟器と称される物入れの
上部に、日常に使う日常服を下部に、最も重要な新婦服を特別な当器に保管する。こ
のように、服飾の保存場所にも、空間意識の区別が現れている。	
	 花瑶地域において、花瑶族の人びとは、男性服と女性服を分けて洗い、家の近くの
木の杭にかけた竹に干す。干す場合も男女のものを分ける。花瑶族は、男性が重労働
の仕事をし、女性が、外で手伝いをするが、家事を主とする。男女社会的な役割の違
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いは、男女の服を分けて洗い、違う場所で乾燥するといった服飾の取り扱いにも反映
される。	
	 総じて、花瑶族の日常服は、体を包む物理的な役割だけではなく、時間・空間の意
識、男女が違う役割を果たしている社会秩序を含め、意識や心のあり方を表している。	
 
５．おわりに 
 本章では、中国湖南省隆回県における花瑶族の日常服を取り上げ、そこに内包され
た生活文化を考察してきた。得られた知見を総括すると以下のようになる。	
(１)花瑶族は、身近に存在する蟹・麻などの動植物の習性や特徴を観察・把握し、健康
成長などの願いを込めてそれらを紋様化し日常服に施した。また、長生きを願う気
持ちを漢字の寿の文字を取り入れて吉祥紋様としたり、さらに、裕福な生活を送れ
るよう、財産の象徴である山羊や小魚の紋様を日常服に施した。このように、日常
服に施された紋様には、厳しい生活条件のなかで、無事で豊かな暮らしを希求する
花瑶族の人びとの心情が表出している。	
(２)花瑶族の女性の日常服は、自らが暮らす環境で栽培・採取された木綿や藁、竹な
どを主な材料として用いてきた。それらは、使い古されると、制作者・使用者だ
けでなく、子や孫に使用されたり、他の目的に転用・再生され、再び地球に還る
という資源循環がなされていた。当該地域の人びとは、自然と対峙するのではな
く、寄り添う形で、自然の恵みを存分に利活用しつつ自らの生活をつくりあげて
きたことがうかがえる。	
(３)花瑶族の女性たちは、時間が許す限り、家族や村の女性たちと、木の下や石の上
で、話をしながら頭飾帯や筒状スカートなどの日常服を制作した。冬の夜、家事
が終わってからも、女性たちは家族で火塘を囲み、竹片や松などの木の枝を燃や
して得られる光の下で深夜に至るまで刺繍をした。長い頭飾帯と腰帯を身につけ
るに当たっては、母親や村人同士が協力し、互いに心ゆくまで話をした。このよ
うに、家族や村人との協力・交流を通して、ものづくりをしたり、それらを使う
楽しみや喜びを共有しながら、親密な人間関係を構築してきた。また、花瑶族の
女性は、年中行事、人生儀礼に参加するに当たって、挑花技術に磨きをかけ、自
らの美しさと能力を表す日常服を着用する。また、男性は、美しい服飾を着用し
ている女性に対し、山歌を通して自分の気持ちを伝える。女性が求愛を受け入れ
る場合は、歌い返して自らの感情を表し、相思相愛であることを確認し合った。
このように年中行事や、婚礼などの人生儀礼において、女性が普段磨いた挑花技術が
重要な役割を果たしてきた。	
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(４)人びとは、朝と夜の日常服の着脱を通して1日の始まりと終りを認識する。一年
においても、日常服の使用・洗濯を通して、季節の移り変わりを意識する。外出
と帰宅時、日常服の着替え、下着と上着の洗濯・乾燥の場所、服飾を保管する場
所を区別することなどから、空間やこころのあり方が見て取れる。また、男女の
服を分けて洗い、別の場所で乾燥するといった服飾の取り扱いには、男女の役割
が異なるという社会的秩序が反映されている。これらのことから、花瑶族の日常
服には、時間・空間の意識、さらには性差といった社会秩序を含め、意識や心の
あり方が反映されているといえよう。	
	 1980年代以降、中国における工業化は急速に進み、それに伴い花瑶族の人びとの生
活も大きく変化している。本章で概観してきた日常服も、その素材や色形の変容とと
もに、そこに内包される人と自然、人と人の関係が崩れつつある。筆者の調査を通し
て、花瑶族の女性の日常服に包含された生活の知恵を過去の習慣・風俗として看過す
ることなく、現代に生かしていくことが重要である。今後は、本章で得られた知見を
多くの人びとと共有し、伝統文化の現在における解釈、利用において、人びとが主体
となったあり方を提案していきたい。	
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第四章：婚礼衣装に表出される生活文化 
	
【要旨】本章は、中国湖南省隆回県における花瑶族の婚礼衣装を取り上げ、その文化
的な特質を明確化することを目的としたものである。現地調査により収集した179点
の実物資料およびそれらの制作と使用に関する聞き取り調査に基づき考察を行い、次
の知見を得た。	
(１)花瑶族は、身近な動植物の紋様を婚礼衣装に施し、五穀豊穣に加え、夫婦円満、
子孫繁栄などの価値観を共有してきた。(２)婚礼衣装は、自身の結婚のみならず、他
人の結婚の付き添いの際にも用いられ、幸福を願う象徴でもあった。(３)男女
両家が協力し制作した婚礼衣装の着用は、両家の連帯を促す契機となる。また、
死に際して身につけた婚礼衣装は本人のみならず、実家の存在・尊厳を表すとともに、
来世における婚姻関係の継続を象徴する役割を果たしてきた。(４)婚礼衣装は、
身を守る聖と邪の境であり、結婚式において不浄を祓い、死に際して霊魂とともに
先祖がいる世界に届けられると考えられている。	
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１．はじめに 
1.1.研究目的 
	 結婚は人生における重大な身分転換の節目であり、家族や集落だけでなく、地域共
同体の喜びでもある。こういった通過儀礼において、服飾は重要な使命を担ってきた。
それは、中国湖南省隆回県の北西部に居住している花瑶族においても例外ではない。	
	 本章においては、同民族の女性の婚礼衣装を取り上げ、その制作・使用により形成
されてきた自然・人・社会との関わりを手がかりに、彼らの生活の共同体のなかで婚
礼衣装がどのような社会的役割を果たしていたのかを明らかにすることを目的とし
た。また、得られた知見に基づいて、今後、服飾文化の伝承と内発的地域振興策を導
出・実践することを目指した。	
 
1.2.先行研究 
	 これまでに行われてきた先行研究は、花瑶族の服飾の工芸やデザインの特異性に注
目したものが多い。もしくは、花瑶族の結婚における｢対歌定情｣｢送傘訂婚｣｢涂泥娶
親｣｢打滔成婚｣などの民俗活動に重点が置かれてきた。たとえば、汪碧波の『花瑶女
性服飾芸術研究』(2012)[注１]や回楚佳の『花瑶挑花』(2015)[注２]は、服飾の構
成や工芸技術およびそこに施された紋様の色形について紹介した著作であるが、装飾
をはじめ、服飾の制作によって形成された人と自然、人と人あるいは社会との関係な
どについては、あまり触れられていない。また、劉啓後の『神秘的花瑶―探尋一支藏
在大山深處的原生態部落』(2007)[注３]、禹明華の『走進花瑶―花瑶民俗文化研究』
(2010)[注４]、米莉、黄勇軍の『花瑶民族的歴史、文化与社会』(2014)[注５]などは、
結婚において行われた｢対歌定情｣｢送傘訂婚｣｢涂泥娶親｣｢打滔成婚｣などの民
俗活動を記録している。しかしながら、これらの活動において、婚礼衣装がど
のような役割を果たしているのかについては興味あるところであるが、詳細は
記されていない。本研究は、婚礼衣装の色や形だけでなく、その制作と使用、
また、日常・非日常生活の実態において、婚礼衣装の社会的役割を調査・考察
したものである。	
 
1.3.研究方法 
	 本章において実施した調査・考察方法は以下の通りである。	
(１)実物資料の調査	 2012 年７～９月、2015 年８～９月、2016 年８～９月の計３回、
中国湖南省隆回県の北西部に位置する虎形山瑶族郷において、結婚式に用いられ
た 179 点の服飾の写真撮影を行い記録した。なお、収集した品物は、1900 年から
2016 年までの約 120 年の間につくられたものである。当該地域においては、死
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後、婚礼衣装を死装束として着用させ遺体とともに埋葬する風習があり、古いも
のはあまり残されていない。	
(２)聞き取り調査	 上記の(１)の調査に加え、花瑶族の挑花伝承人である奉堂妹氏、
奉雪妹氏、服飾制作者である楊梅香氏、奉否花氏、劉統妹氏に対し、服飾の構成、
制作、素材、紋様の意味などについて聞き取り調査を行い、服飾の制作によって
形成されてきた人と自然、人と人、人と社会の結びつきなどを把握した。また、
花瑶族の歩道求氏、奉族未氏、沈徳仁氏、沈修勇氏、回楚佳氏に対し婚礼衣装の
使用状況、婚礼衣装に施された紋様の意味などについて聞き取り調査を行い、服
飾の使用を通して形成された人や家族との関わりなどを把握した。	
(３)服飾の社会的役割の考察	 上記(１)～(２)に基づき、婚礼衣装の制作・使用と関
連した所作を手がかりに、形成されてきた自然・人・社会との結びつきから、婚
礼衣装の社会的役割を考察・抽出した。	
 
２．婚礼衣装の構成・制作・刺繍紋様 
	 現地における実物調査によって収集した婚礼衣装は、計 179 点である。それらをま
とめたものが表 4-1 である。その内訳は、新婦頭巾 60点、耳環 11点、馬甲８点、丸
襟長着９点、腰帯 20点、腰下げ 12点、丸襟白衣 14点、筒状スカート 19点、脚絆６
点、靴下５点、繍花靴 10点、鏡１点、銀鈴２点、腕輪２点である。	
	 当該地域において婚礼衣装は、本人だけでなく、母親や婚約者側の女性が力を合わ
せて制作するものである。新婦頭巾は、婚約者の母親が準備する。耳環・馬甲・丸襟
表 4-1 婚礼衣装 
使用者 用途 制作者 構成 素材 技 法 個数 
	
花	
嫁	
/	
既	
婚	
の	
女	
性	
	
婚	
礼	
・	
葬	
儀	
姑・母親	 新婦頭巾	 綿	 十字型	 60	
姑	 耳輪	 綿	 一字型	 11	
姑	 馬甲	 綿	 一字型	 ８	
姑	 丸襟長着	 綿/絹	 刺繍無	 ９	
姑	 腰帯	 綿	 刺繍無	 20	
姑	 腰下げ	 綿	 十字型	 12	
花嫁	 丸襟白衣	 綿	 十字型	 14	
花嫁	 筒状	スカート	 綿	
一字型	
19	
十字型	
姑	 脚絆	 綿	 一字型	 ６	
姑	 靴下	 綿	 一字型	 ５	
姑	 繍花靴	 綿	 一字型	 10	
母親	 鏡	 玻璃	 刺繍無	 １	
母親	 銀鈴	 銀	 刺繍無	 ２	
姑	 腕輪	 銀/玉	 刺繍無	 ２	
合計	 179	
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長着・腰帯・腰下げ・脚絆・靴下・繍花靴・腕輪は、婚約者側の女性が協力して制作
する。婚約者側が制作したものは、婚約もしくは結婚の際に花嫁に贈る。丸襟白衣と
筒状スカートは、花嫁が自身で制作するが、鏡と銀鈴は本人の母親に用意してもらう
[注６]。	
	 婚礼衣装の構成は、図 4-1
に示したように、新婦頭巾(図
4-1-1)１枚、耳環(図4-1-2)１
対、馬甲(図 4-1-3)１着、丸襟
長着(図4-1-4)１組３着、腰帯
(図 4-1-5)１本、腰下げ(図 4-
1- 6)１組６枚、丸襟白衣(図
4-1-7)１着、筒状スカート(図
4-1-8)１着、脚絆(図4-1-9)１
対、靴下(図 4-1-10)と繍花靴
(図 4-1-11)それぞれ１足、首
から胸まで垂らした鏡(図 4-
1-12)と銀鈴(図 4-1-13)がそ
れぞれ一つずつ、さらに、腕輪
(図 4-1-14)２本の計 26 点に
より構成される。花瑶族の人
びとは偶数を吉と考えており、
身につける婚礼衣装の数も偶数である。これは、喜びごとが対になる、すなわち、二
つのめでたいことが同時に来るという意味がある。以下、それぞれの制作と代表的な
紋様を概観する。	
 
2.1.新婦頭巾 
	 新婦頭巾は花瑶族の言葉で｢シャオドン(笑東)｣と称され、60点が確認された。女性
は男児を出産した直後から、子どもが順調に成長し将来盛大な結婚式を挙げることを
願い、祝福の意味を込めて新婦頭巾を２枚つくる。そして、その子どもの結婚の際に
花嫁に贈る[注７]。新婦頭巾は、幅 50cm、長さ 360cm 程度であり、主に木綿を素材と
しており、綿糸もしくは絹糸を用いて、両端に幅 50cm、長さ 70cm の刺繍紋様が施さ
れている(図 4-2)。新婦頭巾の両端には、20個程度の粽状の飾りを左右が対称になる
ように取り付け、それぞれに長さ 25cm 程度の色とりどりの糸を 30本程垂らす。粽状
の飾りには角と縁があるため、強いものとされ、魔除けのために取り付けられるとい
 
図 4-1 婚礼衣装の構成 2015 年９月虎形山村で筆者撮影 
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う[注８]。新婦頭巾を身につける際に、三つ折りにして額に当て頭に巻く。1980 年代
以降は、簡略化され、最終的には外からみえる三つ折りの中央の幅 20cm、長さ 70cm
の部分のみに紋様が施されるようになった。	
	 表 4-2 は、新婦頭巾に施された紋様とそれらの登場回数をまとめたものである。新
婦頭巾に施された紋様のなかで、比較的多いものは、｢ダズファ(打子花)｣と寿字であ
る。以下、それらを説明する。	
	ダズファ紋様(図 4-2-
1)	 二羽の雀と開花し
た金銀花が左右対称に
構成されたものである。
雀は男性の生殖器のた
とえであり、男性の象
徴とされる。金銀花は
スイカズラであり、か
つて花瑶地域の山間部に自生しており、花瑶族にとって馴染み深い花であった。その
花は美しさに加え、果実が成ることから子どもの出産が連想され、女性の象徴とされ
る。鳥と花が組み合わされているのは、夫婦が生涯をともにする願いを表している[注
９]。	
	寿字(図 4-3-1)	 花瑶族に好まれる漢字の一つである。元来、花瑶族には文字はなか
ったが、古くから漢族の人びとと共住したり交易する機会があり、少なからず漢字文
化の影響を受けている。寿字紋様には、人びとの生命に対する尊厳と吉祥に対する渇
望の気持ちが含まれている。特に字形が細長いものは、｢長寿｣と呼ばれ、命が長く続
く願いを表している。	
	鼠(図 4-3-2)	 中国においては、｢老鼠過街、人人喊打(ネズミが通りを横切ると、人
びとは袋だたきにする)｣という諺が示しているように、一般的に鼠に対するイメージ
表 4-2 新婦頭巾に施された紋様と登場回数 
挑花紋様	 禾鶏	 杯桃	 打子花	 回字	 鳥	 牛眼	
登場回数	 ６	 ３	 19	 1	 １	 1	
挑花紋様	 小魚	 鼠	 虎足跡	 雲	 杯嘎喲	 八卦	
登場回数	 １	 ３	 ２	 １	 ４	 7	
挑花紋様	 人	 田字	 鼠心	 鳳凰	 四角形	 その他	
登場回数	 １	 １	 １	 １	 １	 ５	
 
 
図 4-2 新婦頭巾と耳環 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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は良いものではない
が、花瑶族にとって
は特別な意味がある。
鼠は、越冬のために
たくさんの食物を蓄
える習性があり、こ
の習性から鼠は財産
を招くものとされて
きたのである。人び
とは結婚後に豊かな
生活が送れることを
願って、鼠紋様を新
婦頭巾に施したと考
えられる。また、鼠は繁殖力の強さから子孫繁栄の象徴であるともいわれている[注
10]。	
	 なお、かつては、結婚の際に新婦頭巾を巻いていたが、1980 年代以降は、それに代
わって、挑花技術の伝承人である奉雪妹氏によって頭飾帯を改変した頭飾笠が用いら
れるようになった。	
	
2.2.耳環 
	 耳環は花瑶族の言葉で
｢イユサイ(遠塞)｣と称され
る。かつては、さまざまな
色彩の綿糸を利用して編ん
だものであったという。
1960 年代以前、耳環は普段
は大切に保管され、結婚当
日の朝に身につけるもので
あった。調査において確認
できた耳環は 11点で、いず
れも 2000 年以降の新しい
ものである(図４)。現代においては、素材や色形が変わり、絹糸が用いられており、
また、長命鎖[注 11](図 4-4-1)を模ったものを下げている。長寿鎖の中央には、福字
や古代の貨幣の紋様(図 4-4-2)、また、その両側には魚紋様が施されている(図 4-4-
 
図 4-4 耳環 2017 年 12 月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
図 4-3 新婦頭巾の紋様 2015 年９月虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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3)。長命鎖の下には、古代の貨幣を模ったものを取り付けたビーズが三つ下げられて
いる。古代の貨幣を模ったものには、｢吉祥如意(良いことは意のままになる)｣という
文字が記されている(図 4-4-4)。これらの長命鎖・福字・貨幣・魚および吉祥如意紋
様は、共住している漢族の文化の影響を受け健康で長生き、また、幸福で豊かな暮ら
しを希求する心情が表出している[注 12]。	
 
2.3.馬甲 
	 馬甲は花瑶族の言葉で｢アオビダイ(袄比袒)｣と称される。これは、｢花辺(縁飾り)｣
という意味であり、８点が収集できた。袖はなく、布ボタンは８つあり、前襟と袖口
に刺繍紋様が施された
短衣である。2000 年代以
前は、隣接する漵浦県か
らもち込まれたものが
多かったが、近年、観光
開発の意識が高まるに
つれ、自ら制作するよう
になった。また、馬甲は
婚礼衣装として用いる
のみならず、観光客を迎
えるために、男性も着用
するようになった。図 4-
5 は茅坳村槐花山集落の
奉族未氏が祖母から受
け継いだ馬甲である。同
氏の家族は代々薬草知
 
図4-5馬甲 2015年9月に茅坳村で筆者撮影 
 
表 4-3 馬甲に施された紋様 
番号 年代 紋様 
１	 1900	 盤長	 水波	 雷紋	 その他	
２	 1900	 盤長	 水波	 雷紋	 その他	
３	 1920	 盤長	 水波	 雷紋	 その他	
４	 1930	 四葉草	 水波	 盤長	 その他	
５	 1950	 如意	 盤長	 水波	 蔓草/蝶	
６	 1960	 水波	 野花	 その他	
７	 2000	 八弁花	 蝶	 向日葵	 雷紋	
８	 2000	 梅花	 雷紋	 四葉草	
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識を伝承しており、同氏の祖母も薬草師であった。この馬甲によって他界した祖母と
繋がり、他人の病気を治療する際に祖母の力を得ているとのことである[注 13]。	
馬甲にみられる紋様を表 4-3 にまとめた。水波が６回、盤長と雷紋が各５回、四葉
草と蝶が各２回、如意、蔓草、野花、八弁花、向日葵、梅花が各１回などである。こ
れらの紋様は、花瑶族の独自のものではなく、漢族の文化の影響を受け入れたものと
いわれている。	
水波(図 4-6-1)	 1900～1960 年代の馬甲にみられ、河の穏やかな波のように、結婚
後平穏な暮らしが続くようにという願いが込められている。	 	
盤長(図 4-6-2)	 1900～1950 年代の馬甲にみられる。吉祥結びとも呼ばれ、仏教の
八宝の一つである。始まりと終りがない紐により結んだかたちから長寿を意味する。	
雷紋(図 4-6-3)	 渦巻き状の紋様であり、回紋ともいう。数個の四角張った渦巻が
連続し、縁飾りとして馬甲の前襟に施されている。二方連続していることから、好運
が永遠に続くという吉祥の意味がある。	
 
2.4.丸襟長着 
	 丸襟長着は花瑶族の言葉で｢アオド(袄朵)｣と呼ばれる。これは、９点が確認された。
丸襟長着は、３枚を重ねて１組になる。外側から緑(図 4-7-1)・赤(図 4-7-2)・白(図
4-7-3)の順である。これら３種類の丸襟長着は、いずれも丸襟白衣の上、馬甲の下に
着用し、裾の両側と後ろにスリットがあり歩き易いものである。1980 年代以前は、い
ずれも木綿を素材とし、紋様は施されていなかった。1980 年代以降は、地域外との交
 
図 4-6 馬甲に施された紋様 2015 年 9月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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流が盛んになり、外側の緑の丸襟長着(図 4-7-4)が都市部から持ち込まれ、龍(図 4-
7-5)や鳳凰(図 4-7-6)などの紋様が施された絹生地のものが用いられるようになった。
龍は男性のエネルギ-と活力のシンボルを表し、鳳凰は女性の華麗さを表している。	
2.5.腰帯 
	 腰帯は花瑶族の言葉で｢テデウン(特党)｣と称され、これは 20 点が確認された。腰
帯には旧型(図 4-8-1)と新型(図 4-8-2)のものがある。前者は６点であり、後者は 14
点であった。	
	 旧型	 1990 年代以前のテデウンであり、婚約者の母親が新しい｢花布｣でつくった
３m 程の帯である。新しい花布を用いるのは、結婚が人生の新しい起点と考えられて
きたためである。それぞれの花布を２つ折りにして筒状の節をつくり、それぞれの節
を繋げて腰帯にする。それゆえに色彩はさまざまで、通常 20以上の節がある。	
 
図 4-8 腰帯 2015 年 9月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
図 4-7 丸襟長着とそこに施された紋様  2017 年 12 月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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新型	 1990 年代以降、腰帯は短くなり、幅 15cm、長さ 90cm の工業生産のものが使
われるようになった。	
 
2.6.腰下げ 
	 腰下げは花瑶族の言葉で｢ディアシャオドン(電笑東)｣と称される。これは 12 点が
確認された。縦 30cm、横 10cm で腰の両側に下げ、１組６枚の飾り物である(図 4-9)。
当該地域に｢六六大順｣とい
う四字熟語がある。６とい
う数字は、花瑶族にとって
縁起が良いものとされてお
り、物事が順調に進み、そ
れを通して円満な結婚生活
を願う気持ちを表している。
腰下げの上部は腰帯に覆わ
れ、下部には、それぞれ３
つの粽状の飾りを取り付け、
さらに長さ 50cm 程の色と
りどりの毛糸 30 本程を垂
らす。粽状の飾りの意味は、
新婦頭巾に取り付けたも
のと同様である。	
	 腰下げに用いられる刺
繍紋様とその登場回数を
表 4-4 にまとめた。腰下
げに施された紋様のなか
で、比較的多いものはダ
ズファ、寿字、虎足跡、満
姑娘鳥などである。以下、
虎足跡、満姑娘鳥につい
て説明する。	
虎 足 跡 ( 図 4-10-1)	
1950 年代以前、当該地域
には虎が生息していた。
狩猟生活を行う花瑶族は、
 
図4-9腰下げ 2015年９月に白水洞村で筆者撮影 
 
表 4-4 腰下げに施された紋様と登場回数 
挑花紋様	 虎足跡	 打子花	 鼠心臓	 杯嘎喲	
登場回数	 ３	 ５	 ２	 ２	
挑花紋様	 满姑娘鳥	 蟹	 寿字	 四葉草	
登場回数	 ３	 ３	 ４	 １	
 
 
図4-10腰下げに施された紋様 2015年９月筆者撮影 
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虎の動きや足跡をよく観察し、また、足跡の大きさや深さより虎の年齢や体重を推測
していた[注 14]。このように、虎の足跡は花瑶族の先人にとって重要な生活情報であ
り、数多くの大きな獲物が獲れるように願いを込めて挑花紋様として用いられるよう
になったという。	
満姑娘鳥(図 4-10-2)	 田圃で稲を利用して巣をつくり、小魚と虫を餌として棲息
する鳥である。当該地域では禾鶏ともいう。稲刈りの際、逃げる時に、頭だけを藁に
隠すのが特徴である。満姑娘とは一番下の娘という意味である。常に稲穂に囲まれた
環境で生活をしていることから、五穀豊穣の象徴として腰下げに施されたと考えられ
る。	
	 また、鼠心臓紋様(図 4-10-3)は、数こそ少ないが、花瑶族の結婚にとって重要な意
味をもつものであるという。中心部に曲線が４つあり、その先が内側に曲がっている。
外部には、７つの八角形が重ねられている。これは、前述の新婦頭巾に施された鼠紋
様と同様に蓄財と子孫繁栄の象徴である。	
 
2.7.丸襟白衣 
	 丸襟白衣は花瑶族の言葉で｢アオファリャ(袄壊料)｣と称され、14 点が確認された。
花嫁となる女性本人が制作し、婚礼衣装の下着として着用する(図 4-11)。日常服の丸
襟白衣と異なっているのは、袖口に施された紋様の環の数である。婚礼衣装としての
丸襟白衣の袖口には、日常服より多い２環から４環の刺繍紋様が施されている。環の
数が多いのは、自分の美しさとハレの日の喜びを強調するためであるという。その上
に着用する丸襟長着の袖には、挑花紋様がなく、丸襟白衣の紋様がみえるように長着
の袖は巻き上げておく。	
	 丸襟白衣の袖口に施された紋様を表 4-5 にまとめた。そこにみられる紋様は、百合
が６回、小魚、雛鳥、蝶、蔓、野花が各３回、｢ビグエ(比皈)｣、四葉草、ベガヨが各
２回、山雀、柿蒂、蟹、龍、杯桃、四弁花、四方花、梅花、幾何、六弁花が各１回で
 
図 4-11 丸襟白衣 2015 年９月に白水洞村で筆者撮影 
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ある。これらの紋様のなかで、最も多いものが百合であり、その他に小魚、雛鳥、蝶、
蔓、野花が好まれてきたことがうかがえる。以下、代表的な百合と小魚について説明
する。	
百合(図 4-12-1)	 当該地域に自生する植物の一種であり、その名称から｢夫妻百年
好合(夫妻が百年経っても仲良く)｣という吉祥の意味が生み出された。このように、
百合は縁起がよい紋様として婚礼衣装の丸襟白衣の袖口に施されるようになった[注
15]。	
小魚(図 4-12-2)	 赤い綿糸で小魚が二匹ずつ線対象の位置に刺繍され、さらにその
紋様が交互に配置されている。残りの空間は、ピンク色や藍色の綿糸で草や花などの
紋様の刺繍で埋められている。小魚紋様は、日常服にも施されているが、婚礼衣装に
施されたものは、｢年々余裕がある｣ことに加えて、魚がたくさんの卵を産むことから、
子孫繁栄の願いが込められたものともいわれている[注 16]。	
	
 
図 4-12 丸襟白衣 2015 年９月に白水洞村で筆者撮影 
表 4-5 丸襟白衣の袖口に施された紋様 
番 号 環 数 紋 様 
１	 ２	 雛鳥	 蝶・山雀	
２	 ２	 小魚	 小魚	
３	 ２	 比皈	 百合	
４	 ２	 小魚	 柿蒂	
５	 ３	 蟹	 四葉草	 四葉草	
６	 ３	 蔓	 龍	 百合	
７	 ３	 杯嘎喲	 蔓	 蝶	
８	 ３	 野花	 杯桃	 四弁花	
９	 ２	 比皈	 百合	
10	 ４	 百合	 野花	 野花	 雛鳥	
11	 ３	 杯嘎喲	 蔓	 蝶	
12	 ３	 四方花	 雛鳥	 梅花	
13	 ２	 百合	 几何	
14	 ２	 百合	 六弁花	
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2.8.筒状スカート 
	 花瑶族の言葉で｢デン(当)｣と称され、19 点が確認された。鮮やかな部分を前面に、
素朴な部分を背面にし、下半身に巻き付けて使用する(図 4-13)。婚礼衣装としての筒
状スカートは、12歳頃刺繍技術を身につけてから制作し始める。それゆえに、その経
験が積み重ねられたものである。この筒状スカートは長方形の綿布６枚(上下各１枚、
前面左右各１枚、背面左右各１枚)(図 4-14-①②③④⑤⑥)によって構成され、色形も
紋様も左右対称である。	
上部	 筒状スカートの上部(図 4-14-①)は、幅 15cm、長さ 180cm の帯状である。こ
の部分は日常服と異なり、古くなった布団などを再利用するものでなく、必ず新しい
黒あるいは白の布でつくられる。結婚は人生の新しい起点とされるためである。	
下部	 筒状スカートの下部(図 4-14-②)は、幅５cm、長さ 100cm 程の赤い綿布で包
み縫いがなされている。この部分も上部と同様にに新しい材料でなければならない。	
前面	 婚礼衣装の筒状スカートの前面は、必ず左右各１枚(図 4-14-③④)の綿布に
よって構成される。１枚の布は縫い目がないため縁起のよいものとされ、夫婦永遠に
別れないという意味を表している。また、婚礼衣装の筒状スカートは、死に際しても
着用されるが、前面に縫い目がないため、死者の霊魂は先祖がいる世界に順調に届け
られ、来世において生まれ変わることができると考えられている[注 17]。一方、前章
で報告した日常服は、筒状スカートの前面が左右各２枚により構成される。この２枚
の布は、上下に配置し縫い合わせたものである。したがって、日常服は死装束として
用いられることがない。筒状スカートは、花瑶族の死生観を顕著に表している。	
 
図4-13筒状スカートの全体図 2015年９月に大托村で筆者撮影 
 
84  
背面	 筒状スカートの背面の中央には、通常、左右各１枚(図 4-14-⑤⑥)の藍色の
綿布に白い綿糸で動植物などの挑花紋様が施されている。婚礼衣装としての筒状スカ
ートの背面に施される紋様の組合せは、表 4-6 に示したように、２～３層であり、紋
様の密度が最も高い。密度が高いことは、制作者の挑花の技術が高いことを表すとと
もに、美しさを表しているという。背面の下部にある縁飾りは、太線と細線の両者を
備える。太線の幅は十字型の刺繍が７つであり、細線の幅は十字型刺繍が３つである。
かつて、この２本の縁飾りを同時に備えるのは、大人の象徴であった[注 18]。	
	 筒状スカートに施された紋様を表 4-6 にまとめた。筒状スカートに紋様が施される
場所は前面の下部と背面の中央である。前面の下部から３分の２には、色とりどりの
 
図4-14筒状スカートの構成と寸法 筆者作成 
 
表 4-6 筒状スカートに施された紋様 
番号	 前面	紋様	
背面紋様	
年代	
一層	 二層	 三層	
１	 ②③	 豹	 猟犬	 猟犬	 60 年代以前	
２	 ②③	 獅子	 獅子	 獅子	 60 年代以前	
３	 ③④	 ベガヨ	 回字	 穇子	 60 年代以前	
４	 ③④	 山羊	 象脚	 60 年代以前	
５	 ①③	 紙銭花	 ダズファ	 60 年代以前	
６	 ①②③	 対歌定情	 その他	 60 年代以前	
７	 ②③	 蔓草	 打滔成婚	 穇子	 60 年代以前	
８	 ②③	 虎	 古樹	 鳥	 60 年代以前	
９	 ①③	 猪	 虎	 鳥	 60 年代以前	
10	 ②③	 馬	 馬	 猟犬	 70 年代	
11	 ①②③	 豚	 豚	 山羊/寿	 70 年代	
12	 ②③	 その他	 祝融と共工の戦い	 80 年代	
13	 ②③	 孫悟空	 80 年代	
14	 ②③	 天龍抢宝	 天龍抢宝	 80 年代	
15	 ②③	 蛇	 蛇	 蛇	 80 年代	
16	 ③④	 蛙	 鹿	 蝶	 90 年代	
17	 ②③	 人	 馬	 古樹	 90 年代	
18	 ②③	 杯嘎喲		 老鼠娶親	 老鼠娶親	 2000 年代	
19	 ②③	 玉蜀黍	 雄鶏	 鳳凰	 2000 年代	
※①ダンガコン、②ゴガコン、③ガコ、④その他である。 
85  
綿糸によって挑花紋様が施される。筒状スカートの前面によくみられる紋様は｢ダン
ガコン(蛋嘎孔)｣(図 4-15-1)、｢ゴガコン(国嘎孔)｣(図 4-15-2)、｢ガコ(嘎闊)｣(図 4-
15-3)である。ダンガコンとゴガコンは建物の窓の格子を表し、ガコは柱を表してい
るという[注 19]。このように、人びとは住まいを紋様化し、家内安全の願いを込めて
生涯をともにする筒状スカートに施したと考えられる。	
	 背面の中央に施されている刺繍紋様は時代によって変わる。1960 年代前から用い
られてきた紋様は、豹、猟犬、獅子、ベガヨ、回字、穇子、山羊、象脚、紙銭花、ダ
ズファ、対歌定情、蔓草、打滔成婚、虎、古樹、鳥、豚などである。1970 年代から地
域外との交流が盛んになり、その結果、馬や豚などの紋様が取り込まれた。1980 年代
にはテレビや画報などが導入されはじめ、神話に基づいた｢祝融と共工の戦い｣｢孫悟
空｣など、また、天龍搶宝や蛇などの紋様も相次いて登場した。なお、祝融と共工の戦
いについては後述する。1990 年代以降、合理化や消費文化の影響を受け、輪郭線のみ
で表現し簡略化された紋様がみられるようになった。蛙、鹿、蝶、人などの紋様はそ
の具体例である。2000 年代以降は、隆回県灘頭鎮における年画の題材である｢老鼠娶
親｣が取り入れられて挑花紋様になった。また、身近な生活にある玉蜀黍や雄鶏が紋
様化された。以下、代表的な紋様を説明する。	
古樹(図 4-15-4)	 花瑶地域においては、集落の入り口や井戸の傍および墓地に大
きな古樹がしばしばみられる。これらの木は水辺にあるものが多いため｢水口樹｣と呼
ばれ、集落や墓地を守るものと信じられてきた。霊魂が宿り、神とも認識されるこれ
らの古樹は、枯れると集落に災難が起こる前兆と考えられ、倒れても触れてはならず、
そのまま自然に還元するのを待つ。また、子どもが風雨に耐える古樹のように逞しく
成長していくことを願い、胎盤をその下に埋める習俗もある[注 20]。このように、花
 
図4-15筒状スカートに施された紋様 2015年９月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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瑶族の人びとは、無事に暮らしていけるように、また、子どもが健康で成長するよう
に願いを込めて、筒状スカートに古樹紋様を施したと考えられる。	
対歌定情(図 4-15-5)	 ｢対歌｣とは、問答形式で歌を歌い、感情を高め合う花瑶族の
伝統風俗である。厳しい環境で生活してきたがゆえに、それらの歌詞には楽観的なも
のが多くみられ、特に若い男女はしばしば山歌を通して相思相愛であることを確認す
る。この対歌定情という挑花紋様は、まさに山歌を交わす場面を描いたものである。
庇の四隅が反り上がった屋根を有する木造建築が２棟描かれており、窓から半身を乗
り出し、両手を上げながら喉を鳴らし歌を歌っている人が描かれている。このように、
当該地域の人びとは、愛情、慕情、生活への思いを、山歌で表現する姿を挑花刺繍に
取り入れ、村人同士が友愛を育みながら生活できることを祈願してきたのである。	
打滔成婚(図 4-15-6)	 花瑶族の伝統風俗である。｢打滔｣とは、花瑶族の言葉で｢尻
もちをつく｣という意味である。誕生式や婚礼などの人生儀礼においては、男性がか
がり火の周りに座り、女性が任意の男性の前に立ち、力を込めて男性の腿の上に座り、
尻をぐるりと回す習俗がある。もし意中の相手であれば、さらに力を入れる。同じこ
とを男性も繰り返す。このように、挑花紋様は、よき伴侶と出会う願いを表している。	
虎(図 4-15-7)	 ｢側身正面虎｣は、しばしば目にする挑花紋様である。２頭の虎が向
き合い、“S”字に立てた尾の先は天を向いている。他にも、４匹の豚、６匹の小虎が
描かれている。また、１対の小鳥が虎の頭の上に立ち、その上には、８羽の小鳥と８
匹の小魚が対面するように描かれている。虎の腹部には１～４頭の虎と花草が描かれ
ている。これは、子宝に恵まれるように、吉祥模様として取り入れられたものである。	
祝融と共工の戦い(図 4-15-8)	 神話に基づいた紋様であり、その内容は次の通り
である。火神である祝融が人類に火の使用方法を教えたため、人びとは祝融を非常に
崇拝した。しかし、それに異を唱える水神である共工は、水は万物から切り離すこと
ができず最も大切であるにも拘わらず、人びとが祝融のみを崇拝し自分を崇拝しない
ことに納得がいかず、怒りは時とともに増していった。こうして、祝融と共工の戦い
が起き、天が傾き猛獣が跋扈する恐ろしい世界となった。その後、世界は女媧により
修復された。	
火と水は対立するものであり、相生相剋である。自然のバランスを保つためには、
火と水の均衡が必要である。片方だけに傾き過ぎると、自然の秩序を崩し大事に至る。
このように、神話を通して、人間と自然との共生の重要性が伝えられている。	
87  
蛇(図 4-15-9)	 当該地域では｢リン(隣)｣または｢ゲイドウ(革朵)｣と称され、木に
絡み付くことができ、地面に穴を掘ることもできるとされる。脱皮するごとに大きく
なり、自分より数倍大きなものを呑み込むことができるがゆえに力の象徴とされ、最
終的には天に昇るといわれている。狩猟生活をしてきた花瑶族は、蛇を捕まえない。
これについては次の伝説がある。ある年、干魃に遭い、多くの動植物が餓死・枯死し
た。節の長さが７寸という｢７寸竹｣は、蛇を救うため、体から液汁を絞り蛇に与え、
自らは空き節になった。蛇は、命を助けられた恩に報いるため、頭から７寸の場所が
自分の急所であるという重要な情報を７寸竹に伝え、それゆえに、蛇は竹を避けるよ
うになったという[注 21]。花瑶族は、狩猟する際に、竹を杖として身を守り、また、
蛇を紋様化し恩に報いる重要性を伝えている。	
 
2.9.脚絆 
	 花瑶族の言葉で｢ホン(紅)｣と称され、６点が確認された。1980 年代以前、結婚式は
決まって農閑期である冬季に行われた。当該地域は平均海抜が 1350m であり、冬とも
なると厳しい寒さが襲う。そのため、女性たちは、冬季には、足首からふくらはぎま
で脚絆を巻きあげ、巻き終わりは、端の一角を脚絆に挟み固定する。脚絆は、幅 20cm、
長さ 300cm 程の綿布からなり、下端から３cm程度まで、さまざまな色彩の綿糸によっ
て紋様が施されている(図 4-16)。日常用の冬服としての脚絆もあり、婚礼用の脚絆と
異なるのは紋様の色彩である。婚礼用の脚絆に施される紋様の色彩は、暖色がめでた
いとされ、赤色・黄色などが相応しい[注 22]。脚絆に施された紋様は、前章において
報告した冬服の脚絆の紋様と同様である[注 23]。	
 
 
図4-16脚絆 2015年９月に大托村で筆者撮影 
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2.10.靴下 
	 花瑶族の言葉で｢グイハン(瑰夯)｣と称され、５点が確認された。靴下は結婚や葬儀
といった人生儀礼のみに用いられるものであった(図 4-17-1)。靴下に施される紋様
は花瑶族の人びとがつくったものではなく、外からもち込まれたものといわれている。	
	 靴下にみられる紋様を表 4-7 にまとめた。これらのなかでは、盤長と水波が最も多
い。それらの意味は、馬甲において説明した通りである。蝶と向日葵は登場回数は少
ないが、花瑶族にとって馴染み深いものであり、山歌としてもよく歌われるものでも
ある。以下、それらについて説明する。	
蝶・向日葵(図 4-17-2)	 この紋様は、蝶と向日葵の繰り返しで構成されている。蝶
は美しいという理由に加え、卵から幼虫、さなぎを経て綺麗な姿となって舞い上がる
様子が不死不滅の象徴とされる。また、向日葵は、その名の通り、花の｢顔｣が常に太
陽に向うことから、愛情に忠実でどのようなことがあっても動揺しないことを意味す
る。当該地域の山歌にもしばしば登場するモチーフである。たとえば、次のようなも
のがある。	
	
郎是日頭天上来、妹是葵花向郎開。日頭晒花快結籽、你郎抱妹才懐胎。少年乖、永古
千秋不分開。	
(あなたは天からきた太陽であり、私はいつもあなたに向う向日葵である。向日葵は
日を浴びないと実を結ばない。あなたに抱かれなければ、私は子どもを産むことがで
きない。私たちは、永遠に別れない。)	
	
太陽が男性を、向日葵が女性を象徴する[注 24]。	
 
 
図4-17靴下とそこに施された紋様 2015年９月に大托村で筆者撮影 
 
表 4-7 靴下に施された紋様と登場回数 
挑花紋様	 向日葵	 蝶	 盤長	 水波	 蔓草	 如意	 その他	
登場回数	 １	 ２	 ３	 ３	 １	 １	 １	
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2.11.繍花靴 
	 花瑶族の言葉で｢ハイバイ(亥杯)｣と称され、10点が確認された。繍花靴も、靴下と
同様に婚礼と葬式という二つの人生儀礼のみに用いられるものであった(図 4-18-1)。
使用済みの服装を再利用し、米でつくった糊を塗布し１枚ずつ貼り重ね、乾燥してか
ら繍花靴の材料にする。この材料を｢漿壳子｣という。｢漿壳子｣の上に型紙を置き、周
囲に少し余裕を残しながら、型紙の縁に沿って切り取り、靴の表と底の芯をつくる。
それぞれに糊を塗り、数枚の芯を貼り合わせる。芯の表と裏に表布を貼り、しつけ糸
で留める。靴底がよく接着するように、こすったり重しを置いたりしつつ乾かし、さ
らに、野生の麻の繊維でつくった糸で留める。	
	 繍花靴の表面に施された紋様とその登場回数を表 4-8 にまとめた。これらの紋様の
なかで、ビグエが数が多い。これは、歴史がもっとも長い紋様の一つであり、彼らの
伝説につながるものである。	
ビグエ(図 4-18-2)	 桃の意味である。伝説によると、かつて、蚩尤(瑶族の先祖)の
部落と炎黄(漢族の先祖)の部落との間で戦があった。蚩尤の人びとは、負けた後、南
へ移動させられ、九黎部落と融合した。部落の首領である夸父は、寒さを凌ぐために、
部族に太陽を取ってあげようと考えた。太陽を追いかけて原野を走り、太陽が沈む谷
まで追い詰めた。しかし、夸父は喉が渇いたので黄河と渭水の水をすべて飲み干した。
それでも渇きが癒されず、さらに北にある大沢という千里四方もある湖に行こうとし
たが、途中で死んでしまった。夸父の杖を地面に置くと、その杖は化して桃林となり、
人の渇きを癒した[注 25]。このように、ビグエを紋様化し繍花靴に施することによっ
て先祖に関する説話を伝承している。	
表 4-8 繍花靴に施された紋様と登場回数 
挑花紋様	 比帰	 鳥	 鴛鴦	 薔薇	 その他	
登場回数	 ８	 １	 ２	 ２	 １	
 
 
図4-18繍花靴とそこに施された紋様 2015年９月に大托村で筆者撮影 
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2.12.鏡 
	 花婿側へ向かうにあたり、花嫁は首に鏡をかけ、それを腹まで垂らす(図 4-19)。本
調査において、この鏡は１点が確認された。結婚式おいて、花嫁は、妊婦と会っては
いけないとされる。妊婦は子を宿しているがゆえに｢四つ目｣であり、化け物と同じ考
えられてきたためである。その鏡は、｢四つ目｣の化け物をはね返す魔除けと認識され
てきた。	
 
2.13.銀鈴 
	 花瑶族の言葉で｢ソウアオ(鎖奧)｣と称され、２点が確認された。この２点の銀鈴は、
大きさだけが異なり、素材や造形、紋様などは同様である。花嫁が実家から与えられ
た銀鈴は、実家の財力を表し、上から下まで４段に分けられる(図 4-20)。１段目は直
径８cm の球状のものであり、中には 17 個の丸い浮彫紋様が施されている。２段目は
蝙蝠(図 4-20-1)が１つ、その下に魚(図 4-20-2)と鈴(図 4-20-3)がそれぞれ１つ付い
ている。３段目は蝙蝠２つと鈴７つである。４段目は蝙蝠３つと鈴９つである。以下、
蝙蝠と鈴について説明する。	
蝙蝠	 ｢蝠｣は中国語の｢福｣と同音であり、それゆえ、当該地域において蝙蝠紋様は、
福を招くことを意味している。	
 
図4-19鏡  
 2015年９月に大托村で筆者撮影 
 
 
図4-20銀鈴とその紋様   
2015年９月に大托村で筆者撮影 
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鈴	 歩くと音を発し、その音に邪なるものを祓う力があると認識される。また、花
婿側の村人は、鈴の音から花嫁が到着したこと
を知り、全員で村の入り口まで迎えに行く[注
26]。村の入り口で行列をつくって並び、鉄砲
をもち、爆竹を鳴らしながら、花嫁・送親客を
歓迎する。このように、銀鈴は魔除けと到着の
合図という二つの役割を持っている。	
 
2.14.腕輪 
	 花瑶族の言葉で｢パオシアン(跑線)｣と称さ
れる。本調査においては２点が確認された。腕
輪の素材は、銀と玉が多いという。収集した腕
輪の一つは銀を素材としており、現在虎形山瑶
族郷岩児塘村に居住する奉改妹氏が、結婚する
際に母親から受け継いだ首輪から再生したも
のである(図 4-21-1)。もう一つは、同じ首輪か
ら再生されたものであるが、奉改妹氏の娘であ
る楊葵花氏が 18 歳になった時、大人として認
められた証として贈られたものである(図 4-
21-2)。この腕輪は、数十個の鈴の形をした飾
りがつなげられたものであり、厄除け、加護な
どの意味が込められ御守りとして使われている。	
 
３．婚礼衣装の使用状況                                                   
	 元来、花瑶族の女性が婚礼衣装を着用する機会は、生涯に三種があった。それらは、
自身の結婚式とその後の他の女性の結婚式、ならびに、死後の納棺の際である。なお、
後者は死装束とも称されるが、基本的には婚礼衣装と同じもので、異なるのは着用枚
数である。	
 
 
図4-21腕輪  2018年楊葵花撮影提供 
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3.1.自身の結婚式における婚礼衣装 
	 花瑶族の男性は、16～17 歳になると、同村の仲人に頼み、気に入った 14～15 歳頃
の女性の家で媒酌してもらった。その後、収穫を終えた秋季の後半に婚約する。次い
で、両家が相談し吉日を選び、農閑期である冬季において結婚式を挙げる。その際に、
花婿側は、夫婦円満で男児と女児に恵まれ、かつ、親孝行の女性に頼み花嫁の装いを
してもらう。その際に、特に注目されるのは、新婦頭巾を２枚用いることである。そ
の１枚は頭頂から被り髪の毛を隠し、もう１枚は頭に巻きつける。これは、男性の邪
心をそそらないようにするためだという。婚礼衣装の着付けなど、花嫁の装いには数
時間もかかる。婚礼衣装を着用すると、両家が一つになると認識されている。	
	 装いを終え、花嫁は、未婚の女性二人に連れられて閨房を出て母屋に入り、内外に
向かって三回ずつ礼をする。実家で用意された高盛り飯と米を包んだ袋を母屋に置き、
振り返らずに庭に用意された輿で出発する。途中で降りたり、人と話をしたりしては
いけない。1950 年代以降、花嫁は、輿に乗らず歩いていくようになった。2000 年代
になると、自動車で移動することもある。同郷の円満な結婚生活を送っている女性(図
4-22)は、自分の結婚式に用いた婚礼衣装を着用し、村人とともに行列に加わり(図 4-
 
図4-24ダンチイ 2017年12月茅坳村で筆者撮影 図4-25家屋一階の平面図と婚礼衣装の保管場所 筆者作成 
 
 
図 4-22 新婦と既婚の付き添い人 2015 年８月に虎形山村で筆者撮影 図 4-23 新婦を見送る行列 
劉啓後撮影 
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23)花嫁を花婿側まで送り届ける。未婚の女性は花嫁に赤い傘をさし、また、既婚の女
性は、自身に対し結婚式で用いた赤い傘をさす。赤い傘は、聖なる空間を示すもので
あり、魔の侵入から身を守るために差すのだという。	
 
3.2.新妻定めにおける婚礼衣装 
	 結婚式が終わって、普段の生活に戻る。日常生活において婚礼衣装は｢ダンチイ(当
器)｣(図 4-24)と称される箱に大切に保管される。ダンチイは、横 1.2m、高さ１m、幅
70cm 程度の杉製の箱であり、花嫁の実家側で準備するものである。女性にとって婚礼
衣装は極めて大切なものであり、それを入れたダンチイは夫婦の寝室に置かれる(図
4-25)。花婿側の村人は、新妻を訪ね、ダンチイを開け、婚礼衣装をはじめ、花嫁がそ
れまでに制作した服飾をみる。これは、互いに挑花技術について交流し、学び合う機
会にもなる。また、その服飾が美しいほど、新妻の評価は高く、村人に尊ばれる。こ
のように、挑花技術は女性の能力を表す尺度でもあった。	
	
3.3.他人の結婚式における婚礼衣装 
	 既婚の女性は、他人の結婚式においては、自身の結婚式で用いた婚礼衣装を着用し、
花嫁も幸せな生活が送れるように、同郷の花嫁の家から出発し花婿側へ向かう。ただ
し、既婚女性の全員が自分の婚礼衣装を着用するわけではない。夫を亡くしていたり、
夫婦円満ではない女性は、婚礼衣装を着用してはならない。このように、婚礼衣装は、
幸福を願う媒体としての役割を担っていることがうかがえる。	
 
3.4.自身の葬式における婚礼衣装 
	 死に際して、現世での煩悩などを洗い流し、｢ドワン(朵汪)｣と称される先祖がいる
世界へ旅立つために、遺体を戸板に置き、身体を拭き清め髪を洗う。その後、来世に
行っても既婚であることを示すために、娘と嫁が死者の婚礼衣装を死装束として着用
させ棺桶に入れる。死装束として用いられる服装は、本人の婚礼衣装に加え必ず奇数
とし、かつ上半身には下半身により２枚多く着せる。死は不幸なことであり、不幸な
ことが２つ同時に来ないように奇数を用いるといわれている。具体的には、新婦頭巾
１枚、耳環１対、丸襟長着１組５着(外側から緑・黒・青・赤・白)[注 26]、腰帯１本、
腰下げ１組６つ、筒状スカート３着、脚絆１対、靴下と繍花靴それぞれ１足、首に銀
鈴を１つ掛け胸まで垂らし、腕輪２本合計 27 点を用いる。未婚の女性の場合は、親
に孝行と尊敬の意を表すため、死装束として用いられる３着の筒状スカートのなかの
１つの背景は白い綿布とする[注 27]。腰帯はつけず、年齢の数と同じ本数の黒い綿糸
を腰帯の代わりとして腰に置くこともある。まだ別れをしていない親族がいる場合は、
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棺を完全に閉めず、頭の部分に隙間を残しておく。遺族は、哀号する際に、涙を遺体
や死装束に落としてはいけない。その涙は遺族の悲しみでもあり、かつ陽気が満ちた
ものであるので、遺体・死装束に落とすことによって、詐屍(遺体が一時的に復活する
こと)の可能性があるといわれているためである[注 28]。棺桶は、死者の実家の親戚
が死装束を確認してからはじめて閉めることができる。なぜならば、死装束を改め、
死者に最後の尊厳を与えるとともに実家の親戚に敬意を表すためである。このように、
婚礼衣装は、来世に行っても婚姻関係・家族関係が継続する象徴としての役割を有し
ている。	
 
４．考察 
(１)地域の固有性・民族の価値観を共有する婚礼衣装	
	 花瑶地域は平均海抜が 1350m の痩せた山地である。冬は長くて寒い。こうした厳し
い生活環境に置かれてはいるが、人びとは、日常生活においても、感情を確かめ深め
るために山歌を交わし、楽しさを見出しながら生活をしてきた。また、誕生式や婚礼
などの人生儀礼においては、山歌だけでなく、身体的な接触を通して意中の人に愛す
る気持ちを伝える習俗がある。このような生活様式が女性たちの筒状スカートに刺繍
として表現されている。また、さまざまな挑花紋様を通して、神話や伝説などが伝え
られ、地域の固有性や民族の価値観などが共有されてきた。	
	 また、物資的には必ずしも豊かとはいえないが、鼠・満姑娘鳥・魚・蝙蝠などの動
物の習性や名称の同音から富裕・幸福な生活を祈念し、さらに、百合・ダズファ・向
日葵紋様を通して夫婦円満を願っていた。幸福な生活が、子や孫まで代々継続してい
くことを願い、鼠の繁殖力の強さや魚が数多くの卵を産むことから、子孫繁栄を祈願
し、それらを紋様化したものを婚礼衣装に施した。	
	 このような婚礼衣装は当該地域の固有の風土のなかで育まれたものであり、地域の
固有性、民族の価値観を共有する媒体としての役割を果たしている。	
(２)貞淑の象徴・幸福を願う媒体としての婚礼衣装	
	 花瑶族の結婚式は農閑期である冬季に行うことが多い。その際に、頭髪を隠すため
に新婦頭巾を２枚用いるが、これは男性の邪心を防ぐためであるという。新婦頭巾は、
寒さを凌ぐ物理的な機能と花嫁の美しさを表す装飾的な機能だけでなく、女性の貞淑
や道徳を表す役割を有している。その後、花嫁は実家とは異なる空間で異なる立場で
生活をする。こうした認識は、婚礼衣装を着用する行為を通して自覚し、結婚といっ
た通過儀礼において、婚礼衣装は重要な身分転換の装置としての役割を果たしている
ことがわかる。	
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	 また、夫婦円満でかつ親孝行の女性は、自身が用いた新婦服を他人の結婚式におい
て着用し、花嫁も自分と同様に幸せな生活が送れるように、花嫁を花婿側まで送り届
ける。このように、婚礼衣装は、幸福を願う象徴でもあった。	
	 その後、花婿側の村人は、新妻を訪ね、花嫁が制作した丸襟白衣や筒状スカートを
取り出し、そこに施された挑花技術や紋様をみて意見を交わす。それらの服飾は美し
いほど、新妻の評価は高く、挑花服飾の制作技術は女性の能力を表すものであった。	
(３)家族連帯の強化・婚姻関係・家族関係を維持する婚礼衣装	
	 花瑶族の女性は、挑花技術の習得や婚礼衣装の準備によって実家の家族だけでなく、
婚約者側の家族とも密接に関わっていた。また、丈の短い馬甲や丸襟白衣は、死装束
に用いられずず、生者に形見として受け継がれる。こうして残された衣服を使用し続
けることにより、生者は死者に見守られて生き、死者は生者の心のなかに生き続ける。
このように、婚礼衣装の制作と使用は、家族の連帯を強化するとともに、家族間の関
係を築く媒体であり、また、生者と死者は異なる世界にいても密接に繋がるのである。	
	 死後にあっても既婚者であることを示しつつ来世へ送り出すために、婚礼衣装を着
用させ棺桶に入れる。婚礼衣装は、現世だけでなく、来世においても、婚姻関係が継
続することを意識化するための媒体として役割を有してきた。	
	 死者の実家の親戚に、結婚式に用いた一部の婚礼衣装が死装束として身につけられ
ているかどうかを確認してもらってから棺桶を閉める。死者は、結婚する前には、実
家の集団に属していた。結婚してからも、実家の代表として嫁ぎ先で生活をする。振
る舞いの多くは、実家との関連があり、そこにおいて育まれた教養や徳目などを表現
することも重要である。こうして、死者は、生きている間はもとより、死後も、実家
との関係を維持する。死者に死装束を着用させなければ、死者の尊厳だけでなく、死
者が代表する実家の集団の尊厳も守っていないと考えられるのである。その意味で、
死者に着用させる服装は、出身母体である実家の存在につながり、関連する人間関係
の確認と存在意識を相互に認め合うという要求の表れであり、尊敬しながら、平和に
生活をしていくことに極めて重要な役割を果たしてきたのである。	
(４)現実の世界と信仰の異界と繋ぐ婚礼衣装	
	 結婚式において、花嫁の首に鏡と銀鈴をかけ、粽状の飾りを付した腰下げを身につ
け、赤い傘を差しながら花婿側へ進行する。鏡、銀鈴、粽状の飾りおよび赤い傘には、
いずれも魔を祓う効果があると認識されている。このように、婚礼衣装は、身を守る
とともに聖なる空間と邪なる空間の境を示す役割を果たしている。また、死に際して
は、自分の婚礼衣装を着せて埋葬され、先祖がいると信じられた｢ドウワン(朵汪)｣と
称される異界に送られた。その筒状スカートの前面は縫い目がない１枚の布からなり、
来世において生まれ変わることができると考えられている。このように、婚礼衣装に
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は、死生観が反映され、異界に送られるといった現実世界と異界とを繋ぐための重要
な役割を果たしている。	
	
５．おわりに 
	 本章では中国湖南省隆回県における花瑶族の女性の婚礼衣装を取り上げ、服飾の制
作と使用を通した自然・人・社会との関わりに内包された社会的役割を考察してきた。
得られた知見を総括すると以下の通りである。	
(１)花瑶族は、自らが暮らす自然環境において、周りに生息している動植物の習性と
特性をよく観察していた。身近な満姑娘鳥、ダズファ、鼠心臓などを紋様化し、
それらを婚礼衣装に施し、五穀豊穣、夫婦円満、子孫繁栄などの願いを表した。
当該地域の人びとは、自然と密接に関わり固有の自然風土のなかで育まれた婚礼
衣装を通して、生活に対する多様な願望を共有しながら、親しい人間関係を築い
てきた。このように、婚礼衣装は、自然風土の特徴や地域の固性、民族の価値観
を伝承する媒体としての役割を果たしてきた。	
(２)婚礼衣装は、結婚という人生の重大な身分転換の象徴としてのみならず、他の人
の結婚の付き添いの際にも用いられ、花嫁への幸福を願う象徴でもあった。また、
婚礼衣装のでき具合がよければ、村人に尊敬される。このように、挑花刺繍は、
本人や家族の女性の資質を表す能力と見なされている。	
(３)婚礼衣装は、本人のみならず、母親や婚約者側の女性が力を合わせて制作したも
のである。結婚式において、花嫁が両家の協力で制作した婚礼衣装を着用するこ
とによって、両家の結びつきは、より強固になった。婚礼衣装は、家族内の連帯
を強化し、家族間の紐帯でもあった。また、現世だけでなく、死後も着用され、
｢来世｣に行っても、婚姻関係が継続する象徴として役割を果した。さらに、婚礼
衣装は、死者のみならず、代表している実家の家族の存在・尊厳を表すものでも
あった。	
(４)婚礼衣装のなかで、特に鏡・粽状の飾り・傘などは、聖なる空間と邪なる空間の
境界を示し不浄を祓い、身を守るものである。また、死に際して、着用させた婚
礼衣装は霊魂とともに先祖がいる世界に届けられ、現実の世界と異界とをつなぐ
役割を担うと考えられてきた。	
	 上述してきたように、花瑶族の婚礼衣装には、人と自然との共生が反映され、かつ、
人と人、人と社会の絆づくりに不可欠の役割を果たしてきたことがわかる。こうした
服飾文化を当該地域の人びとが共有し価値を高め、今後の生活づくりに活かしていく
ことこそが、内発的地域振興の重要な手段のひとつであると考える。	
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第五章：葬礼衣装に表出される生活文化 
 
【要旨】本章は、中国湖南省隆回県における花瑶族の葬礼衣装の社会的役割を検討し、
今後の内発的地域振興策を提言することを目的としたものである。実物調査ならびに
現地における聞き取り調査によって、花瑶族の葬送儀礼に用いられた 132 点の服飾の
制作・使用と関連した所作を手がかりに、その社会的役割を考察した。その結果、以
下の知見を得た。	
		(１)陰陽衣を通して、死者は生者の心に生き続け、生者は死者に見守られて生きて
ゆく。このように、陰陽衣は花瑶族の死生観を表しながら陰間にいる死者と陽間にい
る生者とつなぐ役割を果たしてきた。(２)孝服・孝衣・皓布の制作と使用を通して親
や年長者に敬い大切にする孝悌の心を表し、養育恩に報いる他に、家族連帯を強化す
る役割を担った。(３)実家・喪家・宗族などの家族集団において、葬礼衣装は、死者
との輩分によって使い分けており、世代・長幼の序列を表すとともに伝統社会の基本
構造としての家族集団を強固にする。	
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１．はじめに 
1.1.研究目的 
	 花瑶族の人びとにとって、葬礼は、同居する家族のみならず、嫁ぐ前の実家の家族、
宗族と称される配偶者の同姓家族の共同事業である。葬礼において、人びとは、日常
とは異なる衣装を身につけ喪家を訪問することを習いとしてきた。葬礼は重要な人生
の節目の一つと捉えられ、葬礼衣装をそのための社会的役割を果たしてきた。	
	 本章においては、葬礼に参加する人びとの衣装を取り上げ、葬礼衣装の文化的な特
質を明確化しながら、制作・使用を通して、個人・家族・宗族がどのように関わって
きたのか、また、その関わりのなかで、葬礼衣装はどのような社会的役割を果たして
きたのかを明らかにすることを目的とした。	
	
1.2.先行研究 
2006 年、花瑶挑花が｢国家級非物質文化遺産｣に登録されて以来、花瑶族の挑花服飾
は中国のなかで注目されるようになった。こうした状況の下で、花瑶族の人生儀礼や
挑花服飾について、民俗学、美術学、芸術設計学の観点から調査・研究が行われてい
る。たとえば、老後の『神秘的花瑶-探尋一支藏在大山深處的原生態部落(神秘的な花
瑶―山奥における原始的な部族を探訪)』(2007)[注１]、呉志凌、禹明華の｢隆回花瑶
喪俗及文化功能探析(隆回県における花瑶族の葬礼およびその文化機能の分析)｣
(2008)[注２]、方之浩の｢論花瑶服飾芸術在現代時装設計中的応用(花瑶族の服飾芸術
を現代ファションショーデザインへの応用)｣(2009)[注３]、劉婕の｢花瑶服飾文化探
究(花瑶族の服飾文化の探究)｣(2009)[注４]、禹明華の｢花瑶服飾的民俗文化解読(花
瑶族の服飾からみられる民俗文化の解読)｣(2010)[注５]、李楠の｢花瑶族民族服飾的
設計思想研究(花瑶族の民族服飾の設計思想に関する研究)｣(2012)[注６]、汪碧波の
『花瑶女性服飾芸術研究(花瑶族女性の服飾の芸術に関する研究)』(2012)[注７]、文牧
江の｢花瑶服飾芸術的伝承与保護探析(花瑶服飾芸術の伝承と保護)｣(2013)[注８]、文
牧江の｢花瑶服飾的民俗特征探析(花瑶族の服飾にみられる民俗特徴の分析)｣
(2013)[注９]などの著書や学術論文がある。	
	 これらの先行研究は、葬礼の次第とその社会的機能、また、挑花服飾の芸術的特徴
を抽出し、新しい製品開発を目的としたものが多い。具体的には、老後(2007)は、民
俗写真を利用しながら、随筆のかたちで葬礼の次第を紹介している。呉志凌、禹明華
(2008)は、葬礼の次第を記録するとともに、葬礼の教育・交流・慰め・団結などの社
会的機能を分析している。方之浩(2009)は、服飾デザインへの応用は時代の特徴に合
わせることにおいて、民族審美意識を活用するのが肝要であると述べている。劉婕
(2009)と禹明華(2010)は、花瑶族の服飾は民族集団の標識および民族歴史の記録媒体
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であり、女性の心を表すものであると解読した。李楠(2012)は、生活環境、神話伝説、
生殖崇拝という側面から花瑶族の服飾設計への影響を解明した。汪碧波(2012)は、挑
花服飾の制作工程や文様の題材および服飾の色彩・構造・文様からみられる生殖器崇
拝を究明した。文牧江(2013)は、｢生活環境に応じた伝承｣｢服飾文化の土壌としての
民俗習慣の保護｣｢行政手段と経済手段の利用による牽引｣という伝承と保護の方法を
提案した。文牧江(2013)は、花瑶族の服飾が民俗文化の表出であり、日常生活と非日
常生活に応じて、それぞれの服飾の構成が決められ使い分けるものであると指摘して
いる。	
	 上記の先行研究においては、民俗学、美術学、芸術設計学の視点から、葬礼の次第
とその社会的機能、服飾のデザイン思想、デザインへの応用、芸術的特色、技術伝承
と保護および服飾の民俗特徴、民俗文化に重点が置かれてきた。本研究では、葬礼に
おいて人びとはどのような服飾を着用しているのか、その制作と使用を通しての当該
地域の個人・家族・宗族の関係、また、社会的役割について調査・研究したものであ
る。	
	
1.3.研究方法 
	 本章において実施した実物調査ならびに聞き取り調査の方法は以下の通りである。	
(１)実物資料の調査	 2015 年８～９月、2017 年８～９月の計２回、中国湖南省隆回
県の北西部に位置する虎形山瑶族郷白水洞村において、花瑶族の男性歩才晩氏
[注 10]とともに花瑶族の女性沈禾妹氏[注 11]の葬礼に登場した 132 点の葬礼衣
装の写真撮影を行い記録した。それとともに、沈禾妹氏の遺族である歩賢妹氏、
奉娟花氏、また、挑花服飾の制作者である沈未妹氏、挑花伝承人である奉堂妹氏
に対し、服飾の構成、素材、つくり方、特徴などについて聞き取り調査を行い、
服飾の変遷や制作によって形成されてきた個人・家族・宗族との結びつきを把握
した。	
(２)聞き取り調査	 上記の(１)の調査と同時に、隆回県虎形山瑶族郷において、花瑶
族の歩道求氏、楊廷昌氏、沈修勇氏、回楚佳氏に対し、葬礼のプロセス、葬礼に
登場する服飾の使い方に関する聞き取り調査を行い、葬礼衣装の使用を通した個
人・家族・宗族の関わりを把握した。	
(３)葬礼衣装の社会的役割の考察	 上記(１)～(２)に基づき、葬送儀礼において、服
飾の制作・使用と関連した所作を手がかりに、形成されてきた個人・家族・宗族
との結びつきから、葬礼衣装の社会的役割を考察・抽出した。	
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２．葬礼の参列者とその服飾 
	 当該地域において、葬礼への参列者は、死者またはその配偶者との長幼に応じて異
なる葬礼衣装を着用する。本章においては、2017 年８月に 86 歳で他界した花瑶族の
女性である沈禾妹氏の葬礼を取り上げる。葬礼への参列者は三つの集団に分けられ、
図 5-1 に示すように、実家(沈禾妹氏が嫁ぐ前の沈姓の家族)、喪家(沈禾妹氏の嫁ぎ
先の奉姓の家族)、宗族(沈禾妹氏の配偶者と同血統の他の奉姓の家族)である。宗族
とは、父系血統を基準にした同姓家族によって構成される基本的な社会集団のことで
ある。女性は結婚前には父親の宗族に属し、結婚後は配偶者の宗族に属する。女性は、
結婚後にあっても実家との関連は残り、葬礼には実家の家族が参加する。また、死者
とその配偶者の輩分を基準に長輩・同輩・晩輩に分けられ、葬礼への参列者はそれに
応じて決定される。なお、輩分とは、宗族における世代・長幼の序列を表すものであ
る。具体的には、各世代を一文字で表現し、長幼の関係を明らかにする。沈姓の宗族
と奉姓の宗族の数世代の輩分名称を例として年上の世代から順に並べると以下の通
りである。	
	
	 沈姓の宗族：…(略)｢成｣｢道｣｢徳｣｢詩｣｢修｣(以下略)…	
	 奉姓の宗族：…(略)｢徳｣｢沢｣｢錫｣｢族｣｢兆｣(以下略)…	
	
	 かつては、宗族内の世代・長幼の序列が分かるように、同じ世代の輩分文字を男性
の名前の中央文字とすることが習わしであった。死者である沈禾妹氏の祖父の輩分は
｢成｣、父親の輩分は｢道｣、自身の輩分は｢徳｣、実家の甥の輩分は｢詩｣、甥の子の輩分
は｢修｣である。死者の配偶者の祖父の輩分は｢徳｣、父親の輩分は｢沢｣で、以下同様で
ある。女性は嫁いだ後も、輩分の文字は変わらないが、実家の宗族には属さず、嫁ぎ
 
図5-1沈禾妹氏葬儀の参列者 筆者作成  図5-2参列者の長幼秩序(長輩・同輩・晩輩)筆者作成 
103  
先の宗族に属するため、長幼の序列が自分の輩分となる。年上の世代は長輩、同世代
は同輩、年下の世代は晩輩と称される。したがって、死者とその配偶者の長輩は、死
者の実家からみた場合、沈姓の｢成｣｢道｣など、喪家または配偶者の宗族からみた場合
は、奉姓の｢徳｣｢沢｣など、すなわち祖父・父親およびそれら同世代の人びとである。
同輩は、死者の実家からみた場合、沈姓の｢徳｣、喪家または配偶者の宗族からみた場
合は、奉姓の｢錫｣など、すなわち兄弟姉妹およびそれら同世代の人びとである。晩輩
は、死者の実家からみた場合、沈姓の｢詩｣｢修｣など、喪家または配偶者の宗族からみ
た場合は、奉姓の｢族｣｢兆｣など、すなわち子や孫およびそれら同世代の人びとである
(図 5-2)。花瑶族の慣習によると、それらの各世代の人びとのなかで、葬礼へ参列す
る者は、死者とその配偶者の同輩と晩輩だけである。	
	
2.1.晩輩の葬礼衣装 
(a)実家の晩輩(｢詩｣｢修｣字輩など)	 	
・女	 孝衣(白長袍)、皓布(白布皓)	
・男	 孝衣(白長衫)、皓布(白布皓)	 	 	 	 	 		
(b)喪家の晩輩(｢族｣｢兆｣字輩など)	 	
・女	 陰陽衣、孝服、孝衣(白長袍)、皓布(白布皓)					
・男	 陰陽衣、孝衣(白長衫)、皓布(白布皓)	
(c)宗族の晩輩(｢族｣｢兆｣字輩など)	 	 	
・女	 皓布(白布皓)	
・男	 皓布(白布皓)	 	
	 	 	 	 	 		
2.2.晩輩の婚約者などの葬礼衣装 
(a)実家の晩輩の婚約者(｢詩｣｢修｣字輩などを参照)	 	
・女	 孝衣(白長袍)、皓布(紅布皓)	
・男	 孝衣(白長衫)、皓布(紅布皓)	
(b)喪家の晩輩の婚約者(｢族｣｢兆｣字輩などを参照)	 		
・女	 孝衣(白長袍)、皓布(紅布皓)	
・男	 孝衣(白長衫)、皓布(紅布皓)	
	
2.3.同輩の葬礼衣装 
(a)実家の同輩(｢徳｣字輩)	
・女	 皓布(青布皓)	
・男	 皓布(青布皓)	
(b)喪家の同輩(｢錫｣字輩)	
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・女	 皓布(青布皓)	
・男	 皓布(青布皓)	
(c)宗族の同輩(｢錫｣字輩)	
・女	 皓布(青布皓)	
・男	 皓布(青布皓)	
	
2.4.長輩の衣装 
	 一方、死者の両親や祖父母(前掲名：｢道｣｢成｣字輩)、および配偶者の両親や祖父母
(前掲名：｢沢｣｢徳｣字輩などの嫡親長輩(直系親族))は、健在であっても葬礼に参加せ
ず、各自の家で普段着を着用する。これは、白い髪の人(老人)に対して、黒い髪の人
を送る悲しみを避けることに加えて、若い世代からの養育恩は受けていないとの考え
である[注 12]。	
	
３．参列者の葬礼衣装の形態・意匠 
	 本章における葬礼衣装とは、上述した葬礼、また、死後３年間の喪に服す間、およ
び祖先祭祀の人びとの衣装を指す。現地において収集した 132 点の葬礼衣装を表 5-1
にまとめた。同表が示しているように、葬礼衣装は、陰陽衣、孝服、孝衣、皓布に分
けられる。これらの葬礼衣装は、1980 年代以前は、いずれも木綿を素材とし、高齢に
なった親や年長者が健康で長生きをするように願いを込めて、娘や嫁などが制作する
ものであった。近年では、化学繊維が用いられたり、既製品を購入する場合がある。
死者とその配偶者の輩分によって、参列者は異なる葬礼衣装を用いる。	
	
表5-1参列者の葬儀衣装 
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3.1.陰陽衣 
	 陰陽衣は、死者の子や孫
などの直系親族が上半身
に着用する肌着である(図
5-3)。陰間(来世)にいる死
者と陽間(現世)にいる生
者とをつなぐものと考え
られており、花瑶族の言葉
で｢ダオ(刀)｣と称され、こ
れは｢結び｣という意味で
ある。棺桶を閉める前に、
死者の子や孫などの直系
親族が、自分の肌着から心
臓を模した形の布を切り取り、年上から順に死者の胸に置く。切り取った肌着は、死
者の子や孫などの直系親族が日常的に着用することを通して、死者が生者の心のなか
で生き続けると考えられてきた。死者は、切り取った布から生者の体の匂いを確認し
生者の平安・健康と立身・出世を加護する[注 13]。収集した陰陽衣は、132 点中２点
が確認され、両者とも女性用の日常服の丸襟白衣が元になったものであった。なお、
日常服の丸襟白衣は、第２章[注 14]において報告した通り、丸襟で白い布ボタンが付
され、袖口に鮮やかな色彩の刺繍紋様が施されている。	
	
3.2.孝服 
	 孝服は、花瑶族の言葉で｢アオガオ(祆稿)｣と称され、頭飾帯(図 5-4-1)、丸襟白衣
(図 5-4-2)、腰帯(図 5-4-3)、筒状スカート(図 5-4-4)、丸襟青衣(図 5-4-5)、脚絆(図
 
図5-4孝服 2017年８月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
 
 
図5-3陰陽衣 2017年８月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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5-4-6)により構成される。収集した孝服は、132 点中 68 点が確認された。その内訳
は、頭飾帯３点、丸襟白衣４点、腰帯 20点、筒状スカート 14点、丸襟青衣７点、脚
絆 20 点である。これらの孝服は、葬式だけでなく、その後の３年にわたり喪に服す
るため着用される。これらの孝服は、夏服と冬服に分けられる。夏服は夏から秋にか
けて着用するものであり、頭飾帯、丸襟白衣、腰帯、筒状スカートにより構成される
(図 5-4-7)。冬服は冬から春にかけて着用するものであり、夏服に丸襟青衣、脚絆を
加えた構成である(図 5-4-8)。	
	 なお、頭飾帯は長くて、作業時に落下し易いため、1978 年の改革開放以降、挑花の
伝承人である奉雪妹氏によって改変され頭飾笠(図 5-4-9)となっており、今日では、
主として頭飾笠が用いられている。	
	 孝服の構成や刺繍紋様は、第１報において報告した日常服とほぼ同様である。異な
るのは、頭飾帯(頭飾笠)・丸襟白衣の袖口・筒状スカートの前面・脚絆の色だけであ
る。日常服の場合は、鮮やかな色彩を用いるが、それに対して、孝服の場合は頭飾帯
(頭飾笠)に淡色を用い、丸襟白衣の袖口・筒状スカートの前面・脚絆に白と黒を用い
る。これらの淡色や白と黒は、死者に敬意や孝行を表すとともに、生者の悲しみを表
している[注 15]。孝行とは、父母によく仕え、親を大切にする行為であり、子の親に
対する道徳である。	
	
3.3.孝衣 
	 孝衣は、花瑶族の言葉で｢アオドガオ(祆朵稿)｣と称され、死者に敬意・孝行を表す
ために着用する白い長着である。132 点中 27点が確認された。そのうち、｢白長袍｣と
称される女性用の孝衣は 12 点、｢白長衫｣と称される男性用の孝衣は 15 点であった。	
	
3.3.1.白長袍 
	 白長袍は、丸襟で、前襟が赤い綿布で包み縫いがなされ、前襟の左側に赤い布ボタ
ンが５つあり、それに対応して右側に赤い布ボタンの穴が５つある。それらの配列は、
 
図5-5孝衣 2017年８月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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下から１、２、２になる。また、下の裾の両側と後ろにスリットがある。白長袍には
刺繍は施されていない(図 5-5-1)。女性が上着として着用する(図 5-5-2)。	
	
3.3.2.白長衫 
	 白長衫は、立襟で、白い布ボタンにより右脇で締める。下の裾の両側にスリットが
入っている。白長衫には刺繍は施されておらず(図 5-5-3)、男性が上着として着用す
る(図 5-5-4)。	
	
3.4.皓布 
	 皓布は、花瑶族の言葉で｢シャオガオ(孝稿)｣と称され、綿布でつくられており、刺
繍は施されていない。皓布の長さは使用者の身長に合わせ、男女で幅が異なる。女性
用は｢全皓｣と称され幅 50cm 程度であり、男性用は｢半皓｣と称され幅 25cm 程度である
[注 16]。収集した皓布は、132 点中 35 点が確認され、さらにそれらは白布皓、紅布
皓、青布皓に分けられる。それぞれ、30点、４点、１点であった。	
	
3.4.1.白布皓 
	 白布皓は、花瑶族の言葉で｢シャオディガオ(孝迪稿)｣と称され、刺繍が施されてい
ない白い綿布である。白色は、前述の通り、死者に敬意・孝行を表すとともに、生者
の悲しみを表しているという。女性の白布皓は、その一端を二つ折りにして縫い合わ
せ三角形をつくり、頭から被り踵まで垂らす(図 5-6-1)。男性の白布皓は、その一角
を麻糸で結び、その麻糸を頭に巻き固定し踵まで垂らす(図 5-6-2)。麻糸を使用する
ことは｢披麻戴孝｣といわれ、死者に対する孝行を意味する行為とされる。また、白布
皓を用いる人たちは、腰に稲の藁縄を締める。これも、麻糸と同じように死者に対す
る孝行を意味するためといわれている[注 17]。	
	
 
図5-6皓布 2017年８月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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3.4.2.紅布皓 
	 紅布皓は、花瑶族の言葉で｢シャオガオディダイ(孝稿迪逮)｣と称され、白布皓の頭
の部分に赤い綿布を縫い付けたものである(図 5-6-3)(図 5-6-4)。死者の子や孫の婚
約者、もしくは子や孫と結婚したばかりの配偶者がいる場合は、それらの人びとは、
男女を問わず、死者の子や孫と同様に、頭から白布皓と称される白い綿布を被る。た
だし、葬礼に参列する際には、その白い綿布の一端に赤い綿布を縫い付けている。そ
れは、死の穢れから婚約者などを守る行為だといわれている[注 18]。	
	
3.4.3.青布皓 
	 青布皓は、花瑶族の言葉で｢シャオガオディゴン(孝稿迪供)｣と称され、刺繍が施さ
れていない黒い綿布である。死者と同輩の人びとは、男女を問わず、頭、腕、腰のい
ずれかに、青布皓を巻く(図 5-6-5)[注 19]。当該地域においては、布の色に関して黒
を青というので、実際の色は黒である。黒色は、死者に敬意・悌行を表すとともに、
生者の悲しみを表している[注 20]。悌行とは、年長者に柔順に仕えることであり、兄
弟、長幼間の情が厚いことである。	
	 上記の孝衣や皓布などは、葬礼衣装としての役目が終わると、手ぬぐいなどとして
使われてきた。さらに古くなると、繍花靴の底に用いられる。こうして、最終的には、
大地に還元されてきた。しかしながら、近年の化学繊維は、繍花靴の素材に適さず使
い捨てされており環境問題を惹起している。	
	
４．祖先祭祀—葬礼・服喪・墓参—服飾 
	 葬礼は人生の節目であり、花瑶族の言葉で｢デグア(得呱)｣と称される。前述した
2017 年８月に虎形山瑶族郷白水洞村で行われた沈禾妹氏の葬礼を例として、葬礼衣
装の役割、葬礼次第に沿って 10の項目、送終、化稿件、装斂、戴孝、吊孝、穴掘り、
閉斂、出葬、守孝、祭祀について述べる。	
 
4.1.送終 
	 かつて、花瑶地域においては、人が高齢になり衰弱し、あるいは重篤な症状に至る
と、娘や嫁などの親族は、長生きを願いながら、皓布、孝衣、孝服などの葬礼衣装を
制作するとともに、地元の大工に棺桶をつくってもらい孝行を表現した。これらの行
為は｢沖喜｣といい、悪運をもたらす邪鬼を避けるという意味である[注 21]。棺桶は、
｢千年屋｣｢木｣｢老材｣ともいい、主として杉を素材とし、長さ 240cm、幅 60cm、高さ 70cm、
重さ 150kg 程度である。	
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	 死者の最期に、子や孫などの直系親族が側に寄り添い、遺言を受け取り、死に向か
う人から得た養育の恩に報いる。これは、｢送終｣と称され、死に目に会うことである。
特技を身につけている人は、最も重要な部分を後継者に伝える。最期を見届けること
は大事なことと認識されており、それは最後まで孝行を示すことと考えられている。
死に目に会えないのは、遺族にとって人生の大きな後悔とされる。また、遺族が、最
期を見届けてくれるかどうかは、死者の福の有無についての判断基準の一つと考えら
れている。	
	 人が亡くなった場合は、爆竹を鳴らし、死の情報を村人に伝える。また、死者の長
男は、死の情報を近くの廟に祀られている神に伝える。なお、その時は途中で他人と
話をしてはいけない[注 22]。伝えている間、他の遺族は、速やかに遺体を寝台から地
面に置いた戸板に移す。遺体を寝台に寝かし続けることを｢晾屍｣といい、霊魂は｢ド
ワン(朵汪)｣と称される先祖が住む世界に行くことができないと考えられているため
である。移した遺体は顔が見えないように、赤い寿字紋が施された黒い布をかける。
顔が見えることは不吉とされる[注 23]。出棺前まで、遺体の足元に｢茶油灯｣を灯す。
この｢茶油灯｣は、死者の足元に置くことから｢脚頭灯｣ともいう。死者の冥路の照明に
用いられると考えられており、消してはならない。できるだけ死者に苦しみを与えな
いよう、光が消えないように、茶油と灯芯に注意を払う。	
 
4.2.化稿件 
	 遺体を戸板に移すと、死者が生前に制作・使用した服装や寝台に敷いた稲藁を家の
近くで燃やす。ただし、配偶者が存命の場合は、稲藁は半分しか燃やさない。灰は、
そのまま大地に還元される。これは｢化稿件｣と称され、先祖がいる世界で使うと考え
られている[注 24]。	
 
4.3.装斂 
	 化稿件の後、現世での悩みや煩悩などを綺麗に洗い流し、来世への旅を迎えるため
に、戸板に置いた遺体を拭き清め、髪を洗う[注 25]。その後、娘と嫁[注 26]によっ
て、死者の婚礼衣装[注 27]を死装束として着用させ、棺桶に入れる。また、新しい服
装や布および土紙と称される竹の繊維からつくられた黄色の紙などを棺桶の隙間に
入れ、遺体を固定する[注 28]。これらの新しい服装や布もドワンへ携えるものと認識
されている。さらに、遺族は、別に用意した土紙を燃やした灰を新しい布袋に入れて
死者の枕として用いる。ドワンで飢えや渇きに苦しまず、豊かな生活ができるように、
死者の両手と口にそれぞれ米を７粒入れ、さらに、口には民国時代の硬貨である銀元、
もしくは銀そのものを入れる。ドワンに行く際に、汗を拭くため、左手に綿布をもた
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せ、犬を追い払うため、右手に桃樹の枝でつくった杖をもたせる[注 29]。これを｢装
斂｣という。(※死者が男性の場合、持ち方は左右反対となる。)	
 
4.4.戴孝 
	 装斂の後、死者を敬い大切にする気持ちを表すために、遺族は、死者との長幼に応
じて、孝服・孝衣・皓
布を身に着ける。こ
とを｢戴孝｣という。
これらの服飾を身に
つけてから、死者の
長男により、訃報を
親友に知らせる。こ
れを｢報喪｣という。
正しく伝わるように
報喪の間は皓布を頭
に巻く。後継ぎがな
い場合は、甥が報喪
者となる。報喪する
際に、親族の門に入ると跪き、額を地につけて拝礼し、死者が亡くなった日時、原因
などを報告し、葬礼の次第を知らせる。報喪後、すぐ戻り守霊をする。守霊とは、死
者の側に寄り添い、料理を供えるなどの行為を指す。	
 
4.5.吊孝 
	 訃報を知らせた後、実家と喪家の親戚をはじめ、配偶者の宗族の人びとは、参列者
として死者に哀悼の意を表し、喪家を訪問し、お悔やみをいう。これを｢吊孝｣または、
｢吊喪｣ともいう。参列者の服装は赤色などの鮮やかな色彩を避ける。参列者(図 5-7-
1)が来ると、死者の子や孫(図 5-7-2)は、銅鑼や太鼓など八種の楽器の演奏に伴って、
屋外にて両ひざをついて拝礼をする。次いで、死者とその配偶者の輩分を基準にして、
実家と喪家の場合、晩輩は孝衣と白布皓を、晩輩の婚約者は孝衣と紅布皓を、同輩は
青布皓を、配偶者の宗族の場合、晩輩は白布皓、同輩は青布皓を喪家からもらい身に
着ける。その後、配偶者の宗族の人びとは、｢家官｣と称される宗族の長老に従い、｢会
計係｣｢買物｣｢食事づくり｣｢墓穴掘り｣｢爆竹鳴らし｣｢葬具調整・埋葬準備｣などの役割
を分担して進める。喪家の人びとは、死者の側に付き添い、祭祀料理を供える他、吊
孝者の悔やみの挨拶に応える。	
 
図5-7屋外で参列者を迎え 2017年８月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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4.6.穴掘り 
	 花瑶族は、現在でも土葬で遺体を埋葬する。宗族の参列者は、皓布を頭、腰、腕の
いずれかに巻きつけ、穴掘りをする。穴掘り(竪穴式)は、普通、死亡の当日、４～５
人によって作業する。墓穴は｢金井｣と称され、死者の家となると考えられている。祖
先と同じ山に埋葬される場合は、年下の世代は必ず年上の世代より低いところに、同
じ世代であれば、男性と年上は左に、女性と年下は右に埋葬される。すなわち、花瑶
地域において、上と左は｢カミ｣、下と右は｢シモ｣と認識されている。穴掘りにおいて、
掘り初めの土は｢開山の土｣といわれ、分けて保管し、棺桶を埋める際に、最初に棺桶
の頭部に用いる。そうすることによって、死者の霊魂はこの地に帰依し安居できると
され、正しく行わないと、土地を奪われないように、夜になると土を投げるといわれ
ている[注 30]。墓地の方位は頭を北に置くのが良く、墓穴は長さ３m、幅１m、深さ２
m 程度である。墓穴にある石は、石といわずに宝といい、宝の多い場合は、棺桶が隠
れる程度の深さでも構わない。	
 
4.7.閉斂 
	 まだ戻っていない親族がいる場合は、棺を完全には閉めず、頭の部分に隙間を残し
ておく。特に、死者の実家の親戚が来る前に棺を閉めてはいけない。なぜならば、死
装束を改め、死者に最後の尊厳を与えるとともに実家の親戚に敬意を表すためである。
遺族は、哀号する際に、涙を遺体や死装束に落としてはいけない。その涙は遺族の悲
しみでもあり、かつ陽気が満ちたものであるので、遺体や死装束に落としてしまえば、
詐屍(遺体が一時的に復活すること)になる可能性があるといわれている[注 31]。直
系親族全員が揃った後、自分の肌着から心臓を模した形の布を切り取り、それを年上
から順に死者の胸に置き、さらに、閉斂と称される棺を閉める儀式を行う[注 32]。	
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4.8.出葬 
	 棺桶を墓地まで送り出すことは、当該地域では出葬という。かつては、出葬の際は
吉日の選択をせず、亡くなった日の翌朝、実家・喪家・宗族によって出棺した。出棺
の際に、宗族の子どもは花輪(図 5-8-1)をもち、道を案内する。喪に服している遺族
(図 5-8-2)は、該当する葬礼衣装を身につけ行列し、天気に関わらず、素足のままで
棺桶の先を歩き、哀号しながら三歩毎に一回振り返り、九歩毎に一回膝をつき拝礼を
する。これは、養育恩に報いる孝行を表す行為である。その際に、長男は棺の先に霊
位と称される位牌をもって道案内をする。宗族の男性は、10人一組で棺桶(図 5-8-3)
を担ぎ、棺桶の前後にそれぞれ４人つき、棺をもち上げ、1人は棺の前で進行を司り、
1 人は棺の後ろで全体に目を配る。必ず死者の足側を進行方向に向け、棺桶を途中で
置いたり休んだりしてはいけない。また、棺桶へ米を撒き、紙銭を散らす。これは、
近づいてくる｢孤魂｣｢野鬼｣が棺桶に取り付かないようにするためであるという。宗族
の人をはじめ、村人は、棺桶の後ろに行列し墓地まで送る。墓地に到着すると、参列
者たちは、身につけた皓布(図 5-9-1)を外し、晦気(穢れ)を除くため、抬杠(図 5-9-
2)[注 33]に３回巻きつける(図 5-9-3)。その後、直系親族が用いた白布皓を三日間頭
に巻くが、青布皓と孝衣は家に戻るまで身につけ、女性が用いた孝服は喪に服す３年
間用いられる。埋葬した夜から、死者の霊魂をドワンへ順調に送り届けるために祈祷
師である｢バメイ(巴魅)｣によって、二泊三日の間、法事が行われる。これを送卯とい
い、花瑶族の言葉で｢シュガディエ(守嘎喋)｣と称される。現世において善をすればド
ワンにて人間に生まれ変わるが、悪をすれば｢テェフ(忒府)｣と称される地獄に陥ち、
牛や馬などに生まれ変わると信じられてきた[注 34]。	
 
図5-8出葬 2017年８月に虎形山瑶族郷で筆者撮影 
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4.9.守孝 
	 埋葬が終わると、前述した通り喪家の晩輩の女性のみが、３年間、白と黒を基調と
した孝服を着用し喪に服す。これを｢守孝｣という。晩輩の男性は特に孝服はないが、
喪に服す期間、宴会などにおいては、社会的地位によらず上座を避ける。同輩以上の
人びとは、喪に服さない。	
 
4.10.祭祀 
	 当該地域では、毎年亡くなった人を墓地で祭祀する。この祭祀は、正月祭祀、｢グア
シャ(掛社)｣｢グアツアン(掛昌)｣の三種類に分けられる。	
	 正月祭祀は、喪に服す３年間、春節の午前、実家と喪家の人びとが死者の長男の家
に集まり、葬式の時と同様に該当する葬礼衣装を身につけ墓参りをすることである。
特に３年目は盛大に行う[注 36]。	
 
図5-9皓布の巻きつけ 虎形山瑶族郷で劉啓後撮影[注35] 
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	 グアシャとは、喪に服す３年間、正月祭祀に加えて立春から春分の間に実家と喪家
の人びとが葬式と同様に該当する葬礼衣装を身に着けて行う祖先祭祀である(図 5-
10)。その際、皓布は、頭から被り踵まで垂らすのでなく、頭に巻いておく。また、｢シ
ャ(社)｣(図 5-10-1)と呼ばれる色とりどりの長方形の紙を切って２つを作り、２本の
葉を取った笹にそれぞれ掛けて飾り墓の脚部に挿す。２つのシャは、それぞれ遺族の
男性と女性を表すものである。死者が未婚者の場合、もしくは結婚しても子孫がいな
い場合は、シャは１つだけ墓の脚部に挿す[注 38]。	
	 グアツアンとは、死後３年以降、毎年旧暦３月に、年中行事として行う先祖祭祀で
あり、漢族の清明節に当たる。漢族の清明節と同様、墓参りが主たる内容である。そ
の際の衣服は日常服で、子孫は墓の清掃や墓へ土を追加したり、お香と紙銭を燃やし
たりする。漢族の清明節と異なるのは、家族が｢皮紙｣を墓の脚部に挿すことである。
皮紙を挿す位置は、家族が男性の場合は左に、女性の場合は右に、左側の男性の皮紙
は、右側の女性のものより高くする。墓の脚部に挿すのは、墳墓の気[注 39]を傷つけ
ないようにするためであり、また、孝行と尊敬の意を表すためである。	
	
５．考察 
	 以上、花瑶族の葬礼・守孝・祭祀において、陰陽衣・孝服・孝衣・皓布などの葬礼
衣装の制作・使用を通して、個人・家族・宗族がどのように関わっていたのかを概観
してきた。本章においては、葬礼衣装を通したさまざまな関わりを手がかりに、その
社会的役割を考察・抽出する。	
(１)死者と生者の絆づくりに寄与する葬礼衣装	 	
 
図5-10沈詩永氏死後３年目の掛社 2013年２月に虎形山瑶族郷で劉啓後撮影[注37] 
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	 いずれの民族にとっても、死は、大きな課題である。花瑶族にとって、死は単に没
することでなく、ドワンと称される先祖のいる世界に行くことと信じられてきた。ま
た、花瑶族の人びとは、現世で善をすれば人間に生まれ変わるが、悪をすれば動物に
なるとの観念を有している。このことは、換言すれば、人間の生と死は、世の中に何
かが新たに増加したり減少することでなく、それまで存在していたものが別の形に姿
を変えることである。人間も、大自然のリズムのなかで、形態を変えて循環していく
ことを意味している。こういった死生観は、死に対する悲しみを和らげることにもつ
ながると考えられる。	
	 上記の死生観を合わせて葬式における納棺の際、生者は、自らの肌着から心臓の形
を模した布を切り取り、死者の胸の上に年長の者から順に置いていく。生者は、その
肌着を日常的に着用する。このことを通して死者は生者の心のなかで生き続ける。ま
た、ドワンに辿りついた死者は、切り取った布から生者の体の匂いを確認し、生者の
平安・健康と立身・出世を加護すると考えられてきた。この葬礼における肌着は陰陽
衣と称され、まさに陰間にいる死者と陽間にいる生者と繋ぐ媒体として重要な役割を
果たしてきたといえよう。	
(２)家族の連帯の強化に寄与する葬礼衣装	
	 死に向かう者の最期に当たって、娘や息子の嫁は、健康で長生きをするように願い
を込めて、孝服・孝衣・皓布などの葬礼衣装を制作し孝行を表現する。また、死者に
哀悼の意を表すために、死者の晩輩は、男女を問わず白布皓と称される白い綿布を頭
から被り踵まで垂らし、それに加え、孝衣と称される白い長着を着用する。女性の場
合は、白布皓と孝衣に加え、その下に白と黒を基調とした孝服を着用する。死者の同
輩は、男女を問わず、頭、腕、腰のいずれかに青布皓と称される黒い綿布を巻く。こ
れらの葬礼衣装は、葬式だけでなく、死後三年間、グアシャと称される祖先祭祀の際
にも用いられる。特に、孝服は、死後三年間、日常的にも着用される。	
	 上記の葬礼衣装に関する所作に関して注目されるのは、死者の最期に、孝服・孝衣・
皓布を制作することである。これは、死に向かう者から授かった養育恩に報いること
によって、ドワンという異界へ行こうとする人を引き止める気持ちを表していると考
えられる。死後は、哀悼の意を表すために、死者より年下の世代の者は孝服(女性の
み)・孝衣・白布皓を身につけ、死者と同世代の者は青布皓のみを身につける。このよ
うに、死者より年下の世代の者に対しては服装が厳格であり、死者と同世代になると
制約が緩やかになっている。こうした葬礼における服装の世代毎の厳格さには、この
養育恩の有無が強く反映されているといえよう。それは、死者より上の世代は喪に服
さず、孝服を着用しないことからもうかがえる。このように、葬礼衣装の制作と使用
を通して、養育恩による家族の連帯感を強める役割を果たしている。	
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(３)	家族集団の絆づくりに寄与する葬礼衣装	
	 花瑶族は、中国のなかでは極めて人口の少ない少数民族であり、かつては異族との
戦いを繰り広げてきた歴史を有している。また、平均海抜 1350m もの高寒地域という
厳しい自然条件の下で生き抜いていくために、個人や家族の力だけでなく、団結しよ
り大きな集団を形成しなければならなかった。こうして、花瑶族の父系の同姓家族に
よる宗族という社会システムが形成されてきたと考えられる。また、強い血縁関係の
なかで、秩序を維持する方法として祖先崇拝の観念が育まれてきたのであろう。祖先
崇拝とは、父が偉く、祖父はそれよりも偉かったといったように、子孫が上の世代の
人びとを記憶することになる。優れた祖先をもつことから自分たちも偉くて正しいと
考える。このように同じ宗族の人びとは団結し、共通の利害をもち、助け合いながら
生活をしてきた。	
	 また、婚姻関係は、男女個人のことだけでなく、男性側と女性側という両家の結び
でもある。両家はそれぞれの家族成員の人生儀礼やさまざまなお祝いに参加しあう。
このように、婚姻関係によって、両家が密接に関わり家族同士として結びつく。	
	 宗族や実家との関係のなかで、死の悲しみは、個人や個々の家のことのみならず、
実家・喪家・宗族などの家族集団で共有される。それゆえ、葬礼においては、喪家の
家族が中心とはならず、同じ集落に居住している父系の同姓家族が葬礼の実務を取り
仕切り、実家が手伝ってきたのである。	
	 実家・喪家・宗族などの家族集団の合力が葬礼の中心となって、喪家に対し、家族
集団の一員であることを示し、喪家は、家族集団に恩を感じることで相互関係ができ
る。葬礼に参加する家族集団の人びとは、死者との関係、つまり、長幼の序に応じて、
着用する服飾が規定されていた。これらの葬礼衣装の使い分けを通して、家族集団の
長幼の序を表すとともに、伝統社会の基本構造としての家族集団の観念を強固にする。
このように、葬礼衣装は家族集団の絆づくりや伝統的社会秩序を構築する基礎の役割
を担ってきたと考えられる。	
	
６．おわりに 
	 本章においては、中国湖南省隆回県における花瑶族の葬礼にみられる服飾を取り上
げ、服飾を通した個人・家族・宗族との関わりに内包された社会的役割を考察してき
た。得られた知見を総括すると以下の通りである。	
(１)陰陽衣を通して、死者は生者の心に生き続け、生者は死者に見守られて生きてゆ
く。このように、陰陽衣は花瑶族の死生観を表しながら、陰間にいる死者と陽間
にいる生者とつなぐ役割を果たしてきた。	
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(２)孝服・孝衣・皓布の制作と使用を通して親や年長者に敬い大切にする孝悌の心を
表し、養育恩に報いる他に、家族連帯を強化する役割を担った。	
(３)実家・喪家・宗族などの家族集団において、葬礼衣装は、死者との輩分によって
使い分けており、世代・長幼の序列を表すとともに、伝統社会の基本構造として
の家族集団の観念を強固にする。このように、葬礼衣装は家族集団を結びつく基
礎の役割を有すると考えられる。	
	 しかしながら、改革開放(1978 年)以降は都市化が進み、大きな経済発展を遂げ、現
金収入を求めて多くの若者が都市へ流出している。葬礼衣装は徐々に軽装化・簡略化
するとともに、そこに内包された社会的役割などは蔑ろにされる傾向にある。葬礼衣
装によって形成されてきた個人・家族・宗族との結びつきが疎遠になり、親族をはじ
め、他人に対する親愛の情、優しさ、思いやりなどへの影響を無視できず、社会規範・
秩序が崩れつつある。	
	 本章で概観してきた葬礼衣装が担ってきた社会的役割を過去のものでなく、現代に
生かしていくことこそが、当該地域においての人間関係・家族関係・社会関係づくり、
すなわち内発的地域振興の重要な手段のひとつであると考えられる。	
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20）前掲 12	
21）2016 年９月９日、虎形山瑶族郷虎形山村で、沈未妹氏(花瑶族の女性、服飾制作
者、1940 年生まれ)への聞き取り調査による。	
22）2017 年８月 23日、虎形山瑶族郷白水洞村で、奉族清氏(沈禾妹氏の長男、1950 年
生まれ)への聞き取り調査による。	
23～24）前掲 12	
25）2017 年８月 23 日、虎形山瑶族郷白水洞村で、歩賢妹氏(沈禾妹氏の長男の嫁、
1953 年生まれ)への聞き取り調査による。	
26）死者が女性の場合は女性が湯灌を行う。	
27）	阮将軍、植田憲：中国湖南省隆回県における花瑶族女性の婚礼衣装の文化的特
質：内発的地域活性化に向けた花瑶族の服飾文化の再認識(２)、デザイン学研
究(JSSD)	
28）2017 年８月 23日、虎形山瑶族郷白水洞村で、奉娟花氏(沈禾妹氏の孫娘、1981 年
生まれ)への聞き取り調査による。	
29）前掲 12	
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30～31）2016 年 11 年 21 日、インターネットで回楚佳氏(花瑤族、男性、画家、1971
年生まれ)への聞き取り調査よる。	
32）前掲 14	
33）抬杠とは、出棺する際に、棺桶をその両側に挟み担ぐ木棒である。	
34）2016 年 8 月 23 日、虎形山瑶族郷青山坳村で楊廷昌氏(花瑤族、男性、薬草師、
1964 年生まれ)への聞き取り調査より。	
35）老後(原名：劉啓後)：神秘的な花瑶―山奥の原生集落を探訪、湖南美術出版社、
2007、P.78	
36）2016 年 9 月 10 日、虎形山瑶族郷崇木凼村で沈修勇氏(花瑶族、男性、村秘書、
1976 年生まれ)への聞き取り調査よる。	
37）前掲 34	
38）前掲 12	
39）古代中国の道家思想『荘子』によると、世界において顕らしい状態のエネルギー
は｢精｣と称され、それが昇華されと｢気｣になる。｢気｣は人間の目、耳、鼻、口な
どの感覚器官を通して心物になる。普通、心物は人間の喜怒哀楽に左右され主観
性が高いものである。ものの本質をみつけるために、自分を捨てなければならな
い。自分を捨てるために、座禅や瞑想などの修行が必要である。人間を通さなけ
れば、万物斉同であり、すなわち世界のすべてのものは等しいである。人間が修
行をして直接に｢気｣を感じたものは｢神(こころ)｣という。すなわち｢精｣｢気｣｢神｣
世界の異なる状態のエネルギーである。	
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第六章：終章 
 
【要旨】本章は、現地調査や環境整備および内発的服飾文化を活用する活動を通して
花瑶族の服飾に表出された生活文化の大切さを認識しつつあり、また、アンケート調
査を通してその認識を把握するとともに、今後、当該地域の人びとが目指すべき生活
のあり方を導出することを目的としたものである。その結果、以下の知見を得た。	
(１)花瑶族の服飾に表出された生活文化は、多くの人びとに知られており、また、
「とても魅力的に感じていた」と答えた。(２)現代の服飾は化学繊維や化学染料を素
材としており、機械で生産されるようになり、伝統的服飾を着用しなくなる傾向に対
して、多くの人びとは縣念を示している。(３)今後、当該地域の人びとともに自然素
材を栽培・加工・活用すること、挑花服飾の持つ生活文化を地元の学校教育に取り組
むことなどを通して内発的地域振興方策を提案した。	
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終章—１：内発的に服飾文化を活用する活動 
１．はじめに 
花瑶族の伝統的服飾文化を調べ、千葉大学において伝統文化を活用する地域振興
の理念や方法を学んだことをもとに、2015 年 4月、木綿や苧麻および植物染料など
の自然素材を活用し自然環境を守ろうと花瑶地域に提言した。	
地域の人々は興味を示し、それらの人々と活動を開始した。知識の限られた彼ら
に自分の理想や進め方を披歴、また作業の手本を示すなど積極的にかかわり、染色
においては一例としてクチナシを用い黄色の綿布を仕上げた。	
目的とするものは曲りなりにもできたことから、自分としては苦労の甲斐ありと
理解した。	
しばらくして第 2回目を始めたが、前回ほどの協力者は現れず、また思ったほど
の進捗も得られなかった。	
詳細は割愛するが、内発的地域振興を目指していたのが、いつの間にか彼らを指
導するとの視点になっていたのであろう、また出来上がった製品も製作に手間がか
かるうえ、色落ちしやすく、長持ちしないとの不満も出た。	
どこにおいても自然環境を守ることが絶対善であるとの認識にとらわれ、自分が彼
らを導くのだとの独善に陥っていたことに気付いた。	
内発的地域振興とは自分ひとりで、かつ頭の中でできるものではなく花瑶族と同じ
視点を持ち、問題点を共有しながら進めていかなければ賛同、協力など得られない
ことを痛切に感じた。第一回目の試行は失敗に終わった。	
前回の経験を経て 2016 年８月、花瑶地域における槐花山集落の人びととともに川
や山を綺麗にする環境整備を始めた。それを通して、廃棄された化学繊維が水や山
を汚しており、自然素材を活用した資源循環型生活の考え方が受け入れられはじめ
た。	
2017 年５月に、白水洞村の出身で観光ガイドである鄒柳蘭氏に対し、日本の綿種を
提供し、彼女は自分の村で、それを植え・収穫した。鄒柳蘭氏から、これを契機
に、今後も木綿を植えることを広めていく活動を続け、さらには機織りを復活した
いとの提案があった。同年８月に、筆者は、花瑶地域にて再度、草木染体験ワーク
ショップを行った。ここにおいて地域内外の多くの人びとが自発的に参加するよう
になり、自から手で染めた綿布を利用し、テーブルカバーや枕およびコースターな
どをつくり、使用し始め、また、一部ではあるが家庭用品を開発し販売する人も現
れた。	
2018 年５月、白水洞村において 12戸の人びとが自発的に木綿や植物染料を植え、
それを伝統的服飾に活用し、さらには刺繍紋様を自然素材で作った家庭用品に活用
するようになっている。	
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振り返って、2012 年 7月から花瑶地域への調査研究を開始、この地域の伝統文化を
内発的地域振興に結び付けたいとの思いで進んできた。当初の大きな失敗を糧に 6
年を経てやっと第一歩を踏み出せたと思う。	
	
２．自然素材の活用 
槐花山集落の環境整備を通して、当該地域において表 6-1 に示したように自然素材
を活用する実践活動を行っている。	
表 6-1 自然素材を活用する実践活動 
場所	 時期	 内容	
花	
瑶	
地	
域	
2017/5〜10	
白水洞村の出身で観光ガイドの仕事をしている鄒柳蘭氏か
ら相談を受け、筆者は日本の綿種を提供し、彼女は自分の村
で、木綿を植え・収穫した（図 6-1）。鄒柳蘭氏はこれをき
っかけにして、今後も木綿を植えることを広めていく活動を
続け、さらには機織りを復活したいと述べている。	
2017/8〜9	
槐花山・沈家湾・草原・白水洞村において、花瑶地域内外の
人びととともに、当該地域の植物染料を採集し、染液をつく
り、草木染を実践した（図 6-2）。	
2017/9〜11	
「民宿・郷村印記」の観光客とともに植物染色ワークショッ
プを行った。染色した綿布を活用し「民宿・郷村印記」のテ
ーブルカバーをつくった（図 6-3）。広州屋里布衣と連携し、
自然素材を活用した生活用品を開発した（伝統的衣服・マフ
ラ・ハンカチ・カーテン）（図 6-4）。	
2018/5〜	
草原村における小学校のカーテンをつくるために、地元の
人びとは、30kg の染料を購入し、幅 1.6m、長さ 300m の綿
布を染めた（図 6-5）。白水洞村における「民宿・郷村印
記」と連携し、観光客を受け入れ、植物染料・木綿・苧麻
の栽培・採集、また、糸紡ぎ・機織り、染色体験ワークシ
ョップを行い、当該地域の人びと向けの服飾・マフラ・ハ
ンカチ・カーテン・茶席・枕などの日常用品を制作してい
る。	
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図 6-1 木綿を植える 2017 年水洞村で鄒柳蘭氏撮影・提供 
 
図 6-2 草木染体験ワークショップ 2017 年花瑶地域で筆者撮影 
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図 6-3 草木染の布を活用した日常用品 李春氏と陸顕中氏撮影・提供 
 
図 6-4 自然素材を活用した生活用品 2017 年広州で李平氏撮影・提供 
126  
 
３．おわりに 
環境整備や自然素材を活用する実践活動によって、人びとはこれまで重視してこ
なかった伝統的服飾文化を再認識しつつある。	
(１)花瑶族の槐花山集落と白水洞村においては、化学繊維素材の衣服が、山や川に捨
てられ、川や井戸の水も飲料水や洗濯には使用できないようになったことを問題
視するようになった。	
(２)服飾の素材が、天然素材から既成の化学繊維に変わったことについて、生地が丈
夫で色が鮮やか落ちしにくく、値段も安くなっているが、身体や肌になじむ柔ら
かさなどが失われたと語っている。それとともに、自然素材の採集・加工技術が、
若い世代に継承されていないことについて、残念であると述べている。	
(３)衣服の制作の伝習を通じた世代間の交流や、誕生式や婚礼、年中行事を通した地
域内、周辺村落の人々とのつきあいも希薄になり、人情味のこもったかつての生
活と現在の生活との間の大きな変化を感じるといった声も聞かれた。自然を資源
とする農耕や狩猟、衣服や生活用具の制作などは、苦労は多いが、家庭内や地域
の人々との交流の楽しみと感じられ、自給自足の生活を懐かしむ心情も強く感じ
られた。	
	
 
図 6-5 草原小学校のカーテンづくり 2018 年水洞村で楊芙蓉氏撮影・提供 
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終章—２：服飾文化に対する認識 
１．はじめに 
1.1 背景と目的 
中国湖南省隆回県の北西部に居住している花瑶族は、木綿・苧麻などを服飾の素材
としてきた。また、周囲に存在する植物から染料を見出し、糸や布を染め、これら自
然素材でつくられた服飾に挑花と呼ばれる鮮やかなクロスステッチを施していた。	
しかしながら、現代社会において工業化が急速に進み、化学繊維・化学染料の使用
により、自然素材の栽培・加工技術を失うとともに自然環境に大きな負荷を与えてい
るのみならず、伝統的服飾文化も徐々に忘れられている。	
本節は、第２〜５章における現地調査や「終章—1」に行った服飾文化を活用する活
動を通して、伝統的服飾文化に対する人びとの認識、伝統的服飾との関わりなどを明
らかにしたものである。	
	
1.2.調査方法 
現代において花瑶族の服飾文化に関する認識と観念の実態を探るにあたって図 6-6
のようなアンケートを行った。調査内容は、以下の通りである。	
	
(１)問１	 				被調査対象の基本情報	
(２)問２〜７	 伝統的服飾文化に対する認識度	 	
 
図 6-6 挑花服飾文化に対するアンケート調査用紙 筆者作成 
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(３)問８	 	 		服飾との関わり	 	
(４)問９〜10	 今後、挑花服飾文化を活用する内発的地域振興の提案	
 
服飾文化に対する認識度は、被調査者の民族・性別・居住地域によって異なること
が予想される。そこで、本調査においては、被調査者の民族を花瑶族と非花瑶族に、
性別を女性と男性に、居住地域を花瑶地域と非花瑶地域に設定した。また、被調査者
の年齢層を10代・20代・30〜40代・50〜60代・70代以上の５つに区分した。被調査者
の民族、年齢、性別、居住地域という４つの属性から人員構成を示すと、表6-2のよう
である。	
なお、50代以上の人びとはインターネットを利用することが少ないため、当該地域の
若者に調査を依頼した。本調査は 2018 年 4 月 17 日から 23 日にかけて実施し、すべ
ての人から回答を得た。	
 
２．服飾文化に対する認識度 
2.1.服飾にみられた資源循環型の生活に対する認識 
問2-1.以下の伝統的服飾文化を知っていますか。	
伝統的服飾が木綿や麻および植物染料を素材とし、次の世代まで利用され、古く
なったらおしめなどに転用され、使用に耐えられなくなると切り外し糊をつけ乾燥
後靴底の素材とされ、最終的に自然に還元された。	
表 6-2 調査対象者の属性 
年齢	
花瑶族	
(女/男)	
非花瑶族	
(女/男)	
花瑶地域居住	
(女/男)	
非花瑶地域居住	
(女/男)	
10〜19 歳	 7/0	 4/0	 9/0	 2/0	
20〜29 歳	 16/3	 23/4	 27/4	 12/3	
30〜49 歳	 14/15	 39/24	 19/18	 34/21	
50〜69 歳	 22/6	 1/3	 22/7	 1/2	
70 歳以上	 6/13	 0/0	 6/13	 0/0	
計	
65/37	 67/31	 83/42	 49/26	
102	 98	 125	 75	
※合計	 女性	 132 人	 男性	 68 人	
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問2-2.上述の服飾を通して形成された資源循環型の生活文化についてどう思いま
すか。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
 
図 6-7 服飾にみられた資源循環型の生活に対する認知度 
 
図 6-8 服飾を通した資源循環型生活に対する評価 
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2.2.服飾の制作に対する認識 
問3-1.以下の伝統的服飾文化を知っていますか。	
花瑶族の女性は昼間、木下や大石の上で村人と交流しながら刺繍技術や杯嘎喲打
子花などの紋様の意味を共有し、夜間、母親や祖母と火塘を囲んで刺繍を通して互
いの温もりと連帯感を共有した。	
	
問3-2.コミュニケーションのなかで刺繍技術向上・人間関係づくりについてどう
思いますか。	
	
2.3.服飾の使用に対する認識 
問4-1.以下の伝統的服飾文化を知っていますか。	
花瑶族の女性が「討念拜」「討寮皈」といった年中行事に参加するにあたって、
よい出会いを求め日頃から刺繍技術に磨きをかけ、当日、男性が綺麗な服飾を着用
している女性と出会って、山歌を通して愛する気持ちを伝えた。	
 
図 6-9 服飾制作を通したコミュニケーションに対する認知度 
 
図 6-10 コミュニケーションのなかでの刺繍技術向上・人間関係づくりに対する評価 
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問4-2.服飾の使用によって地域コミュニケーションを促進する生活文化について
どう思いますか。	
 
2.4.服飾を通した婚姻・家族関係の維持・継続に対する認識 
問5-1.以下の伝統的服飾文化を知っていますか。	
婚約してから男女両家の力を合わせ女性の婚礼衣装を制作し、結婚当日、婚礼衣装
の着用が男女 2人だけでなく、両家の婚姻関係の結びを象徴し、その後、同郷の花嫁
 
図 6-11 年中行事における服飾使用に対する認知度 
 
図 6-12 服飾の使用によって地域コミュニケーションを促進する生活文化対する評価 
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も幸せな生活が送れるように自身の婚礼衣装を着用し花嫁を送り届け、死後、先祖の
いる世界に行っても婚姻関係を永続するために婚礼衣装を着用した。	
	
問5-2.婚礼衣装による家族関係、婚姻観・死生観などの生活文化についてどう思
いますか。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
 
図 6-13 婚礼衣装に対する認知度 
 
図 6-14 婚礼衣装による家族関係、婚姻観・死生観などの生活文化に対する評価 
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2.5.伝統的服飾文化の今後に対する認識 
問６.上述（問２〜５）の自然・人・社会と密接に関わった服飾は、今後、伝承し
続ける必要がありますか？問６に対して、図6-15のように答えた。	
 
2.6.服飾の現状に対する認識 
問7-1.花瑶族の服飾文化の現状を知っていますか。	
現代の挑花服飾は化学繊維や科学染料を服飾素材とし、若者が挑花刺繍に関心を持
たず、機械で生産されるようになり、伝統的挑花服飾を着用しなくなる傾向にある。	
	
	
 
図 6-15 服飾文化を伝承し続ける必要性 
 
図 6-16 服飾の現状に対する認識 
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問7-2.花瑶族の服飾文化の現状についてどう思いますか。問7-2に対して、図6-17
のように答えた。	
	
上記の数字に示したように、花地域内外の人びとは、伝統的服飾により形成された
生活文化を好ましいと感じており、服飾文化の現状に対して心配していることがわか
った。この認識は、服飾文化についての現地調査やそれを活用する地域振興活動によ
り、潜在化している服飾文化を再構築する際の肯定的な動機となる。	
	
３．服飾との関わり 
	 問８.服飾の制作経験と着用経験、また、それぞれの頻度や完全な服飾が制作でき
るかどうかについて調査した。制作経験と頻度の調査対象は花瑶族の女性のみである。
着用経験と頻度の調査対象は花瑶族の女性と男性である。頻度について、経験がある
人のみに答えてもらった。完全な服飾が制作できるかどうかについて、服飾の制作経
験がある人のみに答えてもらった。		
	
3.1.挑花刺繍の経験 
	
表 6-3 花瑶族の女性の挑花刺繍の経験 
年齢	
経験	 	 	 	
10〜19 歳	 20〜29 歳	 30〜49 歳	 40〜69 歳	 70 歳以上	
挑花経験有	 ５人	 12 人	 11 人	 22 人	 ６人	
被調査対象	 ７人	 16 人	 14 人	 22 人	 ６人	
経験有の比率	 71%	 75%	 79%	 100%	 100%	
 
 
図 6-17 服飾文化の現状に対する認識 
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3.2.挑花頻度と年齢別  
	
3.3.伝統的服飾の着用経験 
 
	
	
	
	
	
	
	
表 6-4 女性の着用経験 
	 	 	 	 年齢	
経験	
10〜19 歳	 20〜29 歳	 30〜49 歳	 50〜69 歳	 70 歳以上	
着用経験有	 ７人	 15 人	 13 人	 22 人	 ６人	
被調査対象	 ７人	 16 人	 14 人	 22 人	 ６人	
経験有の比率	 100%	 94%	 93%	 100%	 100%	
 
表 6-5 男性の着用経験 
	 	 	 	 年齢	
経験	
10〜19 歳	 20〜29 歳	 30〜49 歳	 50〜69 歳	 70 歳以上	
着用経験有	 ０人	 ３人	 11 人	 １人	 ０人	
被調査対象	 ０人	 ３人	 15 人	 ６人	 13 人	
経験有の比率	 0%	 100%	 73%	 17%	 0%	
 
 
図 6-18 挑花頻度と年齢別 
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3.4.伝統的服飾の着用頻度 
 
	
これらの数字から、50代を境目として、それ以下の女性は、挑花刺繍をする頻度と
伝統的服飾を着用する頻度が低いことがわかった。その理由は、中学を卒業後の進学
や都市部への仕事で地域外に出ており、服飾を制作・使用する機会を失ったと推測さ
れる。それ以上の年齢の女性は、地域に残っている人が多く、子や孫の嫁への結納品
である服飾を準備・制作するために、また、50代以上の女性は慣習的に伝統的服飾を
着用する人も多い。	
	
４．服飾文化を活用する内発的地域振興に対する認識 
	 問９.今後、挑花服飾文化の伝承と活用について以下の提案から適切と思うものを
選んでください。	
(１)自然環境の保持といった持続可能な生活の場を継承するために、木綿や麻およ
び植物染料をつかってみる。	
(２)自然素材の栽培技術を復活するために、可能な集落で木綿や麻および植物染料
を植えてみる。	
(３)自然素材の加工技術を復活するために、興味・関心がある人を集めて集落や学
校で然素材の加工体験を行なってみる。	
表 6-6 女性の着用頻度 
	 						年齢	
頻度	
10〜19 歳	
着用/総数/(比率)	
20〜29 歳	
着用/総数/(比率)	
30〜49 歳	
着用/総数/(比率)	
50〜69 歳	
着用/総数/(比率)	
70 歳以上	
着用/総数/(比率)	
数回しかない	 1/7(14%)	 1/16(6%)	 4/14(29%)	 0/22(0%)	 0/6(0%)	
年に数回	 6/7(86%)	 10/16(63%)	 4/14(29%)	 0/22(0%)	 0/6(0%)	
月に数回	 0/7(0%)	 2/16(13%)	 2/14(14%)	 0/22(0%)	 0/6(0%)	
週に数回	 0/7(0%)	 2/16(13%)	 2/14(14%)	 1/22(5%)	 0/6(0%)	
ほぼ毎日	 0/7(0%)	 0/16(0%)	 1/14(7%)	 21/22(95%)	 6/6(100%)	
 
表 6-7 男性の着用頻度 
	 				年齢	
頻度	
10〜19 歳	
着用/総数/(比率)	
20〜29 歳	
着用/総数/(比率)	
30〜49 歳	
着用/総数/(比率)	
50〜69 歳	
着用/総数/(比率)	
70 歳以上	
着用/総数/(比率)	
数回しかない	 0/0(0%)	 1/3(33%)	 8/15(53%)	 1/6(17%)	 0/13(0%)	
年に数回	 0/0(0%)	 0/3(0%)	 2/15(13%)	 0/6(0%)	 0/13(0%)	
月に数回	 0/0(0%)	 2/3(67%)	 0/15(0%)	 0/6(0%)	 0/13(0%)	
週に数回	 0/0(0%)	 0/3(0%)	 0/15(0%)	 0/6(0%)	 0/13(0%)	
ほぼ毎日	 0/0(0%)	 0/3(0%)	 1/15(7%)	 0/6(0%)	 0/13(0%)	
 
137  
(４)自分の手で育てた自然素材を加工した糸や布を植物染料で染めて、挑花刺繍を
加え、服飾をはじめ、カーテン、布団、枕のカバー、風呂敷、買い物袋、マフ
ラーなどの日用品をつくってみる。	
(５)WeChat などのマスコミを利用し地域の生活文化の魅力を発信し、良いものを販
売してみる。	
(６)自然素材の栽培・加工を旅行の体験コースとして地域外の人々と伝統的挑花服
飾文化を共有してみる。	
(７)伝統的挑花服飾文化を地域内外の人びとと共有できるように、記録映画をつく
ってみよう。	
図 6-19 が示しているように、以上の提案はいずれも過半数の人びとに選ばれた。
そのなかでは、(１)自然素材の使用が 79％、(２)自然素材の栽培が 65％、(３)自然
素材の加工が 61％、(４)自然素材の活用が 68％、(５)自然素材を活用した製品の販
売 65％、(６)自然素材の栽培・加工・活用と観光との結びが 68％、(７)挑花服飾文
化に基づいた民俗記録映画 76％であった。	
また、問 10.挑花服飾文化を活用する地域振興方策についての意見やコメントを一
部挙げると以下のようである。	
(１)現在使われている化学繊維は生地が丈夫で長持ちしますが、身体や肌になじむ
柔らかさが足りない。	
(２)化学染料が使われている化学繊維は色が鮮やかで、洗っても色落ちしにくくな
るが、時間とともに変化する美しさが現れない。	
(３)現在使われている化学繊維は生地の縦糸と横糸がはっきりみえるため刺繍しや
すいが、自然素材に現れた個性や自由度が見えなくなる。	
(４)現在使われている化学繊維は値段が安く、使い捨てられ、ものに対する慈しむ
心を失うとともに、自然に還元できず、ゴミが積み重ねって環境問題を引き起
している。	
 
図 6-19 服飾文化を活用する内発的地域振興の提案 
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(５)化学繊維に変えて木綿や苧麻などの自然素材の栽培・加工技術が失われ残念で
ある。	
(６)挑花服飾文化を次世代に伝えるために、地元の学校で共有し、また、花瑶族の
魅力を地域外に発信するために、地元のガイドに共有してもらってもよいでし
ょうか。	
	
５．おわりに 
	 本節においては、アンケート調査を通して、これまで中国湖南省隆回県における
花瑶族の人びととともに服飾文化に対する認識を把握した。結果を総括すると以下
の通りである。	
(１)花瑶族の服飾文化に対して、花瑶族および花瑶地域の非花瑶族が約６割以上知
っていたた。	
(２)花瑶族の服飾文化に対して、多くの花瑶地域内外の人びとが、とても魅力的に
感じていた。	
(３)化学繊維・化学染料が用いられ、環境問題を引き起し、機械生産するようにな
って、制作技術が失われてゆく現状に対して、花瑶地域内外の多くの人びと
が、とても心配している。それゆえ、自然・人・社会と密接に関わる伝統的服
飾文化は、今後とも伝承し続ける必要があると認識している。	
(４)①自然素材の使用、②自然素材の栽培、③自然素材の加工、④自然素材の活用、
⑤自然素材を活用した製品開発と販売、⑥自然素材の栽培・加工・活用と観光と
の結び、⑦挑花服飾文化に基づいた民俗記録映画、などの予備提案はそれぞれ過
半数の人びとの賛同を得た。	
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終章—３：服飾文化を活用する地域振興 
１．はじめに 
	 2017 年 10 月 18 日から 10 月 24 日まで、中国共産党第 19 回全国人民代表大会は北
京で開催された。同会において、初めて郷村振興戦略が提出された。その後、中央経
済工作会議は郷村振興戦略の実施を重点業務として手配し、中央農村工作会議は郷村
振興戦略に焦点を当て、有効な郷村振興戦略実施の目標任務、原則、手段と重要な措
置を打ち出した。郷村振興戦略の実施は、郷風文明、豊かな生活という全体要求によ
り、環境に配慮した住みやすい村、安心して暮らすことのできる美しい故郷をつくり
あげることである。	
	 上記の戦略と「終章—2」に把握した服飾文化に対する当該地域の人びとの認識を
合わせて、以下の内発的地域振興方策を提案・実践する。	
	
２．内発的地域振興方策 
2.1.方策一：子供を中心にする伝統的服飾文化の体験ワークショプ 
「終章—2」において明らかにしたように、伝統的服飾文化を強い関心を持っている
50 代の女性を中心として、当該地域の小中学生に対し刺繍技術などを通して伝統文
化の大切さを伝えてもらう。中学を卒業後、進学により外部に出る人のために、年中
行事や正月など、故郷に戻る際に伝統文化に触れてもらう。	
虎形山瑶族郷民族団結中学校および草原小学校は、服飾文化を伝承する意欲がある
ため、それを実践対象とする。虎形山瑶族郷民族団結中学校は、すでに挑花刺繍の授
業が行われ、それに加え、植物染料の採集や染液づくりおよび草木染体験を行う。自
らの手で染めた布を活用し伝統的服飾だけではなく、本のカバー、筆記具袋、買い物
袋などを制作し、刺繍経験がある学生は自発的に、挑花紋様を施すことが予想される。
草原小学校の学生は低学年であるため、草木染体験は適切だと考えられる。2017 年、
同学校の教師譚美珍、楊芙蓉、李玉萍、譚陸梅の４氏は、草木染を体験し、2018 年も
自発的に草木染を行なっていることから継続の可能性もある。	
伝統的服飾文化の伝承は、その技術や色形だけではなく、興味・関心がある人びと
が集まり、山歌を歌い交わしたり、様々な生活情報を交換したりして親しい人間関係
をつくることも重要と考えられる。また、コミュニケーションのなかで、互いに勉強
し合いながら、新しいデザインアイディアが生まれるとともに、刺繍技術を向上させ
る。こうのように、生活者のものづくりの主体性や自発性が生まれてくるであろう。	
 
2.2.方策二：資源循環型の生活づくりと製品・観光開発 
春季	 木綿や苧麻の栽培・移植 
夏季	 土のかき起し、草取り、虫除け、追肥、水の管理 
秋季	 木綿や苧麻の収穫・加工、染色 
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冬季	 稲藁を活用し履物をつくる、古着を再生し布靴をつくる 
(１)草原村において、中央美術学院、湖南工業大学、湖南師範大学、広州屋里布衣
会社と連携し、糸紡ぎ・機織り・植物染色体験ワークショップを行い、自然素
材を活用する製品開発を行う（衣服・マフラ・巾着・ハンカチ・パック・カー
テン）。 
(２)白水洞村における「民宿・郷村印記」と連携し、観光客を受け入れ、植物染
料・木綿・苧麻の栽培・採集、また、糸紡ぎ・機織り、染色体験ワークショッ
プを行い、当該地域の人びと向けの服飾・マフラ・ハンカチ・カーテンを制作
する。 
 
2.3.方策三：服飾文化の共有と発信 
2.3.1.発信内容 
(１)花瑶族は稲作・畑作などの農作業に赴く際に古着に着替え、家に帰ると元の服装
に着替える。洗濯は、下着が室内で上着が室外で行われる。彼らの服飾は「ゴウ
チイ（苟器）」と「ダンチイ（当器）」に保管される。頻繁に使われる日常着は、
取扱いやすくするためゴウチイの下部に、普段使わない孝衣、孝服などの葬礼衣
装は子どもたちの手の届かないゴウチイの上部に保管される。新婦服などの花瑶
族にとって大切なものはダンチイに保管される。これらの服飾は家屋の二階に置
いてはいけない。普段一階で生活をするので、下半身につけるものを頭の上に置
くのは、運が悪くなる要因の一つとなると考えられている。このように、服飾の
着替・洗濯・保管を通して、「内・外」「上・下」などの空間意識が生まれてき
た。	
(２)男性は比較的力を要する農耕や狩猟の仕事をし、女性は、家事を主とするなど、
男女が異なる役割を分担する。このように男性と女性とは生業・生活上の役割が
明確に区別されており、こうしたことより、男女の服を分けて洗い、異なる場所
で乾かすといった服飾の取り扱いの差がみられる。特に、男性の服飾が比較的高
い場所で乾かすのに対して、女性の服飾は低いところで干すのは、女性の謙遜の
美徳と考えられている。また、女性は毎月生理がくる。生理が不浄物とされ、男
性に悪運をもたらさないように、男女の服飾の洗濯・乾燥を分けて行うともいわ
れている。	
(３)昼間、花瑶族の女性は、男性とともに山間で働き、休憩する際に、女性どうしに
教え合いながら挑花刺繍をするのに対して、男性は煙草を吸いながら世間話をす
る。時に、女性たちは刺繍をしながら男性と山歌を交わしたりした。このように、
女性は刺繍技術を向上するとともに村人と親しい人間関係を構築していた。また、
一日中の仕事で非常に疲れて、居眠りをしつつも、松・竹を燃やしながら、その
光りで母親や祖母と火塘を囲んで深夜まで、挑花服飾を制作した。家族の女性は
同じ時間･空間のなかで、服飾制作を通して互いの温もりと連帯感を共有し、母
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親や祖母の慈愛と生活の辛酸をも味わった。このように服飾制作を通して世代間
の交流、親子は運命共同体の感覚を持つ。	
(４)花瑶族の服飾に現れた挑花紋様は、周囲の動植物が多い。そのうち「ベガヨ(杯
嘎喲)」紋様は、花露岩に生えた苔植物であり、それが多いほど豊作になる。ま
た、新婦頭巾にみられる「ダズファ(打子花)」紋様は、空を飛ぶ鳥二羽と開花し
ている金銀花をもとにデザインされた。鳥は男性を、花は女性を象徴し、これは、
夫婦生涯ともにという願いを表している。さらに、魚紋様について、魚は中国語
の｢余｣と同音であり、｢年々余裕がある｣ことに加えて、魚がたくさんの卵を産むこ
とから、子孫繁栄の意味が生まれた。このように、花瑶族の服飾は自然から生み出
され、自然の動きを反映するものである。	
(５)花瑶族の服飾は木綿や麻などを素材とした。海抜が高いところに居住していた人
びとは、木綿の栽培ができず、漢族から持ち込まれた綿布・綿糸を獲物と交換し
たが、低地の人びとは、漢族から木綿や麻の栽培・加工技術を学んだ。これらの
自然素材からつくった服飾は、次の世代まで利用され、古くなると他の目的とし
て転用し、使用に耐えなくなると取り外し靴底の材料にする。最終的には有機肥
料として大地に還元する。このように、服飾を通して資源循環型の生活をつくり
あげてきた。	
(６)女性が妊娠すると、母親と姑は無事に誕生・成長するように、気持ちを込めなが
ら、虎頭帽をはじめとした子どもの誕生着を制作した。このように、花瑶族の人
子どもたちは、両家の祝福を込めた服飾制作とともに、生まれてきた。	
(７)かつて、女性が７〜８歳になると挑花刺繍や服飾制作技術を学び、２年程でその
技術を身につけ大人として認められた。	
(８)苦難の歴史を記念するため、「讨念拜」「讨寮皈」といった年中行事が行われる。
若者にとっては、年中行事は、男女の重要な出会いの機会でもあった。それゆえ、
女性たちは、行事に参加するにあたって、よい出会いを求めて、常日頃から刺繍
の技術に磨きをかけた。花瑶族の女性にとって、優れた刺繍ができることが男性
から高く評価される重要な条件であった。男性は綺麗な挑花服飾を着用している
女性と出会って、山歌を通して愛する気持ちを伝える。このように、挑花服飾は
女性の才能を表現し、出会いの舞台を飾り、ひいては、人生の節目や身分転換の
道具となるなど、運命を左右する重要なものであった。	
(９)男性側は、同郷の媒公に頼んで吉日を選び、気に入った女性の家に行き、媒酌を
してもらう。媒公は、花瑶族の言葉で「バブヘン（巴補很）」といい、村人に尊
敬され、儀礼に詳しい、話が上手い、家に子孫が沢山おり、結婚のなかだちをす
る年長者のことである。女性側が、男性のことを喜んで受け入れたとしても、表
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向きにに拒絶するのが習わしであった。普通、媒公が女性の家を三回以上訪ねた
ら、女性側と結納品について相談し、吉日を選んで婚約に至る。婚約する際に、
男性側は、女性に結納品として３〜４着程度の衣服を与えなければ結婚できなか
った。このように服飾は、男女の婚姻関係を結ぶのに重要な社会的使命を帯びて
きた。	
(10)婚約すると、母親、自身、男性側の女性と協力し新婦服を制作する。男女両側の
協力制作は、「喜结连理（婚姻関係を結ぶ）」を象徴する。結婚前日、男性側が
制作したものを仲人を介して女性側に贈る。結婚当日朝、両家で制作したものを
花嫁に着用させ、身分転換の意識を強めるとともに、両家が一つになると認識す
る。このように、新婦服の制作と使用は、身分転換の象徴のみならず、両家の結
び付けを強める役割を果たしている。	
(11)花嫁の装いにおいて、新婦頭巾を２枚用いる。その１枚は頭に巻き、もう１枚は
頭頂から被り髪の毛を隠す。これは、男性の邪心を防ぐためだという。このよう
に、新婦頭巾は、寒さを凌ぎ、花嫁の美しさを表し、女性の貞淑や道徳を表す役
割を有している。	
(12)結婚式において、花嫁は粽状の飾りを付した頭巾や腰下げを身につけ、首に鏡と
銀鈴をかけ、赤い傘を差しながら花婿側へ進行する。粽状の飾りには角と縁があ
るため、強いものとされ、魔除けの効果がある。また、歩くと鈴が音を発し、そ
の音に邪なるものを祓う力があると認識される。さらに、花嫁が持つ赤い傘は、
雨と日差しを防ぐためのものではなく、聖なる空間と邪なる空間の境を示す役割
を果たしている。このように、新婦服には、神や鬼の信仰が反映されている。内
側から人間の行為を規範し、整然なる社会秩序を構築する役割を果たす。	
(13)同郷の、夫婦円満でかつ親孝行の女性は、自身が用いた新婦服を他人の結婚式に
おいて着用し、花嫁も自分と同様に幸せな生活が送れるように、花嫁を花婿側ま
で送り届ける。ただし、既婚女性の全員が自分の婚礼衣装を着用するわけではな
い。夫を亡くしていたり、夫婦円満ではない女性は、婚礼衣装を着用しない。こ
のように、婚礼衣装は、幸福を願う象徴でもあった。	
(14)花瑶地域において、高齢になり衰弱し、あるいは重度な症状に至ると、娘や嫁な
どの親族は、長生きを願いながら、皓布、孝衣、孝服を制作する。また、宗家に
おいて、死者の養育恩に報いるため、晩輩の男性は、白布皓と孝衣を用い、女性
はそれに加え、白と黒を基調とした孝服を用いる。孝服は、死後三年間、日常的
にも用いられる。死者の同輩は、男女を問わず、青布皓を用いる。死者の長輩は、
死者からの養育恩は受けていないため葬式に参加せず葬儀衣装を着用しない。養
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育恩に報いる孝悌は、他人に対する親愛の情、優しさを表す仁愛の基底であり、
整然なる社会秩序を構築するために寄与する。	
(15)花瑶族の葬式に参加する人びとは喪家の家族だけではなく、宗族と実家の家族も
参加する。花瑶族は父系の同姓家族による宗族集団のなかで生活を送り、また、
婚姻関係が成立してから死者の実家との関係を密接に結びついているのである。
このように、死の悲しみは個々の家とともに家族集団で共有する。葬礼において、
家を執行主体としながらも、喪家が中心とはならず、家族集団である宗族の協力で
葬礼の実務を取り仕切っていた。協力が葬礼の中心となって、喪家に対し、宗族
の一員であることを示し、喪家は、他の同姓家族などに恩を感じ、相互関係がで
きる。葬儀において、白布皓と青布皓の使い分けを通して、喪家・宗族・実家な
どの集団の長幼秩序を表すとともに、伝統社会の基本構造としての家族集団観念
を強固にする。このように、葬礼衣装は、家族集団の絆づくりや伝統的社会秩序
を構築する基礎の役割を有すると考えられる。	
(16)死後にあっても既婚者であることを示しつつ来世へ送り出すために、主とした婚
礼衣装を死装束として着用させ棺桶に入れる。婚礼衣装は、現世だけでなく、来
世においても、婚姻関係が継続することを意識化するための媒体として役割を有
してきた。また、死者の実家の親戚に、結婚式に用いた一部の婚礼衣装が死装束
として身につけられているかどうかを確認してもらってから棺桶を閉める。死者
に着用させる服装は、出身母体である実家の存在につながり、関連する家族関係
の確認と存在意識を相互に認め合うという要求の表れであり、尊敬しながら平和
に生活をしていくことに極めて重要な役割を果たしてきたのである。	
(17)丈の短い婚礼衣装は、来世において夭折しないように、死装束とせず、生者に形
見として受け継がれる。また、現世で善をすれば人間に生まれ変わるが、悪をす
れば動物になる。人間の死は、世の中に何かが消滅するのではなく、別の空間で
生者の思いのなかに存続し、人間の生は世の中に何かが新たに増えるのではなく、
これまで存在していたものが別の形として現れることである。換言すれば、人間
は大自然のなかで、形態を変えて循環していくとともに、人との関わりにより永
生するものである。こういった死生観は、死に対する悲しみを和らげ、生に対す
る喜びを強めることになる。	
(18)納棺する際に、死者の胸に、生者の肌着から切り取った心臓を模した形の布は年
上から順に置かれる。こうして花瑶族は「ドイワン（垛一汪）」と称される先祖
のいる世界に届いた死者が切り取った布から生者の体の匂いを確認し生者の平
安・健康と立身・出世を加護すると考えられている。また、生者は切り取った服
装を日常的に着用することを通して、死者が生者の心のなかで生き続けると信じ
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られている。このように、葬礼と関連する服飾は、花瑶族の言葉で「ダオ(刀)」
と称され、結びを意味し陰間の死者と陽間の生者とを繋ぐ役割を果たしている。	
 
2.3.2.発信結果 
2018 年 4月にインターネットで上記の１）〜18）の服飾文化を当該地域の人びとと
へ発信し、次の反応が得られた。	
(１)虎形山瑶族郷政府副郷長唐德武氏が服飾文化を同郷の政府につくられたウェブ
サイトに載せて花瑶族の魅力を発信したいといった。	
(２)虎形山瑶族郷中心校副校長歩道求氏が、服飾文化を中・小学校の先生や学生に共
有して欲しいといった。	
(３)当該地域の観光ガイド劉富妹氏、鄒柳蘭氏などが、服飾文化を地域外の人びとに
伝えたいと語った。	
(４)当該地域の撮影者彭南良氏などは、隆回県電視台に協力し、上記の服飾文化の特
質に基づく記録映画をつくろうと語った。	
	 以上の反応から、花瑶地域の人びとは、自然環境と密接に関わった生活なかで、服
飾の制作・使用を通して、年中行事や人生儀礼を通じた家族や地域レベルの共同体の
秩序が貴重な地域の社会的、精神的な価値を有するものと認識していることがわかっ
た。それらの反応に合わせて以下のことを提案・実践する。	
(１)2018年９から、上記の服飾文化の特質を月に２点、虎形山瑶族郷政府につくられ
たウェブサイトに掲載する。	
(２)2018年９から、上記の服飾文化の特質を郷土教科書として、虎形山瑶族郷民族団
結学校の教育に取り組む。	
(３)上記の服飾文化の特質を活用し観光のガイドブックをつくる。	
(４)当該地域の撮影者や隆回県電視台に協力し、上記の服飾文化の特質に基づく記録
映画を撮影する。	
	
３．おわりに 
	 本節においては、アンケート調査の結果、服飾文化に対する当該地域の人びとの意
識を把握し以下の提案をした。	
(１)服飾制作・使用により形成されてきた資源循環型の生活知識を活用し、持続可能
な生活づくりのために、当該地域の小中学生を中心に体験ワークショプを行い、
制作した染料や布および糸などを利用し製品開発・観光開発への提案。	
(２)服飾制作・使用により形成されてきた人や家族の関係、婚姻観・死生観などを、
インターネット、ガイドブック、郷土教科書、民俗記録映画などの媒体を利用し
次世代や地域外の人びとに伝える提案。	
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１.平服 167 点 
１）頭飾の頭飾帯 12点	
２）頭飾の頭飾環 28点	
３）頭飾の頭飾笠 33点	
４）頭飾の格子縞頭巾４点	
５）上衣の丸襟白衣 18点	
６）上衣の丸襟青衣７点	
７）腰飾の腰帯 20点	
８）腰飾の四方手巾６点	
９）下衣の筒状スカート 16点	
10）下衣の脚絆 20点	
11）下衣の履物３点	
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２.婚礼衣装 179 点 
１）新婦頭巾 60点	
２）耳環 11点	
３）馬甲８点	
４）丸襟長着９点	
５）腰帯 20点	
６）腰下げ 12点	
７）丸襟白衣 14点	
８）筒状スカート 19点	
９）脚絆６	
10）靴下５点	
11）繍花靴 10点	
12）鏡１点	
13）銀鈴２点	
14）腕輪２点	
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３.葬礼衣装 132 点 
１）陰陽衣２点	
２）孝服の頭飾帯３点	
３）孝服の丸襟白衣４点	
４）孝服の腰帯 20点	
５）孝服の筒状スカート 14点	
６）孝服の丸襟青衣７点	
７）孝服の脚絆 20点	
８）孝衣の白長袍 12点	
９）孝衣の白長衫 15点	
10）皓布の白布皓 30点	
11）皓布の赤布皓４点	
12）皓布の青布皓１点	
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４.聞き取り調査 12 点 
１）花瑶族の暮らしぶりと服飾	
２）花瑶族の近代の暮らしと服飾	
３）花瑶族の生誕儀礼と服飾	
４）花瑤族の婚礼と服飾	
５）花瑶族の葬儀と服飾	
６）花瑶族の今日の生活と服飾	
７）服飾の素材と紋様	
８）花瑶族の年中行事と服飾	
９）花瑶族の挑花服飾の染色	
10）挑花服飾の色彩	
11）挑花刺繍の起源伝説	
12）杯嘎喲紋様の起源	
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NO.01 花瑶族の暮らしぶりと服飾 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2014/9/13 桃洪鎮 奉雪妹 女 1959  公務員 近代の暮らしと服飾 
 
調査内容 
	
	 当該地域における挑花服飾文化の基盤となったかつての女性の暮らしぶりを概観
したい。現地調査によって、花瑶族女性の日々の暮らしぶりは以下の通りである。	
	 花瑶族の女性は、4、5歳ともなると紡織を、7歳には母親から挑花づくりを学び始
めた。周囲の生活環境で栽培された麻、綿を素材として、糸を紡ぎ布を織り、それか
ら、典型的な紋様である「杯噶哟」[注 1]「打子花」[注 2]を通して、数纱[注 3]を練
習していた。彼女たちは、常に挑花道具を身に付けており、山の奥で働き、休憩する
時、大石の上あるいは大きな木の下で挑花作業をしていた。暇がある時、特に、農閑
期に村の入り口や家の隣などで、女性同士話をしながら、互いに挑花技術を教えたり、
教え合い腕を磨いていた。当該地域は高知寒冷山岳地帯に属していて、冬はかなり寒
く、女性たちは、友達の家に集まって、火桶[注 4]の中で挑花をすることもある。挑
花技術は女性の能力の重要な評判基準と考えられおり、女性は素晴らしい出会いがあ
るように、日頃、挑花技術を磨いていた。	
	 日常生活で作った最も綺麗な服装を身に付けて、討念拝・討寮皈という祭りに参加
する。若者にとって祭りは絶好の出会いの機会であった。互いに気に入る人を見つけ
たら、花瑶山歌を通して相手に気持ちを伝えようとした。相性が良かったら、男性は
女性を家に連れて夫婦になる。男性は同じ村に住んでいる仲人に頼んで女性の家族に
伝達してもらう。妊娠している花瑶族の女性は、子供への幸福を祈りながら、新婦頭
巾を作る。作った新婦頭巾は娘あるいは息子の花嫁に贈り物として渡す。子供が生ま
れてから、再び同じ仲人に頼んで女性の家族に朗報を伝えてもらう。そして、男性と
女性との同じ村に住んでいる人々は全員贈り物をもって、結婚式に参加する。既婚女
性が自分の新婦服を着用して、新婦の付き添いとして結婚式に参加することは当該地
域の風習である。新婦と付き添いの区別は、新婦が首から前に鏡と銀飾りが掛けられ
ることである。	
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	 当該地域の女性は、結婚してからも、挑花を続ける。夫や子供の服も作っていた。
年を取るに連れて、挑花の服飾は素朴になる。華やかな頭飾りの代わりに格子縞頭巾
を巻く。挑花服飾は、生まれる時にも死ぬ時にも着用するものである。	
	
注 
１）杯噶哟は瑶族の言葉で、虎形山瑶族郷銅銭坪村の大石に生えているコケに	
基づいて創出した挑花紋様である。杯は紋様、図案の意味で、噶は丸い形	
の意味で、哟は石の意味である。	
２）打子花は花瑶挑花紋様の一種で、金銀花と雛鳥に基づいて創出した組合せ図	
案である。	
３）数纱は挑花には重要な技術であり、布の経糸と緯糸を数えることによって、左右
の紋様を対称的に挑花するために使う技術である。	
４）火桶とは炭を燃料として、体を暖める木造の道具である。日本のこたつと類似で
ある。	
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NO.02 花瑶族の近代の暮らしと服飾 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/8/24 虎形山村 楊梅香 女 1924  薬草師 近代の暮らしと服飾 
 
調 査 内 容 
	
問：貴方が見聞したあるいは経験した挑花生活について聞かせてください。																																		
	 2015 年 8 月 24 日に、虎形山瑶族郷虎形山村で花瑶族の今日の挑花制作者である楊
梅香に対し挑花服飾文化の基盤となった近代の日常生活について聞き取り調査を行
った。これに基づいて花瑶族の近代の暮らしにみられる挑花服飾文化を概説したい。	
	 かつて、花瑶地域において、女性たちは、学校教育よりも挑花制作を必要な徳目と
して習得しなければならなかった。挑花制作は女性の能力を表し、結婚の条件になり、
女性の運命に繋がる。このような当該地域の独特の挑花生活文化は、以下のようであ
った。	
	 昔、女性たちは、七、八歳頃、挑花服飾を着用し始め、十一、二歳にともなる
と母親から針を受け取って挑花を習い始めた。挑花を初めて習う時には普通、「杯
噶哟」、「打子花」などの典型的な伝統紋様から習う。伝統紋様の習いを通して、
糸の数え方、縫い方などを覚え、技に磨きがかかり、日頃見たことや思ったこと
などを自由に創作していく。昼間、女性と男性は一緒に野外で働き、休憩する時、
男性は煙草を吸いながら世間話をするのに対し、女性は腰帯につけている風呂敷
で包んだ挑花道具を取り出し、挑花服飾を制作する。女性同士は互いに教えあい
ながら、作業を進め、心を込めて作った挑花紋様の意味を共有する。挑花服飾に
施された紋様は、日々の暮らしのなかで触れ合った動植物が多い。紋様の色･形
については、自分の感性と個性を込めて作る。各人によって改善され、月日を経
って、広がっていく。挑花制作は昼間のみならず、夜も行う。夕食後、しばらく
休憩し、母親と挑花を始める。かつて、花瑶地域には、電気も油ランプもなく、
女性たちは松の木や竹を燃やした明かりで、挑花服飾を制作していた(图 1)。非
常に疲れて、居眠りをしつつも、深夜まで、挑花服飾を制作していた。	
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	 以前、農繁期より、農閑期のほうが、挑花作りが盛んであった。農閑期の挑花制作
様子は以下の通りである。	
	 農閑期あるいは雨天、花瑶族の女性たちは軒下で世間話をしながら、挑花服飾
を制作する。冬は、海抜が高い花瑶地域はかなり寒いので、女性たちは仲間の家
で炭を燃料とした「火桶」という暖房具、あるいは囲炉裏の周りに座って刺繍を
した。子供たちは、挑花制作をしている親の周りで遊び、母親の薫陶をうけて、
小さいときから挑花に親しんだ。	
	
昔は、生存と戦争のため、苦難に満ちた生活もあった。それを忘れないように、花
瑶地域では、毎年次のような行事が行われる。																																																																		
		花瑶地域の年中行事は三箇所で行われ、それらは、五月十五日から十七日まで、
水洞坪村で行われる討念拝と七月二日から四日まで茅坳村で行われる第一回の
討寮皈と七月八日から十日まで崇木凼村で行われる第二回の討寮皈である(图
2)。当該地域の伝統的な祭りは、日頃触れ合う人びとが親戚や友人を訪ねるチャ
ンスである。とりわけ、昔の若者にとって、重要な出会いの機会であり、かつて
は、綺麗な挑花服飾･上手な挑花技術の優れた女性が尊ばれた。そのために、若
い女性たちは日頃、挑花技術を磨き、祭りの時、自分の得意な服装を着用して、
日頃培った挑花技術を披露し合った。男性は女性の気を引くために上手な山歌が
必要であり、気に入った女性が見つかると、山歌を通して自分の気持ちを伝える。
相思相愛の場合、歌い返して、感情を表す。男性は、愛している女性を伴って山
の奥に入り、邪魔されないように、道の入り口に標識として草を結び、二人だけ
でロマンチックな時間を過ごす。夕方、共に、男性の家に戻る。男性は同じ村に
住んでいる「媒公」[注１]に頼んで、恋愛のことを女性の家族に伝える。挑花服
飾は、嫁ぐ女性にとって重要なことであった。花瑶族の風俗習慣によると、息子
が結婚する前に、母親は４着程度の挑花服飾を花嫁への結納として用意しなけれ
ばならないという。兄弟が多い家庭では、姉妹も母親を手伝って、兄弟のために
挑花服飾を作る。結婚する女性は、少女の時から、制作したすべての挑花服飾を
嫁ぎ先に持っていく。服飾を含めて、自分が使うものは全て、自家から貰った「女
児箱」(图 3)という赤い箱に入れる。村の女性が新妻の品定めに訪ねるが、実家
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の尊厳を表す女児箱は他の男性はもとより、夫も触ってはいけない。夫婦喧嘩に
なり、もし夫が女児箱を壊したら、家族の間のトラブルになる可能性が高い。							 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 女性たちは、妊娠時も、生まれてくる子供の健康と成長を祈り、挑花服飾を制
作する。特に、花嫁頭巾を作る人が多い。男の子であれば、花嫁頭巾を彼の将来
の嫁に結納として、女の子であれば、嫁入り道具として渡す。子供を産んでから
の一ヶ月は「坐月子」といい、この期間は野良仕事をせずに、刺繍に専念する絶
好のチャンスである。「坐月子」が終ると、「巴带」というおんぶ紐により、子
供を背中に負いながら、野に出て野良仕事をする(图 4)。休憩時、授乳しながら、
挑花服飾を制作する。十一、二歳ともなると、母親から習った挑花技術を娘に教
える。昔、花瑶族の女性は死ぬまで挑花服飾を制作していた。挑花服飾はまさに
花瑶族の女性の一生に関わるものであった。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	
	
注釈 
１）媒公(ばいこう)というのは、同じ村に住んでいる人々に尊敬され、恋人を紹介し
たり、恋愛のことを家族に伝えったり、結婚式を司会したりする仲人である。	
 
図 1篝火 2015 年８月に槐化山集落で筆者撮影 図 2年中行事[注２] 
 
図 3女児箱[注３]                     図 4おんぶ紐 2015 年８月に大托村で筆者撮影 
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２）崇木凼村で行われる第二回の討寮皈、奉雪妹撮影・提供	
３）老後(原名：劉啓後)：神秘的花瑶-探尋一支藏在大山深處的原生態部落、湖南美術
出版社、2007 年、p.40	
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NO.03 花瑶族の生誕儀礼と服飾 
  
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/8/26 虎形山村 歩道求 男 1971  教師 花瑶族の生誕儀礼と服飾 
2016/8/29 青山坳村 楊廷昌 男 1964 薬草師 花瑶族の生誕儀礼と服飾 
 
調 査 内 容 
	
	 花瑶族の生誕儀礼は、子供が生まれる前後に行われる様々な儀式である。その内、
誕生 3日目(若しくは別の吉日)に行われる「打三朝」と称される儀式は伝統色が濃い
ものといわれている。人生の始まりとしての誕生儀礼には、多くのプロセスがあり、
それらは、妊娠前の求子、妊娠中の保胎、伽典、送催胎飯、分娩後の接生、踩生、報
喜、賀喜、坐草砣月子、薬浴、開葷、認寄父母のことである。	
	
１.求子 
	 花瑶族は結婚すると子供を切に希望し、もし実現しない場合は、法師に頼み神仏あ
るいは古樹に子宝を授かりたいと祈る。これを求子と称する。希望が実現したら、一
丈二尺の赤い布、三牲[注１]、斎餅、豆腐、香、紙銭などを持って、神様あるいは木
元へ還願に行く。	
	
２.妊娠中 
2.1.保胎  
妊婦は胎児のために、刺激性の強い食べ物、自己判断で薬や血行を盛んにする栄養
物を食べではいけない。気分が和らぎ、ゆったりとした服装を着用し、適当に運動す
る。遠方に出かけず、とくに、夜歩きは避ける。部屋の物、寝台などを移動したりし
てはいけない。家の周りの土鋤きを、どうしてもしなければならない場合は、法師に
頼んで、法事をしながら、土にお茶あるいは重湯を流し込んでからする。	
	 胎児の様子がおかしい場合、すぐ法師に「安胎水」をお願いする。	
	 妻が妊娠中に、夫がしてはいけないことについて、以下に言い伝えがある。	
	 (1)棺を担いではいけない。生まれる子供の肩が非対称になると認識される。	
	 (2)蛇を掴んではいけない、また、殺してはいけない。生まれる子供の舌に異常を生
じる。	
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2.2.伽典 
	 花瑶族の言葉で「パイグイ」と称され、初産の際に女性の両親によって行われる魔
よけの儀式である。お産前一ヶ月、妊婦の両親は雄鶏を持って法師とともに、夫側に
行き丸一日法事を行う。法事の内容については、法師は阴師を請い、母子の平安のた
め、妊婦の周りの魔物を駆除することである。 
 
2.3.送催胎飯 
	 安産のための料理はお産の前、半月頃妊婦の実家で用意し、両親あるいは近親者か
ら妊婦に送ってもらう。催胎料理は白飯および妊婦が好きな食べ物である。たとえば、
玉子、鶏肉、豚肉などである。催胎料理を食べるのは早ければ、早いほど、順調に分
娩することができると考えられる。	
	
３.分娩 
3.1.接生 
	 昔は、家で子供を産むことが多かった。「接生婆」と称される助産師がいない場合
は、村の経験豊富な年配女性によって助産してもらう。助産道具に桐油を付けた後、
火に当てて消毒する。煮沸消毒法もある。臍帯の消毒は助産師の指に桐油を付け、火
に当ててから、臍帯に触れる。臍帯と胎盤の処置方法は、常緑樹の下に深く埋め、子
供の逞しい成長を望む。川に流した場合、子供は大胆で、志を高く持つといわれる。
胎盤は医薬品として利用されているので、大切に処理しないと盗まれる可能性がある。
盗まれたら、子供の成長によくないといわれている。	
3.2.踩生 
	 子供が生まれてから近親以外の人と初めて会うことを「踩生」という。同性の場合、
訪ねてくる人は今後三年間、体調が悪化し、運気を失うと考えられている。それを防
ぐために、産婦の家で何かを食べる。花瑶族は子供の性格や性質が踩生の人と一緒に
なると考えられる。	
3.3.報喜 
	 産婦が無事に出産したら、爆竹を鳴らし、村人に吉報を知らせる。夫は鶏、米、酒
を持って、岳父岳母の家へ向かう。子供の数と性別は持参する鶏の数と雌雄を一致さ
せ岳父岳母の家に近づくと爆竹を鳴らして吉報を知らせる。岳父岳母は夫が持参した
ものを受け入れず、それと同じものを加えて贈り返す。	
3.4 賀喜 
	「賀喜」は初産の際に子供がこの世に出て 3日目の朝に行う儀礼を指し、「打三朝」
「喜賀三朝」ともいう[注２]。この日、岳父岳母は「打三朝」の贈り物を持参する。
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「打三朝」の贈り物は食べ物と衣類に分けられる。食べ物には糯米甜酒、米、鶏、卵、
豚肉などがあり、衣類には、子供の衣服、おんぶ紐、襁褓などがある。おんぶ紐に施
された紋様は虎、狼、獅子、蛇などを避け、花や鳥などが多い。かつて子供の衣服と
襁褓は大人の服装から作り直すものが多かった。	
	 お祝いに行く人は少なくとも八、九十人、多い場合は一、二百人もいる。「皮箩担
担」(蓋がつく箩筐)と称される竹製のかごを担う打三朝の行列はこの地域ならではの
風景になる。蓋に赤い四方形の紙を貼ったものを「紅皮箩」といい、吉祥を象徴し、
魔よけの効果もある。赤い四方形の紙を貼っていない皮箩は「黒皮箩」といい、家か
ら出してはいけない。打三朝の行列は男性側に近づくと、婚礼の際と同様に碁盤陣を
作り、爆竹を鳴らし、「イェサイ」をしながら攔門酒を飲む。以前は、打三朝に参加
するすべての人びとは夫側の家で丸二日間を過ごす。山歌を歌い合い、「イェサイ」
「ダタオ」「鍋の煤を付ける」などで徹夜する。鍋の煤を付けるのは瑶族の言葉で「ザ
ルウェン」という。出産祝いに集まった人びとは互いに油を混ぜた鍋の煤を付け合い。
3 日間、洗ってはいけない。真夜中の甜酒は瑶族の言葉で「ハウジュゲ」といい、料
理の変わりに御菓子と一緒に飲む。飲んだ甜酒の数は必ず偶数で、普通、四杯飲む。	
3.5.坐草砣月子 
	 産婦は分娩後、風邪を引かないように、一ヶ月間外出を控える。これを「坐月子」
という。瑶族の言葉で「ジャオタン」と称される。産婦用の座具は藁で作られた高さ
35cm 程度の丸い草砣と称される座布団であるので、その一ヶ月の生活を「坐草砣月
子」と称する。一ヶ月間、頭巾･脚絆を巻き、窓を閉め、強い光を避け、草砣に座らせ
ることで、腰のだるさ背中の痛みを防ぐことができるといわれている。「坐草砣月子」
の期間、産婦は、雄鶏、鴨、牛肉、羊肉、唐辛子などの刺激性の強い食べ物を避ける。
主食はご飯、甜酒、卵、雌鳥、豚足、豚の胃袋、大豆などである。この期間に、子供
のために花嫁頭巾を作る人が多い。もし子供が男の子であれば、花嫁頭巾を彼の将来
の嫁に結納として、女の子であれば、結婚する時、贈り物として渡す。	
3.6.薬浴 
	 薬浴は家伝の秘方によって、採集した 80 種余の薬草をまぜて行う温浴である。薬
草には「祛風散寒」「解熱解毒」「消腫止痛」「阴陽调整」「全身滋養」などの効果
がある。分娩後、一ヶ月間、母子共に薬浴を三回行う。普通、出産後、7日目、15日
目および 30日目で行われる。まず、釜で 80種余の草薬を煎じる。薬湯を木盆あるい
は木桶に入れ、冷水を使ってはいけない。そして、適宜の温度に冷えたら、母子共に
入る。上に穴をつけた、竹で編んだ蓆で全体を囲う。その中で薫浴を、次いで洗浴を
享受する。	
3.7 開葷 
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	 子供の生後一ヶ月で、産婦は「坐月子」が終わるので多くの禁忌が解除され、外出、
親戚回りを始める。出かける際に、魔よけのために、母子共に額に桐油をつける。花
瑶族にとって桐油が魔よけのための聖なるものである。生後一ヶ月、透明なよだれを
垂らしたら、開葷と称される葷腥料理を食べさせ始める。他家の祝事の際地位が高く、
話が上手い人から、葷腥料理を食べさせてもらう。また、ガビチョウを食べた子供は
大人になって、話がや山歌が上手になるといわれている。	
	
3.8.認寄父母 
	 子供が病弱の場合は、「仮親」を探すことが多い。これを「認寄父母」と称する。
「認寄父母」とは二つの方法があり、一つは、物を親とする場合、岩石、河流、桥亭、
古樹、寺などがこれを任う。子供は少なくとも三年間、香、紙銭、餅、酒、肉、赤い
布を持って毎年正月に感謝の気持ちを表す。始回りをする。もう一つは、人を親とす
る場合、一生、親戚として付き合う。	
 
注釈 
１）三牲とは求子を際して、神様にささげる供物であり、豚の頭、雄鶏、鯉(あるいは
草魚)のことである。	
２）別の吉日を選んで儀礼を行うこともできる。	
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NO.04 花瑤族の婚礼と服飾 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/8/26 虎形山村 沈未妹 女 1940 農民 注 17 
2015/8/28 茅坳村 奉道平 男 1935  仲人 注 1、6 
2015/9/24 虎形山村 歩道求 男 1971 教師 
注 4、7、8、10、12〜
15、18、22、24〜26 
2015/9/26 桃洪鎮 奉雪妹 女 1959 伝承人 注 5 
2016/9/22 大托村 奉堂妹 女 1960 伝承人 注 16、19、21 
2016/11/21 インターネット 回楚佳 男 1971 画家 注 9、11 
 
調  査  内  容 
		
	 婚礼の歌謡である「イェサイ(夜㘔)」の歌詞：「洪光約盟攏俗、歌啵約喜攏礼……
（瑶語）」から、花瑶族の先祖は、今日の湖南省懐化市に位置する県級市である洪江
に居住していた間、婚礼などの儀礼が行われてきたことが確認されている［注１］。
また、花瑶族の『奉氏族譜（五房三修）』［注２〜３］により、彼らの先祖は 1130～
1367 年の間、洪江市に住んでいたことが明らかにされた。悠久の歴史を持つ花瑶族の
婚礼とそこに用いられる服飾は、近年、生活様式の変容に伴い、徐々に変わりつつあ
る。本資料では、花瑶族である沈未妹氏、奉道平氏、歩道求氏、奉雪妹氏、奉堂妹氏、
回楚佳氏に対し、これまで 100 年間の婚礼の実態について聞き取り調査を行い、婚礼
に用いられる服飾を中心にまとめた。	
	
1.「イェブヘン（夜補很）」＝媒酌  
1.1.縁結び 
	 縁結びには、二つのかたちがある。一つは服飾を通して恋愛の縁を結ぶことであり、
もう一つは、媒公を介して家族との絆を作ることである。	
①1960 年代以前は、優れた挑花技術を持つ女性が結婚の対象として尊ばれた。そのた
めに、若い女性たちは、日頃から挑花の技術を磨き、年中行事や他人の婚約・結婚式
における歌垣において、自ら制作した得意な服装を着用し、日頃培った挑花技術を披
露した。男性は女性の気を引くために山歌を上手に歌うことが重要であり、美しい挑
花服飾を着用している女性をみつけると、即興の山歌を通して自分の気持ちを伝えた。
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女性が求愛を受け入れる場合は、山歌を歌い返して自らの感情を表し、相思相愛であ
ることを確認した。	
②結婚は二人の恋愛のみならず、家族を結びつけることでもあり、そのために、男性
側は、媒公に頼んで吉日を選び、気に入った女性の家に行き、家族の結びつきをして
もらう。媒公は、花瑶族の言葉で「バブヘン（巴補很）」といい、村人に尊敬され、
儀礼に詳しい、話が上手い、家に子孫がたくさんおり、結婚のなかだちをする年長者
のことであり、結婚生活の中で、夫婦が喧嘩をしたら、夫婦の和解をはかる人である。
女性側が、男性のことを喜んで受け入れたとしても、表向きには拒絶するのが習わし
であった。普通、媒公が女性の家を三回以上訪ねたら、女性側と結納品について相談
し、吉日を選んで婚約に至る［注４］。	
1.2.結納品 
	 結納品について、媒公は花婿側を代表し花嫁側と相談する。1980 年代以前、結納品
は３着程度の挑花服飾、米、豚腿肉、酒、および飴などであった。結納品として用い
られる挑花服飾は、具体的に、頭飾帯、袖口に色彩文様が施される白い上衣、腰帯、
前面に色彩文様が施される筒状スカート、青い長着、ゲートルそれぞれ３点ずつ、合
計 18 点である。総数は必ず偶数であり、偶数が好まれるかというと、めでたい時、
喜び事が重なって来たるという願いを託すからである。これらの結納品は、婚約、ま
たは結婚の際に、媒公を介して花嫁側に渡される。結納品を受け取り、二つの家族は
親戚となる。2000 年以降、物質的豊かになり、結納品として用いる挑花服飾は３着程
度から６着程度に変わった［注５］。	
	
2.「ジャオベイバオ（叫杯抱）」＝婚約 
	 婚約は花瑶族の言葉で「ジャオベイバオ（叫杯抱）」と称される。婚約の際に、花
婿は、媒公に赤傘と雄鶏を持参することを依頼し、若い男性を荷担ぎ（郎客といい、
花瑶族の言葉で「ブヘン（補很）」ともいい、仲人として認められる）として、挑花
服飾を主とした結納品を持ち花嫁側へ行き婚約をしてもらう。媒公と郎客たちの総人
数も必ず偶数である。	
2.1.赤傘と雄鶏 
	 媒公が持参する赤傘と雄鶏の由来は以下の通りである。	
	 隆回県の北西部に位置する花瑶地域は、梅山地域（湖南省の中部に位置する隆回県、
新化県、安化県などの雪峰山脈のあたり）に属する。この地域では、古くから梅山教
を信仰してきた。梅山教とは、道教の思想に強く影響を受けた民間宗教である。梅山
神張五郎は、疫病、洪水、毒蛇猛獣に襲われた人びとを助けるため、太上老君(老子に
対する尊称)へ、方術を学びに行った。張五郎は、太上老君の娘である姫姫如灵に愛さ
244  
れたが、太上老君から結婚の許しを得られなかったため、二人が示し合わせて密かに
梅山へ逃げた。張五郎は、姫姫如灵を赤傘に隠し逃げる際に、太上老君からの矢を受
けたが、雄鶏の血を矢に塗り射り返した。太上老君はそれ以上追究せず、張五郎と姫
姫如灵は夫婦となった。花瑶族の先人たちは、この物語を張五郎を花瑶先祖である沈
丫怪に置き換え伝えてきた。以来、婚約時、媒公は必ず赤傘と雄鶏を持つようになっ
たといわれている。進行中、赤傘を広げたりしてはいけない。傘に花嫁が隠されてい
るため、広げると花嫁を落してしまい、矢に殺される恐れがあると思われているので
ある［注６］。	
2.2.「イェガゴダオ（耶嘎国島）」	 	
	 媒公は、花嫁の村の入り口に辿り着いたら、災を村の中に入れないため、碁盤陣を
作る。これは、花瑶族の言葉で「耶嘎国島」と称される。作り方としては、まず、坂
になった所に数枚の四角の紙を広げ、一番上は赤い紙である。そして、17本の短い枝
あるいは棒を刺し、紙を固定する。即ち、縦も横も 5本ずつ、正方形を作り、真ん中
に 1本を挿す。そこに赤い綿糸を結びつけ、その糸をそれぞれの枝に順序よく巻きつ
け、糸が絡んだり、切れたりしないように注意深く進め、「五子飛」という碁盤陣を
つくる。棒の数と巻き付け方によって、「対三碁」、「打三碁」などの形もできる。
順調にいけば、円満な婚姻を示すと考えられている。最後に、碁盤陣の両側に同様に
紙を置き、置いた紙を燃やして祈祷しがなら、礼を三回する。その後、爆竹を鳴らし
ながら、花嫁の村に入る［注７］。	
2.3.「攔門酒」	
	 花嫁側は客を歓迎するために「攔門酒」を準備する。「攔門酒」は集落の外から花
嫁の母屋まで五箇所に設けられる。村人が集落の外において１番目の攔門酒を、花嫁
の親戚が道の交わるところにおいて、２番目の攔門酒を、花嫁の家族は、槽門（集落
の入り口）、禾坪（庭）、母屋の入り口において３番目から５番目の攔門酒を設ける。
花嫁側の媒公はテーブルの向こう側の中央に立ち、村人が日頃制作した得意な服飾を
着用し、また、若い女性は長い頭飾帯を、頭に笠状に巻きつけ、媒公の周りに立つ。
女性は若ければ若いほど、笠状の頭飾りが大きい。女性たちは、この場を借りて華や
かな挑花服飾で身を飾り自分を表現する。花婿側の媒公たちが目に見えると、花嫁側
の男たちは、結納品を受け取りにいく。花嫁側の媒公は、来客を歓迎するため、夜㘔
をし始める。夜㘔とは、儀式を行う際に、互いに自らの家族歴史を紹介し、お酒と料
理を進める歌謡である。日常用語ではないため媒公だけが説唱･対答･解釈でき、文字
がない少数民族である花瑶族にとって夜㘔をはじめ、儀式における口誦は、記憶によ
る伝承によっている。主催者側から夜㘔を開始、客がそれに答え、順次、やり取りし
ていく。歌詞の主な意味は以下の通りである。	
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花嫁側の媒公：「媒公たちは山を超えて遠くからお越しくださって、お疲れ様である。
我が家には招待するものがなく、清水が一碗、野菜が少し、ご遠慮なくお召し上がり
ください。」	
花婿側の媒公：「我々は、貧しいところから貴府に参りましたが、礼儀を知りません。
美味しいお酒と食べ物を頂き、心から感謝し、気持ちだけで十分です。」	
	
	 攔門酒の料理とお酒の数は必ず偶数である。１番目の攔門酒を終えたら、２番目か
ら５番目も同様に、まず、夜㘔をし、そして酒を飲む。ただし、夜㘔の内容は、易し
いものから難しいものに移る。女性たちは、美しい服飾を着用し情熱な山歌を歌いな
がら、客人の口まで酒や料理を運ぶ。５番目の「攔門酒」を過ぎ、媒公たちは、又、
爆竹を鳴らし、堂屋（母屋）に入る。堂屋において、媒公は赤傘を神龕（祖先の位牌
を供える場所、日本の神棚と相当する）に置き（長女の婚約の場合、神龕を背にし、
左側に置き、長女以外は、右側に置く）、雄鶏を神龕の中下部に掛け、礼を三回して、
茶室に入る。花嫁側は来客に煙草を勧め、花婿側も返礼する。勧める煙草の数は偶数
で二本ずつ勧め、刻み煙草の場合は二回ずつ勧める。普通、自分の煙草を「ロンザグ
イ（龍雜貴）」と称する。「ロンザグイ（龍雜貴）」は木の葉の一種であり、自分の
煙草は品質も味も悪いという謙虚な気持ちを表す。それに対して、相手の煙草は「ラ
ンカ（郎卡）」と称する。糯米で作った団子という意味であり、相手の煙草は品質が
良いという尊敬の念が込められている［注８］。	
2.4.婚約の宴会	
	 茶会後、堂屋（母屋）において「訂婚酒」という婚約宴会が行われる。	
(１)場所	 花瑶族の家屋は太陽の方向に向かうとともに、冬の北風を避けるため、南
入り（図１）が多い。堂屋（母屋）入り口の正面の壁には、神龕が設けられ、祖先を
祀る上段と土地神を祀る下段からなる。宴会は、家屋の中心部である堂屋の東側にお
いて行われ、それは、日が昇る方向であり、吉祥・清祥とされるからである［注９］。	
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(２)テーブルの並べ方	 八仙桌（正方形のテーブル）二つを一列に並べ、一卓にする
（図１）。二つのテーブルを結びつけて宴会を行うのは、包帰（花婿側）と包杯（花
嫁側）を連合し、今後子孫繁栄を表すといわれている。これは、また「联桌席」とも、
「桃朵席」ともいう。神龕に近いテーブルは「上桌」とされ、出入り口に近いテーブ
ルは「下桌」とされる［注 10］。	
(３)席次	 ①、②番は、神龕に近く、神龕と同じ向きであるため、重要な席次と認識
されている。出入り口から遠く、落ち着いており、外の景色がよく眺められるところ
でもあるため、上座とされる。招待する側、される側の身分が一番高い人、すなわち
花嫁の父親と花婿側の媒公が座る場所である。①番は②番の東に位置するため、本来
であれば、客人を敬い、もてなす席である。しかし、媒公は謙虚な態度を示すという
意味で①番に座らず、②番に座る場合が多い。出入り口に最も近い③、④番は、神龕
に相対するところであるため、次上座とされる。⑤⑥⑦⑧番は、東に位置するが景観
がよくないため、また⑨⑩○11○12番は、通路であり、出入りも多く、下座とされる。花
婿側からの郎客たちは次上座、または下座に座る。その内、⑩と○12番は、各テーブル
の一番落ち着かない場所でもあり、招待する側に依頼されたお酒を注ぐ人の席とされ
る［注 11］。	
	 1980 年代以降、物質的に豊かになり、漢族の宴会儀礼を取り入れ、联桌席より少し
下げた位置に、第二卓と第三卓（図１）を増やすようになった。東方にある联桌席と
合わせて、東南席という。増やしたテーブルの座次を決める際に最も重要なことは、
その場所がいかにくつろげるか、休めるかという点である。こうした考えにのっとり、
席が決められる。Aと B は壁に近いので、快適であるため、上座とされる。E、F、G、
H番は、テーブルに挟まられ、互いに気にしなければならず、陪座とされる。Cと Dは
通路であり、出入りが頻繁になり落ち着かない場所なので下座とされる。花嫁の両親
 
図１宴会の席次 筆者作成 
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の兄弟とその他の親戚は、世代や年齢に応じて、第二卓と第三卓の上座、陪座、下座
の順に座る。その内、H 番は、各テーブルの一番落ち着かない場所であるため、主催
側に依頼されたお酒を注ぐ人の席とされる［注 12］。	
2.5.「マオコリ（茅窠礼）」 
	 夕食後、花嫁の仲間たちは、人目を惹くために自ら制作した、得意な服装を着用し、
長い頭飾帯を互いに巻き、花嫁の家に集まってきて茅窠礼を行う。茅窠礼とは、媒公
や郎客たちを歓迎する歌垣でもあり、仲間が奪われたため、媒公たちをせめるような
遊戯でもある。茅窠礼の主な内容は「ダタオ（打滔）」「トダンエ（拓丹鄂）」「ダ
ブ（打布）」である。	
○「ダタオ（打滔）」とは、花嫁の仲間たちが、４、５人 1組で篝火の周りに座って
いる媒公たちの腿に尻餅をつくことである。郎客たちは、美しい挑花服飾を着用して
いる女性に心を引かれ、即興の情熱的な山歌を通して付き合いたい気持ちを表す。	
男：「妹妹生得乖又乖、好比仙女下凡街。身上挑花美如画、心灵手巧好人才。十八妹、
后生甘、郎想和妹讲拢来。（あなたは、美しいくて、空から降りった仙女の如く。身
につけた挑花服飾は絵画のように綺麗であり、頭もよくて、手先も器用である。あな
たと付き合いたい。）」	
女性も相手のことが気にいったら、情熱な山歌を歌い返す。	
女：「郎如日头天上来、妹是葵花对郎开。葵花不晒不结籽、郎不爱妹不怀胎。十八哥、
后生甘、我妹日夜等郎来。（あなたが日の如き、私はひまわりである。ひまわりは、
日に浴びないと、実がならない。あなたに愛されなければ、子供を産めない。毎日、
あなたをお待ちしている。）」	
	 男性は、服飾の美しさに心を引かれ、女性と情熱な山歌を交わす。互いの気を引く
ように山歌を作り出しながら、盛り上がっていくとともに、相思相愛を確認し合う。
盛り上がりにつれて、女性たちは、座っている客たちの腿に尻餅をついていく。力強
くつけばつくほど興奮し客たちは避けず、繰り返される。男女逆になっても構わない。
相手が自分の好きな人であれば、より一層力を込めて愛する気持ちを微妙に伝える。
さらに、盛り上がると拓丹鄂をする。	
○「トダンエ（拓丹鄂）」とは、性的原始的な行動である。これが始まると、女性た
ちは、郎客たちに押しかけ、引き回しながら、篝火の灰を郎客たちの股間に擦り付け
ていく。この行為は、花瑤地域では、「斑鳩の羽を抜く」という表現をする。こうし
て、気にいった人たちは、互いに抱きながら打布をする。	
○「ダブ（打布）」というのは女性たちが郎客たちの顔や体に接触することである。
参加者たちは、長幼に関わらず、また、互いに親戚であっても構わない。楽しみなが
ら夜明けまで続く。	
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2.6.杯抱掛け 
	 翌日の朝、前夜の「訂婚酒」と同様に宴会を行う。花嫁は花婿側から持参したもの
を食べず、テーブルにつかない。宴会の間、花嫁と仲間たちは、媒公が持参した赤傘
と雄鶏を受け取り、母親が作成した杯抱を、閨房において、傘の内側と雄鶏の足に掛
け飾る。杯抱を掛け飾った後、傘を閉じ、神龕に戻す。これは、花嫁の心身を花婿に
捧げ、婚姻が成立することを示している［注 13］。	
2.7.「ザブヘン（咋補很）」 
	 咋補很とは、田圃から取って来た泥を媒公と郎客たちの身に塗りつけることである。
媒公たちは宴会の前に、女性たちに促され、田圃の泥を母屋の門の両側に運んで置く。
次いで、宴会が行われ、媒公たちは酒を４杯飲んだ後、爆竹を鳴らし、母屋の門に駆
け寄って飛び出す。門の両側で待っている女性たちは押しかけて、人垣で門を塞ぎ、
一生懸命媒公たちに泥を塗る。これを「ザブヘン（咋補很）」という。一方、花嫁側
の男性は、同性の媒公たちに泥を塗ってはいけない。媒公は手早く神龕に置いた、杯
抱を掛けた赤傘と雄鶏を取って、母屋の内外に向かって、礼をそれぞれ三回し、最後
に家を出る。泥だらけの媒公たちは、そのまま帰る。塗られた泥が多ければ多いほど、
花嫁側はこの婚姻に満足の意を表す。泥だらけの衣服は花婿の家で３日間保存する。
これは、富裕な家庭は金銀財宝および田圃を娘に与えた。その象徴として貧困な家庭
においては、田圃の泥を媒公たちに塗りつけ、持ち帰らせる［注 14］。	 	
2.8.皮籮筐 
	 泥塗りの後、媒公と郎客たちは花嫁側の碁盤陣を越えて、結納品を入れた「皮籮筐」
を待ち、結納返しを受ける。「皮籮筐」は蓋がついており、竹で作ったもの入れであ
る。蓋は中身を見せないようにする目的である。花嫁側は、花婿側から持って来た「皮
籮筐」を利用し返礼する。蓋に正方形の赤い紙を貼ったものを「赤皮籮」という。	
泥だらけの媒公たちは花婿の村の入り口に着いたら、爆竹を鳴らす。迎えに来る人
たちは、「皮籮筐」を受け取るが、杯抱を掛けた赤傘と雄鶏は、媒公が直接母屋に持
っていく。赤傘は開かずに、神龕に置き、３日後、秘密の場所へ移し、大切に保存さ
れる。このことは、永遠に花嫁の心が変わらないことを象徴する。持ち込まれた雄鶏
は、新婦が子供を産む前に殺してはいけない。あるいは、そのまま、自然に死去させ
る［注 15］。	
	
3.「ジャオリン（叫領）」＝嫁迎え 
	 婚約の数ヶ月後、双方により、吉日を選び、花婿は、媒公と郎客たちに花嫁を迎え
に行ってもらう。これを「迎親」あるいは「娶親」といい、花瑶族の言葉で「ジャオ
リン（叫領）」という。嫁迎えは農閑期である冬季において行われる場合が多い。嫁
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を迎えに行く過程は、婚約時とほぼ同様に進める。媒公と郎客たちは、その前日、花
婿側で朝食をしてから出発し、夕方頃、花嫁側に辿り着き、碁盤陣を作り、夜㘔をし
ながら攔門酒を飲む。女性の家に入ってお礼をし、茶会を行う。その後「嫁女酒」と
いう宴会を行う。夜、花嫁側に泊まり茅窠礼を行う［注 16］。	
3.1.花嫁の扮装 
	 嫁迎えにおいて媒公一行の中には、新婦服を着せることを含め、準備の女性が入る。
この女性は、夫婦円満、男児と女児を持ち、親孝行をする人である。結婚式の朝、宴
会の前から花嫁の閨房において扮装を始める。花嫁の扮装は、顔に化粧しないが、眉
毛を整える。眉毛を整えることは瑶族の言葉で「ドンビミェン（冬比免）」と称され
る。それは、花瑶族の女性の習慣であり、10代から、眉毛を整え始め、弓のような眉
毛が好まれる。新婦服の着用など、花嫁の扮装には数時間もかかる。扮装の際に、母
親に頼まれた女性は、以下の言い伝えを話す。	
	 花婿の家に入る時、門檻（日本の敷居と相当する）を踏んではいけない。なぜな
ら、嫁入りの際に、門檻を踏んだら、今後、姑と接する時、強くなり、喧嘩しやす
いと考えられているのである。今後、実家の集団を代表として、相手の家で生活を
するので、無礼なことをしてはいけない。全ての振る舞いは、実家との関連があり、
実家で学んだ徳目を表すことであるからである。そして、勤勉、節約、親孝行をし
なさい。さらに、家族内だけではなく、隣家と仲良くすること［注 17］。	
3.2.家族との別れ	
	 花嫁を扮装すると同時に、盛大な宴会（婚約時の宴会を参照）が行われる。婚約式
も結婚式も花嫁はテーブルに着かずに、花婿側から持って来たものを食べず、実家の
食べ物だけを食べる。媒公たちは、酒を 4杯飲み終わったら、爆竹を鳴らし、泥塗り
が又始まる。媒公たちは、門を出て、碁盤陣のところで花嫁を待つ。花嫁は、冬服を
着る未婚の女性二人に連れられて、閨房から母屋に入り、内外に向かって、礼を三回
ずつする。高盛り飯と米を包んだ袋を母屋に置き、振り返らずに輿に乗り、花婿側へ
いく。途中で降りたり、話したりしてはいけない。碁盤陣に着くと、花嫁とその送り
方を優先し、媒公は一番後ろに行く［注 18］。	
	 1950 年代以降、花嫁は輿に乗らず花婿側へ歩いて行くようになった。談笑せず、振
り返らずに、首に実家の財力を象徴する銀飾と魔除けのために鏡を掛けている人が花
嫁である。	
	
4.「ソンリン（送領）」＝嫁送り 
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	 花嫁を花婿の家まで送り届けることを「送親」といい、花瑶族の言葉で「ソンリン
（送領）」と称される。その際に、花嫁がこれまで制作した全ての服飾は、嫁入り道
具である赤い女児箱に入れ、花婿側へ持って行く［注 19］。 
4.1.付き添い 
	 花嫁と同じ村に住んでいる人びとは、血縁関係が近く、共同体意識が強いため、花
嫁と離れがたい気持ちがあり、全員付き添いとして花嫁を見送る。その際に、未婚の
女性は季節に関わらず、冬服を着用し［注 20］、既婚の女性は、花嫁の幸福を願うた
め、自身の新婦服を着用し、首に銀鈴を掛け、赤い傘を差し、付き添いとして花嫁を
見送る。	
4.2.衝突の回避 
	 花嫁は胸の前に、針を数本付けておき、花瑶族の習俗によれば、長い針を持つ方が、
吉であり、針は女性にとって挑花制作の道具だけではなく、身を守るものと考えられ
ている。花婿側へ行く途中で他の花嫁と出会ったら、衝突を避ける為に、互いに胸に
つけた針を交換する。途中、壁がある畦道を進む場合、壁のある側が吉であり、そこ
で互いに両手を繋ぎ数回回る。こうして、双方とも、壁のある側を通ることになる。
花嫁を送る時、距離に関わらず、夕方になる前に花婿側の家に入ってはいけなかった
［注 21］。	
4.3.「ハンサア（喊煞）」 
	 花婿の村の入口に近づいたら、花嫁側の媒公が、碁盤陣を作る。碁盤陣を通った後、
爆竹を鳴らす。花婿側は、客人を歓迎するため、鉄砲を持ち、花嫁側と同様に「攔門
酒」を設ける。双方の媒公は夜㘔をしながら、客人にお酒を進める。庭における４番
目の「攔門酒」の後、母屋の外で喊煞という魔除けの儀式を行う。祈祷師は雄鶏を取
り上げ、大きい声で念ずる。その後、雄鶏を殺し、血で地面に大きな丸を描き、紙銭
を燃やし、米を撒き、酒を流して祈りを終了する。喊煞の後、花嫁は輿を降りて、花
婿側の未婚の女性二人によって、母屋に入る。まず、神龕に礼を三回、次いで屋外に
向かって礼を三回する。付き添いも傘を閉じ、母屋に入る。母屋の入り口における５
番の「攔門酒」が終わってから、「送親客」の男性たちは母屋に入り、茶会を行う［注
22］。	
4.4.「イェニアンセン（夜粘勝）」 
	 茶会後、「娶亲酒」という宴会を行う（宴会の場所、テーブルの並べ方、席次は、
花嫁側で行われた「嫁女酒」と同じ）。宴会後、媒公たちは、泥だらけの服装を脱い
で、花婿の家に 3日間保存する。花婿側の村人も、来客を歓迎するため、花婿の家に
集まってくる。特に若い女性たちは、人目を惹くために自ら制作した、得意な服装を
着用し、仲間たちと長い頭飾帯を互いに巻き合い、日頃培った挑花技術を披露する。
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篝火の周りに座り山歌を掛け合い、盛り上がりに伴い、女性が四、五人 1 組となり、
座っている男性の腿に尻もちをつき、これは夜明けまで続く。一方、花嫁は新婚夫婦
の部屋に入らず、実家から持参したものを食べ、一人新婦服のまま、夜明けまで囲炉
裏の側に座っている［注 23］。これを花瑶族の言葉で「夜粘勝」と称する。それにた
いして、花婿は、客人を招待し徹夜する［注 24］。	
4.5.客帰り 
	 翌日、媒公と花婿側の人びとは銅鑼と太鼓などの八音楽器で花嫁側からきた「送親
客」を賑やかに送る。「送親客」を送ってから、男性側の媒公たちは礼金を貰い、帰
途につく。	
	
5.「ルリン(魯領)」  
	 花嫁が結婚後、はじめて実家へ帰ることを「回門」といい、花瑶族の言葉で「ルリ
ン(魯領)」という。花嫁は花婿の家に一人で一晩を経た後、新郎と二日目の夜を過ご
し、三日目に花婿と一緒に実家に戻る。花婿は岳父･岳母の家に来て、年長者や親戚な
どに挨拶をする。新婚夫婦が泊まる日数は偶数ではなければならない。	
	 実家から戻った後、花婿側の村人は、新妻を訪ね、女児箱を開け、花嫁がこれまで
制作した服飾をみながら、互いに挑花技術について学び合う。服飾は美しければ、美
しいほど、新妻の評価は高く、村人に尊ばれる［注 25］。	
	 1960 年代以前は、花瑶族の結婚は上述のように、媒酌・婚約・嫁迎え・嫁送り・回
門という５つのプロセスで行われたが、近年、媒酌と婚約が省略され、子供が誕生し
た時に、嫁迎え・嫁送りと誕生式を同時に行うことが多い。	
	
注 
２）奉沢課:	「奉姓源流」(2009	年春月)、『奉氏族譜(五房三修)』6頁		
３）奉沢課:「奉氏族人(瑶族)歴代徙遷紀元」(2009	年 4月	30	日)、『奉氏族譜(五
房三修)』8頁		
20）冬服を着るのは、夏服は白く、結婚式では白が不吉と思われているからである。	
23）な花嫁が一人で過ごすのは、ストレス解消のため、もう一つは、お客への配慮で
ある。	
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NO.05 花瑶族の葬儀と服飾 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/9/1 虎形山村 歩道求 男 1971 教師 
注 3、5、7、11、12、14
〜16、20、22〜25、28、
30 
2016/8/23 青山坳村 楊廷昌 男 1964 薬草師 注 6、10、17、 
2016/9/9 虎形山村 沈未妹 女 1940 農民 注 1、 
2016/9/10 崇木凼村 沈修勇 男 1976 村書記 注 9、 
2016/11/21 インターネット 回楚佳 男 1971 画家 注 13、19、27、29 
2017/8/22 白水洞村 奉青花 女 ？ 農民 注 8 
2017/8/22 白水洞村 奉族清 男 1950 教師 注 26 
 
調 査 内 容 
 
葬儀は人生の終点を示すものであり、花瑶族の言葉では「デグア」と称される。隆
回県虎形山瑶族郷において花瑶族の歩道求氏、楊廷昌氏、沈未妹氏、沈修勇氏、回楚
佳氏、奉青花氏、奉族清氏に対し葬儀についての聞き取り調査を行った。それに加え、
步才晚氏（男性、52歳、2015 年８月死亡）と沈禾妹氏（女性、88歳、2017 年８月 20
日死亡）の葬儀に参列した。花瑶族の葬儀は、18の項目からなり、それらは願い、送
終、化稿件、浄身、装殮、戴孝、報喪、挖墓穴、守霊、吊孝、迎孝、闭殮、送卯、出
殯、埋葬、火送りと点灯、守孝、掛社と掛昌である。	
	
１．願い 
	 かつて、当該地域において、高齢になり衰弱し、あるいは重度な症状になると、長
生きを願いながら、相手の寿衣、棺桶および喪に服す人たちの喪服を制作する［注１］。	
	
２．送終 
	 送終とは、死者の最期に、子供などの直系親族が、側に伴い、遺言を受け取り、死
者の養育の恩に報いることであり、花瑶族の言葉で｢デグア(得呱)｣と称される。特技
を身につけている人は、最期に最も重要な部分を後継者に伝える。最期を見届けるこ
とは、大事なことであり、親の死に目に逢えないのは、子供にとって、人生の大きな
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後悔とされる。また、子供たちが、最期を見届けてくれるかどうかは、死者の福の有
無についての判断基準の一つである。人が亡くなった場合、直ちに、寝台から地面に
置いた戸板に移す。さもないと、「晾屍」と言い、死者の霊魂は、寝台に残ってしま
い、天国へ昇れないと考えられている。移した遺体は顔が見えないように、赤い寿字
紋が施された黒い布をかける。出棺前まで、足元に、「茶油灯」を灯す。この「茶油
灯」は「脚頭灯」ともいい、死者の冥路の照明に用いられ、光が消えないように、茶
油[注２]と灯芯に注意する	[注３]。	
	
３．化稿件 
	 	 死者が生前に使った寝台の藁[注４]や布団および服装などをあの世で使えるよ
うに、燃やすことを「化稿件」という。家の近くで、生前に使った服装の一部を燃
やし、他は装殮の際に遺体を固定するとともに埋葬される。陰気（穢れ）を落とす
ため、死者が使用した寝台と蓆を屋外に取り出し、数日風雨に曝してから、再利用
する	[注５]。	
	
４．浄身 
	 浄身の儀式は装殮（納棺）の前に行うもので、通常は遺体を戸板に置き、拭き清め
（藁の上に置き、拭き清める場合もある[注６]）身体や髪を清め、死化粧をほどこす。
浄身は来世への旅装束を整えるための一環として行い、ただ身体を洗い清めるだけで
なく、現世での悩みや煩悩なども綺麗に洗い流し、無事に西天に帰るようにとの願い
が込められている	[注７]。	
	
５．装殮 
	 	 身体を洗い清めた後、死装束に着替えさせ、棺桶に入れることを「装殮」という。
女性の遺族が、泣きながら、死者を呼ぶことで、死者は生きものと同じように体が
柔らかくなり、死装束を着用させやすいといわれている[注８]。女性の「寿衣」と
もいう死装束は本人の新婦服に加え、着用物は、必ず奇数とし、かつ上半身には下
半身により２枚多く着せる。通常、新婦頭巾 1枚、耳輪１対、首に銀鈴を一つ掛け
胸まで垂らし、腕輪 1本、丸襟の服は５着、筒状スカート３着、ゲートル 1対、赤
い繍花靴と靴下それぞれ1足を用いる。男性の死装束は、必ず新しい黒い服を着せ、
上半身に長着、下半身にズボンで、枚数は女性のそれと同じである。未婚の女性の
死は、親に孝行と尊敬の意を表すため、死装束としての筒状スカートの背景は白い
綿布である［注９］。遺族は、土紙を燃やした灰を新しい布袋に入れて死者の枕と
して用いる。あの世で飢えや渇きに苦しまない、豊かな生活ができるように、死者
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の両手と口にそれぞれ米を７粒入れ、口に米とともに銀元というお金を入れる。天
国に行く際に、汗を拭くため、左手に毛布を持たせ、犬を追い払うため、右手に桃
樹の枝で作った杖を持たせる[注 10]。しかしながら、物質的・経済的に満たされた
現代社会においては、女性の「寿衣」は、本人の新婦服ではなく、新しく制作した
服装の場合もある。	
	
 ６．戴孝 
	 死者に哀悼の意を表すために喪章を着けることは、「戴孝」という。喪服は世代、
また性別によって異なる。死者より一世代以上若い男性は「皓布」と称される白い綿
布を頭から被り踵まで垂らす。皓布を固定する為に、麻糸を用い、これは、「披麻戴
孝」といわれている。女性は皓布の下の袖口に黒い文様が施される白い服と前面が白
と黒のみ用いられる筒状スカートを着用し、普通より色が薄い頭飾りとゲートルを巻
く。男女とも、藁縄を帯とする。死者と同世代の人は、男女を問わず、頭、腕、腰の
いずれかに黒い綿布を巻く。死者より一世代以上年上の人は、喪服を着用せず、かつ
喪に服さない[注 11]。	
		
７．報喪 
	 報喪者が喪服を着て訃報を親友に知らせることを「報喪」という。長男（後継ぎが
ない場合は甥）が発喪者となり、親族の門に入ると跪き、額を地につけて拝礼し、死
者のなくなった日時、原因などを報告し、葬儀の次第を知らせる。報告後、すぐ戻り
「守霊」をする。正しく伝わるように発喪の間は皓布を頭に巻く	[注 12]。		
	
８．穴掘り 
	 土葬であるため、穴掘り（竪穴式）は、普通、死亡の当日、四、五人によって作業
する。墓穴は「金井」と称され、死者の家である。祖先と同じ山に埋葬する場合は、
下世代の人は必ず上世代の人より下に、同じ世代であれば、男性と年上の人は左に、
女性と年下の人は右に埋葬する。すなわち、花瑶地域において、上若しくは左は上位、
下あるいは右は下位と認識されている。穴掘りにおいて、掘り初めの土は、分けて保
管し、棺桶を埋める際に、最初に棺桶の頭部に用いる。掘り初めの土が、「開山の土」
と言われ、棺桶を埋める際に、最初に棺桶の頭部に用いれば、死者の霊魂はこの地に
帰依し安居できる。さもないと、死者の霊魂は、この地を奪わないように知らない人
を追い払い、土を投げるといわれている。墓地の方位は頭を北に置くのが良いと思わ
れている。墓穴の大きさは長さ３m、幅１m、深さ２m である。墓穴にある石は、石と
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言わずに、「宝」という。「宝」の多い場合は、棺桶が隠れる程度の深さでも構わな
い[注 13]	。	
	
９．守霊 
	 死者を葬る前に、遺体の側で一夜を明かすことを「守霊」という。守霊する際に、
料理を供え、また、猫を遠ざけなければならない。もしその声が聞こえたら、遺体は
一時的に復活してしまうといわれている。遺体が一時的に復活することを「詐屍」と
いう[注 14]	。	
	
10．吊孝 
	 親戚と近所の人びとは死者に哀悼の意を表し、死者の家族を訪問してお悔やみをい
うことを「吊孝」または、「吊喪」ともいう。吊孝の贈り物は、紙銭、香、米などで
ある。吊孝に来る人びとの中で、特に死者より若い世代は両ひざをついて三回拝礼を
するが、死者と同世代は単に礼だけを三回する。吊孝者の服装は赤色などの鮮やかな
色彩を避ける。礼をした後、死者と同じ世代の吊孝者は黒い綿布をもらい、頭、腕、
腰のいずれかの部分に巻く。死者より若い世代の吊喪者は白い綿布と麻糸をもらい、
頭から被り、踵まで垂らす。若い世代、まだ結婚していない孫の婚約者の場合は、吉
祥を表すために、白い綿布の下に「掛紅」という赤い綿布を入れる。吊孝者が揃った
ら、葬儀組織は、同姓の家族で構成し、長老等が、「家官」と称される指導者となり、
葬式を執り行う[注15]	。	
	
11．迎孝 
	 銅鑼と太鼓など八種の楽器の演奏に伴って、息子と娘は、家を出て両ひざをついて
拝礼し、吊孝者（弔問客）を迎えることを「迎孝」という。普通、長男は一番前で膝
をつき、また、娘たちは大きな声で哀号する。吊孝者は爆竹を鳴らしながら、喪にあ
る人を慰めてから、柩を安置した部屋（堂屋）に入る[注 16]。死者が女性の場合は、
柩を堂屋の右側に置き、男性の場合は、柩を堂屋の左側に置く[注 17]。	
	
12．閉殮 
	 閉殮は、文字通り棺を閉めるという意味である。死者が女性の場合は、実家の親戚
が来る前に棺を閉めてはいけない、特に「閉纸口」[注 18]をしてはいけない。なぜな
らば、死装束を改め、死者に最後の尊厳を与えると共に実家の親戚に敬意を表すので
ある。まだ帰っていない親族に対しては、棺を閉めず、頭の部分に隙間を残す。遺族
は、哀号する際に、涙を遺体、または、死装束（寿衣）に落としてはいけない。その
256  
涙は遺族の悲しみでもあり、かつ陽気があるので、遺体・死装束（寿衣）に落とすと、
詐屍（遺体が一時的に復活すること）になるといわれている	[注 19]。直系親族が、
全員揃ったら、閉殮儀式を行う。直系親族が、自分の服装から心臓を模した形の布を
切り取って、年上から順に死者の胸に置く。あの世で親族の平安・健康と立身・出世
を加護することを忘れないようにと考えられている[注 20]。	
	
13．送卯 
	 送卯というのは花瑶族の法師である「バメイ」によって、死者の霊魂を天国へ順調
に行かせるための法事であり、花瑶族の言葉で「シュガディエ」と称される。花瑶族
は、遺体を一夜しか置かない。遺族は、棺・位牌のそばに付き添い、死者の霊を慰め、
通夜をする。翌日朝、出棺し、正午までに埋葬する。墓に埋葬されることは死者の最
大の慰めであると考えられ、地仙（日本語の「占師」を相当する）も要らず、黄道吉
日も選ばない。埋葬した夜、「バメイ」は法器を持って、法事を始める。法事を行う
際に、一人で楽器を敲きながら、呪文を唱え、二泊二朝を続ける。法事の順番と内容
は以下の通りである。	
(１)魂探し	 死亡の時間、場所、原因を手掛かりとして、閻魔に死者の霊魂がどこに
あるのかを聞く。たとえば、昨日午前8時半に東山の麓で土石流で5人死亡した。
その中「阿虎」という男性は、42歳、死亡の際、ゲートルを巻いていた。法師は
これらの情報によって、閻魔に「阿虎」の霊魂を探すことを頼む。見つけたら、
「阿虎」の霊魂を身につけ、呪文と卦により、冥土での様子を遺族に示す。	
(２)解甲	 生前の罪を落とすことは「解甲」という。花瑶族は死生輪廻と善悪の因縁
に応じて果報を受けることを信じる。人の死は前世の罪の結果である。死によっ
て、謝罪する。善をする人は、長生きし、悪をする人は短命であると考えられて
いる。現世にて、善をしても、短命であれば、前世の罪の報いと考える。		
(３)床別け	 天国に行けるように、陽間に残った死者の余熱を取り除き、夫婦の寝台
を分ける。死者は陰間の冷たい寝台で、生者は陽間の暖かい寝台となる。	
(４)財落とし	 生前持っていたお金、田畑、家禽家畜などの財産を家族に残すことを
いう。	
(５)進言	 死者の罪を軽減し、順調に天国に行かせるため、閻魔に進言する。	
(６)食事	 死者は天国（花瑶族の言葉で「ウアンバオ」と称され、お爺さんの天空の
意）に行く前に、家に戻って食事（花瑶族の言葉で「半夜飯」と称される）をす
るとされる。死者の霊魂を身につけた法師は、その祭祀料理を見ずに、名前はも
とより、味や辛さなどをも遺族に示すことができる。なぜならば、死者の霊魂と
して食事をしたと考えられている。	
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(７)親戚の家を訪ねる。死者の霊魂を身につけた法師は、死者が親戚の家を訪ねる様
子を演じる。まるで生きているように主人の熱意や人情味が示される。	
(８)親戚の家から戻って、生者に福を授ける。花瑶族の言葉で「パイゴンディエ」と
称される。福は十等分に分けられ、九分を授けるのが最高だと思われている。師
に生辰八字[注 21]を根拠に金運や夫婦の縁などを占って貰える。よく当たると
いわれている。	
(９)投胎。死者は「黄泉路」を行き、「忘川」にかかる「奈何橋」（日本語の「三途
川」に該当する）を渡り、「望郷台」に到着する。すぐ側にある「孟婆亭」で「朦
胧水」（迷魂湯ともいう）を飲み、今までの事を綺麗さっぱり忘れて、	生まれ変
わるという。	現世善をすれば、来世人間に生まれ変わり、悪をすれば、牛马に生
まれ変わると考えられている[注22]。	
 
14．出殯 
	 	 翌朝、出殯（日本語で出棺）の前に、門外に棺を移す。棺の両端を竹片と藁縄で
しっかり締めた後、棺の両側に「老杠」と称される大きな丸い棒を 2 本で挟んで、
それと棺を棕縄で締める。出棺は、普通、10人一組で進行する。その内、棺桶の前
後にそれぞれ４人つき、棺を持ち上げ、1 人は棺の前において、進行を司り、1 人
は棺の後ろにおいて全体を見る。死者の足は必ず進行方向に向かせ、棺桶を途中で
置いたり、休んだりしてはいけない。喪に服している人びとは並んで棺の先に行き、
哀号しながら、三歩毎に一回振り返り、その三回毎に、棺に向かって膝をつき、拝
礼を一回する。長男（息子がない場合は、長女の夫）は棺の先に霊位と称される位
牌を持って紙銭を散らしながら道案内をする。出棺する際に、「孤魂野鬼」が近づ
き、棺桶に吊取り付くと考えられるので、それを防ぐために、参列者のなかのある
人は、棺へ米を撒きながら進んでいく［注 23］。	
	
15．埋葬 
	 柩が墓地に到着すると、墓穴の上に置き、柩に掛ける蟒罩［注24］を撤去する。火
をつけた紙銭を墓穴に入れ、悪霊を追い払うために、雄鶏を柩の足側から入れ、その
後爆竹を鳴すと、雄鶏が柩の頭側へ飛び出す。喪に服す親族たちは、身につけた皓布
を外し、晦気（穢れ・汚れ）を除くため、抬杠に３回回してから、三日間頭に巻く。
親族以外の場合は、皓布を腰に巻く。柩を墓穴に入れたら、喪に服す近親者たちは、
爆竹の音と共に、大きな声で泣き、参加者に対して「跪拜礼」をする。墓は上部を広
く逆の鼻の形にする。あの世で飢えないように、墓にはご飯を一皿埋める［注25］。
遗族は墓地から帰る際に、適宜薪を持ち帰る。「薪」は中国語において「柴」と呼ば
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れる。「柴」と「財」は同音であり、薪を持ち帰るのは、財を持ち帰るという意味を
表す。また、財を失くさないように、三日間、体を洗ってはいけない［注26］。	
	
16．火送りと点灯	
	 死者が埋葬されてから、３日目まで、喪に服す人たちは毎晩、炭に火を付けて藁に
乗せ、それを持って出棺した道に沿って、それを置きながら、墓地まで行く。また、
別れ道や溝および井戸のところにも置く。墓地で茶油灯を３夜灯す［注27］。火送り
と点灯について三つの説がある。①死者が埋葬された後の三日間、その霊魂は井戸神
へ罪を告白し、悔い改めることをしなければならない。そのための井戸神への道を導
に用いられる。②死者の霊魂は新しい場所に慣れていないため、照明と炊事のため火
送りと点灯をする。③最初の三日間、死者は遺族を恋しくなり、自分の足跡を集める
ため、家に尋ねる。その照明として用いられる。その三日間、音が聞こえるとの伝説
があると［注28］。	
	
17．守孝 
	 喪に服すのは少なくとも３年間。その間、花瑶の女性は毎日喪服を着用し、男性は
喪服を着用しないが、宴会などにおいては、社会的地位によらず、上席を避ける。喪
服の特徴は、平服より、頭飾りの色が薄く、袖口の挑花文様が黒色であり、筒状スカ
ートの前面の文様は白色である。喪に服す３年間は、春節の午前、人びとは喪服を着
用し墓参する［注29］。	
	
18．掛社と掛昌 
	 掛社とは、死者の為に、喪に服す３年の間に、立春から春分の間で行う祭祀である。
花瑶族の言葉で「バメイ」と称される法師に法事をしてもらう。法事の内容は送卯(花
瑶族の言葉で「シュガディエ」)と大体同じである。遠い親戚は掛社の前日に皓布を持
参してくる。普通は、社筒を使わずに、色とりどりの紙を長方形に切って「社」を二
つ作り、２本の葉抜きの笹にそれぞれ飾り、墓の脚部に挿す。二つの「社」はそれぞ
れ子孫の男性と女性を象徴する。死者が未婚者で、子孫がいない場合は、一つの「社」
を墓の脚部に挿す。「掛昌」とは、喪に服す期間の３年以降の祭祀であり、漢族の清
明節と同じように、墓まいりをすることである。清掃したり、墓に土を追加したり、
お香と紙銭を燃やしたり、皮紙を墓の脚部に挿したりする。遺族が男性の場合は左に、
女性の場合は右に挿す。左の皮紙は右のより高くする。墓の脚部に挿すのは、墳墓の
気を傷つけないように、孝行と尊敬の意を表すことである［注30］。	
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注释 
２）油ツバキの実から採取した油。	
４）かつて、柔らかくするため、敷き布団の下に藁を使い、2人以上が床を使う場合、
死者のために藁の半分を燃やす。残る半分は生者のものである。	
18）棺に蓋を付けて、白紙に糊を付け蓋に貼り、棺を閉めることを閉紙口という。	
21）出生の年・月・日・時間の 4項目を干支の 2字ずつで表わした計 8字のことであ
る。	
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N0.06 花瑶族の今日の生活と服飾 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/9/21 大托村 奉堂妹 女 1960 伝承人 今日の生活と服飾 
 
調 査 内 容 
	 中国文化大革命(1966〜1976 年)において、花瑶族の挑花服飾は「四つの古い
もの」として、粛正されるところであった。花瑶族の女性は、漢服を着るように
なり、挑花は制約を受けることになった。1978 に中国共産党の十一期中央委員
会第三回全体会議が行われ、中国国内体制の改革および対外開放政策が開始され
た。それ以来、花瑶地域においても、外来文化の影響を受け、挑花生活文化は、
急速に変容しつつある。	
１．後継者不足 
	 花瑶族の女性は、７才頃ともなると学校教育が始まり、母親から挑花を学ぶ機
会が失い、自然と触れ合わなくなる。加えて、経済的な理由から若者は都市へ流
出し、地域の伝統と疎遠になる。こうして、挑花制作の後継者は減少していく。	
２．制作変化 
	 現代社会では大量生産によって、物質が豊富になる。挑花服飾には木綿･苧麻
の代わりに、ナイロンなどの化学繊維がよく使われるようになった。今日わずか
ながらいるつくり手も、子どもの頃から学んだ経験はなく、それゆえに図案を創
造する能力は必ずしも高いとはいえない。制作の手間を省くために、挑花服飾に
施される紋様は周りの環境に存在する動植物ではなく、雑誌あるいはテレビから
得られる紋様を真似て刺繍している。さらに、花瑶族には文字がなく、伝統的挑
花紋様の意匠の伝承は口頭でのみでなされ、今では多くの伝統紋様の意味が分か
らなくなった。	
３．着用変化 
	 挑花服飾の着用の規則について、平服と式服、また挑花服と漢服と混ぜて着用
する人がいる。具体的にいうと、本来であれば喪服の袖口に白と黒のみが使われ
るが、近年、色彩紋様が施されることが見られる。又、結婚式では、花嫁は赤い
刺繍の靴の代わりに、ハイヒールを履き、花嫁の頭巾の変わりに、頭飾環を被る
人が多い。こうして、長い歴史の中で形成されてきた社会秩序が崩れてしまった。
現代の若者には、挑花服飾を着用せず、自らの伝統文化の価値を見失う人が少な
くない。	 	
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NO.07 服飾の素材と紋様 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/9/21 大托村 奉堂妹 女 1960 伝承人 服飾の素材と紋様 
 
表１紋様の出現と消失時期 
年代 出現紋様 消失紋様 
60 年代及以前 
 
蟹、桃、蕨葉、麻葉、万字紋 
虎の足跡、百合花、象脚、 
杯噶哟、打子花、虎 
 
70 年代 虎（歩香花）、馬（奉糯姑）黒豚  
80 年代 祝融、龍、蛇  
90 年代 輪郭線紋様 老虎（歩香花） 
 
表２材料の出現と消失時期 
材料 いつから いつまで 
綿布 不明 消失 
綿糸 不明 現存 
麻糸 不明 消失 
絹糸 不明 現存 
絹 70 年代 現存 
毛糸 70 年代外部から買って来た 現存 
ナイロン 80 年代 現存 
ナイロン糸 90 年代 現存 
竹（頭飾笠の骨組み） 90 年代 現存 
 
表３挑花服飾の分類 
挑花服飾 
日常服 式服 
夏服 冬服 婚礼衣装 葬礼衣装 
頭飾り	
頭飾環･頭飾帯･
頭飾笠･格子縞
頭巾	
頭飾帯･頭飾笠
･格子縞頭巾	
花嫁頭巾	
薄い色彩の（頭
飾環･頭飾帯･
頭飾笠）	
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上衣	
袖口に挑花があ
る白い服	
挑花がない青
いコートを加
え	
胴着･長着	 黒と白の紋様	
腰飾り	 筒状飾り帯	 筒状飾り帯	
筒状飾り帯と
腰掛	
筒状飾り帯	
筒状スカート	
前面 2枚、	
カラー･挑花	
前面 2枚、	
カラー･挑花	
前面１枚、	
カラー･挑花	
前面 2枚、挑花
が白と黒のみ	
ゲートル	 なし	 赤い･黄色	 赤い･黄色	 黑白、绿、青い	
靴	 履物	 履物	 繍花靴	 履物	
 
表４年齢によって挑花服飾の違い 
挑花服飾 7－12 才 13〜70 才 70〜80 才 80 才以上 
頭飾り	 頭飾環	
頭飾帯あるい
は頭飾笠	
頭飾帯と格子
縞頭巾	
格子縞頭巾	
上衣	
袖口の挑花が
１環	
袖口の挑花が
２〜４環	
袖口の挑花が
１環	
袖口の挑花が
１環	
腰飾り	 腰帯	 腰帯	 腰帯	 腰帯	
筒状スカート	
側面はまばら
な挑花が半分
を占め、下の縁
飾りが５針	
側面は精密な
挑花で、下の縁
飾りが７針と
３針	
側面は精密な
挑花で、下の縁
飾りが７針と
３針	
側面はまばら
な挑花が三分
の二を占め、下
の縁飾りが６
針	
ゲートル	 同様	 同様	 同様	 同様	
靴	 同様	 同様	 同様	 同様	
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NO.08 花瑶族の年中行事と服飾 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2015/9/26 桃洪鎮 奉雪妹 女 1959  公務員 年中行事と服飾 
 
調 査 内 容 
																															 	 	 	 	 	 	 																											
	 『雪峰瑶族照文』[注１]によれば、花瑶族には年中行事が三つあり、一番目が「討
念拝」で、二番目が「討寮皈(茅坳村)」で、三番目が「討寮皈(崇木凼村)」である。						 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 										
１．討念拝 
例年旧暦五月十五日から十七日にかけ、虎形山瑶族郷水洞坪村で行われる年中行事
である。「討」は「走る」、「念」は「月」、「拝」は「半」という意味で、すなわ
ち、月の真ん中で親戚を訪問する祭りである。奉錫聯(2007)が書き写した清時代乾隆
10 年（西暦 1745 年)の『雪峰瑶族照文』の記載によると、以下のように書かれてい
る。	
嘉靖二十一年（西暦 1542 年:引用者注）嚴嵩が徒党を組んで私利をはかり、租税
などを厳しくとりたて、百姓を苦しめた。吾族の民衆は貧困の上、重い徭役と過
酷で雑多な税金を負担した。又、土司[注２]に圧搾され、塗炭の苦しみであった。
吾族の首領である沈亞當が世の中を憤り憎み、むしろ旗を揚げて立ち上がり、磨
盤山にて、群衆を率いて蜂起した。漵･邵･武という三県の辺境の瑤民は共感し直
ちに集まり、高い税金を拒み、数回の武裝蜂起を行い、それによって朝廷はとて
も驚かされた。嘉靖三十八年（西暦 1559 年:引用者注）沈亞當、架把總、濫褲脚、
招打喊、馬追熊、相蒙逼、歩丫簡、楊丫科の八人は義軍を率いて、龍潭の巡檢署
を破壊し、巡檢である劉綱を殺し、官吏と結託し吾族の義軍と対抗する生員[注
３]である唐元宗を斬殺した。朝廷側の唐元宗の父親は大金で死士を募集し、京
城へ行って、嚴嵩父子に賄賂を使い、命令を下すよう要請した。萬歴元年（西暦
1573 年:引用者注）の秋、朝廷は貴州の總兵である石邦憲に大軍十萬八千の兵を
率いさせて、義軍を討伐した。官軍が白馬山に駐留し、沈亞當は義軍に各寨の寨
門を嚴守せよと命じた。吾族は、唐梅寨、尖岩寨、鵞羊寨、天心寨、蕨芽寨、歇
官寨（血光寨とも言う）、香爐山寨、白馬山寨を修築し、官軍に何度も重大な打
撃を与え、官軍と三年六ヶ月間対峙していた。石邦憲は長期戦による軍の士気低
下を避けるため、息子に前衛を担当させ、死を賭して、強攻した。義軍の水も漏
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らさぬ警備のため、官軍は目的を達せられなかった。尚且つ、官軍の死傷者が数
え切れず、退却した。反攻の為、石邦憲は息子を殺し、官軍を奮いたたせ、改め
て軍令を下し、各寨を攻撃した。吾族の義軍は力を奮って抵抗して反撃を加え、
一時的に、官軍は敗退した。萬歴四年（西暦 1576年:引用者注）の端午節[注４]
の夜、官軍は二百あまりの燈籠を持って、香爐山寨に陽動し、吾族の義軍を香爐
山寨に誘き出した。吾族の義軍は計略にかかり、官軍は機会に乗じて、各寨から
奇襲した。吾族の義軍の首領である沈亞當は孤軍奮闘したが、衆寡敵せず、遂に
命を落とした。官軍は吾族の軍民を七百人あまり殺した。屍が野原一面に横たわ
り、血の川になった。官軍は勝利を収めて帰った。敗走した数百人の群衆は漵邑
打卦沖などの山奥に退却し、親子等三十人で小寨を立てた。食べる物さえなく、
山に登って葛を掘り、河に下って魚介類を取り、辛い生活が長く続いた。それ故、
吾族は毎年旧暦五月十五日から十七日にかけ、討念拝として、血光寨の水洞坪に
集會することを雪辱記念とした。	
２．討寮皈(茅坳村) 
旧暦七月二日から四日にかけ、最初は今の虎形山瑶族郷大托村で行われていたが、
大托村が辺鄙のため、清時代の末以降、同郷の茅坳村で行われるようになった年中行
事である。「寮」は凶悪という意味で、「皈」は「菩薩」という意味で、「討寮皈」
は凶悪な菩薩から逃げるという意味である。奉錫聯(2007)が書き写した清時代乾隆 10
年（西暦 1745 年)の『雪峰瑶族照文』の記載によると、「討寮皈(茅坳村)」の由来は
以下のように書かれている。	
天禧元年（西暦 1017:引用者注）、吾族は趙、魯の二人の督統に取り囲まれて、
七月二日まで追われ殺された。吾族は五方に命からがら逃げた。逃足の早い吾族
は、遠くまで行き、遅い人びとは、鵝頸大丘のキュウリ･シロウリ棚の下に逃げ
隠れた。其の内、妊娠している女性は恐怖の為、血が滴るように子供を早産した。
官軍は、その悲惨な状況を見て、そこの人びとを斬殺しないように軍旗を立てた。
キュウリ･白ウリ棚の下の吾族は危うく難を免れた。吾族は当日集会し、七月二
日以降でなければ、キュウリ･シロウリを食べではいけないと誓い、その上に、
守らないと子孫が繁昌しないと言い伝えた。以降、毎年旧暦七月二日から四日に
かけ、討僚皈を罹難の記念日としている。	
３．討寮皈(崇木凼村) 
旧暦七月八日から十日にかけ、虎形山瑶族郷崇木凼村で行われる年中行事である。
奉錫聯(2007)が書き写した清時代乾隆 10 年（西暦 1745 年)の『雪峰瑶族照文』の記
載によると、「討寮皈(崇木凼村)」の由来は以下のように書かれている。	
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雍正元年（西暦 1723 年:引用者注）、麻峒における回氏の瑤族の姉妹が七人、漢
族の廖翁元氏と彼が引き連れた二百人余りに囲まれた。それで、吾族の回氏が反
抗した。廖翁元氏は瑤族が反乱を起したと嘘をつき、朝廷に報告した。朝廷は六
萬人を瑤山に派兵し、鎮圧した。吾族の義軍群衆は強暴な圧力に屈服せずに、勇
敢に奮戦した。大沙江で官軍と大いに戦った。瑤族は死傷者が多く、残った義軍
は小沙江に退避したが、官軍は追い続けた。又、小沙江でも小規模の戦いがあり、
両地で戦死した義軍は数千人に達した。生き残った瑤族は山を超え遠回りして麻
峒山に退却し隠れ住んだが、官軍は五都七領八寨まで追いかけた。吾族の義軍群
衆は難攻不落の所に潜み、敵と渡り合い、頻繁に山林に出沒して、官軍を奇襲し
た。敵軍は恐れおののき、勝つことができなかった。尚且つ、溆浦における瑤族
の首領である蒲公祥氏は義軍を率いて、龍潭に陽動し、官軍の退路を断った。官
軍は（邵）小沙江、（漵）五裏江の兩地から兵を引き上げるよう強いられて、停
戦して、講和した。瑤族を落ち着かせ慰めるため、損失を賠償し、(邵)十六峒、
（漵）十峒の土地が瑤族に与えられ永遠に耕作することになった。それで、毎年
旧暦七月八日から十日にかけ、殉難した義軍の將士を記憶するため、崇木凼村で
討寮皈が行われてきた。	
	
４．年中行事にみられる服飾文化 
年中行事の服飾文化について、挑花伝承人である奉雪妹氏[注５]への聞き取り調査
を行った。	
	 花瑤地域の三箇所で、異なる時期に行われてきた、空間･時間の区切りになる
年中行事は、いずれも受難を記念するためのものである。年中行事の際に、花瑤
族の人びとは、親戚や友人を訪ねたり、物を交換したりしていた。日頃、触れ合
う人は近傍に住んでいるので、このような人が集まる機会は、昔の若者にとって、
重要な出会いのチャンスであった。当時、若い女性たちは優秀な人と出会うよう
に、日頃、挑花技術を磨き、自分の才能を表すものとして、心を込めた服装を着
用して、年中行事に参加していた。女性同士にとって、年中行事は、日頃培った
挑花技術を披露し合う機会ともいえる。若い男性は、女性の気を引くために山歌
を熱心に練習していた。綺麗な挑花服飾を着用している女性が目に入ったら、山
歌を通して、恋しい気持ちを伝える。あるいは、友人に頼んで、気に入った女性
の情報を尋ねる。もし、その女性も気に入ったら、歌い返して、感情を表す。そ
して、男性は媒公[注６]に頼んで、媒酌をしてもらう。昔は、女性を自分の家に
連れて帰ってから、媒公によって情報を伝えることもある。	
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注釈と参考文献 			
１）清時代乾隆 10年（西暦 1745 年）『雪峰瑶族照文』奉錫聯 2007 年写本。	
２）土司（どし）は、中国王朝が、諸民族の支配者たちに授ける特定タイプの官職に
対する総称。	
３）中国で、明･清代の科挙試験をめざす学生。士人。衿士。『広辞苑』より。	
４）花瑶族は旧暦五月五日を「小端午節」にし、五月十五日を「大端午節」にし、後
者を尊ぶ。	
５）奉雪妹氏(2015 年現在 56歳)は国家レベルの挑花伝承人である。	
６）媒公(ばいこう)というのは、同じ村に住んでいる人々に尊敬され、恋人を紹介し
たり、恋愛のことを家族に伝えったり、結婚式を司会したりする仲人である。	
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NO.09 花瑶族の挑花服飾の染色 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2016/8/26 虎形山村 楊梅香 女 1924  薬草師 染料と染色方法 
 
調 査 内 容 
	
	 花瑶族は古くから山間で薬草を採集しており、衣食の他、植物・動物等、生活と関
わる自然について豊富な知識を有している。1950年代以前、秋季において花瑶族が暮
らしている自然環境に存在する植物から染料を採集・抽出し草木染を行った。挑花服
飾において、よく染色された色は、黄・赤・藍・紫・黒であった。	
１．植物染料 
1.1.黄色の染料 
黄色の染料は、クチナシ(漢字表記:梔子)の実であり、花瑶族の言葉で｢ビロン(比
濃)｣と称される。毎年 10 月頃クチナシの実を採集し竹でつくった簸箕に広げ、光に
浴びて乾燥させる。干したクチナシの皮を剥がし、中身だけを染料とする。	
1.2.赤色の染料 
赤色の染料は懸鉤子の実であり、当該地域では｢ウパオ(烏萢)｣と称される。｢ウ
(烏)｣は濃い赤色の意味である。ウパオは、家屋の周囲や渓流の側に数多く自生して
いる。かつて、ある花瑶族の女性は、山間で働く際に、ウパオの汁に衣服を染められ
てしまったが、家に戻ってから洗っても落ちにくかった。その後、ウパオを赤い染料
としてきたという。10月頃、熟したウパオの実を採集する。採集する際に、根元から
刈り取ることではなく、来年も採集できるように熟した実だけを取る。採集は１回だ
けではなく、熟した実が出てきたら、年に３回程度採集を行う。採集後、適当に人畜
の糞尿を肥料として根元に与える。	
1.3.藍色の染料 
藍色の染料は、滇白珠の実であり、花瑤族の言葉で｢ダンザバオ(当咋宝)｣と称され
る。10月頃、山で採取した｢ダンザバオ(当咋宝)｣の実を干して、臼でつくと粉になる。
新鮮な｢当咋宝(ダンザバオ)｣の実も使える。	
1.4.紫色の染料 
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紫色の染料は、垂序商陸の実であり、当該地域で野高麗参と称される。高さ 1.5m～
2m ほどになる多年草。根は長くゴボウ状である。茎は無毛で、秋になると赤くなる。
葉は長さ 30cm ほどで、長楕円形。花序は長い花柄があって垂れ下がり、6月から 9月
にかけて白色ないし薄紅色の花からなる花穂を枝先に付け、夏季に扁平な果実を付け
た後に初秋に黒く熟す。熟した果実は柔らかく、潰すと紫色の果汁が出る。果汁は染
料として使われる。	
1.5.黒色の染料 
黒色の染料は、五倍子であり、花瑤族の言葉で｢ザパ(咋扒)｣と称される。秋季、虫
こぶの殻を破って成虫が飛び出す前に採取して、すばやく熱湯につけ殺虫し乾燥させ
たものが生薬として使われ、秋彼岸頃に至って生長の極度に達し黄赤色になり、この
時機が採取した五倍子は染料として使われる。	
	
２．下地処理 
	 染色する前に下地処理をする。染める糸・布に付けられた不純物をとるために、染
める前夜から、茶枯(油を絞ったツバキ実の粕)で湯煎した水の中に浸し、翌日朝、柔
らかくなった糸と布を手で綺麗に洗う。その後、川で水に流される。また、染色の前
夜、黄豆を浄水に一晩浸す。翌日朝、早めに浸した黄豆は、石磨で水を入れながら磨
く。包袱と称される四方形の風呂敷で粕を濾過し豆乳を見出す。残した黄豆の粕は、
｢豆腐渣｣といい、発酵させて美味しい食べ物になる。もしくは、豚の餌とする。豆乳
を鍋に入れ、洗った糸・布を豆乳に加え、加熱しながら、15分程度掻き混ざり、タン
パク質を十分に取って軽く絞り糸・布を取り出す。残した豆乳は豚の餌にする。	
	
３．染色方法 
	 染色方法には二つある。一つは加熱染色、もう一つ浸し染色である。クチナシ、 
滇白珠、五倍子などから、それぞれ染液を煮出し、布や糸を入れ、加熱しながら染
色する。懸鉤子、垂序商陸から、それぞれ染液を絞り出し布や糸を入れ３泊３日、
浸し、染色する。 
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NO.10 挑花服飾の色彩 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2016/9/13 四角田村 楊茶妹 女 1966 農民 服飾の色彩 
 
調 査 内 容 
 
問：挑花服飾の色彩について聞かせてください。 
	 花瑶族の挑花服飾は、山間に咲いている華やかな野花といわれている。山の奥に住
んでおり、豊かな自然と触れ合い、その色彩は植物から見い出した染料で染めたもの
である。雉の美しさに啓発され、羽毛の華やかな色彩が服飾に施されるようになった。
今でも、綺麗な花瑶族の女の子を雉に喩える。	
	
	
NO.11 挑花刺繍の起源伝説 
	
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2016/9/15 虎形山村 歩道求 男 1971 教師 挑花刺繍の起源伝説 
 
調 査 内 容 
 
問：挑花と呼ばれる刺繍について聞かせてください。 
 花瑶族の先祖は男女問わず狩猟生活をしていた。他の民族に追われ、頻繁に移動す
ることから「過山瑶」と呼ばれた。定住するようになっても、女性は男性とともに屋
外で野良仕事をする。山で生活をしている民族であり、服装は荊や石などによって破
れることが多い。縫い繕う際に、破れたところに紋様を刺繍してきた。服装に施され
た主な紋様は日頃触れ合った動植物が多い。より綺麗な文様を作るために、身の回り
の動植物の特徴、習性を観察していた。 
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NO.12 杯嘎喲紋様の起源 
 
時間 場所 姓名 性別 生まれ年 職業 調査内容 
2016/9/15 桃洪鎮 奉雪妹 女 1959 伝承人 「杯噶喲」紋様 
 
調 査 内 容 
	
問：「杯噶喲」紋様について聞かせてください。																																		
	 昔、花瑶族のある腕が良い女の子は、山間で働いて、休憩に際して、今日の虎形山
瑶族郷水洞坪村に位置する花露岩に座って、筒状スカートを縫い繕っていた。そして、
石の上に生えている丸い苔を見つけ、その苔は多ければ多いほど、豊作の前兆となる
といわれており、挑花紋様としての苔は「杯噶哟」と称され、「杯」は花あるいは紋
様を「噶」は丸い形を「哟」は大きな石を意味する。したがって、「杯噶哟」は大き
な石(花露岩)の上の丸い紋様(苔)を指す。彼女の制作した「杯噶哟」は改善され、月
日を経て、広がっていく。	
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５.アンケート調査 
1)	中国湖南省隆回県における花瑶族の服飾文化に対する認知調査	
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中国湖南省隆回県における花瑶族の服飾文化に対する認知調査 
問 1.あなたの民族	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
花瑶族 102 51% 
非花瑶族 98 49% 
合計 200  
 
 
問 2.あなたの年龄	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
10～19 歳 11 6% 
20～29 歳 46 23% 
30～49 歳 92 46% 
50～69 歳 32 16% 
70 歳以上 19 9% 
合計 200  
 
 
問 3.あなたの性別	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
女性 132 66% 
男性 68 34% 
合計 200  
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問 4.あなたの居住地		[単一選択]	
 
選択肢 
小
計 
比例 
花瑶地域(虎形山瑶族郷・小沙江鎮・大水田郷・麻
塘山郷) 
125 
63% 
非花瑶地域 75 
37% 
合計 200  
 
 
問5-1.以下の伝統的挑花服飾文化を知っていますか。。	
伝統的挑花服飾が木綿や麻および植物染料を素材とし、次の世代まで利用され、古く
なったらおしめなどに転用され、使用に耐えられなくなると切り外し糊をつけ乾燥後
靴底の素材とされ、最終的に自然に還元された。	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
知っていた 152 76% 
知らなかった 48 24% 
合計 200  
 
問 5-2.以上の服飾を通して形成された資源循環型の生活文化についてどう思います
か。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
とても魅力的に感じた 135 68% 
やや魅力的に感じた 51 25% 
どちらともいえない 13 6% 
あまり魅力的に感じなかった 0 0% 
まったく魅力的に感じなかった 1 1% 
合計 200  
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問6-1.以下の伝統的挑花服飾文化を知っていますか。。	
花瑶族の女性は昼間、木下や大石の上で村人と交流しながら刺繍技術や杯嘎喲打子花
などの紋様の意味を共有し、夜間、母親や祖母と囲炉裏を囲んで刺繍を通して互いの
温もりと連帯感を共有した。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
知っていた 160 80% 
知らなかった 40 20% 
合計 200  
 
 
問6-2.コミュニケーションの中で刺繍技術向上・人間関係づくりについてどう思いま
すか。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
とても魅力的に感じた 143 72% 
やや魅力的に感じた 52 26% 
どちらともいえない 5 2% 
あまり魅力的に感じなかった 0 0% 
まったく魅力的に感じなかった 0 0% 
合計 200  
 
 
問7-1.以下の伝統的挑花服飾文化を知っていますか。。	
花瑶族の女性が「討念拜」「討寮皈」といった年中行事に参加するにあたって、よい
出会いを求め日頃から刺繍技術に磨きをかけ、当日、男性が綺麗な挑花服飾を着用し
ている女性と出会って、山歌を通して愛する気持ちを伝えた。	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
知っていた 157 79% 
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知らなかった 43 21% 
合計 200  
 
 
問 7-2.服飾によって地域コミュニケーションを促進する生活文化についてどう思い
ますか。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
非常有意思 137 69% 
比较有意思 54 27% 
どちらともいえない 8 4% 
没什么意思 1 1% 
完全没意思 0 0% 
合計 200  
 
問8-1.以下の伝統的挑花服飾文化を知っていますか。。	
婚約してから男女両家の力を合わせ女性の婚礼衣装を制作し、結婚当日、婚礼衣装の
着用が男女 2人だけでなく、両家の婚姻関係の結びを象徴し、その後、同郷の花嫁も
幸せな生活が送れるように自身の婚礼衣装を着用し花嫁を送り届け、死後、先祖のい
る世界に行っても婚姻関係を永続するために婚礼衣装を着用した。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
知っていた 131 66% 
知らなかった 69 35% 
合計 200  
 
 
問 8-2.服飾による家族関係、婚姻観・死生観などの生活文化についてどう思います
か。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
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とても魅力的に感じた 120 60% 
やや魅力的に感じた 66 33% 
どちらともいえない 13 7% 
あまり魅力的に感じなかった 1 1% 
まったく魅力的に感じなかった 0 0% 
合計 200  
 
 
問 9.上述（問５〜８）自然・人・社会と密接に関わった服飾を伝承し続ける必要があ
りますか？	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
とても必要 131 66% 
やや必要 67 34% 
どちらともいえない 2 1% 
あまり必要ではない 0 0% 
まったく必要ではない 0 0% 
合計 200  
 
 
問 10.花瑶族の挑花刺繍の経験がありますか？ [単一選択] 
 
選択肢 小計 比例 
有 56 86% 
無 9 14% 
合計 65  
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問 11. 挑花刺繍の頻度は？[単一選択] 
 
選択肢 小計 比例 
数回しかない 12 21% 
年に数回 9 16% 
月に数回 2 4% 
週に数回 5 9% 
ほぼ毎日 28 50% 
合計 56  
 
 
問 12.花瑶族の挑花服飾の着用経験がありますか？[単一選択] 
 
選択肢 小計 比例 
有 78 76% 
無 24 24% 
合計 102  
 
 
問 13.挑花服飾の着用頻度は？ [単一選択] 
 
選択肢 小計 比例 
数回しかない 16 21% 
年に数回 22 28% 
月に数回 6 8% 
週に数回 5 6% 
ほぼ毎日 29 37% 
合計 78  
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問 14.挑花服飾が制作できますか？[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
できる 44 79% 
できない 12 21% 
合計 56  
 
問15-1.	花瑶族の服飾文化の現状についてご存知でしょうか。	
現代の服飾は化学繊維や科学染料を服飾素材とし、若者が挑花刺繍に関心を持たず、
機械で生産されるようになり、伝統的服飾を着用しなくなる傾向にある。	[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
知っていた 160 80% 
知らなかった 40 20% 
合計 200  
 
問15-2.花瑶族の服飾文化の現状についてどう思いますか。[単一選択]	
 
選択肢 小計 比例 
とても心配します 96 48% 
やや心配します 81 41% 
どちらともいえない 17 9% 
あまり心配します 4 2% 
まったく心配しません 2 1% 
合計 200  
 
問 16.今後服飾文化の伝承と活用について以下の提案から適切と思うものを選んでく
ださい。[複数選択]	
 
選択肢 
小
計 
比例 
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自然環境の保持といった持続可能な生活の場を継承す
るために、木綿や麻および植物染料をつかってみる 
157 
79% 
自然素材の栽培を復活するため、可能な集落で木綿や
麻および植物染料を植えてみる	 129 65% 
自然素材の加工技術を復活するために、興味・関心が
ある人を集めて集落や学校で然素材の加工体験を行な
ってみる 
121 
60% 
自分の手で育てた自然素材を加工した糸や布を植物染
料で染めて、挑花刺繍を加え、服飾をはじめ、カーテ
ン、布団、枕のカバー、風呂敷、買い物袋、マフラー
などの日用品をつくってみる 
136 
68% 
WeChat などのマスコミを利用し服飾文化活用した製品
を販売してみる 
130 
65% 
素材の栽培・加工を体験、地域外の人々と伝統的服飾
文化を共有してみる 
136 
68% 
伝統的服飾文化を地域内外の人びとと共有できるよう
に、記録映画をつくってみる。	 151 76% 
合計 200  
 
問 17.服飾文化を活用する地域振興方策についてご意見やコメントを書いてください。	
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NO.01 花瑶族奉氏の移動歴史 
	
	 花瑶族は奉氏、唐氏、回氏、劉氏、歩氏、沈氏、蒲氏、厳氏、丁氏、蘭氏、楊氏、
梅氏という 12 名字によって構成されている。『奉氏族譜』によれば、花瑶族の移動
歴史がうかがえる。それについて、以下のように記されている。	
１．唐時代以前 
	 花瑶族の先祖は、秦・漢時代に湘江、資江、沅江の中下流域と洞庭湖の間で生活
していたが、南北朝時代、長江、淮河の間へ移動させられ、封建統治階級から圧迫
を受け、長江と洞庭湖を超え、湘南・贛北まで移動した。唐時代建中元年(西暦 780
年)まで、そこで生活していた。今でも、花瑶地域で「海を渡る、河を越える」など
の伝説が広がっている。	
２．唐時代 
	 建中元年（西暦 780 年）、花瑶族の奉氏一族は、今の湖南省洞庭湖西南部に居
住、780 年に洞庭湖を超え、今日の江西省吉安市太和県上圯郷、水槎郷、沙村鎮を含
む鵝公脳山脈に囲まれた場所で、十何代、200 年あまりを過ごした。	
３．宋・元時代 
	 天禧元年（西暦 1017 年）に、そこで暮らしていた奉氏一族は、朝廷から派遣され
た趙、魯という二人の都統に攻撃され、沔河に沿って、今の太和県万合鎮樟塘贛江河
畔の南岸にある鵝頸大丘のキュウリとシロウリの棚の下に隠れた。難を逃れた人びと
は３つのグルプにわかれて、7月 2 日に花瑶族の先祖の奉享公、奉貫公、奉寅公に統
率され、広西、雲南、貴州の西南地方に渡った。そこで、災難を記念するため、毎年
7月 2 日以前は、キュウリとシロウリを食べないと誓った。広西桂林郡へ移動した花
瑶族は、そこでの気候風土に合わず、地方官吏に虐げられた。南宋時代の建炎四年(西
暦 1130 年)には沅水に沿って、湖南の西南山区の洪江に向かい、元時代の至正二十七
年(西暦 1367 年)まで居住していた。その間に花瑶族の独特の民俗・礼儀（洪江約朗
領数、過宾約喜領礼）が形成され、現代まで伝承されてきた。	
４．明時代 
	 洪武元年（西暦 1368 年）に、奉氏一族は、洪江から堂弯、永靖、麻陽、盧溪、辰沅
に渡って、今の溆浦県竜潭などの鎮に移り住んだ。又官吏に鎮圧・殺戮され、奉氏の
先祖である易彡世祖は犠牲になった。妻の易氏は、士隆、士堂という二人の息子を携
えて、万歴四年（西暦 1576 年）に竜潭から葛竹坪（溆浦県の南端）、鹿洞、隆回県境
にある歇官寨に渡って、本国聖に移り住んだ。	
５．清代時代以降 
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	 奉氏の花瑶族は、その先祖である易彡の後代が、今日の虎形山水栗凼村の本国聖に
移り住み、二十二代、430 年あまりに渡って暮らした。その間、奉氏一族は、主に虎
形山瑶族郷、小沙江鎮、その他は隆回県の麻塘山郷、大水田郷、溆浦県の葛竹坪、小
横壟、沿溪、中都などの郷、鎮に分かれ住んでいた。少数民族であるがため、郷、鎮
の辺境に追いやられた。	
	
参考資料 
奉澤課(2009)「奉氏族人（瑶族）移動歴史」『奉氏族譜』pp.6-8	
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N0.02 隆回県の歴史変遷 
	
『隆回県志』の記載に基づき、その歴史変遷を概観する。	
	
１．春秋･戦国時代  
隆回県の疆域は楚国の南部境界に属していた。	
	
２．秦･漢時代 
	 秦は中国を統一して、初めて郡と県を設定し、隆回県は長沙郡[注 1]に属した。西
漢時代、漢の武帝元朔５年（紀元前 124 年）、昭陵が解体されて、都梁、夫夷という
侯国がおかれ、隆回県は零陵郡に属したが、東漢時代、昭陵と都梁の県地に属するこ
とになった。	
	
３．三国･両晋･南北朝時代 
	 三国時代、呉の宝鼎元年（266 年）、零陵北部が分割されて昭陵郡ができ、後に解
体されて、高平県となった。隆回県は今の高平鎭の小坳村の古県場であった。都梁は
武岡県になり、今の県境は昭陵、高平、武岡県に属した。晋時代、太康元年（280 年）
に、武岡の北境が切りはなされ、ふたたび都梁県[注 2]を設置し、さらに高平が南高
平と改名され、隆回県は昭陵郡の都梁、高平県の一部になった。南朝時、梁は昭陵郡
を桃花坪に支配され、陳は昭陵、高平を邵陽に組み入れ、隆回県は邵陽、都県地とな
った。隋時代、郡が撤廃され、都梁、夫夷は合併して邵陽に入れられ、一つの邵陽県
となった。	
	
４．隋唐時代 
	 隋末、肖銑は邵陽を占拠し、今の城步県に建州と武攸県を設置した。唐時代、武徳
４年（621 年）肖銑が鎮められ、建州が南梁州に、武攸県が武岡県に変わった。太宗
貞観 10年（636 年）、南梁州が邵州に変わり、邵陽、武岡という二つの県の一部とな
った。当時の隆回は邵陽県と武岡県に属した。宋神宗熙寧５年（1072 年）、梅山が開
発されて、上梅山に新化県が設置され、隆回県は邵州の一部となった。その後、隆回
県は邵陽、武岡、新化の３の県に属し、元、明、清を経て、ほとんど変動はなかった。	
	
５．民国時代以降 
	 中華民国 1年（1911 年）9月 9日に、邵陽に湖南軍政府宝慶分府が設立された。中
華民国２年、府、州が廃棄されて、邵陽県が宝慶県に、武岡州が武岡県になり、民国
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17 年の夏、宝慶県が邵陽県になった。当時隆回県は邵陽県、武岡県、新化県に属して
いた。民国 36 年 8 月、邵陽県の八つの郷、一つの鎮が廃棄されて、隆回県が設置さ
れ、湖南省第六行政督察区に属することになった。1945 年 10 月 15 日、隆回県人民政
府が成立し、県庁が桃洪鎮に移動した。	
	
注釈 
１）秦時代の長沙郡は、北が洞庭から、南が五岭まで、東が鄱阳湖の西岸と羅霄山脉
に接し、西が沅水流域である。花瑶族の『奉氏族譜』によれば、花瑶族の先祖は、
秦・漢時代に湘江、資江、沅江の中下流域と洞庭湖の間で生活していたという。
つまり、当時、花瑶族の居住地は長沙郡に属していた。	
 
参考文献 
隆回県志編委会(1994)『隆回県志』中国城市出版社	 p.37	
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NO.03 花瑶族刺繍の歴史 
	
	 瑶族の挑花の始まりについて、『風俗通儀』や『随書』や『湖南瑶族百年』などの
記載によって、その歴史を概観したい。	
	 まず、瑶族に広く伝承された神話伝説から彼らの先祖はどのように周囲の環境に存
在する資源を活用して、服飾を作ってきたのかを述べる。東漢時代の学者である応劭
はその伝説を『風俗通儀』に記述している。	
	
	 織績木皮、染以草實、好五色衣服、制裁皆有尾形[注 1]。(日本語訳：木皮を織績し、
草の実で染め、五色の衣服を好み、尾形を主に取り入れている。)	
	
瑶族の先祖は憧れの素材、色彩を手に入れるために、周りの生活環境に存在する植
物の内部深くに隠されたものを見つけ出し、華やかな挑花服飾を作って、身に着けた。
深みのある赤、輝くような黄、美し青、神秘な黒、恐れを呼び起こす白などを手に入
れるために、複雑な工程を踏み、何度も観察したり、試したりして自然環境と共生し
てきた。	
	
	
	 また、唐代の学者魏征の『随書』には、以下の記述がみられる。	
	
 长沙郡杂有夷蜒、名曰莫瑶、其女子蓝布衫、斑布裙、通無鞋履。（PP.489-490）(日
本語訳：長沙郡に雑居する夷蜒[注２]が、名を瑶と称され、その女、青布衫と斑布裙
を身に付け、その足は素足。)	
	
	 これは、今日の隆回花瑶族の女性の服装と合致している。彼女らはともに、頭には
色鮮やかなクロスステッチ頭巾、上半身には青色の丸襟服、腰にはクロスステッチの
絹紐、下半身にはクロスステッチのバレルスカートを身につけている。このことから、
花瑶挑花は、東漢時代以前に始まったことが分かる。	
	 さらに、『湖南瑶族百年』には、隆回県北西部に居住している花瑶族の生活が次の
ように記されている。	
	
	 明洪武元年（1368年）、花瑶从洪江迁往龙潭定居隆回后、一天、瑶族姑娘在岩壁上
玩耍、突然发现岩壁上丛生绿色花朵、十分漂亮、她们便模仿挑刺成挑花服饰、这就是
流传至今的花瑶挑花基本图案“杯干约”（《湖南瑶族百年》载）。从此、挑花制作水
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平和技法已日益成熟、能以简练生动的手法、表现出复杂的自然形象和抽象的人类思维
理念、且不用描图设计和模具绣架。 
 
注・参考文献 
１）應劭(漢)著	 王利器(1981)校注『風俗通儀校注』(下)	 中華書局、PP.489-490 
２）古代中国の東部に住む各民族の総称。	
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N0.04 伝説と服飾 
 
中国語原文 
 昔高辛氏有犬戎之寇、帝患其侵暴、而征伐不克、乃訪募天下有能得犬戎之将吴将軍
頭者、購黄金千鎰、邑萬家、又妻以少女。時帝有畜狗、其毛五彩、名曰槃瓠、下令之
後、槃瓠遂 
 銜人頭、造闕下。羣臣怪而診之、乃呉将軍首也。帝大喜、而計槃瓠不可妻之以女、
又無封爵之道、議欲有報、而未知所宜。女聞之、以為帝皇下令、不可違信、因請行；
帝不得已、乃以女配槃瓠。槃瓠得女、負而走、入南山、止石室中、所處険絶、人跡不
至。於是女解去衣裳、為僕鑒之結、著獨力之衣。帝悲思之、遣尋求、輒遇風雨震晦、
使者不得進。経三年、生子一十二人、六男六女、槃瓠死後、因自相夫妻、織績木皮、
染以草實、好五色衣服、制裁皆有尾形。其母後帰、以状白帝、於是使迎諸子、衣裳斑
蘭、語言侏離、好入山壑、不樂平曠；帝順其意、賜以名山廣澤。其後滋蔓、號曰蛮夷、
外癡内黠、安土重舊、以先父有功、母帝之女、田作賈販、無關梁符傳祖税之賦、有邑
君長、皆賜印綬、冠用獺皮、名渠曰精夫、相呼為姎徒。 
 
注・参考文献 
１）應劭(漢)撰、王利器(1981)校注『新編諸子集成續編･風俗通義校注』中華書局
pp.489-490	
	
日本語訳文 
	 昔	 高辛氏に犬戎の寇が有り。帝	 その侵暴せることを患いて、征伐するも克たず。
乃ち天下を訪募し、能く犬戎将呉将軍の頭を得る者有らば、黄金千鎰邑萬家を購し、
又妻わすに少女を以てせんとす。時に、帝に畜狗あり、その毛五采、名は槃瓠と曰う。
令を下せした後に、槃瓠	 遂に人頭を銜えて闕下に造れり。群臣怪しみて之を診むる
に、乃ち呉将軍の首なり。帝	 大いに喜びて、計るに槃瓠は之に妻わすに女を以てす
べからず、又た封爵の道無し。議るに報い有らんと欲するも未だ宜しき所を知らず。
女	 之を聞きて以為らく	 帝皇令を下せり。信に違うべからずと。因りて行かんこと
を請う。帝	 已むを得ず、乃ち女を以て槃瓠に配す。槃瓠	 女を得て、負いて走りて
南山に入りて、石室の中に泊まる。処する所険絶にして、人跡至らず。是に於いて女	
裳を解き去りて、僕鑒の結いを為して、独力の衣を著けたり。帝	 之を悲思して使を
遣りて尋求すれば、輒ち風雨の震晦なるに遭いて、使者進むこと得ず。三年を経て子
十二人を生む。六男六女。槃瓠死せし、因りて自ら相夫妻し、木皮を織績して、染む
るに草実を以てす。五色の衣服を好みて、製裁するに皆尾の形有り。其の母	 後に帰
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りて、状を以て帝に白し、是に於いて諸子を迎致せしむ。衣裳斑蘭たり、語言侏離た
り、山壑に入ることを好みて、平曠を楽しまず。帝其の意に順いて、賜うに名山広沢
を以てす。其の後滋蔓たり。号して蛮夷と曰う。 
 
注・参考文献 
１）應劭(漢)撰、王利器(1981)校注『新編諸子集成續編･風俗通義校注』中華書局、
pp.489-490	
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NO.05 隆回県における花瑶族の分布概略 
	 	
	 明時代以降、花瑶族の生存地域は、『奉氏族譜』や『隆回県志』に記されている。	
１．明時代 
	 『奉氏族譜』によれば：	
	 	 明朝万歴４年（西暦 1576 年）、易氏は息子二人（士隆、士堂）を携えて、溆浦の
龍潭から葛竹坪、鹿洞、歇官寨を経て隆回県の本国圣に移ってきた。（中略）士隆
は、本国圣から蚂蝗山に移動し、その後、桐木峒（今崇木凼）に移った。士隆が桐
木峒にて死去の後、配偶者である劉氏は、息子の同三を連れて三叶沖に引っ越した。
同三は、息子を７人産み、長男の正辅が麻坑へ、七男の琬が万貫沖へ移動した。子
孫は、秉杂宜（枫树坪）、老山、水洞坪、歇官寨老屋场（今铜銭坪大屋）、麻塘山
および大水田などへ移った[注 1]。	
	 「本国圣（今水栗凼）」「蚂蝗山（今草原）」「桐木峒（今崇木凼）」「三叶冲（今
周朋）」「万貫沖（今茅坳）」「歇官寨老屋场（铜銭坪）」「老山（今水洞坪）」「秉
杂宜は枫树坪ともいい、今草原」」は、今日の虎形山瑤族郷に属している。「麻坑（今
江辺）」は小沙江鎮に属す。「麻塘山」は麻塘山郷を、「大水田」は、大水田郷を指
す。何れにせよ、明時代の花瑶族は今日の隆回県の北西部に位置する「虎形山瑤族郷」
「小沙江鎮」「麻塘山郷」「大水田郷」に生活していた。	
	
２．清時代 
	 『隆回県志』によれば：	
	 清末、今の隆回県は邵陽県、武冈県、新化県に属した。当時邵阳県にある 56 都の
内、16都は今の隆回県に属し、それに加え、16瑶峒があった[注 2]。花瑶族の先祖が
生活した 16瑶峒の古今地名は以下のようである。	
表１清時代の 16瑶峒の古今地名 
古代地名 現代地名 
鱼鳞峒	 黄金井郷兰草田村、槐花村および小沙江郷龍凼村の辺り	
界上峒	 小沙江鎮芒花坪村、文明村	
鹅梨树峒	 小沙江鎮金竹山村	
麻坑峒	 小沙江鎮江边村、茅坳瑶族郷茅坳村、青山坳村锡坪	
上山峒	 小沙江鎮小沙江村、白銀村	
桐木峒	 虎形山瑶族郷崇木凼村	
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马蝗峒	 茅坳瑶族郷草原、四角田、大托、白水洞、周朋、岩儿塘等村、万贯冲村一
部	
布当冲峒	 虎形山瑶族郷富寨村筲箕托	
筲箕峒	 虎形山瑶族乡富寨村筲箕托	
香炉山峒	 龍坪郷光龍村、光化村、龍坪村	
白面江峒	 虎形山瑶族郷铜銭坪村、水栗凼村、虎形山村、水洞坪村	
岩壁下峒	 虎形山瑶族郷水栗凼村岩板下	
下山峒	 龍坪郷响龍村、小沙江鎮肖家垅村、白銀村、分水村、洞江村	
贯冲峒	 小沙江鎮肖家垅村、杉木坪村	
暗溪峒	 小沙江鎮旺溪村	
刘家峒	 麻塘山郷、青山郷	
 
３．民国時代 
	 民国元年（西暦 1912 年）から 36年（西暦 1947 年）、隆回県は、邵陽県、武冈県、
新化県に属した。この时期、花瑶族は兴隆郷（郷驻地：司門前）の第十至十三保に生
活していた	[注 3]。	
表２民国時代の花瑤族生活場所の古今地名 
民国行政単位 現代地名 
第十保	 小沙江鎮芒花坪村、文明村、白銀村、分水村、洞江村、肖家垅村	
第十一保	
茅坳瑶族郷草原村、万贯冲村、白水洞村（一组、二组）、虎形山瑶
族郷水栗凼村、铜銭坪村、虎形山村、崇木凼村、小沙江鎮江边村、
金竹山村	
第十二保	
小沙江鎮旺溪村、杉木坪村、白銀村（一组、二组）、龍坪郷响龍村、
岩背村、龍坪村、光化村、光龍村	
第十三保	
麻塘山郷兴屋场村、八角楼村、油漆坪村、学田村、九道坪村、横排
村、烟竹坪村	
	 花瑤族は、清と民国時代、今日の隆回県の北西部に位置する「虎形山瑤族郷」「小
沙江鎮」「麻塘山郷」に生活していたことが分かった。	
	
４．新中国 
(１)1949 年 10 月、民国時代の 8郷 1 鎮に基づき、全県を 3区に分けた。一区は桃洪
鎮を、二区は六都寨を、三区は司門前を中心とした[注 4]。	
(２)1956 年、区を改め、辨事処を 8つ設置した。それらは、桃花坪辨事処、周旺辨事
処、六都寨辨事処、荷香橋辨事処、司門前辨事処、小沙江辨事処、大橋边辨事処、
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滩頭辨事処であった。そのうち、小沙江辨事処は小沙江郷、虎形山郷、麻塘山郷
を含んでいる	[注 5]。	
(３)1958 年 10 月、辨事処と郷鎮制度を改め、人民公社を立て、行政と公社を融合し
た。全県人民公社が 18個（红旗、周旺、滩頭、云峰、岩口、荷香橋、横板橋、六
都寨、五星、七江、罗洪、高平、金石橋、司門前、小沙江、虎形山、麻塘山、大
水田）立てられた	[注 6]。	
(４)1984 年 5月 31 日、人民公社制度を改め、郷鎮政府を設立した。全県は、区 10個、
区级鎮 1 個、郷级鎮 3 個、郷 65 個、村 981 個に分けられた。そのうち、小沙江
区は隆回県の北西に位置し、总面積 229.15km2、5郷（茅坳瑶族郷、虎形山瑶族郷、
龍坪郷、麻塘山郷、青山郷）、1鎮（小沙江鎮）、45村を含み、漢族、瑶族、侗
族、回族合計 11854 世代、45762 人である。少数民族の人口は 15%を占める[注 7]。	
(５)近年、花瑶族と外族は通婚ができ、隆回県における花瑶族は主に虎形山瑶族郷を
中心に生活をすると同時に、小沙江鎮、大水田郷、麻塘山郷の花瑶族が増える。
およそ以下の場所に分布している。	
虎形山瑶族郷：周朋、大托村、四角田村、岩儿塘村、白水洞村、青山坳村、草原村、
万贯冲村、茅坳村、虎形山村、崇木凼村、铜銭坪村、水洞坪村、水栗
凼村、富寨村	
小沙江鎮：江边村、金竹山村、旺溪村	
大水田郷：白马山村（䅟子坪、水口山）	
麻塘山郷：老树下村、油漆坪村（洋溪江）	
	 明時代以降、花瑶族居住地の行政単位の名称変更はあるが、場所は変わっていない。	
 
参考文献 
1）奉泽课（2009）《奉姓源流》奉氏族譜 pp.6-7	
2）隆回県志編委会(1994)《隆回県志》中国城市出版社	 p.39	
3）隆回県志編委会(1994)《隆回県志》中国城市出版社	 p.43	
4〜６）前掲３、p.49	
7）前掲３、p.60	
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NO.06 花瑶地域の自然環境 
	
『隆回県志』[注 1]により、花瑶地域の自然環境を以下のようにまとめた。	
	
	 隆回県の北西部に位置する花瑶地域は、主に虎形山瑶族郷、小沙江鎮、大水田郷、
麻塘山郷によって構成される。雪峰山脉が东北から西南へ贯いている当該地域は最高
海拔が 1780 米、平均海拔 1350 米である。当該地域の北部には、邵陽坪（海拔 1598
米）、盐岩山（海拔 1212 米）、雷公届（海拔 1113 米）、月亮界、老鹰坡、香炉山、
犁头界などがあり、中央部には、山青界（海拔 1536 米）がある。东南部には、庞家
山、盐罗界、屏风界などがある。南部には、白馬山（海拔 1780 米）がある。海抜の影
響により、冬季は寒く夏季は涼しい。一月の平均気温 0.4°C、最低気温-17.2°C で
ある。七月の平均気温 21.0°C、最高気温 30.2°C である。全年平均気温 11°C、年
間無霜期 206 日、年間日照り 1084.4h、年間降雨量 1678.3µm、年間降雨日 213 日、年
間霧日 137.5 日（観測地：小沙江）である。春季と初夏は雨季であり、秋季と冬季に
は雨が少ない。同地域には野生動物が 133 種（虎・豹・豺・狼等）、植物が 150 種（竹・
木・花・草等）、農作物が 148 種（稲・さつまいも・じゃがいも・大豆・とうもろこ
し等）ある。	
	
注・参考文献 
1）隆回県志編委会(1994)《隆回県志》中国城市出版社	 pp.63-70、82-83	
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中国湖南省隆回県における花瑶族の内発的地域振興： 
花瑶族の伝統的服飾に表出する生活文化の再確認・再認識を通して 
2018/７/27(金)第２時限(10:30～12:00)	松韻会館	1階	会議室１ 
デザイン文化計画研究室	 14TD1202	阮将軍	 	
	
【slide1】挨拶 
	 おはようございます。デザイン文化計画研究室の阮将軍でございます。では学位申
請論文「中国湖南省隆回県における花瑶族の内発的地域振興：花瑶族の伝統的服飾に
表出する生活文化の再確認・再認識」について、発表いたします。	
	
【slide2〜3】研究動機 
  はじめに、この研究課題に取り組んだきっかけからお話をします。2007 年、当時、
私は中国の大学で国語教育を専攻しておりましたが、大学 2年の際に、「民俗学研究」
という授業を受けました。その授業を担当されていた李姣玲先生は、花瑶族について
次のように話してくれました。 
			花瑶族の女性は、日頃、協力しあいながら、数百 m の頭飾帯を頭に巻いておりま
す。使用者が若いほど頭飾帯は長く、自らの美しさを強調します。長い頭飾帯を巻き
付けると笠状になり、それは、遠くからみると、まるで山間に見事に咲いている野花
のようです。また、腰に長い帯をつけています。その腰帯の着用は一人ではできず、
母親あるいは友人に手伝ってもらう必要があります。それは彼らにとって大切なコミ
ュニケーションの時間です。このような服飾の制作は、１着の筒状スカートだけで半
年以上がかかります。彼女らは、幼い頃から亡くなるまで、一生にわたって服飾制作
を行います。	
	 この李先生の講義を通じて当時、花瑶族の美しさを頭に浮かべながら、彼女らの服
飾に強い感心を持つようになりました。日頃、我々はなにげなく、あたりまえに服飾
を着用していますが、花瑶族はそれとは異なり、生活の主体として心を込めて服飾を
制作・使用していると思われます。また、そうした営みを通して、自然・人・社会は
どのように関わっているのかという素朴な疑問を抱き始めました。それをきっかけに、
花瑶族の服飾文化について、さらに調べたくなりました。2012 年から、毎年２ヶ月程
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度ではありますが、花瑶族の人びととともに生活しながら現地調査を行なってきまし
た。	
	
【slide4】研究対象と地域 
	 本研究で取り上げた｢フアヤオ(花瑶)｣族は、中国の少数民族の瑶族の一部族で、現
在およそ 7,000 人の人びとです。花瑶族の女性の服飾には｢挑花｣と称される鮮やかな
クロスステッチの刺繍が施されており、その姿から｢花瑶｣という名称が付けられたと
考えられています。本研究は、主に花瑶族の女性の服飾を研究対象とします。 
		花瑶族は、明代の 1576 年以降、中国湖南省隆回県の北西部に定住するようになり
ました。花瑶地域は、主に虎形山瑶族郷、小沙江鎮、大水田郷、麻塘山郷によって構
成されています。当該地域は、雪峰山脉が東北から西南へ貫いており、最高海拔が
1780m、平均海拔 1350m の寒冷地です。高い山が数多く連なっており、それらの山に、
野生の動物や植物が数多く自生しております。こうした自然環境は、詳しくは、本論
で論じますが、花瑶族の服飾の素材や道具、紋様などと深く関わるものと考えられま
す。	
 
【slide5】研究目的 
	 本研究は、近代化・都市化が進んでいる現代社会において、急速に消失しつつある
伝統的服飾文化を、現地調査を通して当該地域の高齢者から引き出し、より多くの
人々と共有しながら、服飾文化の価値を再認識し、今後、彼らが目指すべき生活づく
りに活用する方策を導出することを目的としたものです。	
	
【slide6】先行研究 
	 2006 年に花瑶族の服飾に施された挑花刺繍技術が国指定の非物質文化遺産に登録
されて以来、花瑶族は中国のなかでも注目されるようになりました。その服飾につい
て、芸術学、デザイン学、美術学、民俗学の観点から一連の研究が行われております。	
	これまでの研究は、服飾の芸術的特異性およびそこに施された紋様を現代のデザイ
ンに応用することなどに重点が置かれてきました。本研究は、デザイン科学の視点か
ら花瑶族の服飾に表出される生活文化を再確認・再認識し、得られた知見を内発的地
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域振興に活用するものです。デザインとは、ものの色や形を決定する行為にとどまら
ず、人間生活をより豊かなものにするための総合的な科学・技術と実践です。	
	
【slide7】研究方法 
	 本研究は、大きく三段階に分けられます。	
◆第一段階は、現地に出向いて潜在化している服飾文化を高齢者から引き出し、いわ
ばないない尽くしからありあり尽くしへ転換します。具体的に、2012 年から 2017
年にかけて、一回つき２ヶ月程度、計７回、実物資料の調査と聞き取り調査を行い
ました。各種の服飾を撮影・記録するとともに、服飾の制作と使用に関連する生産
や生業などの日常生活、年中行事や人生儀礼などの非日常生活を聞き取り調査しま
した。	
◆第二段階は、再発見した服飾文化を、当該地域のより多くの人びとと共有しました。
それを通して、服飾文化の価値を再認識しつつ、彼らの生活に取り込みました。	
◆第三段階は、多くの人々が、内発的に伝統的服飾文化を今後の生活づくりに活用す
るとともに地域振興に結びつけます。	
	
【slide8】論文の構成 
	 本論文は、序章・本論・終章に分けられます。序章では、研究背景、調査の経過、
花瑶族生活の変容、内発的地域振興に基づいたデザインの視座、研究目的、先行研究、
研究方法などについて述べます。本論は、第１章から第４章に分け、服飾制作、平服、
婚礼衣装、葬礼衣装に表出される生活文化について論じます。そして終章においては、
本章で再認識された生活文化に対して、当該地域の人びとの認識を把握し、また、そ
の認識に基づいて、彼らが目指すべき生活のあり方を実践します。時間の都合上、第
１章と第４章は割愛させていただき、第２章と第３章および終章における服飾文化を
活用する地域振興活動を中心に論じます。	
	
【slide9】第２章：平服に表出される生活文化 
	 本章では花瑶族の女性の平服を取り上げ、そこに内包された生活文化の特質を考察
することを目的としました。現地調査により収集した167点の実物資料およびそれら
の制作・使用に関する諸相についての聞き取り調査に基づき考察を行いました。		
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【slide10】平服の構成をご紹介いたします。 
	 167点の平服は、頭飾り、上衣、腰飾り、下衣に分けられます。されに、頭飾りは、
頭飾帯、頭飾環、頭飾笠、格子縞頭巾、上衣は、丸襟白衣、丸襟青衣、腰飾りは、腰
帯、四方手巾、下衣は、筒状スカート、脚絆、履物に分けられます。	
【slide11】 
	 かつて、これらの服飾の素材はどのように入手したのか？服飾の素材はどのように
加工されていたのか？そうした服飾は最終的には、どのように処理されていたのか？
という内容について、当該地域の高齢者たちに聞き取りを行いました。	
 
【slide12】素材の入手 
	 先ほど申し上げたように、当該地域は海抜が高く、同緯度の地域より気温が低いた
め、５月中旬頃、人畜の糞尿を肥料として服飾の素材とした木綿や苧麻を栽培しまし
た。このように、人畜の排泄物は、環境を汚すものではなく、大切な肥料として活用
され大地に還元されました。	
	
【slide13】自然素材を存分に活用 
	 10 月頃、素材を採集し布を作ります。その布を使い、先ほど説明しました平服を作
ります。ここは平服の一部としての腰帯をご紹介いたします。研究動機において紹介
した腰帯と同じような形態ですが、30以上の端切れを使って作られた長さ６m程度の
帯です。当該地域は、寒冷地であるため、木綿の産量は多いとは言えません。自然に
恵まれた大切な素材を裁ち屑まで大切に使用してきたことがわかります。このように
作られた服飾は古くなると子供の衣服に再生し、次世代まで使います。	
	
【slide14】履物制作 
		服飾の素材は木綿だけではなく、稲藁も活用されました。当該地域は、冬になると、
さらに寒くなり、霜がおります。滑りやすいので、転ばないように、薪を刈りに行く
女性たちは、稲藁を活用し、履物をつくります。その履物は、装飾がなく実用的な形
態です。使用時には、ずれないように、指先と踵が固定されるようになっています。
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使用に耐えられなくなると、他の草とともに燃料として燃やされます。得られた灰は
田畑の肥料、もしくは虫除けに使われます。	
	
【slide15】自然に還元する平服 
	 当該地域では、人が亡くなると、生前に制作・使用した服飾を葬礼において燃やす
習慣があります。それは、あの世でも生前の服飾を使えるようにとの願いを込めて行
われるものです。これらの服飾は、死者が現世で善行をすれば霊魂とともに先祖がい
るあの世に届けられると信じられています。このように、大自然からの資源は、人間
とともに大自然のなかで循環していきます。	
	
【slide16】次は、紋様の側面から服飾の特徴を紹介します。 
		花瑶族の服飾には、日頃触れ合う動植物紋様が数多く施されております。収集した
紋様を統計すると、758 点になります。	
	
【slide17】紋様の側面から服飾の特徴を概観する 
	 	これらの紋様は、彼たちの生活と密接な関係があり、長い歴史のなかで常により
優れたデザインを目指し、コミュニケーションのなかで、代々改善されてきたものだ
と思います。時間の都合上、「べガヨ」「四葉草」「古樹」「豹」「白鳥」などの紋
様を特に取り上げて説明いたします。	
	
【slide18】ベガヨ紋様 
	 	花瑶族の女性は、家の中で針仕事だけをしていたのではありません。男性ととも
に山間で農耕に従事します。ゆえに、自然と触れ合う機会があり、その経験は刺繍紋
様に大きな影響を与えました。たとえば、子供用の頭飾環によく使われるベガヨ紋様
は、その具体例の一つです。ベガヨとは、花瑶族の言葉であり、大石の上に生える丸
い形をした苔をモチーフとした紋様です。｢ベ｣は紋様を、｢ガ｣は丸い形を、｢ヨ｣は大
きな石を意味します。挑花刺繍の伝承人である奉雪妹氏の話によれば、その起源は、
昔、今日の虎形山瑶族郷水洞坪村に居住する高い挑花の技術をもった女性が、山での
労働の休憩に際して、花露岩という大きな石に座り筒状スカートを縫いつくろってい
た時、岩に生えている苔に目が止まり、心に響いて挑花紋様にしました。さらに、そ
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の苔は、当該地域では、多ければ多いほど豊作の前兆と伝えられ、豊作を願う紋様と
して施されるようになったということです。	
	
【slide19】四葉草紋様 
	 	花瑶族の人びとは、古くから山間で薬草を採集してきました。また、周囲の動植物
の習性や特徴を徹底的に観察し、衣食の他、動物・植物等、生活と関わる自然につい
て豊富な知識を有しておりました。彼女らの刺繍の技術の習得の上でも、これらの経
験や知識が大きく関係しています。たとえば、若い女性が用いる頭飾笠に施された四
葉草紋様はその一例です。四葉草（よつばぐさ）は小葉を４枚もつクローバーです。
口にすると酸味（さんみ）を感じることから｢老鴨子酸（ろうおうしさん）｣などとも
呼ばれます。薬草としても用いられ、咳止めや蛇の毒の解毒および熱中症・炎症を防
ぐなどの効果があるといわれています。四葉の草は、健康を願う文様として服飾に施
されるようになったと考えられます。	
	
【slide20】古樹紋様 
		花瑶族の女性は、日頃大きな木の下で刺繍をしております。花瑶地域においては、
集落の入り口や井戸の傍および墓地に大きな古樹がしばしばみられます。これらの古
樹は水辺（みずべ）にあるものが多いため｢水口樹｣とも呼ばれ、集落や墓地を守るも
のと信じられてきました。霊魂が宿り、神とも認識されるこれらの古樹は、枯れると
集落に災難が起こる前兆と考えられ、倒れても触れてはならず、そのまま自然に還る
のを待ちます。また、子どもが風雨に耐える古樹のように逞しく成長していくことを
願い、出産の際には、胎盤をその下に埋める習俗もあります。このように、花瑶族の
人びとは、無事に暮らしていけるように、また、子どもが健康で成長するように願い
を込めて、筒状スカートに古樹紋様を施したと考えられます。	
	
【slide21】豹と白鳥紋様 
		1970 年代前後まで、当該地域には豹が生息していました。人びとは、子どもを家に
残して農作業に行く際には、豹に襲われないように、安全な家屋の二階で遊ばせまし
た。かつて当該地域の人びとは、豹に襲われる恐れがあるものの、豹を絶滅させ自然
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を征服することではなく、豹と一定の距離を保ちつつ、いわば共生していました。豹
のように逞しく子供を育つように、豹紋様を筒状スカートに施しました。	
		また、秋から冬に越冬のために、白鳥は、北から渡来します。花瑶族は、隆回県の
北西部に定住する以前、頻繁に移動を余儀なくされていたため、苦難な歴史を有して
います。それゆえ白鳥の習性と自分たちの歴史を重ね合わせ、猟師は白鳥を狙わない
という特別な感情をもっております。また、白鳥のように大志を抱くよう、その紋様
を筒状スカートに施しました。	
	
【slide22】花瑶族の平服はどのように制作されていたのか、次の Slide をご覧くだ
さい。 
 
【slide23】【農繁期】 
	 農繁期において、昼間、女性は男性と一緒に野外で働き、休憩する時、腰帯につけ
ている四方手巾で包んだ挑花の道具を取り出し、挑花服飾を制作するのに対し、男性
は煙草を吸いながら世間話をします。それと同時に、互いに山歌を歌い交わしたりし
ます。その山歌には、次のような歌があります。	
	
女性：刺繍はやはり｢ダズファ(打子花)｣紋様が美しい、恋愛はやはり十七八歳頃の少
女が良い。十七八歳頃の少女はとても魅力的です。	
男性：お酒はやはり竹葉青（ちくようせい）が美味しい、恋愛はやはり良い心の女性が
よい。良いお酒を飲めば飲むほど依存するようになり、（これと同じように）良い心を
もつ女性と恋愛すればするほど好きになります。	
	 このように、花瑶族は、昼間、村人とともに山間で働いた間に僅かな休憩時間も大切
にし、女性同士が教え合いながら服飾制作を行なっていました。村人との交流のなかで
挑花技術を向上させました。	
	
【slide24】服飾の制作を通した人と人の付き合い	
	 夕方18時頃、日が沈むと家に帰ります。その後、朝から家に帰るまでの仕事で非常に疲
れて、居眠りをしつつも、祖母や母親と囲炉裏を囲んで深夜まで、服飾を制作します。
24時頃、雄鶏が鳴いたら就寝します。このように、祖母や母親と同じ時間や空間を共
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有し、生活の苦労をともにし、その一方、家族の温もりを共有しつつ、親子の運命共
同体としての感覚が強化されていたと考えられます。	
	
【slide25】【農閑期】	
 農閑期において、女性たちは、集落の仲間と縁側に集まり、頭飾帯を編みます。そ
の際に、技術を勉強し合いながら、様々な生活情報を交換します。このように、もの
づくりの楽しみを共有し、村人との親しい人間関係が自然に構築されます。	
 
【slide26】次は、日常生活において、花瑶族の平服はどのように使用されていたのか
を説明いたします。 
 
【slide27】頭飾帯の使用を通した美しさの強調 
	 まずは、頭飾りから説明いたします。かつて頭飾りには、頭飾帯と格子縞頭巾があ
りました。頭飾帯の使用において、幼い頃は、数 m しかありませんが、成長に伴い、
より高い挑花技術を身につけ大人として認められるようになる頃には、その頭飾帯の
長さは 300m 程度になります。また、年をとると、頭飾帯は短くなり 100m 以下になり
ます。	
	
【slide28】格子縞頭巾：心理的な年齢を表す 
		さらに、高齢になると、素朴な頭飾りを好むようになり、格子縞頭巾を巻きます。
格子縞頭巾は幅 50cm、長さ５m程の綿布です。そこには、挑花紋様は施されていませ
ん。これは、年配者の素朴さと穏やかな心を表現していると考えられます。	
	
【slide29】丸襟白衣  
	 次に、丸襟白衣の使用について説明いたします。丸襟白衣は、通年にわたり上半身
に着用する白い服装です。丸襟で白い布ボタンが付され、袖口に挑花紋様が施されて
おります。子どもの場合は、刺繍紋様は１環しかありませんが、10代から 30 代の場
合は、２～３環の紋様が施されており、それ以上になると再び１環に戻ります。	
	
【slide30】筒状スカートの構成：使用者の心理的年齢を表す媒体  
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	 平服の筒状スカートは、slideの通り長方形の綿布８枚(上下各１枚、前面４枚、背
面２枚)によって構成され、色形も紋様も左右対称です。特に注目されるのは、背面下
部にある縁飾りです。その縁飾りを拡大すると、このようになります。子どもの場合、
細い縁飾りが１本しかありませんが、若い女性は、細い縁飾りと太い縁飾りが１本ず
つあります。また、年をとるに連れて、太い縁飾りが１本になります。このように、
頭飾りや丸襟白衣および筒状スカートの使用により、着用者の心理的な年齢を表して
います。 
	
【slide31】一日の時間意識 
	 日常生活において、女性は、朝６時頃に起床します。その後、平服を着用し頭飾帯
を巻きつけます。こうして一日が始まることを認識します。就寝する前には、頭飾帯
を外します。それを通して一日が終わったことを認識します。このように、頭飾帯の
着脱により一日の時間意識が生まれてきました。	
	
【slide32】一日における平服の区別 
	 	また、家畜の世話を終えて、汚れてもよい古着に着替え家を出て農作業に行きま
す。夕方、農作業が終わり家に戻ると、元の服に着替えます。服飾の着替えにより、
内と外の空間変化を意識します。	
	
【slide33】花瑶族の特徴としては、年中行事や他人の結婚式の時など非日常生活に
おいても、平服を式服として使う場合があります。	
	
【slide34】まずは、年中行事における平服を説明します 
	 旧歴５月から７月の間に、花瑶族にとって二つの重要な年中行事が行われます。両
方とも苦難の歴史を記念するための集会です。ゆえに、参加者は、華やかな正装を避
け平服を着用し行事に参加します。	
	 かつて優れた挑花技術を有する女性が尊ばれました。そのために、若い女性たちは、
日頃から挑花技術を磨き、年中行事の際には、最もできの良い平服を着用して、日頃
培った挑花技術を披露します。男性は女性の気を引くために山歌を上手に歌うことが
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重要です。気に入った女性をみつけると、山歌を通して自分の気持ちを伝えます。た
とえば、次のような山歌があります。	
	 あなたは、美しくて、空から降りてきた仙女のようです。身につけた服飾は絵画の
ように美しく、頭もよく、手先も器用です。私と付き合っていただけませんか。	
	 女性も相手のことが気に入ったら、情熱的な山歌を歌い返します。	
	 あなたは太陽であり、私はひまわりです。ひまわりは、日の光を浴びなければ、実
が成りません。私はあなたに愛されなければ、子を産むことができません。毎日、あ
なたをお待ちしています。	
	 こうして、相思相愛であることを確認しつつ、地域のコミュニケーションを活発に
行います。	
	
【slide35】次に、他人の結婚式における平服を説明します 
	 新婦・新郎はそれまで別の村で生活する場合は通常ですが、結婚式の際には、新婦・
新郎の属するそれぞれの村人は、全員集まり、歌垣を行います。未婚の女性は、人目
を惹くために、自ら制作したもののなかでも最も自信のある平服を着用し出席します。	
	 女性たちが４～５人で１組となり、篝火の周りに座っている男性の腿に尻餅をつき
ます。男性は、美しい服飾を着用している女性に心を惹かれ、前述したように、情熱
的な山歌を通してその気持ちを伝えます。これらのことから、女性の平服は、出会い
の機会を獲得する役割を果たしていたことがわかります。	
	
【slide36】さらに、平服の洗濯・乾燥・保管について説明いたします。 
	
【slide37】午前、農作業に行く前に洗濯を行います。洗濯と乾燥の際に、男女のもの
を分けて、女性のものを後に洗濯し、比較的低いところにかけて乾かします。このよ
うに、女性は、服飾の洗濯と乾燥において、謙虚を美徳とする共同体の意識を共有し
てきました。	
	
【slide38】上下の空間意識 
	 	夕方、農作業が終わり家に戻ると、洗濯物を取り込みます。洗濯した服飾を子ども
の寝室に置かれた｢ゴウチイ(苟器)｣と称される木の箱に入れて保管します。苟器は上
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下二段に分けられ、上部には、子どもたちが触らないように、普段着用しない喪服な
どを、下部に日常着用する平服を保管します。なお、服飾を入れた木の箱は、家屋の
二階に置いてはならないこととされています。なぜなら、普段家屋の一階で生活をす
る花瑶族は、下半身につけるものを頭の上に置くのは、運が悪くなる要因の一つにな
ると考えられています。このように、服飾の保管により、上下の空間意識が生まれて
きました。	
	
【slide39】第２章の小結を述べます 
(1)花瑶族は、自然から素材を栽培・採集・加工し、それを存分に服飾制作に使い、最
終的に大地に還元しました。これらの営みのなかで、人びとは、自然の産物を循
環的に活用する方途を見出してきました。		
(2)花瑶族の服飾に施された紋様から、自然に寄り添い、味や匂いまで自然の特徴を
徹底的に観察し、自然を適当に活用しながら、自然ととも生きる暮らしを送って
いたことがわかりました。	
(3)花瑶族の女性は平服の使用を通して、自らの美しさ、素朴さなど人生の各段階の
特徴を強調しながら、主体的に生活を作り上げてきました。	
(4)非日常生活において、平服の使用を通して、家族・集落だけではなく、地域社会に
おけるコミュニケーションが活発に行われていました。	
(5)日常生活において、平服の制作と使用のみならず、洗濯・乾燥・保管などの行為に
は、時間と空間意識および謙虚を美徳とする共同体の意識を共有していました。	
	
	
【slide40】第 3章：婚礼衣装に表出される生活文化 
	 	本章では花瑶族の婚礼衣装を取り上げ、その文化的な特質を明確化することを目
的としました。現地調査により収集した 179 点の実物資料およびそれらの制作と使用
に関する聞き取り調査に基づき考察を行いました。	
	
【slide41】婚礼衣装の構成制作と婚姻関係・家族関係の結び 
	 結婚式においては、一番華やかな服装を着用します。これらの婚礼衣装において、
注目されるのはその制作者です。当該地域においては、花嫁本人だけでなく、母親や
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婚約者側の女性が力を合わせて婚礼衣装を制作します。たとえば、自身の母親と婚約
者の母親が妊娠していた時、子供の成長や将来の盛大な結婚式を願いながら新婦頭巾
を制作します。子供の結婚式の際に、娘もしくは息子の嫁に渡します。また、婚約者
側の女性は協力し、耳環・馬甲・丸襟長着・腰帯・腰下げ・脚絆・靴下・繍花靴・腕
輪を準備・制作します。花嫁自身が丸襟白衣と筒状スカートを制作します。これは、
花嫁の腕を見せるものなのです。最後に、自身の母親に鏡と銀鈴を用意してもらいま
す。	
		このように、婚約者側の女性が力を合わせて婚礼衣装を制作することは家族間の連
帯感を強化し、また、男女両家が協力し制作した婚礼衣装の着用は、婚姻関係・家族
関係の結びを象徴します。	
	
【slide42】婚礼衣装の着用は、３つの場合があります。 
	 それらは(1)自身の結婚式(2)他人の結婚式(3)自身の葬式です。	
	
【slide43】自身の結婚式において、首に鏡や銀鈴をかけ、粽状の飾りを取り付けた頭
巾や腰下げを身につけて、輿に乗って新郎側へ出向きます。これらの婚礼衣装はどの
ような役割を果たしているのでしょうか？次のSlideをご覧ください。 
	
【slide44】 
【鏡】結婚式おいて、花嫁は、妊婦と会ってはいけないとされます。妊婦は子をやど
しているがゆえに、子供の目を合わせて｢四つ目｣を持つ化け物と同じように考えられ
てきたためです。花嫁の首にかけた鏡は、｢四つ目｣の化け物をはね返す魔除けと認識
されてきました。	
【銀鈴】また、歩くと首に掛けた銀鈴が音を発し、その音に邪なるものを祓う力があ
ると認識されています。	
【粽状の飾り】さらに、腰下げなどに取り付けた粽状の飾りには、角（かど）がある
ため、強いものとされ、魔除けのために取り付けられるとわれています。	
	 これらのことから、花瑶族の観念として、この世界は、人間が住むところだけでは
なく、｢孤魂（ここん）｣｢野鬼（やき）｣などの精霊が宿るところでもあったことが理
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解できます。このように、婚礼衣装は、身を守るとともに聖なる空間と邪なる空間の
境を示す役割を果たしています。	
	
【slide45】幸福を願う婚礼衣装 
	 既婚の女性は、同郷の花嫁の結婚式においては、自分の結婚式で用いた婚礼衣装を
着用し、花嫁も幸せな生活が送れるように、花嫁を花婿側に届けます。ただし、既婚
女性の全員が自分の婚礼衣装を着用するわけではありません。夫を亡くしていたり、
夫婦円満ではない女性は、婚礼衣装を着用してはなりません。このように、婚礼衣装
は、花嫁への幸福を願う媒体としての役割を担っていることがうかがえます。	
	
【slide46】婚姻関係・家族関係が継続する象徴としての婚礼衣装 
	 死に際して、来世に行っても既婚であることを示すために、死者の婚礼衣装を死装
束として着用させ棺桶に入れます。棺桶は、死者の実家の親戚が死装束を確認してか
らはじめて閉めることができます。なぜならば、死装束を改め、死者に最後の尊厳を
与えるとともに実家の親戚に敬意を表すためです。死者は、結婚する前には、実家の
家族に属していましたが、結婚してからも、実家の代表として嫁ぎ先で生活をします。
振る舞いの多くは、実家との関連があり、こうして、死者は、生きている間はもとよ
り、死後も、実家との繋がりが強く意識されているのです。死装束を着用させるのは、
死者の存在を認め、死者が代表する実家の存在も重視しているものと考えられていま
す。	
	
【slide47】第３章のまとめをします。 
(1)男女両家が協力し制作した婚礼衣装は、家族の連帯感を強化させるとともに、婚
姻関係・家族関係を結ぶ役割を果たしています。	
(2)結婚式において婚礼衣装は、不浄を祓い、身を守る聖と邪の境を示す役割を有し
ています。	
(3)婚礼衣装は、自身の結婚のみならず、他人の結婚の付き添いの際にも用いられ、新
婦への幸福を願う象徴でもありました。	
(4)死に際して身につけた婚礼衣装は死者のみならず、実家の存在を表すとともに、
来世における婚姻関係・家族関係の継続を象徴する役割を果たしてきました。	
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【slide48】 
		以上、述べてきたように、現地調査に基づく伝統的服飾についての素材、制作、使
用および生産・生業などの日常生活、年中行事や人生儀礼などの非日常生活における
役割について考察してきました。それとともに、再発見・再認識した服飾文化を花瑶
族の生活に活用する地域振興活動をすでに試みっております。それにより、服飾文化
に対する認識が高まり、彼らや、彼らと関わりを持つ人びとの間に服飾文化を活用す
る要望が出て来ています。そうした要望に基づき、今後、彼らが目指す地域振興をど
のように進めていくかなどをご紹介いたします。	
	
【slide49】これまでの内発的地域振興活動(1) 
		2016 年 8月、槐花山集落の人びととともに、環境整備を行いました。この活動を通
して、廃棄された化学繊維の服飾が水や山を汚しており、かつての自然素材を活用し
た資源循環型生活の重要性が再認識され、木綿・苧麻・植物染料を植える意欲が高ま
りました。その影響を受け、隣の村の人びとは自発的に川を清掃するなどにして綺麗
にしました。当該地域の政府ばかりでなく、今後の環境整備にボランティアとして地
域外からも参加したい人が増えております。	
 
【slide50】これまでの内発的地域振興活動(2) 
	 	2017 年には、白水洞村の出身で観光ガイドの仕事をしている鄒柳蘭氏から相談を
受け、筆者は日本の綿種を提供し、彼女は自分の村で、木綿を植え・収穫しました。
鄒柳蘭氏はこれをきっかけにして、今後も木綿を植えることを広めていく活動を続け、
さらには機織りを復活したいと述べております。	
	
【slide51】これまでの内発的地域振興活動(3) 
	 2017年8月から9月にかけ、槐花山・沈家湾・草原・白水洞村において、花瑶地域内
外の人びととともに、当該地域の植物染料を採集し、染液をつくり、草木染を実践し
ました。その一部を説明いたします。	
(1)クチナシから黄色の染料を煮出し、黄色に染めました。	
308  
(2)当該地域の言葉でウパオと称される植物から赤色の染料を搾り出し、赤色に染め
ました。	
(3)洋種山牛蒡から紫色の染料を搾り出し、それはタンパク質との反応が強く、豆乳
を利用した伝統的方法により毛糸を紫色に染めました。	
 
【slide52】これまでの内発的地域振興活動(4) 
	 当該地域の人々は、これらの布を活用し、テーブルカバーや枕およびコースターな
どをつくり、自分の家で使用しております。これを通して、より多くの人々が、草木
染めと資源循環型の生活の魅力と大切さを感じるようになっております。	
 
【slide53】これまでの内発的地域振興活動(5) 
	 2017年9月に、草原村の草木染のワークショップにおいて染めた布を60m売れて利益
を出すこともできました。Slideは、その時に参加した客の1人が、その布を利用して
制作したカーテン、服飾、枕、かけ布団、コースターなどです。その人は2017年10月
から、花瑶地域の植物染料に感心・興味を持つようになり、自分の家で自発的に布を
染めております。この活動をさらに継続・発展させ、今年の夏休み、ボランティアと
して花瑶地域の振興活動に参加し、当該地域の人びとと家庭用品をつくる予定をして
おります。	
	
【slide54】服飾文化に対する認識 
	 本研究において実施した現地調査や地域振興活動によって、当該地域の人々がこれ
まで重視してこなかった伝統的服飾文化を再認識しつつあります。その認識を把握す
るためにアンケート調査を実施しました。その結果の一部を説明します。	
 
【slide55】たとえば、伝統的服飾により形成された資源循環型の生活文化について
どう思いますか？という質問にたいして、 
「とても魅力的に感じる」と答えた人は、花瑶族の女性が 80%、花瑶族の男性が 46%
を占めています。非花瑶族の女性が 69%、非花瑶族の男性が 65%を占めています。こ
れらの数字から、花瑶族の女性が伝統的服飾により形成された資源循環型生活を好ま
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しいと感じていることがわかります。これから、自然素材を活用する生活づくりの主
体になる可能性があります。	
	
【slide56】また、これまで再発見した服飾文化は、今後、伝承し続ける必要がありま
すか？という質問に対して 
「とても必要」と答えた人は、花瑶族の女性が 77%、非花瑶族の女性が 67%を占め
ています。花瑶族の男性が 51%、非花瑶族の男性が 55%を占めています。これらの数
字から、民族や性別にも関わらず、伝統的挑花服飾文化を伝承し続ける必要があると
認識されていることがわかります。特に花瑶族の女性が伝統的服飾文化を伝承する意
欲が高いことがわかりました。	
	
【slide57】花瑶地域からの要望 
	 続きまして、2018 年４月に、これまで再発見した服飾文化を中国語に翻訳し、SNS
によって当該地域の人々と共有しました。SNS を通して、ご覧のような服飾文化を活
用する要望が出てきました。	
(１)白水洞村の村人が木綿を植えたい。	
(２)草原村における小学校の譚美珍先生をはじめとする全先生方は生徒に郷土文化
の学習として伝統的染色を教え、体験させたいという相談を受けました。	
(３)白水洞村における「民宿・郷村印記」の主人陸顕中氏が草木染ワークショップを
開催したい。	
(４)虎形山瑶族郷政府副郷長唐德武氏が服飾文化を同郷の政府につくられたウェブ
サイトに載せて花瑶族の伝統的魅力を発信したい。	
(５)虎形山瑶族郷中心校副校長歩道求氏が、服飾文化を小中学校の先生や学生に共有
して欲しい。	
(６)当該地域の観光ガイド劉富妹氏、鄒柳蘭氏などが、服飾文化の魅力を地域外の人
びとに分かりやすく伝えるガイドブックをつくりたい。	
(７)当該地域の撮影者彭南良氏などから、隆回県テレビ局と協力し、伝統的服飾文化
を伝える記録映像作品を制作したいとの相談を受けました。	
	
【slide58】これからの内発的地域振興活動 
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	 以上、発表者のこれまで当該地域の振興活動とそれに対する反応を述べましたが、
それらの要望も合わせて、今後、次の活動を計画しています。	
(１)2018 年９月から、花瑶族の伝統的服飾文化に基づき郷土の歴史と文化について
の教科書をつくり、当該地域の学校教育に取り入れます。 
(２)服飾文化を活用する観光ガイドブックをつくります。	
(３)2018 年９月から服飾文化について、虎形山瑶族郷政府の発信するウェブサイト
に掲載する予定です。	
(４)当該地域の撮影者に協力し、服飾文化に基づく記録映像を制作します。	
※花瑶地域には、布の文化だけではなく、木、竹、炭、漆、紙などの文化がまだまだ
沢山あります。私は終了してから中国湖南省に戻って続けて黒子として、それらの
生活文化を学び、活用する地域振興活動をしていきたいと思います。	
	
【slide59】 
	 ご清聴ありがとうございます。	
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８.本審査 Slide 
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